




末日聖徒イエス・キリスト教会

第157回 年次総大会報告

1987年4月4，5の 両日，ユタ州ソ

ル トレークシティー，テンブルスク

ウェアのタバナクルにおいて開かれ

た年次総大会の説教 とその模様

「家轍瓢議 礁難
語 り合 い，r自分 た ちの ため と見立 てて，

どの よ うに その教 えを生活 の 中 に生 かす

か を決 め るな らば， どれ ほ どす ば ら しい

祝 福 が得 られ る で し ょうか。」4月 の総 大

会 に お ける土 曜 日午前 の部会 で， エ ズ ラ

タ フ ト ・ベ ンソ ン大 管長 は この よう に

語 っ た。

大管 長 は さ らに，「二 一フ ァ イ第 三書 は

私 た ちが繰 り返 し読 むべ き書 で す」 と話

した。

この主題 を再 び取 りあげ て， ベ ン ソ ン

大 管長 は 日曜 日の最 後 の 説教 の 中で末 日

の聖 典 の大 切 さを強調 し，次 の よ うに語

っ た。「モル モ ン経 は人々 を キ リス トの み

も とへ 導 き，教 義 と聖約 は神 の王 国， す

なわ ち末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 ，
おもて お

『全地 の面 に於 け る唯 一 の真 に して命 あ

〔る〕 教会 』 に人々 を導 きます。」

また，末 日の聖典 を読 ん で， そ の真 理

を生活 の中 に生 か す とい うこ の霊 感 あ ふ

れ る勧 告 に加 え， ベ ンソ ン大 管長 は神 権

者 にホ ーム テ ィー チ ング に関 する チ ャ レ

ンジを与 え て いる。「兄 弟 の皆 さん，ホ ー

ム テ ィー チ ング は あ りきた りのプ ロ グラ

ムで は あ りませ ん。聖 徒 た ち を見 守 り，

教 会 の使命 を達 成 する ため の神権 に よる

手 段 な ので す。 ホ ーム テ ィー チ ング は単

な る割 り当 てで は な く，聖 な る召 しな の

です。

ホー ムテ ィーチ ング を軽 く考 えて はな

りませ ん。 ホー ム テ ィー チ ング の召 しは

主 イエ ス ・キ リス トが みず か ら親 し く皆

さ んを召 された か の よう に受 け入 れ る必

要 があ ります。 …… ホー ムテ ィー チ ャー

ほ ど偉 大 な教 会 の召 しは ほか にあ りませ

ん。」

2日 間 にわ た る総 大会 をベ ンソ ン大管

長 が管 理 し， ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レ

ー第一 副管 長 と トー マ ス ・S・ モ ン'ノン

第二副 管長 が各 部 会 の司会 を担 当 した。

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー十 二使 徒 定員 会

会 長 と七 十 人第一 定貝 会 名誉 会員 の ジ ョ

ン ・H・ バ ンデ ンバー グ長 老 が病気 で 欠

席 した 以外 ， 教会 幹 部 は全 貝出 席 した。

今 大会 の管理 上 の お もな決定 には，8

人 の新 しい七十 人 第一 定員 会会 員 の支 持
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が あ げ られ る。 任期 は5年 で あ るこ とが

モ ン ソン副 管長 か ら発表 されて いる。 ま

た， 若 い女 性 中央会 長会 に新 しい副会 長

が召 され た。

支 持 を受 けた のは， ジ ョー ジ ・R・ ヒ

ルIII長老， ジ ョン ・R・ ラサ タ ー長 老。

両 者 ともユ タ州 出身 であ る。 さ らに， ダ

グ ラ ス・J・マー テ ィ ン長 老， ニ ュー ジー

ラ ン ド出 身。 ア レクサ ンダ ー ・B・ モ リ

ソン長 老 ，カナ ダ出 身。L・ アル デ ィン ・

ポ ー ター長老 ， ア イダ ホ州 出 身。 ユ タ州

出身 の グレ ン ・L・ ラ ッ ド長 老， ダグ ラ

ス ・H・ ス ミス長 老， リン ・A・ ソ レン

セ ン長老 で あ る。 この決 定 に よ り現在 七

十 人第」 定員 会 で働 く会 員 の数 は62人 に

な っ た。

ア ーデ ス ・G・ カ ップ会長 の副会長 と

して若 い女性 中央会 長会 に召 され たの は，

第一 副会 長 の ジ ェイ ン ・B・ マ ラ ン姉 妹

(マラ ン姉妹 は これ まで第 二副 会長 の任

にあ った)と ， 新 た に召 され た第二 副会

長 の イ レイ ン ・L・ ジ ャ ック姉妹 で ある。

モー リー ン ・J・ タ ー リー姉 妹 は伝 道部

長 に召 され た ご主 人 と共 に働 くため に，

解 任 され た。

大会 の模 様 は衛 星 中継 を通 じ，合 衆 国

とカナ ダの全 土 に およ ぶ教 会 の集会 所 に

テ レビ放 映 され た。 その ほ かの地域 に住

む ほ とん ど全 世 界 の会員 には， 大会 の ビ

デ オ テープ が 送 られ る予定 で あ る。

なお，4月3日 の 日中 には地 区代 表 セ

ミナー が開 かれ， 夕方 に は指 導者 会 が開

か れた。
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本書は「エンサイン」「ニューエラ∫フレンド」の記事

を抜粋 した，末日聖徒イエス ・キリスト教会の公式

刊行物です。本書は以下の言語で出版されています。

月干1ト イタリア語，英語，オランダ語，サモア語

スウェーヂン語，スペイン語，中国語，韓国語，デ

ンマーク語，ドイツ語，トンが語，日本語，フィン

ランド語，フランス語，ポルトがル語，ノルウェー

語。隔月刊一一インドネシア語，タイ語，タヒチ語。

季干1ト アイスランド語。

いや

● 表 紙 ：「足 な え ，盲 人 を癒 す イ エ ス 」

J・」・テ ィ ソ ッ ト画

●本 号 の写 真 提供 者 一 大 会 の写 真 は すべ て

視 聴 覚 教 材 計 画 作 成 課 写 真 班 の エ ル ドン ・

K・ リン スフ ォー テ ン， マ ー テ ィー ・メ イ ヨ

ー， ジェ ド ・A・ クラ ー クに よ る。 そ の ほ か

の写 真 は，.ダグ ラ ス ・ジ ェー ム ズ， ク レイ グ ・

モ ーヤ ー， フ ィ リップ ・シ ャー ト リフ によ る。

大 管長 会1エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン ， ゴー ド

ン ・B・ ヒ ン ク レー ，卜一 マ ス ・S・ モ ン ソ ン

十 二使 徒 定 員 会 ：マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ，ハ

ワー ド ・W・ パ ンタ ー ，ボ イ ド ・K・ パ ッカー

，マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン ，L・ トム ・

ペ リー ，デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト， ジ ェー ム ズ ・

E・ フ ァウ ス ト， 二 一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ

ル う ラ ッセ ル ・M・ ネ ル ソ ン ， ダ リン ・H・

オー ク ス ，M・ ラ ツセ ル ・バ ラー ド， ジ ョセ

フ ・B。 ワー ス リン

顧 問 ：ヒ ュー ・W・ ピ ノ ッ ク ， ジ ョ ン ・H・ グ

ロ ー パー グ ， ジ ェー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア， デ

レ ク ・A・ カ ス バ ー ト

編 集 長 ：ヒュ 』gW・ ピ ノ ッ ク

教 会 機 関 誌 デ ～ レ ク タ ー ：ロナル ド・L・ナ イ トン

編 集主 幹 ：ラ リー ・A・ ヒラ ー

編 集 副主 幹 ：デ ピ ッ ド ・ミ ッチ ェル

編 集 主 幹 補 佐 ニジ ャ ン ・U・ ピ ンボ ロ}

子供 の 頁 編 集 ：ダ イ ア ン ・ブ リン ク マ ン

レイ ア ウ ト/デ ザ イ ン ：N・ ケ イ ・ス テ ィ ー プ

ンソ ン ， シャ リ ・ク ッ ク

制 作 ：レジ ナ ル ド ・J・ ク リス テ ン セ ン

マ ーケ テ ィ ン グ ・マ ネ ー ジ ャー ： 卜一 マ ス ・

L・ ピー タ ー ソ ン

索 引

●以下のテーマによる話が，それぞれ右
・側に示されているぺ一ジに掲載されてい

ます。
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●各 部 会 の 祈 りは 以下 の人 々 が担 当 し た。土

曜 日午 前一 デ ィー ン ・L・ ラー セ ン長 老，

ボ ー ン ・J・ フ ェザー ス トー ン長 老 。 土 曜 日

、午 後 十 ジ ぜ ック ・H・ ゴー ズ リン ド長 老，

ロ バー ト ・E・ ウ エル ズ長老 。 神 権 部 会門

ジ ェー ム ズ ・M・ パ ラモ ア長 老 ， ジ ョー ジ ・

p… リー長 老 。 日曜 日午前 一 リチ ャー ド ・

G・ ス コ ッ ト長 老 ，、ロナ ル ド ・E・ ポ ー ル マ

ン長 老 己 日曜 日午 後一 ヤ コ ブ ・デ ィヤ ガ ー

長 老 ， デ レク ・A・ カ ス バ ー ト長 老。

病 気 の た め総 大会 に 出席 で き なか っ た教 会

幹 部 は，+二 使徒 定員 会 会 長 の マ リオ ン ・G・

ロ ム ニ ー長 老 お よび七 十 人 第 一 定貝 会 名 誉会

員 の ジ ョン ・H・ バ ン デ ンバ ー グ長 老 のふ た
9

りで あ る。

も く じ
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●1987年4自4日(‡)午 前の部会

アメリカヘの

キリストの訪れ
大管長

工ズラ ・タフ ト・ベンソン

「家族そろって二一ファイ第三書を読んで，その神聖な内容について語 り合い，

自分たちのためと見立てて，どのようにその教えを生活の中に生かすかを決め

るならば，どれほどすばらしい祝福が得られるでしょうか。J

兄
弟姉妹 の 皆 さん，再 び この すば ら

しい総 大会 を始 め るに あた り， 私

の胸 の中 に は全世 界 の末 日聖 徒 に対 す る

愛 と感 謝 の、思いが満 ちあふ れ て います。

き ょうまで の6カ 月 間， モル モ ン経 に

書 かれ た主 の み言葉 を繰 り返 し読 む よ う

に との勧 告 にこ たえて くだ さった教 会 員

の方 々 を見 て，私 は深 い感銘 を受 け て き

ました。 それ よ って私 た ち は，霊 性 を高

め，器 の 内側 を清 め る助 け を得 る ことが

で きま した。

大 人 も若 人 も， また小 さ い子 供 た ち も，

モル モ ン経 によ って ど う生 活 が変 わ っ た

か を力肇 く証 して きま した。私 自身 の生

活 も， この神聖 な記録 によ って， 今 な お

変 わ りつ っあ ります。

最近 も，復 活 され た救 い主 の ア メ リカ

大 陸 への 訪れ にっ いて述 べ た， モル モ ン

経 のす ば ら しい記録 を読 み直 して い ま し

た。復 活祭 が近 づ くに っれ，私 は 二一 フ

ァイ第三 書 の記 述 の美 しさ と力 強 さ， ま

た それ が今 の時代 と今 の世 の人 々 に とっ

て偉 大 な価値 を持 つ もので あ る こと に，

深 い感動 を覚 えて い ます。

二一 フ ァイ第 三書 には，救 い主 が訪 れ

る 直前 の時代 の二 一 フ ァイ人の歴 史 が 記

されて い ます が， 当時 と私 た ちが再 臨 を

待 ち望 ん でい る この時代 の 間 には， 数 多

くの共通 点 が見 られ ます。 当時 二 一 フ ァ

イ人の文 明 は最 盛期 にあ り， 民 は繁 栄 し，

勤勉 に働 いて い ま した。 多 くの町 が建 設

され， それ を結 ぶ道 路 が造 られ ま した。

海上 交易 が行 なわ れ，神 殿 や宮 殿 も建 て

られ ま した。

しか し， 例 に もれ ず，彼 ら も主 を拒 み

ま した。 多 くの人 々 が高慢 にな り， 不正

直 と不 道徳 が は び こ りま した。 そ して秘

密結 社 も隆 盛 を極 め る よ うにな りま した。

それ は ヒ ラマ ンが述 べて い る よう に， ガ

デ アン トン強盗 団 が 「義 人 の大 部分 さ え

も誘 惑 して結社 のす る こ とを賛 成 させ，
かす

結 社 が掠 め取 った物 を配分 」 す る よ うに

さ えな った か らです。(ヒ ラマ ン6：38〉

また 「民 はつ いに その財産 と学問 を修 め

る便 宜 の 多少 とに よって 階級 に差 別 を つ

け始 め」 ま した。(III二 一 フ ァイ6：12〉

こう して現代 と同 じよ う に，「サ タ ンが民
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せんどう

の心 を煽動 してあ らゆ る悪 事 をさせ ，高
いさな

ぶ らせ，その心 を誘 って権 力 と威勢 と財産
むな むさぽ

と この世 の空 しい もの を貧 らせ る こ とに

非 常 に力」 を奮 った ので す。(15節)

モ ルモ ンは 二一 フ ァ イ人 につ い て，彼

らは 「知 らず に罪 を犯 した ので は ない。

自分 らに関 す る神 の み こ ころ は とうに教

え られて よ く知 って いた 」 と書 い てい ま

す。(18節)

義 人は わず か しか いな くな って しまい

ま した。(14節 参 照)二 一 フ ァイが大 きな

力 を もって教 会 を導 き， 数 々 の奇 跡 を行

な い ましたが ，「心 を改 めて主 を信 ず る よ
わずか

う に な った者 は僅 だ けで 」 した。(皿 二

一 フ ァイ7：21〉 民 の ほ とん どが 主 を拒

んだの です。 彼 ら は予 言 者 を石 で打 ち，

キ リス トに従 お う とす る人 々 を迫害 し ま

した。

この時 に あた り， 自然 を つ か さ どる神 ，

すなわ ちイ エ ス ・キ リス トは ご 自身の 手

を差 し伸 べ られ ま した。 か つ てな い激 し

い嵐 が全 地 を襲 い ま した。稲 妻 が 走 り，

雷鳴 が地 を震 わせ ま した。荒 れ 狂 う風 に

吹 きさらわれ ，二度 と姿 を見 せ な くな っ

て しまった人 々 もい ま した。

「沈 んで し まった名 高 い大 都会 も多 く

あ り， 焼 け て しま った都 会 も 多 くあ り，

また家屋 が地 に倒 れ， 住 民 が死 」 んで し

まい ました。(III二 ～ フ ァイ8114〉
かわ

「地 の全面 が変 って」 し まっ たの です
。

(12節)

この 自然の猛 威 は3時 間 にわ た って続

きま したが， やが て稲妻 ， 雷 鳴， 嵐， 大

風 地 震 がやみ ， 暗黒 が地 を覆 い ま した。

3日 聞，光 が な く， ろ うそ く に火 をつ け

る こともで き ませ んで した。 この暗 黒 の

霧 は非常 に濃 く， 手 で触 れ る こ とがで き

るほ どで した。「す べて の民 の 中 に… … ひ
なけ

どい悲 しみ と歎 き と泣 き叫ぶ声 」 が あ り

ま した。

そして 「この大 きな恐 ろしい時が来 ない
くいあらた

前 に，悔 改 め を して予 言 者 ら を殺 さず，
う

石 で これ を撃 たず， また追 い出 さな けれ

ばよか った ものを」 と言 って 民 が泣 き叫

ぶ声が聞 こ えま した。(23，25節)

その とき， 天 か らひ とつの 声 が あ り，

全 地 に聞 こ えま した。

その声 は恐 ろ しい滅亡 につ いて語 り，

それは民 の罪悪 とい まわ しい行 な いが 招

い た結 果 に ほ か に な ら な い と告 げ ま し
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そ の声 が，「われ が汝 らを医 す を得 るた

めに， 汝 らは今 わ れ に立 ち帰 りて罪 を悔

い また心 を改 め ざる か」 と告 げ るの を聞

いた と きの，民 の気 持 ち を想像 して みて

くだ さ い。(III二 一 フ ァイ9：13)

そ れか ら， その声 の主 が だれ であ るか

が知 らさ れ ま した。 「わ れ は神 の子 イエ

ス ・キ リス トな り。」(15節)そ れ は ご 自

身 も罪 あ る者 た ち にあ ざけ られ， 否 まれ

た方 の声 で した。 予言 者 た ち は この声 の

主す な わ ちイエ ス ・キ リス トを宣 べ伝 え，

キ リス トの た め に石 で打 たれ， 死 んで い

ったの です。 民 に聞 こえ たその 声 は主 の

み声 だ ったの で す。

主 は ご自身 が贈 いの業 を成 し遂 げ， モ

ーセ の律 法 を成 就 され た こ と
， また神 へ

の犠 牲 と して， へ りくだ る心 と悔 い る精
ささ

神 を捧 ぐべ き ことを宣 言 され ました。

や みが消 え去 る と， 多 くの 人 々が バ ウ

ンテ フル の地 の神殿 の周 りに集 ま って き

ま した。 その数 は男 も女 も子供 も入 れ て

約2，500人 で した。 民が ，す で に その死

の しる しが現 わ れ たイエ ス ・キ リス トに

つ いて話 し合 って い ると きに，再 び先 の

声 が 聞 こえ て きま した。

モ ル モ ンは次 の よう に書 いて い ます。

「この声 は荒 々 しい声 で もな く， また高

い声 で もな かっ たが， 小 さ な声 で あ りな
ずい

が らも これ を聞 いた者 た ちの骨 の髄 まで

つき通 るよ うであ って，かれ らは全身 こと

ご と く、孟・る えお のの い た。 この声 は ま こ
し

とにかれ らの中心 にま で浸 みわ た り心 が

燃 える よ うな感 じを与 えた。」(m二 一 フ

ァイ11：3)民 は1度 な らず2度 まで も

それ を聞 き ましたが， 何 を言 って いる か

理 解 す る こ とが で き ません で した。

モル モ ンは こ う書 き続 け て い ます。「こ
み たひ きこ

の声 は三 度 まで聞 え たが， か れ らは この

た び はよ く聞 き分 け るよ うに心 を注 い で
わか

・その声 の意 味 が解 っ た
。 その声 は，

よ

『わが喜 ぶ愛子 を見 よ。 わ れ は これ に由

聖徒の道/1987年 ア月号 5



りて すで にわ が名 の栄光 を示 しぬ。 わが
おう

愛 子 に聞 け』 と かれ らに仰 せ に な って い

た。」(5-7節)

世 界の歴 史 を見 て も， 自分 た ち に語 り

か ける父 な る神 のみ声 を実 際 に聞 いた民

はご くわず かで す。彼 らが天 に 目を向 け
くだ

て い ると，「天 か ら一 人の 男 の方 が降 りた

もうの が見 え た。 この お方 は 白い衣 を召

して，降 って きて群 衆 の中 に立 ちた もう

た。」(8節)

栄 光 あ る，復 活 され た お方， また神会

の一員 で あ り， 無数 の世 界 の創 造主 ， ア

ブ ラハム， イ サ ク， ヤ コブの神 が彼 らの

目の前 に立 た れ たの です。

「時 にその お方 は手 を伸 して群 衆 に話

しかけて 仰せ に な った。

『見 よ， わ れ は イエ ス ・キ リス トな り。

予言 者 らが この世 に来 る と証 を した るそ

の者 な り。
い の ち

わ れは世 の光 に して また世 の生命 なg。

わ れ は御 父 がわ れ に授 け たま い しかの苦

き杯 をすで に飲 み，世 の人 の罪 を わが 身

に引 き受 けて御 父 の栄光 を示 した り。世
おい

の 人 の罪 をわが 身 に引 き受 くる こと に於

て， われ は最 初 よ りす べて御 父 の み こ こ

ろ に従 え り』 と。」(9-11節)

群 衆 は ひ と り残 らず地 にひ れ伏 しま し

た。 イ エ スは彼 ら に， 立 ち上 が って ご 自

分 に近づ くよ うに と命 じ られ ま した。 そ

顯

漆贈
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して ， その あば らに手 を差 し入 れ， 手足

に ある釘 跡 に触 れ るよ う に と言 われ ま し

た。そ こに いた2，500人 の人 々 は順 に一 人

一 人 進 み出 ました
。

そ して実際 に 「各 々 み な 目で見， 手 で

触 れて， この御 方 が予 言者 た ち によ って
しる

この世 に来 る と誌 され た お方 であ る こ と
たしか

を確 に知 り， また証 を」したの で す。(15

節)

最 後 の ひ と りが 救 い主 と顔 を合 わせ て

立 ち， 主 の復 活 が疑 い もな く真 実 で あ る

こ とを理解 す ると，「み な一 せ いに よば わ

って，『ホザ ナ よ。いと高 き神 の御 名 を讃

美 す』 と言 い， イエ ス の足下 にひれ伏 し

て イエ ス を拝 し」 ま した。(16-17節)

主 は忠 実 な予 言者 二 一 フ ァイを は じめ

とす る人々 を呼 び寄 せ， 彼 らに ご自分 の

み名 によ ってバ プ テ スマ を施 す権 威 と権

能 を授 け られ ま した。

主 は民 に こ う教 え られ ま した。「汝 ら は

悔 い改 め， わが名 に よ りてバ プ テ スマ を

受 け， 幼 児 の ごと くに な らざるべ か らず。

しか らず ば， とうて い神 の王 国 に住 む こ

とを得 ず。」(38節)

そ して， 現在 山上 の垂訓 と呼 ばれ て い

るす ば ら しい教 え を話 され たの です。

そ れ か ら主 は こう言 われ ま した。

「汝 らは理解 力弱 く
，御 父が今 汝 らに

説 き伝 え よ とわ れ に命 じた まい し教 えが，

こと ごと く汝 ら に了解 され ざ る こと明 ら

か な り。
す ま い

され ば， 汝 ら は各 々 その住 居 に帰 りて

後 ， わ れが これ まで汝 らに語 リしこ とを

よく よく考 えて，汝 らの理解 で きる ため

に， また明 日教 えを聞 く準備 をす る ため

に， わ が名 によ りて御 父 に祈 るべ し。 わ

れ は 明 日再 び汝 ら の と こ ろ に来 らん。」

(IH二 一 フ ァイ17：2-3)

民 の もと を去 る時 が近 づ いた こ とを告

げた と きに，主 が 「もう一 度群 衆 を見 ま

わ して ご らんに なる と，群 衆 は涙 を流 し

てイ エ スに今 しば ら く自分 ら と共 に居 り

た まえ と言 わん ばか りにイ エ スを じっ と

眺め て い」ま した。(III二一 フ ァイ17：5)
あわ

この と き復 活 され た主 は， 憐 れ みの情

に動 か され， 病 ん で いる者， 障 害 を持 つ

者 た ちを連 れ て くる よう に と， 民 に命 じ

られ ま した。

「イエ スが こ う仰 せ に なる と，群 衆 は

一 同 して その 中 にあ る病 人
，悩 んで いる

者 ， あ しな え， め く ら， お し， または ど

の よう な病 気 で あれ悩 んで い る者 たち を

つれ て イエ スの み も とに近 よって きた か

ら， イ エ スはそ の来 た順 序 に従 ってみ な
いや

これ を医 した も うた。」(9-11節)

次 に救 い主 は幼 な子 た ち を呼 び寄 せ ，

ご自分 が御 父 に祈 って い る間， ひざ まず

い て いる よ うに と群 衆 に命 じ られ ま した。

モル モ ン は， その祈 りは 「これ を口で

言 い あ らわせ る者 もな く， 筆 で書 きあ ら

わ せ る者 もな く， また人 間 の心 で想像 で

きぬ ほ ど偉 大 で驚嘆 すべ きもの で ある」

(17節)と 述 べ てい ます。 イエ スは喜 び

の涙 を流 しなが ら， 子供 た ち を一人 一 人

近寄 せ，祝 福 を与 え ました。 そ して最 後

に，群 衆 の方 を向 いて，「汝 らの 子供 たち

を見 よ」(23節)と 言 わ れ たの で す。

民 が天 を仰 ぎ見 る と，「天 が開 けて天使

らが 火 の中 に取 り巻 か れて い る よ うな有
あまくだ

様 で天降 リ， 子供 た ちを取 りか こん だの

で子 供 た ち もまた火 に取 りか こ まれ， 天

使 らは子 供 た ち に祝福 を与 え」 ま した。

(24節)

この栄 えあ る 日と， そ れ に続 く幾 日か

の間 に起 こ った出来 事 を すべ て語 り尽 く

す時 間 はあ りませ んが， 二一 フ ァイ第三

書 に書 か れて い る ことが， す べ ての聖 典

の 中で も特 に感 動 的 で力強 い もので あ る

こと は確 か です。 二 一フ ァイ第三 書 は イ

エ ス ・キ リス トと その予 言 者， 救 いの教

えを証 してい ます。 この復 活祭 の時 期 に

あ た り， 家族 そろ って二 一 フ ァイ第 三書

を読 ん で そ の神 聖 な 内容 に つ い て語 り

合 い， 自分 た ちのた め と見 立 て て， どの

よ うにそ の教 えを生活 の 中 に生 か す かを

決 め るな らば， どれ ほ どす ば ら しい祝福

が得 られ るで し ょうか。

二一 フ ァイ第 三書 は私 た ちが何 度 も繰

り返 し読 むべ き書で す。 そ こ には， ア メ

リカでの復 活 され たキ リス トヘ の証 が，

純粋 な ままに美 しく語 られ て い ます。 救

い主 は， 弟子 たちの もとを去 る時 が近 づ

い たと きに， こう言 われ ま した。

「見 よ
， われ はす で にわ が福 音 を汝 ら

に授 けた るが， その福 音 を言 い換 うれ ば

次 の ご と し。 まずわ が父 わ れ を つか わ し

た まいた れば， われ は父 の み こ こ ろを行

わ んとて この世 に来 れ り。

わが父 のわれ を つか わ した まい しは，

われ が十字架 にか け られ て，後 に あ らゆ
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る人々 を われ に引 きよせ んが た めな り。
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また人 が われ を十字 架 に上 げた る故 に，

今度 は御 父 が世 の 中の 人 を必 ず ひ き上 げ

て， これ を各 々の行 いの善 悪 に応 じて裁

判 する ため にわが前 に立 たせ たもう。・・… ・

悔 い改 め て わが名 に よ りて バプ テス マ
みた

を受 くる者 は聖霊 に満 さる。 ま たその 者

が終 りまで忍 ばば， わ れが世 の中 の人 々

を裁 判 す る 日に， 御 父 の前 にて これ を罪

無 き者 とせ ん。 … …

そ もそ も， 清 か らざる もの は御 父の 王

国 に入 る こ とを得 ず。信 仰 を し， すべ て

の罪 を悔 い改 め， 終 りまで 誠 をっ くし，

以 てわ が血 に よ りてそ の衣 を洗 い し者 の

ほ か には御父 の安 息 に入 り得 る者 な し。

さて，世 界 の隅々 に至 る者 た ちよ。 汝

らは聖 霊 を受 けて聖 め られ， また終 りの

日にわ が前 に罪 な しとせ られ んた め に今

悔 い改 め， われ に来 て わが名 に よ りて バ

プ テス マを受 けよ。 これ汝 らに与 う る命

令 な り。

われ ま こと に， ま こと に汝 ら に告 ぐ，

以 上 は わ が 福 音 な り。」(III二 一 フ ァ イ

27：13-14，16，19-21)

復活 され た キ リス トの働 きは， 聖地 や

古 代 ア メ リカの民 へ の訪 れ で終 わ った わ

け では あ りませ ん。奇 跡 は続 き， キ リ ス

鐵rF ，騒

難 灘

隣

漿1了

トは現代 にお いて もみ姿 を人 に示 して お

られ るの です。

教 義 と聖約 第76章 で予 言 者 ジ ョセ フ ・

ス ミスは シ ドニー ・リグ ドンと共 に受 け

た示 現 に つい て記録 し， こ う宣 言 して い

ます。
つ な

「さて
， この 子羊 に就 きて為 され た る

あ げ く

様 々 の証 の挙 句 ， われ らの為 す最 後 の証

はす なわ ち 『主 は実 に生 きた もう』 こ と
これ

是 な り。

われ らは，彼 が す なわ ち神 の右 に座 し

た もう を見 た り。 また，御 父 の生 み た も
ひとりご

う独 子 な りと証 した もう声 を聞 け り。

す なわ ち諸 々の世 界 は彼 の手 によ り，
よ

彼 の手 を経 て， また彼 に 因 りて先 に作 ら

れ， また現 に作 られ， これ に住 む者 たち

も皆 神 よ り生 れ たる、息、子 と娘 な るこ とを

証 した もう。」(22-24節)

さて， これ まで述 べ て きた こ とは，私

た ち に とって どの よ うな意 味 を持 つの で

し ょうか。 そ れ は， キ リス トが今復 活 し

た肉体 を もって実在 して お られ る ように，

私 た ち も復 活 し，生 き続 け るこ とが で き

る とい うこ とを教 えて くれ て い ます。 ま

た， この人 生 は試 しの 時 であ り， やが て

死 と復活 と裁 き とが ある こ とを示 して い

ます。
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私 た ちの宗教 のか なめ石 で あ るモル モ

ン経 に はこ う書 かれ て います。「肉体 の死

は， すで にす べ ての人 々 に及 んで いる。

しか しなが ら， 人 が悔 改 め をす るこ とが
ゆ う よ

で きる よう に猶 予 が与 えられ たか ら， こ
あ

の世 の生涯 は試 しの時期 とな り，神 に逢

う用意 をす る時期 とな り， またわ れわ れ

が話 す死者 の復 活 の後 にく る永 遠 の生命

を受 け る用 意 を なすべ き時期 とな った。」

(アル マ12：24)

人 は皆死 か らよみ が えるの です。霊 と

体 は再 び合 して完全 な形 と な り，手 足 も

骨 の関 節 も本 来 の形 に返 ります。 そ して

私 たち は神 の御 前 に引 き出 され， その行
よ あ

な いの善 し悪 しに応 じて裁 判 を受 け るた

め，御 子 イ エス ・キ リス トと父な る神 と

聖 霊 の 法 廷 に召 され ます。(ア ル マ11：

42-44参 照)

この試 しの生 涯 ，将 来 に待 ち受 け る復

活， 最後 の裁 き につ いて考 える と，復 活

され た主 がモ ルモ ン経 の 二一 フ ァイ第三

書 の 中で弟 子 た ちに向 け られ た質 問を，

心 に留 め て お く必要 が あ る ことが わか り

ます。

主 は弟子 たち に 「汝 らはい かな る人物

にて あ るべ きか」 と尋 ね られ ま した。 そ

れ に対 して，主 はみず か ら こう答 え られ

たの です。「まこ と に汝 らはわ れ と同 じ人

物 な ら ざ る べ か ら ず。」(III二 一 フ ァ イ

27：27)

キ リス トは私 たちの模 範 で あ り， また

瞭 い主 に して， 主 な るお方 で す。

二一 フ ァイ 第三書 が， 復活 した キ リス

トの古代 アメ リカヘの訪 れ を記 した真 実

の記録 で あ り， その教 え を最 初 に語 られ

た ま まの姿 で と どめて い る ことを証 しま

す。

イエ スが キ リス トで あ り， 現在 ご 自身

の教会 すな わ ち末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス

ト教会 の頭 として立 ってお られ る こと を

証 します。

また， キ リス トが力 と大 い なる栄光 と

を ま とって再 臨 され， 私 た ちの永 遠 の幸

福 のた め にすべ て の ことを して く ださ る

ことを証 します。

皆 さんが 日々， キ リス トにな ら って生

き る こと によ り， キ リス トに まみ え，共

に住 む備 え を な さ い ま す よ う に。 イ エ

ス ・キ リス トの み名 に よっ てお祈 りし ま

す。 ア ーメ ン。
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死後の生活
十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ネル、ノン

「古代から現代に至るまでの間に，数多くの人々が，復活されたイエスはまこ

とに世の救い主であると証 しています。イエスによって，すべての人が復活

できるようになったのです。」

き
ょう この壇上 にて， エ ズ ラ ・タフ

ト ・ベ ンソ ン大管 長 に続 いてお話
ヤ

しでき るこ とを光栄 に思 い ます。私 は大

管 長 を神 の生 け る予 言 者 と して支持 いた

します。 ベ ン ソン大 管 長 は，1943年 ， す

な わち私 が医 学部 に入 る前 に使 徒 として

聖 任 を受 け られ ま した。大 管長 は この地

上 にお ける先 任使徒 です 。予 言者 に対 す

る， また予言 者 の指示 と霊 感 の メ ッセー

ジに対 する私 の感 謝 の気持 ち を申 し加 え

させて いた だ きます。

大 管長 は， 復活 され たイ エ スが古代 ア

メ リカ大 陸 の人 々 に教 え と導 きを施 さ れ

た ことにつ い て話 され ま した。 モル モ ン

経 に記 され て いる この尊 い知 識 は， す べ

ての人 に と って， 非常 に重要 な意味 を持

つ もので す。 モル モ ン経 は， 真 に， イ エ

ス ・キ リス トにつ いて の も うひ とつの証

です。

ベ ン ソ ン大管 長 の お話 を聞 き なが ら，

数 年前 にあ る出版社 の方 と話 した ときの

こ とを思 い出 しま した。 その人 は， いわ

ゆる死 とい う もの の あ とに も生 活 が存 続

す る のか と いう こ とにつ いて， 関心 を持

って い ま した。 重 い病 気 で，生 と死 の境

をさ ま よう よう な経 験 を して か ら意識 が

戻 っ た人 の体 験 談 に つい て述 べて くれ な

いか， とい うこ とで した。 この テー マ に

人 々が興 味 を引 かれ る こと を察 して か，

その書物 に は 「死後 の生活 」(Lifeafter

Life)と い う題 が つ け られ る との こ とで

した。

そ の依 頼 につ いて考 える につ け， それ

まで に内密 に打 ち明 け られ た多 くの出 来

事 を思 い起 こ しま した。 しか し私 は， そ

れ らは いずれ も神聖 な出来事 で あっ て，

この世 的 な方法 ，特 に金銭 的 な利益 の た

めに は分 か ち合 う こと はで きな い と思 い

ま した。 さ らに， そ の よう なこ とを体 験

した証 人 た ちの証 が伴 わ な い限 り，「死 後

の生活 」 に関 す る例 だ けを述 べ て も無 意

味 で あ る と思 い ま した。

そ れ よ りも， 死 後 の生活 につ いて すで

に立証 され， また慎 重 に検 証 され た証 拠

につ いて研 究 す る こ との方 が論 理 的 で あ

り，説得 力が あ るの で はな いか と思 われ

ます。

ベ ンソ ン大 管長 は， こ う した かけ が え

のな い記録 のひ とつ に つい て話 して くだ

さ い ました。 イ エ スは，死 か らよみ が え

る と， アメ リカ大 陸 に おい て生 け るキ リ

ス トとして の活動 を行 なわ れ ま した。 ベ

ンソ ン大 管長 が話 され た復 活 の 出来事 と

前 後 して，様 々 な場所 で，大勢 の人 が復

活 され た主 を 目撃 し ました。
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聖地 に て親 しく して い た人 々 と

1.復 活 され た救 い主 を最 初 に見 た人

は， マ グ ダ ラ の マ リヤ で した。(ヨ ハ ネ

20：16-17参 照)

2.復 活 され た主 が ほ かの女 たち に現

わ れ た ことに つ いて も記 録 され てい ます。

ヤ コブの母 マ リヤ， ヤ コブお よび ヨハ ネ

の母 サ ロメ， ヨハ ンナ， スザ ンナ， ほ か

に も多 くの女 が この 出来事 を 目に し まし

た。(マ ル コ16：1;ル カ8：3参 照)

3.イ エ スは シモ ン ・ペ テ ロに もみ姿

を現 わ され ま した。(1コ リン ト15：5参

照)ペ テ ロは先任 の使徒 で あ って，今 日

の ベ ンソ ン大 管長 の よ うに， その 当時 に

お け る神権 の権 能 の鍵 を持 って い ま した。

4.そ の夜 遅 く， ク レオ パ と， ル カと

思わ れ るふ た りの使徒 は， エ マオ に向 か

う途 中 で，復 活 され た主 に会 い ま した。

救 い主 は彼 らと共 に食 べ物 を 口に され ま

した。(ル カ24：30，33参 照)

5.主 は， 二 階 の広 間 にい た使 徒 たち

に もみ姿 を現 わ され ま した。 主 は ご 自分

の手 と足 をお見 せ にな りま した。「彼 らが

焼 いた魚 の一 きれ を さ しあげ る と， イエ

スは…… み ん なの前 で食 べ られ た。」(ル

カ24：42-43)

6.使 徒 た ちに み姿 を現 わ され て か ら

8日 後， イエ スは再 び彼 らの前 に立 たれ

ま した。 その と きは， 疑 い深 い トマ スが

そこ にい ま した。 イエ ス は トマス に言 わ

れ ました。「あ なた はわ た しを見 た ので信

じた のか。 見 ない で信 ず る者 は， さ いわ

いで ある。」(ヨ ハ ネ20：29)

7.イ エ スは1テ ベ リヤ の海 べ にお い

て， 夜通 し漁 を して， 何 の獲 物 も得 る こ

との で きなか った7人 の使 徒 に現 われ ま

した。主 は彼 らの網 を魚 で満 た しま した。

その後， ペテ ロは，神 の 羊 を飼 う よ う戒

め られ ました。(ヨ ハ ネ21：1-24参 照)

8， パ レス チナで は，復 活 され た主 を

大勢 の人々 が 目撃 して い ます。 そ れ は，

ガ リラヤの海 べ の近 くの 山 にお け る出 来

事 で した。この と きは，500人 以 上 の兄 弟

たち が一 度 に イエ スを見 て い ます。(1コ

リン ト1516参 照)

9.主 はその後再 び 「彼 らに行 くよ う

に命 じ られ た山 」 に11人 を連 れて行 かれ

ま した。 そ して， 使徒 た ちに 「それ ゆ え

に， あな たが たは行 って， す べて の 国民

・に教 えよ」(マタ イ28：16，19-20)と い



う， あ の尽 きる ことの な い責 任 を与 え ら

れ ま した。

10.イ エ ス は， 特別 な弟子 の ひ と りと

な った， 自分 の弟 の ヤ コブ に もみ姿 を現

わ され ま した。(1コ リン ト15：7参 照)

11， パ ウ ロは 「そ して最 後 に， … … わ

た しに も，現 れ たの であ る」(1コ リン ト

15：8。 使徒9：4-5も 参照 〉 と言 っ

て い ます。

12.イ エ スは， オ リブ 山で の昇 天 に先

立 ち， ア ジア にお け る教 会 の指 導者 た ち

に別 れ を告 げ，こう予言 され ま した。「あ

な たが た は……地 のは て まで， わ た しの

証 人 とな るで あろ う。」(使 徒1：8)

13.ス テパ ノは エル サ レム の門 の と こ

ろ で石 で打 たれ て殉教 した とき，「天 を見

つ めて い ると，神 の栄 光 が現 れ， イエ ス

が神 の右 に立 ってお られ るのが見 え」 ま

した。(使 徒7：55)

二 一 フ ァイ人 に対 して

M.復 活 され た主 が， ア メ リカ大陸 に

住 ん でい た二 一 フ ァイ人 に対 して施 され

た導 き と教 え の業 は， ベ ンソ ン大管 長 の

言葉 で 力 強 く語 られ て います。 そ こで は

少 な くと も2，500人(III二 一 フ ァイ17：25

参 照)が 主 の み声 を聞 き， そ のみ 手 とみ

足 にあ る釘 の しる しに触 れ， その あば ら

に手 を差 し入 れ ま した。(m二 一 フ ァイ

11：7-17参 照)こ の とき， 多 くの人 が

喜 びの涙 で み足 を ぬ ら したで あ ろう と思

い ます。

死 者 に対 して

15.主 の導 きと教 え の業 は， ほ かの世

界 で も続 け られ ま した。 イ エ スは，死 後

の霊 の世 界 にお いて， 死 者 た ちに教 え と

導 きを施 され ま した。(m二 一 フ ァイ23：

9-10参 照)ペ テ ロは次 の よ うに述 べて

い ます。「死 人 に さ え福 音 が宣 べ伝 えられ

たの は， 彼 らは肉 に お いて は人間 として

さば きを受 け るが， 霊 にお いて は神 に従

って生 きる よう にな るた めで あ る。」(1

ペ テ ロ4：6。3119-21も 参 照)

これ に つい て は ヨハ ネ も次 の よ うに教

え てい ます。「死 んだ 人た ちが，神の子 の声

を聞 く…… そ して聞 く人 は生 きる であ ろ

う。」(ヨ ハ ネ5：25)生 ける主 が死 者 の

間 で導 き と教 えの業 を施 され た こと に対

す る証 は，現 代 に お いて，教 義 と聖約 に

聖徒の道/1987年7月 号

難r衡

灘

　螺

霧
臨'

つ け加 え られ ま した。(教 義 と聖 約138
あがな

参 照 。邦 訳聖 典 で は 「死者 の貝賓いに関 す

る示 現 」 と して高価 な る真珠 に収 め られ

て い る)

失 われ た支 族 に対 して

16。 モル モ ン経 に は， イエ スが イ ス ラ

エル の家 の失 わ れ た支 族 を訪 れ られた こ

とが載 せ られて い ます。 主 は お そら く，

ほ かの 人々 に な され たの と同 じ こと を彼

らのた め にな され た と思 わ れ ます。(II二

一 フ ァ イ29：131111二 一 フ ァイ17：4;

21：26参 照)

この神 権 時代 の人 々 に対 して

2，000年 た った今 ，イ エス が復活 され た

こ とへ の新 たな証 人 が， この偉大 な真 理

に対 して彼 ら 自身の証 をつ け加 えて い ま

1饗灘 饗
、1

議

、簗

繍
鞭 己
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灘 購 ，1

に　
ブ

鐡

灘

務 霧 蔑
・鑛 一蝋

騒 　

國 、醐
灘

斥個 言、「

雛

す。

17.予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス は，1820

年， 天 父 と復活 され た主 な る御 子 の訪 れ

を受 け ま した。 ジ ョセ フは おふ た りのみ

姿 を拝 し， その み声 を聞 きま した。 ジ ョ

セフ は， イエ ス が神 の御 子 で あ る ことに

つい て， 天 父 ご自身 に よる証 を受 け ま し

た。 こうあ ります。「御父 は，人間 の有 す

る肉体 と同 じ く触知 し得 る骨 肉 の体 を有
しか

し た も う。 御 子 ま も た 然 り。」(教 義 と聖

約130：22)

18。 そ れ か ら12年 後 に， 救 い 主 は 再 び

ジ ョ セ フ ・ス ミス と シ ドニ ー ・リグ ド ン

に み 姿 を 現 わ さ れ ま した 。「わ れ ら は，彼
ざ

が す なわ ち神 の右 に座 した も うを見 た り。
ひと

また，御 父の生 みた もう独 り子 な りと証

した も う声 を聞 け り」(教 義 と聖 約761

23)と 彼 らは言 って い ます。

9



19.1836年4月3 、日(昨 日 か ら ち ょ う

ど151年 前 の こ とで す 〉，予 言 者 ジ ョ セ フ

は， カ ー トラ ン ド神 殿 で オ リ ヴ ァ ・カ ウ

ド リ と共 に，再 び 主 に ま み え ま し た 。「わ
きようらん

れ らは，わ れ ら に面 して教壇 の胸 欄 に立

ちた も う主 を見 た り。 ……
ごと

その眼 は燃 ゆ る炎 の如 く，頭 髪 白き こ
ごと

と清 き雪 の如 く， そ の顔 は 日の輝 きに も

勝 りて光 り輝 き， そ の声 は洪 水 の激 す る

音 の如 し。 誠 にエ ホバの御 声 言 い た もう。

わ れ は始 めな り終 りな り。 われ は生 け

る者 な り殺 され た る者 な り。 父 と汝 らの

閲 の仲 保 者 な り。」(教義 と聖 約110：2-

4)

そ うです。 イエ ス ・キ リス トの復 活 は，

歴 史上， 最 も入 念 に立証 され た出 来事 な

の です。 イエ スが現 わ れ た も うた こと に

つ いて 多 くの事 例 を あげ ま した が， ほ か

に も多 くの こ とが記 され て い ます。

これ にも増 して さら に驚 くべ き こ とは，
あがな

貝費い，復 活 とい う イエ スの使 命 が，私 た

ち一 人一 人が 罪 か ら清 め られ，栄 光 に満

ち た復 活 に あず か る とい う特 権 に も影 響

を及 ぼ して い る とい う事 実 で す。神 の業

に して神 の栄 光 は，至 高 の お方 に しか 完

全 に理 解 しが たい すば らしい方 法 を も っ

て 「人 に不死 不滅 と永遠 の 生命 とを もた

らす」 こ とな ので す。(モ ー セ1：39)

教 会 の教 師 の皆 さ ん， 生徒 た ち には，

老若 男女 を問 わず ， 以 上 の よ うに教 え る

必要 が あ ります。 これ は， 時 に は ユー モ

ラ スな結 果 を生 じ るこ とが あ りま す。 あ

る指導 者 は次 の よ うに言 い ま した。

「あ る母 親 が，初 等 協会 か ら帰 った幼

い息子 にク ラス で何 を学 ん だの か尋 ね ま

した。『ぽ くは前 に ち りだ った か ら，また

ち りに な るって， ママ，本 当P』

『そ う よ
。 「あな た は， ち りだか ら， ち

りに帰 る」(創 世3：19〉 って聖 典 に書 か

れ て いるわ。』

この幼 い少年 はそれ に感 嘆 した ようで

した。翌 朝 ，彼 は学 校 へ行 くた め に靴 を

探 して いま した。 は って ベ ッ ドの下 に も

ぐ りこむ と， 驚 いた こ とに， ち りとほ こ

りの か た ま りが見 え ました。 その子 は走

って行 って，母 親 に言 い ま した 。 『マ マ，

だれ か がぼ くの ベ ッ ドの下 に い るよ。 あ

の 人， これ か ら生 まれ て くる の か， もう

死 ん じ ゃった のか， ど っちな の。』」

lO
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復 活 の本 質

そ うです・ ち り す なわ ち土 の元素

か ら成 る混合物 は，組 み合わ されて，人

の体 の生 ける細 胞 と な ります。 復活 とい

う奇 跡 は，私 た ちが まず造 られ た とい う

奇 跡 に匹敵 します。

どの よ うに して ふ たつ の胚細 胞 が ひ と

つ の細胞 にな る かに つ いて， は っ き りと

理解 して い る人 はい ませ ん。 それ か ら生

じた細 胞 が， どの よ うに して増殖 した り

分裂 した り， それ らが身 の 回 りの す ば ら

し い もの を見 る 目とな り， 聞 く耳 とな り，

感 じ る指 とな るの か につ いて もわ か って

お りませ ん。 それ ぞれ の細 胞 に は， 何 千

とい う遺 伝子 を持 っ た染 色体 が含 まれて

お り， そ れ らの細胞 は科 学 的 に それ ぞれ
そな

独 立 し， 独 自の特質 を具 え てい ます。 人

の体 は， 人 それ ぞれ の遺伝 因子 に従 っ て，

絶 えず再 生 され る もの で す。 お風 呂 に入

る と， そ のた び に汚 れ が落 ちるば か りで

な く，死 んだ細 胞 や死 につつ あ る細胞 が

失 われ て，新 しい もの に置 き換 え られ て

い き ます。 この再 生お よび新生 の過 程 こ

そ， 復 活 と い う来 るべ き約 束 され た現 象

の先 ぶ れ です。

ヨブは 「人 が も し死 ね ば， また生 き る

で し ょ う か」(ヨ ブ14114)と 問 い ま し

た。 ヨブ は それ に対 して， 信 仰 を もって，

自分 で次 の よ うに答 えて い ま す。

「わ た しは知 る
， わ た しをあ が なう者

は生 きて お られ る，後 の 日に彼 は必 ず地

の上 に立 たれ る。

わ た しの皮 が このよ う に滅 ぼ され た の

灘
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ち， わ ち しは肉 に あっ て神 を見 るで あ ろ

う。」(欽 定 訳 ヨブ19：25-26)

復活 の 時が 来 る と， 人 は不 死不 滅 の体

を持 ち ます。 今 で こそ年 を と り，衰 弱 し，

朽 ちる体 も復 活 す る と，再 生 の過程 の対
く

象 でな くな るの で す。「この朽 ち る もの は

必 ず朽 ちな い もの を着 」 る(1コ リ ン ト

15：53)よ う にな るの です 。

復活 を もた らす この偉 大 な神権 の力 は，

この世 を創 造 され た主 に託 され て い ま す。

「わた しは， 天 に おい て も地 に おい て も，

い っ さ いの権 威 を授 け ら れ た」(マ タ イ

28118)と イエ ス は教 え られ ま した。 イ

エ ス は この世 で の最 後 の時 を迎 え，助 け

を求 め て御 父 に嘆願 こそ され ま したが，

死 に勝 る最終 的 な勝 利 は御 子 の上 にあ り

ました。イエスは次 のように言 われ ました。

「父 は
， わ た しが 自分 の命 を捨 て るか

ら， わ た しを愛 して下 さる ので あ る。命

を捨 てる のは， それ を再 び得 るた めで あ

る。

だれ かが， わ た しか らそれ を取 り去 る

ので はな い。 わた しが ， 自分 か らそれ を

捨 て るの であ る。 わ た しに は， それ を捨

てる力 が あ り， また それ を受 け る力 もあ

る。 これ はわ た しの父 か ら授 か った定 め

であ る。」(ヨ ハ ネ10117-18)

この力 につ いて ， イ エ ス はユ ダヤ 人 た

ち に次 の よ うな微 妙 な表 現 で語 られ まし

た。

「『この神 殿 を こわ した ら， わ た しは三

日の う ちに， そ れ を起 す で あ ろ う。』……

イエ スは 自分 の か らだ で あ る神 殿 の こと



を言 われ たので あ る。」(ヨ ハ ネ2：19-

21)

神 殿 の鍵 は主 に託 され て い ます。 主 は

言わ れ ま した。

「わ た しは よみが え りで あ り
， 命 で あ

る。 わ た しを信 じる者 は， た とい死 ん で

も生 きる。

また，生 きて いて， わ た しを信 じる者

は， いつ まで も死 な な い。」(ヨ ハ ネ11：

25-26)

人 が 日の光栄 の体 を も って復活 す るに

は， 神 の戒 め に従順 でな けれ ば な りませ

ん。 人 を 日の栄 光 に導 く様 々 な戒 め に つ

いて は， この大 会 に お いて，教 会 幹部 の

方 々 か らお話 が ある と思 い ます。私 た ち

に与 え られた チ ャ レン ジは， そ れ につ い

て学 び， 従 うこ とで す。

私 は， 御子 イエ ス ・ギ リス トに感 謝 し，

また， この世 にお ける イエ ス の使 命 ， お

よび復 活 され て か らな され た導 きと教 え

の業 につ いて神 に感謝 し ます。 イ エス は，

ご 自身で復 活 を され ま した。 古代 か ら現

代 に至 るまで の間 に， 数 多 くの人 々 が，

復活 され たイ エ スは ま こ とに世 の救 い主

で あ る と証 して い ます。 イ エ スに よっ て，

す べ ての 人が復 活 で き る よう にな った の

で す。「アダム に あ ってす べて の人 が死 ん

で い るの と同 じよ うに， キ リス トにあ っ

て す べ て の人 が生 か さ れ る の で あ る。」

(1コ リ ン ト15：22。 モ ーサ ヤ3：16も

参照)

イエ スの犠 牲 と栄光 に よっ て 「霊 と体

と は再 び合 して完 全 な形 とな り，手 足 も

骨 の 関節 も私 た ちが 今持 って いる本 来 の

形 に返 」 るこ とがで きる よう にな った の

です。(ア ル マ11：43)

私 は感謝 の気 持 ち と断 固 た る確 信 を持

って， 死後 に も命 が あ る と申 しあ げ ます。

人 は皆 まず霊 の世 界 にお い て存在 し， ま

た， 死 か ら復活 して 存在 し続 け るの で す。

神 が生 きて ま します こと， 救 い主 イ エ ス

が神 の御 子 で あ る こ とを私 は知 って お り

ます。 救 い主 こそ 「よみ が え りであ り，

命」です。(ヨ ハ ネ11：25)主 は生 きてお

られ ます。 主 は私 の主 人 で あ って， 私 は

その僕 で す。心 か ら主 を愛 して お ります。

私 は主 を証 しま す。 尊 きイエ ス ・キ リス

トの み名 に よっ て申 しあ げ ます。 ア ー メ

ン。

聖徒 の道/1987年7月 号

聖徒とは
七十人第一定員会会長会

W・ グラン ト・バンガーター

「聖徒というのは，永遠の生命を目指して，聖く，献身的にキリストに従う人々

のことを指 します。」

私
は， 「聖 徒 とは」とい うこ とに つ い

てお話 し した い と思 います 。 あ る

人 々 は私 たち をモ ルモ ンと呼 んで い ます。

また， 「セ ク ト」(分 派)あ るい は 「カル

ト」(邪 教 集 団)と 呼 ぶ 人々 もい ます。私

た ち はみず か ら を 「聖 徒 」 と呼 ん で い ま

す。 で は， これ らの言葉 に はどん な意 味

が あ るので しょ うか。

モル モ ン とい う呼 び名 は， この教 会 の

会員 で あれ ば だれ にで も通 用 す る もので

す。

セ ク ト(分 派)と い うの は， 特 定 の原

則 や教 義 に従 って生 活 して いる人 々 の集

ま りで す。初 期 の 時代 に， 救 い主 に従 っ

た 人々 は セ ク トと呼 ば れて いま した。

カル ト(邪 教 集 団)と い うの は， あ る

個 人 を崇 拝 す る独 特 の 宗教 組織 を言 い ま

す。

聖徒 とい うの は， 永遠 の生命 を 目指 し

て，聖 く， 献 身的 にキ リス トに従 う人 々

の こと を指 し ます。

この よ うに正 し い意 味 が理解 され て い

れ ば， これ らの言葉 は何 ら悪 い もの で は

あ りませ ん。 しか し， いっ たん これ らが

あざ け りや中傷 の 意味 で使 わ れ る と，不

快感 を与 えて しまい ます。

これ らの言葉 が教 会 を非 難 す る人 々 に

よ って使 われ た場合 は， こ とさ ら当惑 す

る教 会員 も多 くい ます。 人 を中傷 した り，

あ ざ ける 目的 で これ らの 言葉 を使 うの は，

昔 な が らの子供 っぽ い幼稚 な習慣 です。

石 や棒 で 打 たれ る な らま だし も， 悪 口 を

言 わ れ るだ けな ら痛 くもか ゆ くも ない こ

とは， 子供 にで もわ か りそ うな こ とです。

礼 儀 の な い人々 が， この教 会 や会 員 を

どう呼 ぼ う と大 して問題 で はあ りませ ん。

悪 口 とい うの は，昔 か ら信 心深 い と自称

す る人 々 が楽 しみ とす る ところだ か らで
ぽうとく

す。 かつ ては， 異教 徒， 冒漬者 ，迷 信家 ，

ユ ダ ヤ人，偽 善 者 な どの言葉 で呼 ばれ た

こと さえ あ りま した。

大 切 な のは， 私 た ち 自身が何 を信 じ，

何 をす る か とい う ことで あ り， 中 で も私

た ちが何 者 で あ るか とい う こ とが大 きな

意味 を持 って く るの です。「あ なた は ク リ

ス チ ャ ンと して生 まれ変 わ りま した か。」

この問 い かけ が，俗 に救 いの唯 一 の条件

と言 わ れ る 「キ リス トヘ の信 仰 を告 白 し

た か」 ど うか を意味 す る もの であ る と し

た ら，私 はお そ ら く 「い い え」 と答 える

で し ょう。 しか し， この問 い かけ を文字

どお りに，一また教 義 的 な意味 で捕 らえた

場 合 は， 「は い」と返 事 す るの では な いで

しょ うか。

ほか の教会 か らの改宗 者 で我 が家 の近

所 に住 む カー メ ン ・ブ ライ ア兄 弟 は， ソ

ー シ ャル ワー カー として刑務 所 の 囚人 た

11
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ちの世 話 を して い ま した。刑務 所 内 で，

あ るひ と りの若 い囚人 が福 音 に興 味 を持

つ よう にな ったの です。 ほか の教 会 の牧

師 をして い るその少 年 の父親 は，面 会 に

来 て， 息子 が 囚人 で あ ると い うこ と以 上

に， モル モ ンの教 えを学 んで い る こと に

当惑 して しま いま した。

ブラ イア兄 弟 が この父親 に， なぜ そ ん

な に当惑 し， 悩 むの か を尋 ね ま した。 す

る と父親 は 「あな た方 は救 われ な い」 と

きっぱ り言 う ので す。

「どう して です か」 とブ ラ イア兄弟 が

聞 き返 しま した。

す る と彼 は こ う言 ったの で す。「あな た

方 は キ リス トを 自分 の救 い主 と して受 け

入 れて もいな けれ ば， キ リス トによ って

生 まれ変 わ って もい ない。」

ブ ライ ア兄弟 が 言 い ま した。「私 に少 し

説 明 させ て くだ さい。私 た ちの言 い方 は

あ なた方 の とは少 し違 うか も しれ ませ ん

が，私 たち はイ エ ス ・キ リス トを通 して

文 字 どお り救 わ れ るこ とを信 じて いま す。

またキ リス トを私 たち の救 い主 として受

け入 れ て います し， キ リス トの み名 を 身

に受 け，確 か にキ リス トにあ って生 まれ

変 わ って い ます。」

パ ウロ は こう言 って い ます。「わ た した

ちは， そ の死 にあ ずか るバ プ テ スマ に よ

って， 彼 と共 に葬 られ た ので あ る。 それ

は， キ リス トが父 の栄光 に よって ，死 人

朧
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の 中か ら よみが えら され た よう に， わ た

した ち もまた，新 しいいの ち に生 き るた

め で ある。」(ロ ー マ6：4)

教 会 の会 員 た ちは，予 言 者 アル マの 言
あがな

葉 に ある よ うに， 「神 に腰 われ て」生 まれ

変 わ って い るこ と，また，「第一 の復 活 に

あず か る者 の数 に入 っ て永 遠 の 生 命 を

得 」られ る こと を知 るべ きで す。(モ ーサ

ヤ18：9)

ベ ンジ ャ ミン王 は こう言 って い ます。

「お前 たち の結 んだ 誓約 の ため にお前 た

ち はキ リス トの子 と呼 ばれ， キ リス トの

息子 や娘 と呼 ばれ る。 それ は今 日キ リス
あらた

トが お前 た ちの精神 を新 に生 み た も うた

か らで あ る。 お前 た ちは キ リ トの御 名 を

信 ず るか ら 自分 の心 が改 まっ た と言 う。

従 って， お前 た ちは キ リス トに よ り生 れ

て そ の息 子 や 娘 と な っ た。」(モ ー サ ヤ

5：7)

さて， キ リス トの み名 を身 に受 け て生

まれ変 わ っ た ことが わか った今 ，私 た ち

が次 に問 われ るの は，「それ にふ さわ しい

行 ない を して いるか 」 と いう ことで す。

聖徒 と いうの は，聖 く献身 的 に キ リス

トに従 う人 の こ とを言 い ます。末 日聖 徒

が特 に心 して いる の はこの こ とで す。

そ して次 に来 る の は，「私 た ちは完全 だ

ろう か」 とい う問 いで す。 この問 いか け

に対 する答 え として，私 は聴 衆 に向 かっ

て 次 の よう に言 った あ る話 者 の話 を した
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い と思 い ます。彼 は聴 衆 に向 か って こう

言 った ので す。「この中 に完全 な方 が い ら

っ しゃっ た ら， どう ぞお立 ち くだ さい。」

立 ち あが った ひ と りの男 の人 に， 話者 は

こ う尋 ね ました。「ご自分 を本 当 に完全 で

あ ると信 じて い らっ しゃ るん です ね。」

す る とその 男 の人 が言 い ま した。「いい

え，違 い ます。 自分 の こ とで立 ったの で

は あ りませ ん。私 の 妻 の最初 の夫 の代理

として立 ったの です 。」

完 全 に なる こ とは，私 た ちの 目標 であ

る はず で すが， 実際 に完 全 で あ る と主 張

す る教会 員 は ほ とん どい ませ ん。私 た ち

は， 永遠 の生 命 を得 るた め に， 信 仰 を持

ち完 成 に向 か って努 力 して いか な けれ ば

な りませ ん。

これ に反 して，不 完全 に な る道 は実 に

数 多くあ るの です。 ベ ン ジャ ミン王 は長

い説教 を したあ とで， この よ うに言 い ま

した。「私 は罪 を犯 す手段 を みな あ げて お

前 たち に話 す ことは で きな い。 罪 を犯 す

手段 方法 は い ろい ろあ って数 えつ くす こ

とが で きな いほ ど 多い か らで ある。

しか し， これ だ けは言 える と言 うの は，

も しもお前 た ちが 自分 自身 と自分 の思 想

と自分 の言葉 と行 いに注 意 をせ ず， 神 の

命 令 を守 らず，私 たち の主 が降 臨 した も

うこ とにつ いて聞 いて い る こと を生 涯 の

終 りまで信 じない な らば お前 た ちは必 ず

亡 び る と言 う こ とで あ る。 そ れで あ るか

ら世 の 人々 よ，記 憶 を せ よ， 亡 び る な。」

(モー サ ヤ4129-30)

日常生 活 に おい て私 た ちを悩 ます不 完

全 さは， 私 た ちに悔 い改 めを し，悔 い改

めの民 とな らなけれ ば な らな い こ とを教

えて くれ ます。私 た ちは響 きわ た る大 き

な忠告 だ けで な く， さ さやか な忠告 に も

心 を留 め， 耳 をす ま さな けれ ば な りませ

ん。

1975年10月 の総 大 会 の最 後 にス ペ ンサ

ー ・W・ キ ンボー ル大 管長 は この よ うに

言 われ ました。

「私 は 自分 の席 に座 って い なが ら
， 今

夜 この大会 を終 えて帰 宅 して か らの こ と

を心 に、思い巡 らして い た。私 の生 活 には，

完 全 にす る余地 の あ る事柄 が非常 に 多 く

あ る。私 は心 の 中で そ の リス トを作 って

い た。 そ して 今， 大会 を終 え た らす ぐ に

それ を始 め たい と思 っ てい る。」(「聖徒 の

道 」1976年2月 号 ，p.145)



永遠 の 生命 の 中 にあ って， この世 で の

生活 は試 しの時期 と言 え ます。私 た ちは

この世 に来 る前 に， それ らの試 しを受 け

る こ とを望 ん だの です。 そ して今， 私 た

ち は大 い なる試 しの真 っ ただ 中 にい ます。
しか

「而 して
， これ に よ りて彼 らを試 し，何

に て もあれ， 主 な る彼 らの神 の命 じた ま
な いな

わ んす べ ての こ とを彼 らが為 すや 否 や を

見 ん。」(ア ブ ラハ ム3：25)主 は この よ

うに言 われ ま した。

世 界 中 の多 くの聖 徒 た ち は， 非常 に立

派 な生活 を送 って い ます。 彼 らは試 しを

真剣 に受 け留 めな が ら， 正 し く幸福 な家

庭 を築 い てい ます。また，子供 たち は「主
いましめ

の愛 と誠 命 と」 の 中 で(イ ノ ス1：1)

立 派 に育 って い ます。 讃美 歌 の 『家庭 の

中に』 が彼 らの テー マ ソ ング にな って い

るの です。 家庭 の 夕 べや聖 典 に対 す る愛 ，

集会 での兄 弟姉 妹 との交 わ り，什 分 の一

を払 う こ と，教 育 や伝 道 の計 画 な どは，

彼 らに と って， 神 殿 に し っか り向 きを 定

め努 力 して い く際 の 大 きな指 針 とな って

い ます。

これ は， 救 い を得 る唯一 の条件 と して

「キ リス トヘ の信 仰 を告 白す る」 こ とと

はず いぶ ん違 って います。 聖徒 と は， マ

タイ伝25章 の裁 きの 日に関 す るた とえ を

文字 どお り理解 して い る人々 で す。(31-

46節 を参 照 の こと)彼 らは お互 い に助 け

合 い， 貧 しい人 や悩 め る人 に助 けの 手 を

差 し伸 べ る人 々で す。 この よ うに して，

彼 らは知 らな い間 に，神 の右 に座 して い

る 自分 に気 づ くの で す。皆 さん が だれ で

あ ろ う と，何 を考 えて い よう と，神 は ご

自分 のみ もとに戻 って来 られ るよ うに と

一定 の条件 を定 めて く だ さって い るの で

さら つ

す。「最初 の位 を保 つ者 は更 に附 け加 え ら

れ … …第二 の位 を保 つ者 は， とこ しえ に

栄光 をそ の頭 に附 け加 え られ 」 るの で す。

(アブ ラハム3：26)

聖 徒 とは， 誓約 を交 わ し，福 音 の儀 式

を受 け るため に，求 め られ てい る以上 に

正 しい生活 をす る人 々で す。 そ れ らの誓

約 や儀 式 は，聖 な る神権 の力 によ り権 能

を与 え られ た者 を通 して教 え られ ，施 さ

れ ます。聖 な る神権 は， 人間 によ って作

られ た もので は あ りませ ん。儀 式 や 誓約

は この神 権 に属 す る もの で す。主 が， こ

れ な く して は 「神 の 国 には い るこ とは で

きな い」(ヨ ハ ネ3：5〉 と言 わ れ たバプ

聖徒 の道/1987年7月 号

テ スマ のほ か に も，神 殿 で受 け られ る祝

福 が い くつ か あ ります。神 殿 にお いて，

私 たち は神 と聖 な る誓約 を交 わ します。

そ して再 び主 の み前 に帰 れ る よ う，神 権

を通 して幕 のか な た に導 いて くれ る儀 式

を受 け ます。

もち ろん， 私 た ち はその儀 式 だ けで聖

徒 にな れ るわ けで はあ りませ ん。行 な い

が伴 わ なけ れば な りません。ま た，た と え

聖 徒 とい え ども， キ リス トの測 り知 れ な

い贈 い がな けれ ば，神 のみ前 に帰 る こ と

は で きな いので す。私 た ちが誓約 を交 わ

す のは その ため で す。

この 第二 の位 にお いて，私 た ちは 目先

の こ とに 目を向 け て はい ない で し ょうか。

それ と も永遠 に 目を向 けて い るで しょ う

か。1968年 に， 当 時十 二使徒 定 員会 の会

員 であ っ たス ペ ンサー ・W・ キ ンボー ル

大 管 長 は，私 た ちに この よ うな話 を され

ました。「ある 日，友 達 が私 を自分 の牧場

に連 れ て い きま した。彼 は大 き な新 しい

車 の ドアの鍵 を開 け， ハ ン ドルの 前 に座

る と誇 らしげ に こう言 い ま した。『新 車 な

ん だ。 い いだ ろ う。』私 た ち は快 適 な乗 り

心 地 の この 車 に乗 っ て…… 造 園 されて 間

もな い彼 の 美 し い家 に着 き ま した。 す る

とま た また彼 は誇 らしげ に言 い ま した。

『これ が ぼ くの家 だ
。』

それ か ら彼 は芝 生 の生 え た丘 に車 をつ

け ま した。 太陽 はは るか か なた の丘 の陰

に入 りか けて い ま した。彼 は この広大 な

自分 の所 有 地 を見 渡 しなが ら， 大 きく手

を広 げ，自慢 して 言 い ま した。『この森 か

ら湖 ，絶 壁 ，牧 場小 屋 まで， また この 中

にあ るす べて の物 は私 の ものだ。 あ の牧

場 に黒 く点 在 す る家畜 もね。』 … …

そ の後， 私 は御 殿 の よう な家 で豪華 な

家具 に取 り囲 まれ な が ら死 の床 にい る彼

の 姿 を見 ま した。 彼 の残 した財 産 は莫 大

な もので した。 私 は彼 の手 を胸 の とこ ろ

で組 ませ， 顔 を布 で お おっ てあ げ ま した。

私 は彼 の葬 式 で 話 を し，行 列 に加 わ り

一墓 まで行 きま した
。 そ の墓 は，背 の

高 い， 大柄 の人 がひ と リ入 れる だけ の小

さな もの で した。

昨 日私 は， そ の同 じ牧場 を見 て き まし

た。黄 色 の麦 ，緑 色 の ム ラサキ ウ マ ゴヤ

シ， 白 い綿 が， かつ て の所 有 者 に はお か

ま いな し に咲 きほ こ り， 実 をつ けて い ま

した。」(「イ ンプ ルー ブ メ ン ト・エ ラ」1986

年6月 号，pp.81-82)

この地 は主 の もの です。 私 た ちは管理

を任 され て い るにす ぎ ないの で す。

誓約 を交 わ した人 の 中に も， 誓約 を真

剣 に考 えて い ない人 々が い ます。 また，

バプ テス マを誓約 と してで はな く，形 式
せいさん

と して受 けた人 々 は，聖 餐 にあ ずか る こ

とさ え して い ませ ん。 しか し聖 徒 と呼 ば

れ る人 々 は， それ ら を真 剣 に考 え ます。

神 殿 で交 わさ れる誓 約 や神 権 の儀 式 は，

神 が イエ ス ・キ リス トの み名 を身 に受 け

た 人々 に望 ん でお られ る献 身的 な生 活へ

と導 いて くれ る もの です。

エ ズラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン大 管長 は，

1984年 ， ロー ガ ン市 にお け る話 の 中で，

アダ ム とその子 孫 は 「神 の御 子 の儀 式 に

入 る よ う」 に命 じ られ て い る と語 り， さ

ら にこ う言 わ れ ま した。「神 の御 子 の儀式

に入 る とい う ことは，今 日で は，主 の宮

居 にお いて のみ受 け られ る完 全 な メル ケ

ゼ デク神権 に あずか る こ とを意 味 してい

る。」(「エ ンサ イ ン」1985年8月 号 ，p.8)

「そ は これ な くして は， 何 人 も神 の御

顔 すな わ ち御 父 の御 顔 を見 て生 き得 る者

な けれ ば な り。」(教 義 と聖 約84：22)

聖徒 た ちが この神 権 を受 け入 れ， その

儀 式 を受 け， 誓約 を守 る こ とがで きます

よう に， イエ ス ・キ リス トの み名 によ り

お祈 りい た し ます。 アー メ ン。
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人生の求めに

バランスよく応 じる
十二使徒定員会会員

M・ラッtzル ・バラー ド

「まず墓本的な：事柄を重視 しておけぱ，人生が私たちに求めてくる多くのもの

にも対処 しやすくなります。」

愛
す る兄 弟姉 妹 の皆 さん，前 回の総

大 会以 来， 私 は 自分 自身 の生 活 の

中 に，神 権 の祝福 の力 と会員 の方 々の信

仰 と祈 りの力 を感 じて ま い りま した。私

は長 年 に わた り， 人々 に祝福 を授 け，彼

らの幸福 を願 って は断 食 し， 祈 り， 健康

が 回復 す る よう に と自分 の信 仰 を行 使 し

て まい りま した。 しか し最 近， 重 い病 に

伏 した折 ，私 は その よ うな信仰 と祈 り，

祝福 を受 け る側 に立 つ こと にな って し ま

い ま した。 兄弟姉 妹 の皆 さん， 皆 さんが
ささ

私 の ため に捧 げて くだ さった祈 りに感 謝

申 しあ げます。

同僚 の ひ と りが私 に， この病 気 を通 し

て何 か良 い こ とがあ る に違 いな い と言 い

ました。 そ して だれ に とって も， 時折 逆
あ

境 に遭 う こと は良 いこ とで あ り， それが

正 直 に， オー プ ンに 自己 の人生 を評 価 さ

せ， 内省 させ て くれ る場 合 はな お さらで

ある と言 い ま した。確 か に，私 はみ ず か

らを省 み る機 会 が あ りました。

手術 の前夜 ， 医者 は私 に， が ん の可能

性 があ る こ とを告 げ ま した。 ひ と りき り

に な った と き，私 の心 は家族 の こ とと召

しの こ とで いっ ぱい に な りま した。 しか

し，私 は忠 実 で ある限 り， 家族 に し っか

り結 び合 わせ て くれ る福 音 の儀 式 に， 慰

めを 見 いだ す ことが で き ま した。 同 時 に

私 は 自分 に と って最 も重要 な事 柄 を達 成

する に は， こ こで優先 順位 を決 め直 す必

要 が あ る ことに気 づ き ま した。

時 として，私 た ちは， 内心 重視 して い

る こ とや大 切 に思 って いる こ とに さ らに

心 を向 ける よ うにな る ため に，個 人 的 な

危機 が必要 と され るこ とが あ り ます。 聖

典 には， 危機 に 出会 い， そ れか らの ち今

まで以 上 に神 と人々 に よ く仕 える よ うに

な った人 々 の例 がた くさん 出て い ます。

おそ らく皆 さん も， 自分 の心 の 中 を さぐ

り， 勇敢 に も人生 の優 先順 位 を評 価 して

み るな ら， 私 の よ うに， そ れ らを も っと

バ ラ ンスの とれ た もの に して いか なけ れ

ばな らない こ とに気 づ かれ るで しょ う。

私 た ちは皆， 自分 が何 を し， どん な 人

にな りたいの か を正 直 に 自己診 断 し， 認

識 して いか なけ れば な りません。

ご存 じの よ うに， 日常生 活 の複 雑 で込

み入 った様 々な チ ャ レン ジに対 処 して い

くこ と(こ れは決 して たや す いこ とで は

あ りませ ん が)，それ が私 た ちの望 む生 活

のバ ラン スや調 子 を狂 わせ て しま って い
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ます。 心 あ る多 くの善 良 な人 々 は， その

バ ラ ンスを保 とう と一 生 懸命 な ので すが，

彼 らは往 々 に して圧 倒 され， く じけて し

まう ので す。

4人 の小 さな子供 を抱 え たあ る母 親 が

言 い ま した。

「私 の 人生 に バ ラ ンスな んて あ った も

ん じゃな い わ。 子育 てで精 い っぱ い。 ほ

かの こ とを考 え る余 裕 なん てな いわ 。」

家 族 を養 う こ とで頭 が い っ ぱい のあ る

父親 は こ う言 い ま した。

「今 は全 時 間 を新 しい仕 事 に費 や さな

くち ゃな らない ん だ。 家族 の こ と も教会

の責任 もな お ざ りに して し まって い るけ

れ ど， あ と1年 すれ ば経 済 的 に もゆ と り

が で きる し， 落 ち着 くと思 うん だ。」

あ る高校 生 が 言 い ま した。

「あ ま りに も 多くの対 照 的 な意 見 があ

るか ら， 何 が正 しくて何 が間違 って い る

の か， い つ も正 しい判 断 をす る のは むず

か しいな。」

また次 の よう な言 葉 を， 私 た ち は何 度

耳 に して きた こ とで しょうか。

「運動 が どん なに大事 か
， 自分 が一 番

良 く知 って いる んだ が，運 動 す る時 間 が

な いんだ。」

あ る片親 の 人 が言 い ま した。「家 庭 の管
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理 や子 育 てで 自分 に課 せ られて い る こ と

すべ て を達 成 す るの は不可 能 に近 い こ と

です。 と きど き世 間 は私 にあ ま りに も 多

くの こ とを求 め す ぎて いる ん じ ゃな いか

と思 って しまい ます。 どん な に一 生 懸命

働 いて も， みん なの期 待 には とて も添 え

な いよ うに思 うんで す。」

4人 の 子供 を持 つ また別 の母親 が言 い

ました。

「私 の気 持 ち の 中で は
， 自尊心 ， 自己

信 頼 が， 罪悪 感 や挫折 感， 失 意 と戦 って

い ます。昇 栄 に必 要 だ と教 え られ て い る

すべ て の ことを 自分 が して い ない か らで

す。」

兄弟 姉妹 の皆 さ ん， 私 た ち は皆 しば し

ば こう した悩 み を抱 え ます。 これ ら はだ

れ もが経験 する こ とで す。 多 くの 人々 が，

親 と して， 家 族 として， また 仕事 や教 会 ，

社 会 に おい て重要 な責 任 を受 けて い ます。

これ らす べ て にお いて バ ラ ンス を保 つ の

は，並 大抵 な こ とでは あ り ませ ん。

しか し， 私 た ちが 主 と交 わ した 誓約 を

定 期的 に思 い起 こす よう にすれ ば，優 先

順位 を決 め た り， 生 活 にバ ラ ン スを保 た

せ る ことは容 易 に な って くる はず です。

誓約 に思 い を はせ る こ とに よ り，私 た ち

は，交 わ した誓約 と聖 な る儀 式 に伴 う約

束 にふ さわ しくな るた め に， どん な点 を

反省 し， 生活 を どう変 えて い った らよい

かが わ か って き ます。 自分 自身 の救 い を

達 成 す る には， しっか りした計 画 と，慎

重 なが ら雄 々 しい努 力 が必要 なの です 。

人生 の求 め にバ ラ ンス よ く応 じた い と

考 えて お られ る方 々 に， こ こで いくつ か

提 案 してみ た い と思 い ます 。 き っとお役

に立 て る と思 い ます。 ここで提 案 す る こ

とは，非 常 に基本 的 な事柄 で す。 したが

って注意 して いな い と， 大切 な概 念 を見

逃 しか ね ませ ん。 ま た， 生 活 の中 に それ

らを取 り入 れて いく には， よほ ど強 い決

心 と 自己訓練 が 必要 で あ る とい うこ と も

心 に留 めて お いて く だ さい。

まず1番 目は， 自分 の人 生 に つい て考

え， 優先 順位 を決 め る とい うこ とで す。

定期 的 に静 か な時 間 を見 つ け， 自分 は ど

こへ行 こう と して い るの か， ま た 目的 地

に着 くた め には何 を しな けれ ば な らな い

の か を深 く考 えて くだ さい。私 たち の模

範 で あ られ るイ エス は， しば しば 「寂 し

い所 に退 いて祈 」られ ま した。(ル カ5：

聖徒の道/198ア 年 ア月号

，駈

購

16)私 たち もみ ず か らを霊的 に活気 づ け

るた め に， たび た び救 い主 が され た と同

様 の こと をす る必要 が あ ります。毎 日達

成 した い と思 うこ と を書 き留 めて くだ さ

い。 そ して その 日の計画 を書 き込 む と き

に， 主 と交 わ した神聖 な誓約 を思 い起 こ

して くだ さい。

2番 目 は，達 成 可 能 な短期 間 の 目標 を

決 め る とい うこ とで す。 多す ぎ も少 なす

ぎ もせ ず， 高 す ぎ も低 す ぎ も しない バ ラ

ンスの取 れ た 目標 を定 め るの で す。 自分

に達 成可 能 な 目標 を書 き留 め， 重要 な も

の か ら順 次努 力 して い くので す。 目標 設

定 に あた って は，神 に導 き を願 って く だ

さい。

皆 さん は アル マが， 天使 にな って 「神

の ラ ッパ の よう に地 を震 わせ る声 で話 し，

万民 に悔 改 め をす す め」た い(ア ル マ291

1〉 と言 った こと を覚 えて お られ るで し

ょう。彼 は こう続 け てい ます。「しか しご

らん，私 は ただ の人 で ある か らこの よ う

に願 うの さ え も罪 で あ る。 私 は主 が私 に

許 した も うた ことだ けで満 足 しな くて は

な らない か らで あ る。

私 は 自分 が任 ぜ られ た務 め をす るほ か

に何 も望 む こ とは ない はず であ る。」(ア

ル マ29：3，6)

3番 目は， 人生 にあ って は だれ もが経

済的 な 問題 に直面 す る とい うこ とを認 識

す る こ とで す。 賢 明 な予 算 を立 て， 真 に

必要 な もの と欲 しい もの と をは っ き り区

別 す る ことが大切 です 。 あ ま りに も多 く

の 人々， 家族 が負債 を負 いす ぎ てい ます。

撫

縣

雛萎

・鑛

.

撚

羅

私 た ちに差 し伸 べ られ て い る魅 力 的 に も

見 え る借 金 の機 会 に十分 注 意 を払 って く

だ さい。支 払 い をす る よ りも， 借金 をす

る方 が は るか に容 易 だか らで す。経 済 的

な安 心 を得 るの に， 近道 や一獲千 金 的 な

方法 はな いの です 。 この世 の物質 的 な も

の に 目が く らんで しま った人 ほ ど， 人生

にお けるバ ラ ンスの原 則 を必要 とす る人

はい ない ので は な いで し ょうか。

い かな る投 資 の誘 いが あ って も，十分

な評 価 を しない ま ま他 人 に財産 を託 す よ

うな こ とは しな いで くださ い。他 人 に財

産 を託 した ため に 多額 の お金 を失 って し

ま った人 々が い ます。 経 済的 な管 理 が上

手 に で きな い うち は， バ ラ ンスの取 れ た

生 活 を送 る こ とがで き ない とい うの が私

の意見 で す。

予言 者 ヤ コブ は民 に向 か い こう言 って

い ます。「そ れで あ るか ら，価値 の ない も

の に金 を使 うな。 満 足 させ る こ とので き

ぬ もの に労 力 を費 すな。勉 めて私 の言 う

こ とを聞 き， 私 の これ まで に言 った こと

を記憶 せ よ。 そ してイ ス ラエル の聖者 の

もとに来 て腐 りもせ ず汚 れ る こ ともで き

ぬ もの を飽 くまで食 べ て， あ なた た ちの
こや

霊 を肥 せ 。」(ll二 一 フ ァイ9151)兄 弟

姉 妹 の皆 さん，常 に完全 な什 分 の一 を納

め る よう に して くだ さい。

第4は ，皆 さん の伴侶 や 子供 た ち，親

戚 ， 友 人 たち と親 密 な関係 を築 くと い う

ことで す。 この よう な人々 は， 皆 さん が

生 活 の バ ラ ンス を保 つ手助 け を して くれ

る 人々 です 。最 近教 会 で，合 衆 国 の成 人

15
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を対 象 に， 非常 に幸 福 に感 じる と きは ど

ん な ときか， そ の経 験 につ いて， また反

対 に非常 に不 幸 であ る と感 じ るの は どん

な と きか につ いて調 査 が行 なわ れ ま した。

ほ とん どの 人々 に幸福 で あ る， あ るい は

不 幸 で あ ると感 じさせ てい る もの に人問

関係 が あ げ られ て い ま した。 健康 や仕 事 ，

お金 や物 質 的 な もの もそれ に は及 ば なか

った ので す。腹 を割 った正 直 な コ ミュニ

ケー シ ョ ンを通 して家族 や友人 とよ りよ

い関係 を築 いて くだ さい。

す ば ら しい夫婦 関係 ，家 族 関係 は， や

さ し く思 いや りのあ る コ ミュニ ケー シ ョ

ンに よって保 た れ るので す。 ち ょっ とし

た 目 くばせ や うなず き， 頭 をな で るな ど

の行為 が しば しば言葉 以 上 の もの を伝 え

て くれ る こ とを覚 えて いて くだ さい。 ユ

ー モ アの セ ンスや良 い聞 き手 にな る こ と

もす ば ら しい コ ミュニケ ー シ ョンを保 つ

簸驚

纒

擬

うえで 欠 かせ ませ ん。

5番 目は，聖 典 を学 ぶ とい うこ とで す。

私 たち は聖 典 を学 ぶ ことに よ って，常 に

主 の みた ま に近 くあ る こ とが で き ます。

私 が， イエ スは キ リス トで ある とい う確

か な知 識 を得 られ たの も， 聖 典 を通 して

で した。 エ ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソ ン大管

長 は教 会 員 に， モ ルモ ン経 の探 究 を 日々

の習 慣 に， また生涯 の課 題 にす るよ うに

と呼 びか け られ ま した。 使徒 パ ウロが テ

モ テ に与 えた忠告 は，私 た ちに もあて は

ま ります。 彼 は こ う書 き送 って い ます 。

「また幼 い時 か ら
，聖 書 に親 しみ， それ

が， キ リス ト ・イエ ス に対 す る信仰 に よ
すくい

って救 に至 る知 恵 を， あ な たに与 え う る

書 物 で ある こ とを知 っ てい る。聖 書 は，

すべ て神 の霊 感 を受 け て書 かれ た もので

あ って， 人 を教 え，戒 め， 正 しく し， 義

に導 くの に有 益 で ある。」(IIテ モ テ3：

16
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6番 目は，私 を含 め十分 な休 息 や運 動，

リラ ック スする時 間 を取 れ な いで いる 人

が 多い とい う こ とで す。健 康 で バ ラ ンス

の取 れ た生活 を したい と思 うな らば， 日

日の スケ ジ ュー ル の中 に， これ らを取 り

入れ て い く よう にしな けれ ば な りませ ん。

肉体 的 な健康 が あ って こそ，威 厳 や 自尊

心 が高 め られ るの です 。

7番 目は，予 言者 たち が家族 に対 して，

お互 いに福 音 を教 え合 うよ うに， で きれ

ばそれ を毎 週 の家庭 の夕 べの 中 で行 な う

よ うに と繰 り返 し説 いて お られ る とい う

こ とです。 十分 に注意 して いな い と， こ

の ような家 族 の習慣 は次 第 に私 た ちか ら

離 れ て いっ て しまい ます。 家族 を永遠 の

生命 へ と導 いて くれ る「王 国 の教義 」(教

義 と聖 約88：77)を 教 え合 う， この特 別

な機 会 を失 って はな りませ ん。

サ タ ンは常 に私 たちの証 を打 ち砕 こう

として い ます。 しか し，私 た ちが福 音 を

学 び， 戒 め に添 っ た生 活 を して いれ ば，

サ タ ンに対 抗 す る力 を超 え て私 た ちを誘

惑 し， 混乱 させ る こ とはで き ない ので す。

最 後 に提 案 した い こと は， 個 人 で， ま

た家族 で た びた び祈 る と いう こ とです。

両 親 は， み ずか らを訓練 し， 子供 た ちが

定期 的 な家族 の祈 りに積 極 的 に加 わ るよ

う導 き， 動機 づ けて い かな けれ ば な りま

せ ん。 若 人 は いつ も熱心 に祈 る こ とによ

って， 何 が正 しい かを 日々 の生 活 の 中で

判断 で き るよ うに な ります 。

予 言者 アルマ は，祈 りの 大切 さを次 の

ような言葉 で要 約 して い ます。「主 の御前

にへ りくだ り， その聖 い御名 を呼 び， 自

分 に堪 え られな い誘 惑 に逢 わ な いよ うた
さま

えず 目を覚 して祈 り， これ に よ って聖霊

の導 きを得 ， 謙遜 ，柔 和 ，従 順 で あ って

忍耐 強 く勘 忍 と愛 情 とに富 み… …。」(ア

ル マ13：28)本 当 に霊 的 な生活 をす るな

らば，生 活 の あ らゆ る面 で もっ と楽 にバ

ラン スを保 つ こ とがで きる よ うにな りま

す。

兄 弟姉妹 の皆 さん， これ以外 に も提案

した いこ とは数 多く あ ります。 しか し私

は， まず基本 的 な事 柄 を重 視 してお けば，

人生 が私 たち に求 め て くる 多 くの もの に

も対処 しや す く なる と思 うの で す。何事

も多す ぎ る と， バ ラ ン スを くず して しま

います。 反対 に重視 すべ き もの が少 なす



ぎて も同 じこ とで す。 ベ ンジ ャ ミン王 は

こ う勧 告 して います。「すべ て これ らの こ

とが 賢 く秩 序 正 し く行 わ れ る よ うに せ

よ。」(モ ー サヤ4：27)

私 た ちの 目標 や方 向 が明確 でな い と，

費 やす時 間 や労 力 が無駄 にな り，生 活 の

バ ラ ンスが くず れ やす くな ります。 バ ラ

ンスの取 れ て いな い生 活 は，空 気圧 が ば

らば らな車 の タ イヤ に似 て い ます。 その

よ うな車 の動 きは荒 々 しく，安 全性 に欠

け ます。 タイ ヤのバ ラ ンスが完全 な車 は，

走 りが ス ムー ズで乗 り心 地 も快 適 で す。

人生 にお いて も同 じこ とが言 えます。 人

生 のバ ラン スを保 つ よ うに心 が けて い け

ば， この世 で の生 活 は ずっ と スム ーズ に

な るの で す。私 た ちの 目的 とす る と ころ

は，「不 死不 滅 と永 遠 の生命 」(モー セ1：

39)を 得 る こ とで なけ れば な りません。

これ が私 た ちの 目的 だ とした ら，私 た ち

は 自分 の 生活 の 中 か ら， 時 間 を浪 費 させ

た り， 目標達 成 に役 立 た ない よ うな こ と

は取 り除 く必 要 が あ ります。

指導 者 の皆 さん に ひ と言 申 しあげ た い

と思 います。 会 員 た ち に求 め る こ とが，

彼 らを永 遠 の生 命 に向 か わせ る もの で あ

る よ う十 分 に配 慮 して くだ さい。 会貝 た

ちが各 々 の生活 の 中 にバ ラ ン スを保 て る

よ う， 指導 者 の方 々 は彼 らに個 人的 な 目

標 や家族 の 目標 を達 成 する時 間 が取 れ な

くな る ほ ど多 くの こ とを要 求 しな い よ う

に気 を っけ て くだ さい。

少 し前 の こ とです が， 私 の娘 が この よ

う に言 って きた ことが あ りました。「お 父

さ ん， 私 自分 で そ れが本 当 にやれ るの か

わ か らな くな る ことが あ るの。」彼女 に与

え られ た答 え を， 同 じ よう な思 いを して

お られ る方 々 に差 しあ げた い と思 い ま す。

毎 日最善 を尽 くして， 基本 的 な事 柄 に あ

たっ てみ て くだ さい。 そう すれ ば皆 さ ん

の生 活 は， 知 らない 間 に， 天 父 が愛 して

くだ さ って いる とい う確信 を与 えて くれ

る霊 的 な理 解 力 で満 た され る こ とで し ょ

う。 この こ とが わ か ると， 人生 はさ らに

目的 の あ る意 義 深 い もの とな り， バ ラ ン

《も保 ちや す くな ります。

兄 弟姉 妹 の皆 さん， 日々 ，心 に喜 び を

持 って生 活 して くだ さい。 人生 はす ば ら

しい もの であ る こ とをへ りくだ り，証 し

ます。 す べて を イエ ス ・キ リス トの み名

によ り申 しあげ ます。 アー メ ン。

聖徒 の道/1987年7月 号

「生 け る」教 会員

十二使徒定員会会長代理

パワー ド・W・パンタ ー

「もうひとつ考えなければならないことがあります。『自分は不動の決意をもっ

て献身的に働く，真の生ける教会員だろうか・』」

ワ
ーテ ル ロー の戦 いが重 大 な局 面 を

迎 え， 兵士 た ちの沈着 さ に戦 い の

成 り行 きが すべ て かか って いた その と き

に， 不安 な面持 ちの急使 が ウ ェ リン トン

公 爵 の も とへ駆 けつ け， す ぐさ ま援軍 を

送 る か退 却 しな い限 り， イ ギ リス軍 は今

に も始 まる フ ラ ンス軍 の攻撃 の前 に敗北

は必至 で あ る と言 い ました 。 ウ ェ リン ト

ン公 はそ れ に対 して 「落 ち着 け」 と答 え

ま した。

そ の急使 が 「しか し， この ま まで は我

が軍 は敗 北 です 」 と反論 す る と， 鉄 の心

を持 つ と言 われ て いた ウ ェ リン トン公 は

再 び， 「落 ち着 け!」 と答 え ま した。

そ して，その 急使 は，「持 ち場 を守 りま

す!」 と答 え， 大急 ぎで 馬 を飛 ば して行

きま した。

言 う まで もな く，忠 誠心 と固 い決 断 に

よ って イギ リス軍 はその 日勝 利 を収 め ま

した。(ウォル ター ・バ クサ ン ドール編 「逸

話 辞典 」p.225参 照)

今 この時代 に， ワ ー テル ロー よ りも も

っ と重大 な意味 を持 つ戦 いが行 なわ れて

い ます。 それ は人 の身 と霊 を守 るた めの

戦 いで す。 この戦 い の結果 も同 じよ うに，

一 人一 人の兵 士 の不動 の決 意 にか か って

い ます。 サ ダ ンの激 しい攻 撃 の さ中 にあ

って も， 指揮 官 の声 はは っ き りと聞 こえ

て きます。 「固 く立 て!忠 実 で あれ!」

と。

兄 弟姉 妹 の皆 さん。 今私 の声 を聞 いて

お られ る方 々の ほ とん どが， しっか りと

立 ち， 神 の 王国 に忠実 で あ る こ とに感 謝

して います。 皆 さん は ヒラマ ン に率 い ら

れ た勇敢 な兵士 たちの ようで す。彼 らは

「神 が かれ らを 自由 な もの にな した もう

たそ の 自由 の道 を堅 く守 り，毎 日必 ず 自

分 の神 で あ る主 を思 い，慎 んで た えず神
お き て

の律法 と裁 決 と命令 とに服 従 し， 将来 に

かか わ る予 言 を 固 く信 じて い」 ま した。

(アル マ58140)私 は・， 日々の平 凡 な生

活 の中で ， ク リスチ ャ ンと して の信 仰 に

従 って い る教 会 員 の方 々 につ いて お話 し

した い と思 い ます。

1831年 の11月 に， オハ イ オ州 ハ イラム

で開かれ た教会 の大会 において， 主は教義

と聖 約のは しが きとして与 えられ た啓示の
おもて お

中で， この教 会 は 「全 地 の面 に於 ける唯
いの ち

一 の真 に して生命 」 あ る教 会 で あ る と言

われ ， さ らに次 の よ うに つけ加 え られ ま
よろこ

した。「主 なる われ の悦 ぶ この教 会 …… わ

れ悦 、§叱 は一 人一 人 を指 す にあ らず して，
つ

わ が教 会 員全 体 に就 き て言 え る な り。」

(教義 と聖 約1：30)こ れ は私 た ちに ひ

とつの 問 い かけ を して い ます。 それ は，

変 わ る こ とのな い重要 な意味 を持 つ問 い

か けで す。「全 体 的 に見 れ ば，これ が真 実
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の命 ある教会 で あ る こと はわ かる。 しか

し， 私 自身 は真 実 の生 け る教 会員 だ ろ う

か」 とい うの が質 問で す。

この教 会 が真 実 の命 あ る教 会 で あ る と

い う主 の み言葉 を茶 化 して いる と受 け取

られ るか もしれ ませ んが， この質 問 は，

自分 は主 と交 わ した 誓約 を全 身全 霊 を尽

くして守 ってい る だろ うか と いう意味 で

す。 また， それ は， は た して 自分 は全 力

を出 して福音 に従 い， み言葉 を聞 くだ け

で な く行 な う者 とな って いる だろ うか，

自分 の信 仰 を実 践 して い るだ ろ うか， 今

も忠実 だ ろ うか， サ タ ンの誘 惑 に負 けず

に しっか りと立 って い るだ ろ うか， と も

言 い換 え られ ます。 サ タ ンはあ ざ け りや
き へ ん

読 弁 を用 い て，私 たち に道 を踏 み はず さ

せ よう と して い ます が， 「固 く立 て!」 と

心 の 内 に呼 びか け る声 に従 う こと によ っ

て，私 たち は勝 つ ことが で き ます。

自分 は生 ける教 会員 だろ うか と 自問 し

て， そ うで あ ると はっ き り言 える人 は，

強 い確 信 を持 って いる人 で す。生 ける教

会 員 とは，今 もこれ か ら先 も，常 に神 と

隣 人 を 自分 自身 の よ うに愛 し， 自分 が何

者 であ り，何 を信 じて い るか を行 な いで

示 し， 日々 キ リス トが望 んで お られ る生

活 をす る人 で す。
ささ

生 ける教 会員 とは， 自分 の すべ て を捧

げ よ う とす る人 で す。 その よ うな人 は，

二 一 フ ァイの次 の勧 告 に従 い ます。

「さて私 の愛 する兄 弟 た ちよ
， 私 は尋

まつ す

ね た い， あ なた たち は この真 直 ぐで狭 い

道 に入 った ら， それ で万事 終 りであ る か。

ご らん そ うで は ない。 あな たた ちが もし
かた

もキ リス トの言葉 によ って キ リス トを確
ち か ら

く信仰 し， 人 を救 う大 きな能 力 の ある キ

リス トの功 徳 に全 く頼 らな か った な ら，

あな た た ちは こ こまで進 ん で く るこ とさ

えで きなか った ので あ る。

それ であ るか ら， あな たた ち はこれ か

らもキ リス トを確 く信 じて 疑 わず， 完 全

な希望 の光 を抱 き， 神 とすべ ての 人 とを

愛 して 強 く進 ま なけれ ば な らな い。 それ

で あ るか ら， この後 もた えず キ リス トの

言葉 をよ く味 わ いな が ら強 く進 み， 終 り

まで堪 え忍 ぶ な らば 『永遠 の生 命 を受 け
ごと

る』， か くの 如 く天 の 御 父 が 言 い た も う

た。」(II二 一 フ ァ イ31：19-20)

生 ける教 会 員 は 自分 が遂 行 す べ き義務

を よ く知 って い ます。 福 音 を実 践 す る人

は， 人生 とい う旅 の 第一段 階 と して， ま

ずバ プ テ スマ を受 け ます。 それ は神 と天

使 と天 に対 して， 神 の み こ ころ に従 う と

の意志 を示 す こ とです。 特 に私 た ちは，

最 近 この誓約 を身 に受 け た全 世 界 の 人々

に，歓 迎 の意 を表 わ した い と思 い ます。

私 た ちは皆 さ んを愛 し， 皆 さん を は じめ

とす る全 世 界 のす べ ての教 会 員 に対 す る

私 た ちの関心 を知 って いた だ きた い と思

いま す。 末 日聖 徒 の 兄弟姉 妹 の交 わ りの

中 に皆 さん をお迎 え した い と思 い ます。

「聖 徒 」 とい う言葉 は
， 私 た ちが皆 完全

であ る こ とを意味 す る もので は あ りませ

ん。 それ は， 信仰 の 上 に 固 く立 つ よう に

努 力 し，奉 仕 し， 決 心 して いる者 とい う

意 味 で す。

福 音 を実践 す る教 会 貝 は， 決 して 自分

が進 もう と決 意 した道 か らそれ る こ とが

あ りませ ん。 あ る人 が救 い主 の もとに来

て， この よ うに言 い ま した。

「『主 よ， 従 って まい ります が， まず家

の者 に別 れ を言 い に行 かせ て く ださ い。』
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イ エ スは言 われ た，『手 をす きにか けて

か ら， う しろを見 る者 は， 神 の国 にふ さ

わ し くな い者 で あ る。』」(ル カ9：61-

62)

す き を使 って， ま っす ぐな うね を掘 る

ため に は， 前方 のあ る一 点 に 目を向 け て

そ らさな い よ うに し ます。 そ うす る と，

ま っす ぐに進 む こ とがで きます。 しか し，

も し後 ろを振 り返 った りす る と， 曲 が っ

た方 向 へ進 む可能 性 が強 くな ります。 曲

が りくね った不規 則 な うね に な って し ま

うの です 。新 しい会 員 の皆 さ ん にお願 い

します。新 たな 目標 に しっか りと目 を向

けて， 自分 の成長 ぶ り，真 価 ，神 か らの

祝福 を思 い起 こす ため以外 に は， 過去 の

問題 や過 ち を振 り返 らない よ う にして く

だ さい。私 た ちのエ ネル ギ ー を， 後 ろで

はな く前方 に， すな わ ち永 遠 の生 命 と救

いの喜 び に集 中 させ る な ら，確 か にそれ

らを得 る ことが で き ます。

生 ける教 会員 は， 内な る命 を生 か す み

た まに心 を向 け て， 絶 えず その導 きを求

め， 力 が与 え られ る よ うに祈 り，様 々 な

障害 を克服 して い きます。 彼 らの心 は こ

の世 的 な もの で はな く，永 遠 の価値 を持

つ もの に向 け られ て い ます。 肉体 的 な喜

びを得 る ため に，霊 の再 生 を犠 牲 にす る

よう なこ と は決 して しませ ん。

生 ける教 会員 は， 命 と成 長 の源 が何 か

を理 解 し， キ リス トを最 も重要 視 して 日

日の生 活 を送 ります。 人間 には， 自分 を

宇宙 の 中心 に据 え， 自分 の望 み，欲 求 に

ほ かの 人 を従 わせ よ う とす る傾 向 が あ り

ます。 しか し， 自然 の摂 理 はそ のよ うな

誤 っ た考 え と相 いれ る もので は あ りませ

ん。私 た ちが人 生 の 中で果 たす よ うに求

め られ て いる最 も大 切 な もの は，神 か ら

与 え られ た もの で す。私 た ちは，神 を 自

分 の意、の ま まに動 か そう とす るの で はな

く，神 のみ ここ ろに 自分 を従 わせ よ う と

努 力 す る必要 が あ ります。 そ うす る人 は

生 け る教 会員 と して進歩 し続 け るこ とが

で き ます。

最 も大切 な 第一 の戒 め は， 「心 を つ く

し，精 神 をつ く し， 思 い をっ く して， 主

な るあ なた の神 を愛 」す る こ とです 。(マ

タ イ22137)神 を愛 す る には，神 に求 め

られ て い る ことをす る必要 が あ ります 。

神 の よう にな りた い とい う望 み を，行 な

いで 示 さ なけれ ば な らな いので す。

聖徒の道/1987年7月 号

生 け る会員 はひ とた び改宗 する と， 兄

弟 姉妹 を力 づ けな さい との戒 めに従 い，

ま た， 自分 の喜 び を人 々 に分 かち合 お う

と熱心 に努 め，決 して その望 み を捨 て た

りは しませ ん。 パ ト リック ・ヘ ン リー は

この世 を去 る直前 に こう言 い ま した。「こ

れ で 家 族 へ の財 産 相 続 は 終 わ っ た が，

・もう ひ とつ彼 らに与 えた い ものが あ

る。それ は キ リス トヘ の信 仰 で あ る。… …

キ リス トヘ の信仰 さ えあれ ば，私 か ら1

シ リング も受 けな か った と して も， 彼 ら

は富 め る者 となる だ ろう。逆 にそ の信 仰

が なけ れば， 私 か らこの世 の すべ ての 富

を もらっ た として も，彼 は貧 し い者 とな

る だ ろう。」(タ イ ロ ン・エ ドワー ズ編 「新

思 想辞 典 」p.561)

生 け る教会 員 は， 信仰 を行 な いで示 さ

な くて は な らない こ とを理解 して い ます。

そ の よ うな聖 徒 は 自分 の 自由意 志 に よ っ

て， 多 くの善 をな し， よい働 き を しよ う

と熱 心 に努 め ます。 ヒーバ ー ・J・ グ ラ

ン ト大管 長 が あ る とき こう言 い ま した。

「私 た ち はみ ずか らの 内 に 自由意志 を持

ち， 自分 の こと を 自分 で し ます。 どの よ

う な こ とで も命令 され るまで待 って い る

よ うで は いけ ませ ん。 す べて の こ とをや

む を得 ず にす る人 は怠惰 であ り， 賢 い し

もべ とは言 え ませ ん。私 た ちは熱 意，望

み を持 ち，全 能 の 主 か ら授 け られ た力 の

限 りを尽 く して， 人生 の戦 いを精 い っ ぱ

い戦 い抜 く決心 をす る必要 が あ ります。

この地上 で， 自分 の能 力 に応 じて ほ かの

だ れ に も劣 らぬ働 きを し，神 の み業 を推

し進 め る こ とがで きれ ば， それ は非常 に

誉 れ ある こ とです。」(「インプ ル ーブ メ ン

ト ・エ ラ」1939年10月 号 ，p.585)

福 音 の教 えに従 う教会 員 は， 互 いに愛

し合 い ます。 父親 や夫 を失 って悲 しんで

いる人 を見 舞 い， みず か ら は世 の 汚れ に

染 ま る ことが あ りませ ん。

生 ける教会 の会員 と して，私 た ちは生

ける神 を信 じて い ます 。 ヨ シ ュア はヨル

ダ ン川 を渡 るに先 立 ち， イ ス ラエ ル の民

を集 め て こ う言 い ました。「あな たが た は

ここ に近 づい て， あ なた が たの神 ，主 の

言葉 を聞 きな さ い。 … …生 ける神 が あ な

た がた の う ちにお いで にな 〔る こ とを〕

・あ な たが た は知 るで あ ろ う。」(ヨ シ

ュア3：9-10)少 年 ダ ビデ も， ゴ リア

テ に戦 い を挑 まれ た と き， 勇敢 に もか た

わ ら にい る人々 に次 の よ うに言 い ま した。

「この割 礼 な きペ リシテび と は何 者 なの

で，生 け る神 の 軍 をい どむ のか。」(サ ム

・エル上17：26)エ レ ミヤ も同 じよ うに，

主 を真 の神 ， 生 け る神 と呼 んで い ます。

(エ レ ミヤ10：10参 照)

私 た ちは， この教 会が生 ける真 の神 が

建 て られ た真実 の命 あ る教 会 で あ ると強

く信 じて い ます。 しか し， も うひ とつ考

えな けれ ばな らない こ とが あ ります。「自

分 は不 動 の決 意 を もって献 身的 に働 く，

真 の生 け る教会 貝だ ろ うか。」

皆 さん が固 く立 ち， 真 の生 け る教 会 員

とな り，約 束 の恵 み を受 け られ ます よ う

に。 その約 束 の恵 み とは， 教義 と聖 約 の

中に 「これ らの者 は， シオ ンの 山に また
まち きた

生 け る神 の い と聖 き神 聖 な る市 に来 り

ぬ」(教 義 と聖約76：66)と 書 かれ て いる

人 々 の中 に数 え入 れ られ る こ とで す。 こ

れ らをイ エ ス ・キ リス トのみ名 によ って

お祈 りします。 アー メ ン。

麗 簸・
一灘

雛

羅

薫

● 七 十 人 第一 定 員 会 会 員 のF・ パ ー トン ・

パ ワ ー ド長老
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●1987年4月4日(士)午 後 の部 会

教会役員の支持
第二副管長

トーマス ・S・モンソン

灘'

麟1

議

瑳一

黙

角 ・ゴ槻

灘

畿

潮

藩

』蠕

轍
裁 廿

灘 顯

騒 欝，羅
・ ・ 峯

兄
弟 姉 妹 の 皆 さ ん ， こ れ か ら教 会 幹

部 ， お よ び 中 央 役 員 を 支 持 し て い

た だ け る よ う提 議 い た し た い と思 い ま す 。

私 た ち は， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

大 管 長 を 予 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を 受 け る

者 と し て ， ま た末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス

ト教 会 の 大 管 長 と して ， ゴ ー ドン ・B・

ヒ ン ク レ ー を大 管 長 会 第 一 副 管 長 と し て ，

ま た トー マ ス ・S 、・モ ン ソ ン を 大 管 長 会

第 二 副 管 長 と して 支 持 す 資 よ う 提 議 い た

し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て く

だ さ い 。 反 対 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て く

だ さ い 。

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー を 十 二 使 徒 評

議 員 会 会 長 と し て ， ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン

タ ー を十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長 代 理 と し て ，

ま た 同 評 議 員 会 会 員 と し て マ リ オ ン ・

G・ ロ ム ニ ー ， ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー ，

ボ イ ド ・K・ パ ッ カrマ ー ビ ン ・J・

ア シ ュ ト ン，L・ トム ・ペ リー ， デ ビ ッ

ド ・B・ ヘ イ ト， ジ ェー ム ズ ・E・ フ ァ

・
ゴ冠一弼

・魔

寮

醜 羅
鐸 甑

鎚

引萄 一

ウ ス ト， 二 一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ，

ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル ソ ン， ダ リ ン ・H・

オ ー ク ス，M・ ラ ッ セ ル ・バ ラ ー ド， ジ

ョセ フ ・B・ ワ ー ス リ ン を支 持 す る よ う

提 議 い た し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表

わ し て く だ さ い。 反 対 の 方 は そ の 意 を表

わ し て く だ さ い 。

大 管 長 会 の 副 管 長 お よ び 十 二 使 徒 を，

予 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 け る 者 と し て

支 持 す る よ う提 議 い た し ま す 。 賛 成 の 方

は そ の 意 を 表 わ し て く だ さ い 。 も し反 対

の 方 が あ れ ば 同 じ く そ の 意 を 表 わ し て く

だ さ い 。

次 の 兄 弟 の 方 々 を新 た に七 十 人 第一 定

員 会 会 員 と し て，5年 の 間 ， 働 い て い た

だ け る よ う提 議 い た し ます 。 ジ ョー ジ ・

R・ ヒ ル111， ジ ョ ン ・R・ ラ サ タ ー ， ダ

グ ラ ス ・」 ・マ ー テ ィ ン， ア レ クサ ン ダ

ー ・B・ モ リソ ン
，L・ ア ル デ ィ ン ・ポ

ー タ ー
， グ レ ン ・L・ ラ ッ ド， ダ グ ラ ス ・

H・ ス ミ ス， お よ び リ ン ・A・ ソ レ ン セ
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ンです。 賛成 の方 は その意 を表 わ して く

だ さ い。 反対 の方 もその意 を表 わ して く

だ さ い。

モー リー ン ・J・ ター リー姉 妹 は， ア

ー カ ンサ ス ・リ トル ・ロ ック伝 道部 長 と

して責任 を受 け られ た ご主 人 と共 に任地

へ 行 かれ ます。その ため，彼女 を中央 若 い

女性 会 長 会第 一副 会 長 の責任 よ り解 任 し

た いと思 います。 同様 に第二 副 会長 の ジ

ェ イ ン ・B・ マ ラ ン姉妹 も解 任 した い と

思 い ます。 これ らの姉妹 のそ れ ぞれの責

任 に対 す る献 身 的 な働 きに感謝 を示 して

くだ さる方 は挙 手 を も って その意 を表 わ

して くだ さい。 あ りが とう ござ い ます。

若 い女 性 の アー デス ・G・ カ ップ姉 妹

は， ジ ェイ ン ・B・ マ ラ ン姉妹 に第一 副

会長 と して， イ レイ ン ・ロ ウ ・ジ ャ ック

姉妹 に第 二副会 長 と して働 くよ う依 頼 さ

れ ま した。賛 成 の方 は その 意 を表 わ して

く ださ い。反 対 の方 も同様 に示 して くだ

さ い。

その ほか の教 会幹 部， 中央管 理役 員 の

方 々 を現 状 の ま まで支持 して くだ さる よ

う提議 い た します。 賛 成 の方 は その意 を

表 わ して くだ さ い。 反 対 の方 もそ の意 を

表 わ して く ださ い。

ベ ン ソ ン大管 長 ，提 議 は全 会 一致 で承

認 され ま した。

新 た に支 持 され ま した兄 弟 た ちと ジ ャ

ック姉 妹 は壇 上 の席 へ お着 きく ださ い。

灘鍵灘灘

麟
簿 ・ 灘1・

、灘 羅　
雛 講

難 詐 ・ 葭



教会監査委員会報告
教会監査委員会委員長

ウイルフォー ド・G・エ ドリング提出

末日聖徒イエス ・キリスト教会大管長会への報告

㎡

、蕩

撃

羨

砦

撚

「

躍

繊

私
た ちは，教 会 の 中央 基金 の収 支 管

理 と， その管理 下 にあ る組 織 の妥

当性 を評価 す るた め に， 予算 編成 ， 会計

お よび監査 の方 法， またそ れ にか かわ る

1986年12月31日 現在 の教 会 の年 次財 政 報

告 書 ， お よび基 金 の収受 ， 支 出の管 理 の

方法 を検 討 い た しま した。

年 度 内 の教 会 中央 基金 の 支 出 は， 大管

聖徒の道/1987年7月 号

長 会 の承 認 を受 け た もので あ り， 予算 手

続 き に従 った もの であ りま した。 予算案

は，大 管 長会 ，十 二使 徒 評議 会 お よび管

理 監督 会 で構 成 され る什分 の一配分 評議

会 で承 認 され ます。 また主 要 な支 出 は，

毎週 開 か れ る予 算承 認 委員 会 で，予 算案

に基 づ いて行 な われ る よ う管理 され ます。

急速 に発 展 し， また変 化 して いる教会

の動 向 に立 ち遅 れ る こ とのな い よう，教

会 の 中央 基 金 の会計 は財 務 部 に よ り，最

新 の会計 技術 と施設 を駆 使 して管理 され

て お ります。

管理 部 は， ほか の あ らゆる部 門 か ら独

立 して お り，財 政 監査 ，運 営 監査 ，教 会

が導 入 して い るコ ン ピュー ター システム

の監査 を行 な ってい ます。 監査 は これか

らも引 き続 き， 教会 の各部 門， お よび全

世 界 にわ た る教 会管 理 の組 織 に対 してな

され ます。 その 中に は，伝 道部 ，学 校 ，

教会 管 理事 務所 およ び各部 門 の活動 が含

まれ ます。 教会 の発 展 と活動 の拡 大 に伴

って，教 会 の 資産 を守 る ための 監査部 の

役割 も大 き くな って います 。

ワー ド部 ， ス テー キ部 な どへ の基金 の

監査 は， ス テー キ部 監査 委員 によ って行

な われ， 監査 報告 書 は教 会監査 部 で検査

され ます。教 会財 務 部 が銀行 口座 を維 持

しない，教 会 所有 また は管理 の法 人組 織

の事業 につ いて は， 公認会 計士 の資格 を

持 つ 内部 の専 門家 ，独 立 した専 門の監査

会 社， また は政府 の 監査機 関 が監査 を行

な うよ うに な って い ます。

財務 部， 監査 部 ，教 会 の法務 顧 問が 一

同 に会 して，教 会 内 の財務 運営 の方法 を

検 討 した結 果， 私 た ち は， 予算 編成 ，会

計 ， お よび監査 方 法 が教 会 の必 要 と目的

にか な ってお り， また1986年12月31日 現

在 の教会 中央基 金 の収支 に関 す るすべ て

の事柄 が，教 会 の定 め られ た方 針 と手続

きに従 って運 営 され，会 計処 理 されて い

る との見 解 に達 しま した。 以上謹 んで ご

報 告 申 しあげ ます。

教 会 監 査 委 員 会

ウ イ ル フ ォ ー ド ・G・ エ ド リ ン グ

デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネ デ ィ ー

ウ ォ ー レ ン ・E・ ピ ュー

メ リ ル ・J・ ベ イ トマ ン

テ ッ ド ・E・ デ ー ビ ス
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1986年 度統計記録
大管長会秘書

F・マ イケル ・ワトソン提出

● エ ズラ ・タ フ ト・ベ ン ソ ン大管 長(左)と トー マ ス ・S・モ ン ソ ン 第二 副 管長

22

教
会員 に情報 を与 えるた め に， 大 管

長 会 は1986年12月31日 付 で， 教 会

の成 長 と現 況 を示 す統 計記録 を発表 した。

(会員数 には，大 会前 に入 手 した1986年

の報 告 に基 づ く推 定 が含 まれ て いる)

教 会 ユニ ッ ト

ステ ーキ部数

地方部数

伝道部数

1，622

346

193

ワー ド部 数10，527

ステ ー キ部 内 の支部数2，792

伝道 部 内 の支部 数2，070

ワー ド部/支 部 が

組 織 され て いる独 立 国98

ワー ド部/支 部 の組織 されて いる

未 編入 地域 ，植 民地，属 領… ……24

(以上 の統計 か ら，1986年1年 間 に ス

テー キ部 が40，ワー ド部/支 部 が379増 え

たこ とが わか る)

教会 員 数

1986年 末現 在，総 会 員数

1986年 度の 教会 の成 長

記録 上 の子供 の増 加

バ プ テ スマを受 け た

・・6
，170，000

記録上の子供

93，000

改宗者数

72，000

神権者数

メルケゼデク神権者

216，210

ア ロ ン神権 者

宣教師数

専任宣教師

745，000

844，000

31，803

1986年4月 以 降 に 世 を 去 っ た ， 著 名 な 教

会 員

A・ セ オ ドア ・タ トル 〔七 十 人 第 一 定 員

会 会 員)， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラ ー(七 十

人 第 一 定 員 会 名 誉 会 員)， ジ ェ ー ム ズ ・

A・ カ リ モ ア(七 十 人 第 一 定 員 会名 誉 会

員)，0・ レ ス リ ー ・ス トー ン(七 十 人 第

一 定 員 会 名 誉 会 員)
， メ イ ・」 ・ダ イヤ ー

(ア ノレビ ン ・R・ ダ イ ヤ ー 長 老 未 亡 人)， ○

ビ バ リー ・」 ・コ ー ル(ウ ォ ル ド ・P・

コ ー1レ長 老 夫 人)，G・ カ ー ロ ス ・ス ミ ス ・

ジ ュニ ア(元 中 央YMMIA会 長)
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十二使徒定員会会員

ボイ ド・K・パヅカー

「儀式と契約は，神のみもとに行くための資格証明書になります。ふさわしく

なってそれを受けることは，生涯の目標であり，最後までそれを守ることは，

この世におけるチャレンジです。J

私
は前 回 の大 会 の記録 を完全 な もの

と す る た め に ， せ ん 越 か と は思

い ますが， 今大 会 の記録 に， ひいて は教

会歴 史 の中 に， ひ とつ の話 を つけ加 えた

い と思 い ます。

昨年10月 の総 大会 の最 後 の部 会 にお い

て，A・ セオ ドア ・タ トル長老 は， 信 仰

につ いて霊感 あふ れ る感動 的 な説教 を さ

れ ま した。 原稿 を準 備 せ ず に， 聖典 を持

って真心 か ら話 され たの です。 タ トル長

老 の話 が終 わ る と， 司会 者 の ヒン ク レー

副管 長 は次 の よ うに言 われ ま した。

「軽率 で あ る と言 われ るか もしれ ませ

ん が， あ えて お話 しした い と思 い ます。

タ トル兄 弟 は重 い病 気 に かか って い て，

今話 され たば か りの信仰 ，私 た ちの信仰

を必要 と して い ます。 タ トル兄 弟 の話 を

聞 かれ た教 会 員 の方 々 が，今 述 べ られ た

ような信 仰 を も って， タ トル兄 弟 の ため

に天 父 に祈 って くだ さ った ら， どん なに

うれ しい こ とで し ょうか。」(「大会 報告 」

1986年10月 ，p，93)

最後 の話 者 で あ るエ ズ ラ ・タフ ト ・ベ

ンソ ン大管 長 は， ヒ ンク レー副管 長 の言

葉 を支 持 し， タ トル兄 弟 の快 復 の ため 断
ささ

食 と祈 りを捧 げ る よ うにみ ずか ら訴 え ら

れ ま した。

しか し， タ トル兄弟 は快 復 し ませ ん で^

した。 それ か ら7週 間後 に他 界 され た の

です。

ここで， 祈 りが こた え られな か った と

思 い込 ん で皆 さ んの信 仰 が揺 ら ぐこ とが

ない よ うに， あ るい は タ トル兄弟 の た め

に断 食 と祈 りを する よ う予 言 者 自身 が全

教 会 員 に 呼 び か け た に もか か わ らず ，

兄 弟が 亡 くなっ た ことで 当惑 す る こ とが

ない よ うに，私 が 経験 した こ とをお話 し

した い と思 いま す。

私 は この経 験 を葬儀 の と きに話 すつ も

りで したが， その 日は胸 が い っぱ いで話

せ ませ んで した。

あ る 日曜 日， タ トル兄 弟 は ほ とん ど寝

た き りで家 に い ました。 ご家 族 が教会 に

行 って留 守 の間， 私 は タ トル兄弟 と数 時

間一緒 に過 ご し ました。

タ トル兄弟 は， 世 界 中か ら寄 せ られ た

愛 の便 りに深 く感 動 して い ました。 どの

手 紙 に も， タ トル兄 弟 の快 復 を願 った信

仰 の祈 りが記 されて い ま した。 その 多 く

は， タ トル家族 が長年 にわ た って奉仕 し

た南 ア メ リカか ら寄 せ られ た もので した。

その 日私 た ちは， タ トル 兄弟 の半生 を

振 り返 って み ま した。 ユ タ州 マ ンタイ の

聖徒 の道/1987年7月 号

平 凡 な末 日聖徒 の家庭 に生 まれ た ときか

ら始 め て，私 もよ く知 って い る彼 の お父

さん や， 熱心 に神 殿 で奉仕 され たお母 さ

ん につ いて話 しま した。

タ トル長 老 は伝 道 ，大 学生 活 ，マー ン・

ウ ィテイ カー姉 妹 との結 婚 ，海 兵 隊で の

勇敢 な働 き にっ いて話 しま した。

ブ リガム シ ティー で一 緒 にセ ミナ リー

を教 えた ときの こ とや， セ ミナ リー ・イ

ン ステ ィテ ユー トを管 理 した ときの思 い

出 につ いて話 しま した。

信 仰 の 範つ い7人 の お子 さん の ことや，

いつ も兄 弟 が 「世 界一 の 子供 た ち」 と呼

んで いた お孫 さんた ちの こ と も話 しま し

た。

それ か ら，七 十 人第 一定 員会 に召 され

た こと と， その後 の割 り当て に つ いて話

し ま した。 タ トル家 族 は す ぐに南 ア メ リ

カヘ召 され ま した。 そ して米国 に帰 って

落 ち着 く間 もな く， 南 ア メ リカヘ再 び戻

るよ う にと い う面接 を受 け ました。

ほか の 人な らこ う答 え たか も しれ ませ

ん。「ど う して も召 され るの で した ら，も

ちろん行 き ます。」しか し， タ トル兄弟 姉

妹 は その よ うな こ とは言 い ませ んで した。

誓約 を交 わ して いたか らで す。 タ トル姉

妹 と子供 たち は一言 も文 旬 を言 わず に兄

弟 に従 い，何 度 も南 米 に戻 って，通 算7

年 余 リの年 月 をそ こで過 ご しま した。

南 米 に最 初 に召 され た とき に始 まった
ち ゆ

重 い病 が 治癒 しな くて も， それ は問題 で

はな か った ので す。 あ る 日タ トル 兄弟 は，

ラ テ ンア メ リカの謙遜 な人 々 につ いて思

いや りを込 めて話 しま した。 わ ずか な も

の しか持 た ない人 々 が， タ トル兄 弟 の生

涯 に すば らしい祝福 を もた ら したの です。

タ トル兄 弟 は， 自分 には これ以上 の祝

福 に あず か る資格 が な い し， 必要 もない

と言 い ま した。 も っと祝 福 を必要 とする

人 が ほか に いたの で す。 タ トル長老 は，

次 の よ うに話 して くれ ま した。「私 の快復

の た めに捧 げ られ た これ らの祈 りに つい

て， 主 に お話 しし ました。 そ して，私 の

思 う まま に この祝福 を使 える か どうか，

お尋 ね しま した。 もし許 され るな ら，祝

福 を私 か ら取 りあ げて， それ を もっ と必

要 とす る人 々 に差 しあげて くださ る よう

に お願 い しま した。」

タ トル長老 はさ ら に続 けて言 い ま した。

「私 は主 に
， これ らの祝福 を取 りあげて，
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ほ か の 人 に 与 え る よ う に嘆 願 した の で

す。」

タ トル兄弟 は，私 た ちの祈 りが もた ら

す祝福 を， 人知 れず苦 しんで いる 人々 の

ため に使 いた い と思 った ので す。 それ は，

私 た ちの 多 くが忘 れて も， タ トル 兄弟 に

は決 して忘 れ る こ との で き ない人 々 で し

た。

聖典 は次 の よう に教 えて い ます。「義 人

の祈 は， 大 い に力 があ り，効 果 の あ る も

の で ある 。」(ヤ コブ5：16)

主 は， 快復 を願 う私 た ちの祈 りよ りも，

この聖 め られ た人 の願 いを聞 かれ た の か

もしれ ませ ん。皆 さん はそ う思 い ませ ん

か。

すべ ての ことが わか るわ けで は あ りま

せ んが， 私 た ちの祈 りが無 駄 で はな か っ

た と考 えるの は， 間違 って いる で し ょう

か。南 アメ リカ大 陸 の あち こち で， この

偽 りの ない タ トル兄弟 か ら謙遜 な人 々 に

思 いが けな い祝 福 が もた らされ る こ とを，

だれ が否 定 で きるで しょ うか。

もし従順 で あれ ば， この ような気 高 い

目標 が私 た ちの生活 の 中で 成就 す る ので

はな いで しょう か。

さて，疑 い深 い人 は その よ うな こ とを

あ ざ笑 うか も しれ ませ ん。 しか し少 な く

とも私 は，聖徒 た ちの祈 りが受 け入 れ ら

れ，記録 され て， タ トル兄 弟 が願 った よ

う に， その祝福 が絶望 に沈 ん だ人 々 に振

り分 け られ た と信 じ，満 足 して い ます。

いず れ に して も， す べて の祈 りは 「主

の み こ こ ろが行 わ れ ま す よ う に」(使 徒

21：14)と い う思 い で締 め く くるべ きで

はな いで しょう か。

タ トル兄 弟 は最後 の数週 間， 常 に明 る

い態度 を と り， 見 舞 い に来 て くれ た人々

一蝦

与襲灘 灘

をい つ も慰 めて い ま した。私 が会 い に行

っ た とき，兄 弟 は担 当 の医 師 た ちをベ ッ

ドの側 に呼 んで ， これ まで 治療 して くれ

た こ とに つい て一人 一 人 に感謝 を述 べ て

いま した。

タ トル兄 弟 は，感 謝 祭 の 日が過 ぎる ま

で は生 きよ う と決 意 しま した。 家族 が毎

年 そ の祭 日を悲 しい気 持 ち で過 ごす こと

のな い よ うにす る ためで す。 その夜 ， タ

トル兄 弟 は子供 た ち一人 一 人 と会 って，

遠 く にい る子供 には電話 をか けて， 愛 と

祝 福 を与 え， 別 れ を告 げ ま した。 ア ラ ス

カに住 む娘 の ク レア リー と連絡 が取 れ た

の は，夜 遅 くな って か らで した が， それ

が済 む まで は， この世 を去 るわ け には い

かな か ったの で す。

翌朝 早 く， タ トル 兄弟 は苦 しむ こ とな

く，静 かな期待 を胸 に抱 いて この世 を去

りま した。 そ の瞬間 ，部 屋全 体 が言 い よ

うの ない平安 に包 まれ ました。

マ ー ン姉妹 は， 以前 も， そ の と きも，

そ れ か ら後 も， 心 の平静 と受容 の面 で完

壁 な模範 を示 して きま した。

そ れで は， この経験 か ら得 た教 訓 を ま

とめ てみ まし ょう。

タ トル 兄弟 は， 教 会幹 部 として28年 間

仕 え ま した。 世 界 中 を旅 し， ヨー ロ ッパ

で しば らくみ業 の管 理 もし ま した。 しか

し， タ トル兄弟 が何 度 も語 って いた よ う

に， いか な る場 所 を訪 れ よ う とも， ま た

いか な るこ とを行 な お う とも， タ トル兄

弟 にと って主 に仕 えた最 高 の経験 は， 愛

す るマ ー ン姉妹 と共 に プ ロボ神殿 の神 殿

長 を務 めた こ とで した。

神殿 長 の 多忙 な ス ケ ジュー ル につ いて

知 って い る人 は， ほ とん ど いませ ん。 日

に よって は，早 朝 の3時 か ら始 ま って，
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翌 日の ほぽ同 じ時 刻 まで働 き続 けること

もあ ります。

タ トル兄弟 は， 神 殿 を管 理 していたの

で は な く， 召 し によ って神 殿 で働 いてい

たの です。 ほか の人 の下 で も喜 んで働 い

た こ とで し ょう。 タ トル 兄弟 が この割 り

当 て につ いて感 じた喜 び は， 召 しその も

の に対 す る理解 よ りも， 誓約 に対 す る理

解 に よる もので す。

誓約 と は， 神聖 な約 束， す な わ ち聖典

の 中 にあ る よう に， 神 と人 との 間 で交 わ

され る厳 粛 な永 遠 の約 束 です。 完全 な る

福音 その もの が， 新 しくか つ永遠 の誓約

と定 義 され て い ます 。(教 義 と聖 約22：

1;66：2参 照)

数 年前 ，私 は英 国で ステ ーキ部 長 の任

命 を行 ない ま した。 その 人 は後 に別 の召

しを受 けて， き ょうこの会 場 に集 って い

ます。彼 はす ぐれ た方 向 感覚 の持 ち主 で

す。 まるで， 星 の位 置 か ら方 角 を知 る，

六 分儀 を持 っ た船 長 の ようで した。 その

ステー キ部長 が大会 に来 る た びに，私 は

会 って話 を しま したが， 彼 自身 とステ ー

キ部 が正 し い進 路 を保 って い る こ とに，

いっ も感心 させ られ ま した。

ステー キ部 長 が解任 され る とき，私 は

幸 いに も， その ス テー キ部 を再 組織 す る

割 り当 て を受 け ました。 そ して その と き

に， ステー キ部 長 の 「六 分儀 」 が何 であ

るのか， また彼 が それ をどの よ うに使 っ

て 自分 の位 置 を確 認 し， 自分 や会員 た ち

の進 む べ き方向 を定 めて きたの か知 りま

した。

ステ ーキ部長 は解任 を受 け入 れ て， こ

う言 い ま した。「私 は ステー キ部 長 と して

働 く召 し を喜 んで受 け入 れ ま した が， こ

の解 任 も同 じよ うに受 け入 れ ます。 私 は

召 され た と いう理由 だ けで働 い たの で は

あ りませ ん。 誓約 を交 わ して い る か ら働

いた ので す。私 はス テーキ部長 と して仕

える とき も， ホ ーム ティー チ ャー と して

仕 える と きも， まっ たく同 じよ う に誓約

を守 るこ とがで き ます。」

この ス テー キ部長 は，「誓約 」という言

葉 を理解 して い ました。

彼 は聖 書 の研 究家 で も学者 で もあ りま

せ ん が， ともか く大切 な こ とを学 び取 っ

て い ました。 す なわ ち， 昇 栄 というもの

は， 高 い地 位 に よって で は な く，誓約 を

守 る こと によっ て達 成 され るの です。



船 乗 りは，天体 の光 ， す なわ ち昼 に は

太陽 ，夜 は星 か ら放 たれ る光 を頼 りに方

角 を知 ります。 あの ステ ー キ部 長 は， 進

む べ き方向 を定 め るの に，船 乗 りの六 分

儀 を必要 と はし ませ ん。心 の 中 に， 航 海

用 の どん な計器 よ り精 密 で確 か な 「六分

儀 」 が あ った ので す。

だれ もが持 って い る霊 の 「六 分儀 」 は，

日の光栄 か ら放 たれ る光 の原則 にの っ と

って働 きます。 皆 さ んの心 の 中 の この六

分 儀 を， 「誓約 」とい う言葉 や 「儀 式 」と

いう言葉 に合 わせ て くだ さ い。 そ うすれ

ば， 光 が入 って きま すか ら， それ によ っ

て 自分 の位 置 を調整 し，人 生 の進 む べ き

道 を定 め る響ことが で き ます。

国 籍 や人種 ， 性別 ，職 業 ，学 歴 を問 わ

ず， また生 まれ た時 代 に かか わ らず， す

べ ての 人 に とって 人生 とは ， 日の光 栄 の

王国 にお られ る神 の み もとへ帰 る， 故郷

へ の旅 なの で す。

儀 式 と誓約 は，神 の み も とに行 くため

の資格 証 明書 にな ります。 ふ さ わ し くな

って それ を受 け るこ とは， 生涯 の 目標 で

あ り，最 後 まで それ を守 る こ とは， この

世 にお け る チャ レ ンジで す。

自分 自身 と家族 の た めに儀 式 と誓約 を

受 けた人 は， 亡 くなっ た親族 の た め に，

ひ いて は全 人 類 の ため に， 身代 わ りの儀

式 を行 な う責 任 が あ ります。

しか し中 に は， 死者 の救 い のた め に身

代 わ り の 儀 式 を 行 な う と い う教 義 を
ちようしよう

嘲 笑 す る人 が い ます。 非常 に奇 妙 な教

え だ と思 って いる ので す。

思慮 深 い ク リスチ ャ ンで あ れば， その

よ うな教 義 に驚 か ない はず で す。 キ リス

トの犠 牲 は， す べ ての 人類 の ため の身代

わ りの捧 げ物 で は なか った で し ょうか。
しよくざい

ま さ に貝費罪 は身 代 わ り に よ って 行 な わ

れ たの です。

主 は， 私 た ちが 自分 で はで きな い こ と

を，私 た ちに代 わ って して くだ さい ま し

た。 で すか ら， 自分 で はで きない 人々 の

た めに， 神殿 で身代 わ りの儀 式 を行 な う

の は， ク リス チ ャ ンら しい行 為 で は ない

で し ょうか。

私 は 「家族 の歴 史 」 と呼 ぶ方 が好 きで

すが， 系 図 は神殿 の業 に欠 か す こ とが で

きませ ん。神 殿 には名 前 が 必要 で す。 系

図が な けれ ば， 生者 の ため の儀 式 しか執

行 で きな いで し ょう。亡 くな った親 族 の

名 前 を探求 す る ことは， きわめ て重大 な

義務 なの で す。この業 には，神 殿 に参 入 す

る と きと まっ た く同 じみ たまが伴 い ます。

伝 道 中の 人 や小 さな子 供 の いる人 は，

今 は この業 に 多 くの時 問 を費 やす こ とが

で き ませ んが， 系図 の もた らす み た まを

保 つ こと はで き ます。年 輩 の人 々 に話 し

か け，彼 らの言葉 を記録 し， 家族 の記 録

を作成 し，神 殿 に参 入 す る ことが で きる

ので す。

一部 の教 会 員 には
，系 図 を退屈 で 煩わ

しい負担 で あ る と見 な す傾 向が あ ります。

彼 らは系 図 を年 輩 の人 や 「その ような も

の に興 味 の あ る」 人 に任 せ て，満 足 して

い ます。

気 を つけ て くだ さい。「そ の よ うな もの

に興味 のあ る」 人 は， よい方 を選 んだ と

言 え るか も しれ な いか らで す。皆 さん に

あ えて 申 しあ げ ます が， ほ かの責 任 に召

され た人 や， 系 図 に興 味 の ない人 は， 系

図 を行 な って いる人 を軽視 した り， その

じゃ まを した り しないで くださ い。 あ ら

ゆ る励 ま しを与 えて， で きる限 り助 けて

くだ さ い。

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスは， 次の よ う
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に語 って い ます。「エ ラ イジ ャの教義 ，す

なわ ち結 び固め の権能 と は，次 の とお り

で あ る。 も し地上 にお いて も天 にお いて

も結 び固め る権 能 を持 って い るな ら， 私

たち は賢 くな るべ きで あ る。 まず 第一 に

する こと は， この地 上 で息 子 や娘 を 自分

に結 び固 め， それ か ら 自分 自身 を永 遠 の

栄光 の 中 にい る先祖 の 人々 に結 び固 め る

こ とで あ る。」(「予 言者 ジ ョセフ ・ス ミス

の教 え」p.340)

予 言者 たちが 語 った エ ラ イ ジャの みた

まは，確 か に実在 し，亡 くな っ た親 族 の

記録 を探 し求 め る人 々 に伴 います。

系 図 の業 に携 われ ば携 わ るほ ど， 私 は

「死 者 」 とい う言葉 に違 和 感 を覚 え て き

ます。 それ に代 わ る適切 な言葉 が 見 つか

りませ んが， 「この世 を去 っ た人」とい う

表現 の方 が私 に は しっ く りきます。 私 は，

軽 々 し く口 にで きな い神 聖 な事柄 を非 常

に多 く経 験 して きたの で， 幕 のか な たに

行 っ た人々 を 「死者 」 とい う言葉 で表 わ

せ る とは思 え ない ので す。

神 殿 と系 図の業 は， 主 イエ ス ・キ リス

トの復 活 と貝費罪 とを信 じる信仰 の明 らか

な証 です。 幕 の かな た で再 び生 きる こと

を疑 う な ら，私 たち が行 な って い る この

業 に どの よ うな理 由 が ある と言 うの で し

ょうか。

この業 は，主 イエ ス ・キ リス トの犠 牲

の持 つ貝費い の力 に対 す る私 た ちの証 な の

です。

さて， タ トル兄 弟 や ご家 族 は どうで し

ょうか。私 たち と霊界 を隔 てて い るの は，

壁 で は な く幕 で ある こ とを思 い 出 して く

だ さい。 タ トル兄 弟 は誓約 を守 りま した。

幕 は薄 くな り， 裂 け る こ と もあ り得 ます。

残 され た私 たち だけ で この業 を行 な うの

で はな いの です。

先駆 者 とな って系 図 を行 なpた 人 々 や，

幕 の か なた の先 祖 た ちが， 時 と して， 私

ちの す ぐそ ばに い ます。私 は この業 が主

の教会 にお ける天 の み業 で あ る ことを証

します。幕 のか なた に行 った人 々が生 き

続 け， この世 に導 き と恵 み を施 し，最 後

には この業 が完結 され る こ とを証 し ます。

願 わ くば， この業 に参加 す る機 会 の あ

る人 々 が， その機 会 をみず か ら求 め，全

力 を尽 く して働 くこ とがで きます よ うに。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よって祈 りま

す。 アー ヌ ン。
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霊的な安らぎ
七十人第一定員会会員

チャールズ ・A・ディデ ィエ

「主に立ち帰り主の啓示を儒じるとは，疑念や不安の渦巻く時代 にあって，そ

れらに押し流されない生き方を意味します。J

時
の初 め か ら， 人類 は 自分 自身 と 自

分 を取 り巻 く環 境 につ いての知識

や真理 を追求 し， 偉 大 な科学 上 の発見 を

もた ら しま したが，検 討 の余 地 を残 した

、理 論 も作 り出 し ま した。 人 間 の探 求心 は

際 限 が な いよ うに見 えます。 昨 日まで真

理 と見 な され てい た答 えが きょ うは違 い，

明 日は さ らに変 わ るか もしれ ません。

こ う した探 求 は科学 のみ な らず，生 活

の あ らゆ る面 に及 んで い ます。以 前 に も

増 して， 男性 や女 性， 子 供 の価値 と役割

が問 い直 され つつ あ ります。 おそ らくそ

う して個 人 を不安 ， 束縛 ，恐 れ， 偏狭 か

ら解放 し，確 固 と した もの を与 え よう と

して い るの で し ょう。 ま るで人 は常 に，

自分 の真 理 や知識 で安 心 を得 よう として

い るか の よ うです。

あ り とあ らゆる価値 観 が頻 繁 に見直 さ

れ， 矛盾 した結果 を生 み出 す状況 の 中 に

置 かれ れば， 大 衆 の生 活 は絶 えざ る変 化

の た めに安 心 どころか不安 が 絶 えずっ き

まと って い るのも不思 議 で は あ りません。

その ため に 多くの人 々，特 に若 者 がみず

か らの責 任 を放棄 し， 生命 を 断 つまで に

至 る こ と も多く見 られ ます。 何 という矛

盾 で し ょうか。

試 練 や苦 難，変化 の絶 え な い 人生 にあ

って， だ れ もがある程 度 の安 心 や保障 を

求 め て いるのは明 らかで す。 つ ま り何 ら

かの安 定 して変わ らな い， よ りどころと

な る もの を求めている ので す 。安 心や保

障 を振 りかざしたあ らゆ る種 類 の品物や

組 織 が私 たちの周 りに あ るの もそのため

です 。 た とえば，合衆 国 の 家庭 で子供の

気持 ちを落 ち着かせる の に柔 らか いお守

り毛 布 を よく使った り， 家屋 や個 人の財

産 を守 る のに警備保 障 を利 用 し ます。社

会保 障制 度 は社会生 活上 の 困 難 を救済 す

るた めに考案 された もので す 。政 治 の世

界 で は，国連の安全保 障 理事 会 が世界平

和 を維 持 するだめに努 力 して い ます。私

たち は，精 力をす り減 ら して ， い わゆる

安 全 を求 める姿をとき ど き笑 った りし ま

す が，私 たちは実際 に それ を必 要 として

お り， そ のために喜 んで 投 資 も して いる

の で す。 しかし私 たちの努 力 の割 には，

本 当 に求 めている真 の安 全 を ま だ手 に し
よ

て い る とは言えませ ん。「人 間 の腕 に依 り

頼 」 んで(II二 一フ ァイ4：34)い る か

らな ので しょうか。

安 心 や保 障は私 たち の生 活 で重 要 な位

置 を 占めています。 そ れ は真 の意 味 で の

自己確 認 や，人生 の 目的 に対 す る認 識，

人 との かかわり方， 日々 の間題 や 困難 へ

の対処 の仕 方とい った 問題 を含 ん で いる

か らで す。 さらに生死 の問題 に もかか わ

って きます。私た ちは 日々の 生 活 で，善



悪， 正邪 の選択 に迫 られ ます。幼 年 時代

か ら老年 に至 る まで， も し私 たち が安 心

感 を得 られ なか っ た り， 偽 りの安 全 に よ

っ て生 き るな らば， 生 き る姿 勢 や 目標，

周囲 の 人 との関係 に支 障 を きた すで しょ

う。幼 児の ときか ら両 親 の愛 に よ って安

心 感 を得， 成長 と と もに律 法 に従 って得

られ る心 の平安 を持 ち続 け るな らば， 自

分 だけ で はな く周 りの 人 も幸 せ にす る こ

とが で き ます。 で すか ら問題 の核 心 は常

に，偽 りの安 ら ぎを退 け て正 しい安 ら ぎ

をど こで， どの よう に見 い だす か とい う

点 に あ ります。ここで は，正 しい安 らぎを

「霊 的 な安 らぎ」 と呼 ぶ こ とに しま し ょ

う。

霊 的 な安 らぎ には興味 深 い利 点 が あ り

ます。 まず，税 金 を払 う必 要 が あ り ませ

ん。変 わ る こ とが あ りませ ん し， 人 の 自

由， つ ま り自由意 志 を制 限 す る こと もあ

りませ ん。 それ は建 設的 で心 休 まる霊 的

な永 遠 の結果 を もた ら します。

自由意 志 の行使 に は不 安 や危 険 が伴 う

もの で，安 全 が約 束 され て い る とは限 り

ませ ん。 ま た霊 的 な安 らぎ の保 障が 危険

や悩 み， 障害 を 自動 的 に取 り除 いて くれ

る訳 で もあ りません 。

で は霊 的 な安 らぎ は どの よう に得 られ

るの で し ょうか。 答 え は非常 に単 純 で，

簡単 す ぎ ると思 う人 が大 勢 い るか もしれ

ませ ん。 第1に 主 に立 ち帰 る こ とです。

予言 者 ア ビナ ダ イは次 の よ うに言 って い
まごころ

ます。「しか しなが ら，お前 た ち が誠心 か

ら主 に立 ち帰 り， 主 に頼 って熱 心 に仕 え

るな らば， 主 は み こころ の ま まにお前 た

ち を奴隷 の境 涯 か ら救 い 出 した も う。」

(モーサ ヤ7：33)

2番 目は主 を信 じて頼 る こ とで す。 い

に しえの 二一 フ ァ イは語 って います。「お

お主 よ， われ 今 日まで主 を信 じて頼 り し

が， これ よ り後 い つ まで も主 を信 じて頼
よ

り奉 る。 わ れ は人問 の腕 に依 り頼 む者 は
ゆえ

の ろわ る る こと を知 る故 に， 人間 の腕 に

依 り頼 む こ とな し。 ま こ とに人 に信頼 を
な わざわい

置 き， 人 間 を依 り頼 む腕 と為 す者 は禍 な

るかな。

ま ことに神 は願 う者 に惜 しまず与 えた

も うこ とをわ れは知 る。」(II二 一 フ ァ イ

4：34-35)

主 に立 ち帰 り，主 を信 じて頼 る と は，、

主 の啓 示 か ら学 ぶ こ とです 。霊 的 な安 ら
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測 「，1・ 与難

，

、騒 ……

，撚

纏，…1

一一躍
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ぎ は， 神 の性 質 を明 らか にす る啓示 か ら

生 じ ます。一 般 的 に言 って， どの よ うな

姿 の神 を信 じるか に よって， 現在 と将 来

のみずか らの人間性 が左右 され ます。神 の

真 の性 質 が 啓示 され なけれ ば， 肉欲 に従

う人間 は，「お のが心 の まま に振 舞 い おの

れ らの神 の姿 を求 むれ ど も， そ の姿 は人
かたち

の世 の像 に して その本 質 は一個 の偶像 な

り」(教 義 と聖約1：16)と い う道 を歩 む

こ とに な ります。

霊 的 な安 らぎ は，私 たち のた め に備 え

られ た救 い の計画 の 啓示 か ら生 じます。

「神 は人 々 と話 し合 って創 世 の 前 か ら備

え て あ る 購 い の 計 画 を 示 し た も う た

・。」(ア ル マ12：30)こ の救 いの計 画

に よ って私 た ち は従 うべ き指 針 を得 ，世

の危 険 に対 して み ず か らを強 め る確 かな

道 を知 る こ とが で きるので す。

霊 的 な安 らぎ とは， 救 い の計 画 の源 で

ある イエ ス ・キ リス トにつ いて教 える啓

示 で す。 「私 た ち は キ リス トの こ と を話

し， キ リ ス トの こと を喜 び， キ リス トの

こ とを説教 し， キ リス トの こ とを予 言 し，
ゆる

また私 た ち の子孫 に どこ に罪の赦 しを求

め るか を知 らせ るため に 自分 た ちが予言

した こと も書 くの で ある。」(II二 一 フ ァ

イ25126)こ の源 は明 らか にされ， 私 た

ちの 前 に確 認 され て い ます。 ほ かを探 す

必要 はな いの で す。

霊 的 な安 らぎ は， 死 の恐 れ を和 らげ る

啓 示 か らも た ら され ます。 「しか しなが
たしか

ら， 確 に復 活 が あ るか ら墓 は勝 つ こ とが

で きず， 死 の苦痛 はキ リス トによ って除

蓬 騨潜

羅辮

灘 黙

一醗 贈
かれ る。」(モ ー サヤ16：8)復 活 だけで

は な く永 遠 の生 命 が もた らされ る こ とを

知 って， 何 と慰 め られ るで しょ う。

「あな たた ち は何 を望 む べ きか。 よく

言 って お く。 あ なた たち はキ リス トの身

代 りの贈 罪 とそ の復 活 の力 とに よって，

自分 たち が よみが え って永 遠 の生 命 を得

る こ と を望 む べ きで あ る。」(モ ロ ナ イ

7：41)

い つ まで も変 わ る ことの な い永遠 の生

き方 を約 束 す る啓 示 が与 え られ た結 果 と

して， 霊 的 な安 らぎは確 か な もの とな り

ます。「神 は昨 日 も今 日も，いつ まで も同

じ に まし まして変 る ことな く， ま た変 ろ

う とす る様 子 も見 えな い こと は聖 文 に言

って あ る で は な い か 。」(モ ル モ ン9：

9)日 ごと に価 値観 を改 めた り，考 え直

して， 悩 む必要 はな いの です 。

啓 示 が私 た ちの真 の姿 と神 との関 係 を

明 らか に して くれ るので，霊 的 な安 らぎ

は深 い もの とな ります。 この 点 は時 の初

めか らア ダム に啓 示 され ま した。 「見 よ，
なんじ

汝 はわれ にあ りて ひ とつ な り。神 の子 の
ごと

一 人な り
。 か くの如 く一 切 の者 は わが子

らとな る を得 ん。」(モ ー セ6：68)同 じ

啓示 はほ かの 人 に も与 え られ ました。 た

とえ ばモ ー セで す。「見 よ，汝 はわが子 な
ひとりご いぎうつ

り。… … 汝 はわ が生 み たる独 子 の生写 し

な り。 わが生 みた る独 子 は今 も将 来 も救

い主 とな らん。」(モ ー セ1：4，6)近

代 にお いて も ジ ョセフ ・ス ミスや オ リヴ

ァ ・カ ウ ドリをは じめ とす る 多 くの 人 々

に同様 の啓示 が 与 え られ ま した。 「見 よ，
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わが子 よ， わ れ汝 に告 ぐ。」(教 義 と聖 約

9：1)

自分 の真 の姿 を理 解 す る と， 誘惑 に直

面 した ときそ の知 識 を生 か して誘惑 を退

け， 正 しし.】行 動 を と るこ とが で きます。

自分 が神 の子 であ る と啓 示 に よ って知 っ

て い たモ ーセ は， サタ ンに次 の よう に宣

言 して い ます。「汝，退 け。サ タ ンよ，わ
あざむ

れ を欺 か ざれ。神 わ れ に汝 はわ が生 み た
のたま

る独 子 の生写 しな りと宣 い たれ ば な り。」

(モー セ1：16)結 果 は言 う まで もあ り

ませ ん。 主 はモ ーセ を呼 ん で言 われ ま し

た。「祝 福 な るか な汝 モ ーセ よ，そ は全 能
しか

の神 な るわれ 汝 を選 びた れ ばな り。 而 し

て汝 は多 くの海 よ りも強 くせ られ ん。 そ

は海 も汝 が神 な るか の如 く その命 に従 え

げな り。」(モ ーセ1：25)次 の主 の み言

葉 によって，霊的 な安 らぎはよ り確実 な も

の とな りま した。 「われ は汝 と共 にあ り。

すな わち汝 の命数 尽 くる 日まで も共 にあの

り。」(モ ーセ1：26)

男性 と女性 の役割 を示 す啓示 に よって，

霊 的 な安 らぎは揺 る ぎな い もの とな りま

す。 堕落 の後 ， 天 父 はア ダム とイ ヴにみ

ずか ら親 しく語 りか け られ ， それ ぞ れの

役 割 を教 え られ ま した。 相互 の関係 ， そ

れぞ れの役割 ， とるべ き行動 ， 結婚 な ど，

男性 と女 性 に かか わ るすべ て の こ とは，

過去 も現 在 も明確 に定義 され てい ます。

それ は私 たちが 天与 の役 割 を通 して強 め

られ るた めなの で す。

鞭

騒
欝灘

戒 め に従 った結 果 が どん な もの で ある

か を教 え る啓示 によ って も，霊 的 な安 ら

ぎ は保 障 され ます。「さ らに私 はお前 たち

が神 の命令 を守 る人 々 の受 け る幸福 な楽

しい境 涯 をよ く考 え るよ う に望 む。 ご ら

ん， そ の人 た ちは この世 に関係 の あ る こ

とで も霊 に関係 の あ るこ とで もす べて に

祝 福 を受 け て， もし最 後 まで耐 え忍 ん で

忠 実 で あ るな らば天 に迎 え られ， と こ し

え に幸 福 な有様 で神 と共 に住 める ので あ

る。」(モ ー サヤ2：41)

つ まる と ころ，霊 的 な安 らぎ は啓 示 に

よって徐 々 に深 め られ， 救 いの儀式 を一

っ一 つ受 けて い くと きに， 揺 る ぎな い も

の にな って い き ます。 この 救 いの儀 式 と

は主 との誓約 を意味 します 。ジ ョン・A・

ウ イ ッツ ォー長 老 は次 の よう に述 べて い

ます。「儀 式 が施 され，祝福 が授 け られ る

と， 人 は力 を与 え られ る。 この 力 は現世

での 日常茶 飯事 か ら来世 にまで か かわ る

もの で ある。 そ れ は単 な る知 識 や献 身 で

はな く，名 目で もない。言 うな らば，日々

の生 活 に使 われ る力 を実 際 に付 与す るこ

とで あ る。」(「教義 と聖 約 の メ ッセ ー ジ」

G・ ホー マ ー ・ダ ラム編 ，p.161)

過 去 ， 人 々 は啓 示 によ って イエ ス ・キ

リス トの 降臨 に対 す る確信 を得 ， 聖 な る

予 言者 に よって語 られ た主 のみ 言葉 が必

ず成就 す ると確 信 し ました。 私 は意 図的

に これ まで モル モ ン経 を引 用 して き ま し

たが， この近代 に与 えられ た啓示 も同 じ
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約 束 を伝 えて い ます。 ベ ン ソン大管長 は

次 の よ う に宣 言 され ま した。「神 は私 た ち

に， モ ルモ ン経 を様 々 に活用 す るよ う期

待 してお られ る。 … …

私 た ちは… …福 音 の教 え の基 と して モ

ルモ ン経 を使 わ なけれ ばな らな い。……

モ ルモ ン経 ……(を)『 私 た ちの 学問 と

利 益 にな るよ う に』 見立 て る必要 が ある。

(1二 一 フ ァイ19：23)ま た， 教 会 に反

対 する 人々 に対処 す る とき に も， モ ルモ

ン経 を使 わ な けれ ばな らない。 … …

私 た ち教会 員 は， … … この モ ル モ ン経

を世 界 の隅 々 に まで も響 きわ た らせ， 証

す る者 とな らなけれ ば な らな い。」(エ ズ

ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン 『モル モ ン経 は神

の み言 葉 で す』 「聖 徒 の 道」1975年8月

号 ，p.367)

モ ルモ ン経 は現代 に向 けて記 され た メ

ッセ ー ジで す。 した が って，私 たち が霊

的 な安 らぎ を確 保 して救 いの計 画 に おけ

る協 力者 となれ る よ うに， モ ル モ ン経 は

神 と予 言 者 か らの召 しに こたえ る助 け と

な り ます 。 しか も，今 日の誤 った考 えや

悪 の影響 力 は不 安 や不 幸 を もた ら し，私

たち の倫理 感 や道 徳感 を打 ち壊 そ うと し

てい ます が， モ ルモ ン経 は私 た ちが そう

した諸 悪 に立 ち 向か うの に も役立 ち ます。

いつ い かな る とき も世 界 の どこ にあ っ

て も どの よ うな人 であ って も， 人類 に示

され た主 の 見地， す なわ ち唯一 まこ との

物 の 見方 によ って人生 の体 験 を正 しく理

解 し判 断 す る には， 啓 示 を通 して主 に立

ち帰 り，主 を信 じて よ り頼 む ことが助 け

にな ります。主 に立 ち帰 り主 の啓 示 を信

じる とは， 疑念 や不安 の渦 巻 く時代 に あ

って， それ らに押 し流 され な い生 き方 を

意味 します。

それ は，奉仕 し正 し く選 択 す る とい う

私 た ち の決 意 の土 台 となる もの で す。 ま

た真 の安全 をもた ら し， イ エ ス ・キ リス、

トの み もと に行 くとき に授 け られ る約 束

を与 えて くれ ます。主 の くび き は負 いや

す く， その荷 は軽 いので す。

私 はみず か らの生 活 を もって ，個 人が

受 ける啓示 と聖 典 の持 つ力 を証 い た しま

す。私 は神 が生 きてお られ ， エ ズラ ・タ

フ ト ・ベ ンソン大管長 が生 け る予 言者 で

ある こ とを知 って い ます。 イエ ス ・キ リ

ス トの み名 に よっ て申 しあ げ ます。 アー

メ ン。



イエ ス ・キ リス トについ

てのモルモン経の証
七十人第一定員会会員

J・ 卜一マス ・ファイア ンズ

「イエス ・キリス ト・についてのもうひとつの証であるモルモン経の中の真理を

絶えず吸収して，あなたの霊の肺を永遠の生命の成分で満たしてください。」

r》 の大 会 に出席 す るた め に， 私 た ち

』 は様 々な交 通手 段 を利 用 しま した。

車 や バ ス，列 車 な どの陸 路 で来 られ た方

もあれ ば，飛 行機 で 来 られ た方 もあ りま

す。 しか し， どの よ うな交通 機 関 を選 ん

だ に して も， 私 た ち は皆 同 じ目的地 に到

着 しま した。

こ こに着 くまで の間， だれ もが 共通 し

て旱 堂 してい た ものが ほ か に もあ ります。

安 全 な旅 をす る ため にだ れ もが必要 とす

るあ る もので す。旅 客機 を利用 され た方

は， それ につ いて乗 務 員 か ら丁 寧 な説 明

を受 けた はず です。 飛行 機 に乗 る と， ま.

ず 「ご搭 乗 あ りが と う ござ いま す」 と い

う心 地 よ いあ い さつ に迎 え られ， そ れか

ら入念 な説 明 を受 け ます。「機 内 の気圧 が

下 が ります と， 酸素 マ スクが 自動 的 に出

て まい ります。 まずお手 元 の マ スク を ご

自分 の鼻 と口 にお 当て にな り， そ の後助

け を必要 とす るお子様 方 に手 をお貸 し く

だ さい。」

空 気 中の酸 素 は非 常 に大切 な もので ，

私 た ちの体 は この貴 重 な物 質 の供給 を絶

えず受 け る必要 が あ ります 。 わず か な時

問 で も酸 素 が欠 乏 す る と私 たちの精 神 と

肉体 に重 大 な損 傷 を与 えます。 酸 欠状 態

が長 び くと生命 さえ失 いかね ませ ん。 し

か し， そ の大切 さを留 意 させ られ た の は

航 空機 の利 用者 だけ で した。正 常 な状 態

で あれ ば， 空気 は私 た ちの周 囲 の至 る所

にあ るか らで す。 み ず か らすべ き こ とと

言 え ば，必 要 な酸 素 を肺 に送 り込 み， 身

体 の重 要 な器官 に供給 す る こ とだ けで す。

こう した生命 を維持 する物 質 を十分 に

供給 して も，70年 か そ こ らで，死 す べ き

肉体 は機能 を停 止 して し まい ます。 で は

この現 世 を越 え て何 が存在 す るの で し ょ
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うか。幕 のか なた に持 って いけ る もの は

何 で し ょうか。 モ ル モ ン経 の 中で， ア ミ

ュ レクは次 の よ うに教 え て います。

「あな たた ちが この世 を去 る時 あ なた

た ち の肉体 を離 れ る霊 は， 永遠 の来 世 に

於 て再 び あな た たち の身体 に宿 る力 を持

って いる か らで ある。」(ア ル マ34：34)

空 気 が 肉体 の ため に必要 で あれ ば，霊

の た めに は何 が必要 で し ょうか。 それ は

御 父 と御 子 を知 る ことで す。

「永遠 の命 とは
， 唯 一 の， まこ との神

で い ます あな た と， また， あな たが つか

わ され た イエ ス ・キ リス トとを知 る こ と

で あ ります。」(ヨ ハ ネ17：3)

肉体 が酸素 に依 存 して い る よう に， 永

遠 の生命 も霊 の栄養 素 を必 要 として い ま

す。 一番 大切 な霊 の栄養 素 とは，神 に対

す る知 識 であ り，御 子 に対 する知 識 です。

御 子 につ いて学 ぶ う えで， この地上 で最

も よい よ りどこ ろ とな るの は何 で しょう

か。 それ はモ ルモ ン経 として知 られて い

る， イエ ス ・キ リス トに ついて の も うひ

とつの証 を学 、忌に とで す。 これ に よっ て

聖 霊 を受 け， モル モ ン経 が真 実 で ある と

い う証 を得 るので す。

この大 会 で は， イ エ ス ・キ リス トに つ

いての もう ひ とつの証 で あ るモル モ ン経

か らの真 理 が数 多 く証 されて きま した。

そ して さ らに多 くの証 が生 まれ るこ とで

し ょう。私 たち は恵 まれ て，予 言者 が イ

エ ス ・キ リス トの降臨 を予 見 して語 った

言葉 を， 旧約聖 書 の 中 に見 いだす ことが

で きます。 次 に主 が 肉体 を持 って 来 られ，

多 くの人 に知 られ た こ とが新約 聖書 の 中

に記 され て い ます。 その うえ， イエ ス ・

キ リス トに つ いての もうひ とつ の証 ， つ
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ま りモル モ ン経 とい う三 重の 祝福 を受 け

てい ます。妻 のヘ レン と私 は， 数 カ月 で

モ ル モ ン経 を数 回読 み ま した。 そ の間，

私 た ちは次 の よ うに 自問 して き ま した。

「もし この書 物 が イ エス ・キ リス トにっ

いての もうひ とつ の証 で ある な らば， そ

れ は どの よう に証 して い るの だろ うか。」

そ こで私 た ちは この特 別 な証 を も う一

度読 む に あた って， 祈 りの気 持 ち を もっ

て み ずか らを備 え， 救 い主 に関 す る聖句

をすべ て書 き留 め る こと に しま した。 す

る とこの神 聖 な記録 の最初 の ペー ジ を開

いた途端 に幕 が 開 け， イエ ス はキ リス ト

で あ ると いう証 がパ ノラ マの よ うに広 が

って いっ たので す。

最 初 の情景 を紹介 し ま しょう。一 心 に

主 に祈 る リー ハ イが次 の よ うな体験 を し

ま した。

「一 す じの火柱 が現 われ て父 の前 にあ

る岩 の上 に立 った。 そ して父 は 多 くの こ

とを見 た り聞 いた りした。

父 は また天 の真 中 か らお りて くる一 人

を見 たが， そ の人 は真昼 の太 陽 よ りも ま

ばゆ く光 り輝 いて い るの が見 えた。 そ し

て このほ かに この 人 につ いて く る12人 の

人 た ち も見 た が， その 人 たち はみ な大 空

に輝 く星 よ り も光 り輝 い てい た。 この人

た ちは天 か らお りて きて地上 を歩 い て行

っ たが，一 番 初 めの 人 が私 の父 の前 に き

て立 ち， 父 に一 冊 の本 を与 えて この本 を

読 め と言 っ た。」(1二 一 フ ァイ1：6，

9-11)

この よ うに天 か ら与 え られ た示 現 に リ

ーハ イ は どの よう に反 応 したで しょ うか
。

「父が 見 た り聞 いた りした こ とや
， さ

き に授 かっ たあ の本 の 中で読 ん だ こ とな

どが， 一 人 の メ シヤが降 臨 にな る こ と と

こ の世 の人 々が聴 われ る こ とと を， は っ

き りか くす こ とな く現 わ してい る と証 を

した。」(1二 一 フ ァイ1：19)

私 た ちは まだ 二 一フ ァイ 第一書 の1章

か ら探 究 を始 め た ばか りな の に， 節 を追

い，章 を進 める ご とに後 か ら後 か ら主 の

実在 が証 され て い くので す。

二 一 フ ァイ第～ 書第13章 では， 別名 を

主， 贋 い主 ， メ シヤ， 基督 イエ ス と呼 ば

れ る神 の子 羊 に関 す る記述 が， わず か16

節 の中 で22カ 所 も出て き ま した。

時 間 の都 合 で， この神聖 な記録 の 中 に

あ る人類 の救 い主 につ いて の記述 を数 百

カ所 も省 略 しな けれ ば な りませ ん。実 に

600年 の 歳 月 が過 ぎて い っ た こ とに な り

ます 。 さて ここで時 間 を取 って， 次 の情

景 を霊 的 に深 く味 わ ってみ まし ょう。

「神 殿 の まわ りには
， 多勢 の 二 一 フ ァ

イの 民 が集 まって… … すで にその死 の し

30

る しが現 わ れ た イエ ス ・キ リス トにっい

て話 し合 った。」(III二 一 フ ァイll：1-

2)

民 は声 を聞 き ま した。 その後彼 らは再

び その声 を聞 き ま した が， そ れが何 を言

ってい る かわ か りませ ん で した。

「さ て
， こ の声 は三度 まで聞 えたが，

かれ らは この たび は よ く聞 き分 ける よう

に心 を注 いで声 の す る方 向へ 目を向 け，

その 声 が出 て くる天 を じっ と眺め た。 す
わか

る と三度 目に はそ の声 の意 味 が解 った。

その 声 は，『わが喜 ぶ愛 子 を見 よ。われ は
よ

これ に由 りて すで にわ が名 の栄光 を示 し

ぬ。 わ が愛子 に聞 け』 とかれ らに仰せ に

な って いた。」(III二一 フ ァイ11：5-7)

そ こで御父 の招 きに答 えて， 救 い主 は

次 の よ う に言 わ れ ま した。

「『見 よ
， わ れ は イエ ス ・キ リス トな

り。 予言 者 らが この世 に来 る と証 を した

る その者 な り。 われ は世 の光 に して また
い の ち

世 の生命 な り。 わ れは御 父 が われ に授 け
さかずき

た ま い しかの苦 き杯 をす で に飲 み， 世 の

人 の罪 を わが 身 に引 き受 けて御 父 の栄光

を示 した り。世 の 人の 罪 をわ が身 に引 き

受 く るこ とに於 て， わ れ は最 初 よ りす べ

て御 父 の み ここ ろに従 え り』 と。
むらが

イエ スが この言葉 を言 い た もう と群 っ

て いた一 切 の者 は， キ リス トが昇 天 して

か ら自分 ら に現 わ れ た もう と言 う予 言 が

自分 た ち の間 に伝 え られ て いた こ とを思

い 出 して地 にひれ伏 した。
むか

その時 主 は群衆 に向 って 言 いた もう た。
あばり

『汝 らわ が肋 に その手 をさ し入 れ
， わ

が手 足 に ある釘 あ と に触 れ て，わ れ が イ

ス ラエル の神 に して全 世 界の神 な る こ と，

ま たわれ が世 の 人 の罪 を負 うて一度 殺 さ
た

れ た る を知 る た め に起 ち て わ れ に 近 づ

け』 と。
むらが

そ こで群 って い る人々 は近 よっ てそ の

手 を イエ スの肋 に さし入れ ， また イエ ス

の手 足 に ある釘 あ とに触 れ た。 か れ らは，

一 人 一 人み な イエ スに近 よっ て これをな

し， 各々 み な 目で 見， 手 で触 れ て， この

御 方 が予 言者 た ち によ って この世 に来 る
しる たしか

と誌 され たお 方 であ る こと を確 に知 リ，

また証 をす る ことが で きた。」(m二 一 フ

ァイ11：10-15)

天 は開 か れ，確 かな知 識 が地 に もた ら

された ので す。 さ らに救 い主 のみ言葉 は

続 き ます。



「次 に述 、言くる はわ が教義 なれ ど， わ が

教義 は御 父が われ に授 けた まい しもの な

り。 …… われ は御 父 が世 界 い た る所 の 人

人 に悔 い改 むべ きこ とと， われ を信 ずべ

きこ とと を命 じた もう こと を証 す。

故 にわれ を信 じてバ プ テ スマ を受 くる

者 は誰 に て も救 わ るべ し。 か か る者 は神

の王 国 に住 む こと を得 る者 な り。」(m二

一フ ァイ11132-33)こ こで再 び
， 数百

年 に及 ぶ聖 な る記録 の記述 をか な り省略

させ て いた だか な けれ ばな りませ ん。 そ

して この記 録 の最 後 の ペー ジか ら， あの

なっ か し い声 が 聞 こ えて き ます。
み も と

「キ リス トの御 許 に来 て キ リス トに よ

って全 くな れ。 すべ て神 の み こ ころ に背

く こ とを捨 て よ。 も しこの よう に して勢

い と心 と力 とをつ くして神 を愛 す る な ら

ば，神 が あな たた ち に与 えた もう恵 み は

充分 で あ る。 恵 み が充分 な らば あな た た

ち は この恵 み を受 け てキ リス トに よ り全

くな る。 もし神 の 恵 み を受 けキ リス トに
ちか ら

よ り全 くなる な らば， 決 して神 の能 力 と

権 能 とを否 定 す る ことが で きな い。

もしあ なた た ちが神 の 恵 み を受 けキ リ

ス トに よ り完全 な者 と な って，神 の能 力
め ぐみ

と権 能 とを否定 せ ぬ な らば， 神 の、恩恵 を
こうむ

蒙 りキ リ ス トによ り聖 め られ，御 父 の 誓

約 の 中 にあ る こと， す なわ ち キ リ ス トが

血 を流 した も うた こ とに'よりあな たた ち

は罪 の赦 しを受 けて 汚 れ を除 かれ聖 くな

る。」(モ ロナ イ10132-33)

飛行 機 で， ある いは車 やバ ス，列 車 で，

私 たち は この同 じ目的地 に着 き ま した。

私 たち を招 いて い る も うひ とつの共 通 の

目的 地 が あ ります。 天 父 と共 に あ る永遠

の生 命 で す。 私 た ちの 死 すべ き体 が酸 素

に依 存 してい る ご とくに， 永遠 の 生命 も

霊 的 な糧 に よって養 わ れ て いる ので す。

永 遠 の生命 へ の旅 路 に あ って，皆 様 に

心 を込 め て 申 しあげ ます。「ご搭 乗 あ りが

とう ござ い ます。」

イエ ス ・キ リス トにつ い ての もうひ と

つ の証 で あ るモ ルモ ン経 の 中の真 理 を絶

えず吸収 して， あな たの霊 の肺 を永遠 の

生命 の成分 で満 た して くだ さ い。 そ うす

れ ば再 び御 父 の み前 に た ど り着 け るで し

ょ う。

今 日， 救 い主 は生 きてお られ ます。 こ

の証 を聖 な る イエ ス ・キ リ ス トの み名 に

よ り申 しあ げ ます。 アー メ ン。
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幸福への鍵

「私たちは，努力がなければ得られないものかどうか，自分にとって良いもの

かどうか，正当なものかどうかにはまったくおかまいなしに，欲しいものをす

ぐに要求する傾向があります。」

人
類 に下 され た最 も大 い な る言葉 の

ひ とつ は， モル モ ン経 の 中の次 の

一 節 で は ないで し ょうか。「アダ ムが堕 落

したの は人 類 を生 ず る ため であ り， 人類
あ

が 現 世 に在 るの は幸 福 を得 ん た めで あ

る。」(II二 一 フ ァイ2：25)こ れ は， 人

生 の 主要 な可 能性 を捕 らえた言 葉 です 。

私 は これ に， 忍 耐 を学 ん で こそ人 は真 の

喜 び と幸 福 を得 られ る とつ け加 えた い と

思 い ます。

辞 書 には， 忍耐 とは苦 痛 や悲 しみ に文

句 を言 わず静 か に耐 える こ と， あせ らず

血気 には や らな いこ と， 逆 境 や困難 ， 反

対 に出 会 って も確 固 とした態度 で いる こ

と と定義 され て い ます。

モ ル モ ン経 の 中で ， アル マ は忍耐 につ

いて私 た ちに わか りや す く説 明 して くれ

て い ます。 彼 は地 に まか れ た種 が 大 き な

木 に生長 する た とえ を用 いな が ら， 眼識

のあ る言葉 を述 べ て い ます。「種 子 か ら生

え る木 が生 長 し始 め… … あ なた た ちが よ

く注意 して この木 を養 い育 て る な らば，

根 を下 ろ して 成長 し実 を結 ぶ で あろ う。
つ と

この よ うに… …勉め は げみ， 厚 い信仰
も つ

を以 て気 長 に御 言葉 を養 い育 て るな らば，

やが て その 言葉 の実 をと って腹 に満 ち る

ま でそれ を食 い， もう飢 える こと もな く

渇 くこ ともな いで あ ろ う。 この言葉 の実

は最 も貴 重 で あ って あ らゆる甘 い もの よ

り も甘(く)… … あ なた た ちは… …信仰

と勤 勉 と忍 耐 に対 す る報 い を受 け るで あ

ろ う。」(ア ル マ32：37，42-43〉

は た して，私 たち教会 員 はモル モ ン経

を， 神聖 な聖 典 のひ とつ として十分 に認

識 してい るで しょ うか。 人生 の様 々 な試

練 に対 処 して い く うえで， 忍耐 が な ぜ必

要 な のか を， 二 一 フ ァイは次 の よ うに明

確 な言葉 で説 明 して い ます。「それ は，す

べ て の物事 に は必 ず そ の反対 の もの が な

けれ ば な らぬ か らで あ る。 …… もし も物

事 にそ の反対 の ものが な いな らば，正 義
あわれ

も不 正 も聖潔 も憐 むべ き様 も善 も悪 も生

ず る ことが で きぬ。 それ であ るか ら， す

べ ての物事 は みな合 して一 つ とな らな け

れ ばな らない。 … …
お きて

もし も律 法 がな い と言 うな らば また 罪

もな い と言 わ ず ばな る まい。 もし も罪 が

な い と言 うな らば， また義 もな い と言 わ

ず ば な るま い。 しか して， も しも義 が な

いな らば幸福 は な いで あろ う。 義 も幸福

もな い な らば，罰 も不 幸 もな いで あろ う。

そ して， もし もこれ らの事 がな い な らば

神 もま たな いの で あ る。 従 っ て， も し神
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が ない な らば我 々 もな く この大 地 もない。

何 となれ ば， これぞ は作 用 す る もの も作

用 せ られ る もの もな いか ら万物 の創 造 が

で きるは ず もな く， 従 って万物 は こと ご

と く消 え うせ て いた に違 いな い か らで あ

る。」(II二 一 フ ァイ2：11，13)

使 徒 パ ウロ は，忍 耐 す る 目的 につ いて

ロー マの聖徒 た ちに次 の よ うな書簡 を送
かんなん

って い ます。 「(わた した ち は)… …銀 難

を も喜 ん でい る。 なぜ な ら， 蝦 難 は忍 耐

を生 み出 し， 忍 耐 は錬達 を生 み出 し，錬

達 は希望 を生 み出 す こ とを， 知 って い る

か らであ る。」(ロ ー マ513-4)

今 か らち ょう ど40年 前 ， 大管 長会 の一

貝 で あっ たJ・ ル ー ベ ン ・クラー ク ・ジ

ュニ ア副 管長 は， 「伝 統 的 な支 え を見 失

う」 とい うテ ーマ で話 を し，私 た ちが い

か に十戒 の教 えか らそれ て し まって い る

か を指摘 しま した。(「チ ャー チニ ュー ズ」

1947年3月8日 ，pp.8-9参 照)

40年 前 にそ う した状 態 であ っ た と した

ら， 今 日は どうで しょう か。1947年 代 は，

テ レビや コ ン ピュー ターが 誕生 した ばか

りで， 人工衛 星 に よ る放 送 や ビデオ もな

く， コ ン ピュー ター によ る詐 欺 行為 な ど

も存在 しない時 代 で した。 当時 に比 べ，

現在 は確 かに礼 儀 や慎 み とい った面 で道

徳 が低下 して い ます。 当時 は赤 面 し，恥

ず か しさ のた め に顔 をそ むけ て し まう よ

うな卑 わ いな事 柄 や ヌー ド， ポル ノグ ラ

フ ィーを あお り立 て る ような物 が， 今 日

で は雑誌 や ビデオ とな って公 然 と私 た ち

の 目に入 って き ます。十 分 に気 をつ けて

いな い と， こう した もの は家 の中 に まで

自由 に入 り込 んで きて しまい ます。 私 た

ちは ひ とつの民 と して， 今 日予 言者 の言

葉 に十分 聞 き従 って いな いた め に， 伝統

的 な支 え か らさ らに遠 ざ か って し まって

い ます。

私 たち を奮 い立 たせ， 行動 へ と駆 り立

て て くれ るた め には， あ る程 度 の あせ り

や短 気 な気質 も必要 か も しれ ませ ん。 し

か し，今 日見 られ る困難 や不 幸 は， 忍耐

力 の なさ に起 因 して いる場合 が多 い ので

す。 自分 自身 に対 して， 家族 や友 人 に対

して， さ らに は主 に対 して まで も忍 耐 を

欠 い て しま うこ とが あ ま りに も多 す ぎ る

よ うです。私 た ちは，努 力 が な けれ ば得

られ ない もの か ど うか， 自分 に と って良

い ものか どうか，正 当な もの か ど うか に
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はま った くお か まい な しに，欲 しい もの

をす ぐに要求 す る傾 向 が あ ります 。 ま た

アル コール や麻 薬 に頼 るこ とで あ らゆ る

欲求 を即 座 に満 足 させ た り，結 果 を考 え

ず に不正 を働 い た り，怪 し げな投 資 を し

た りして一 時的 な 富 を築 こ うとす る人 も

い ます。 ほかの どの時代 に も増 して， 今

日ほ ど忍 耐 力の行 使 が むず か しく， かつ

必要 とされ て い る時代 は な いので は な い

で し ょうか。

聖 典か ら学ぶ 忍耐

主 は末 日聖徒 に， み業 に従事 す るに 、§・

さわ しい神 の特 質 の ひ とつ であ る忍耐 心

を与 え て く だ さ い ま した。(教 義 と聖 約

4：6参 照)そ して主 は， 聖徒 た ちに，

苦 難 の中 に あっ て も忍 耐 す る こと を忘 れ

な い よ う に(教 義 と聖 約24：8;31：

9;54：10;98：23-24参 照)，忍耐 を持

って物 事 の決 断 を す るよ う にと勧 告 して

お られ ます。(教 義 と聖約107130参 照)

さ らに救 い主 は私 たち に完全 にな る よう
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に 教 え(マ タ イ5：481HI二 一 フ ァ イ

12：48参 照)， こ の よ う に 言 っ て お ら れ ま
なんじ とどま あたわ

す。 「汝 ら は今 神 の 前 に留 る こ と能 わず，
ため

また， 人 の為 に導 き と恵 み を施 す天使 と
お ゆえ

共 に居 る こ と も能 わ ず。 この故 に汝 ら全

くせ ら る る まで 引 き つ ず き耐 え忍 ぶ べ

し。」(教 義 と聖 約67：13)

忍 耐の 模範

主 イエ ス ・キ リス トは， 忍耐 の完全 な

模 範 です。 真理 に関 して は決 して妥協 さ

れ る ことの ない主 も， この世 に あ ってみ

業 につ いてお られ た とき はた び た び忍耐

を示 され ました。主 は， 十 二使 徒 を含 め

弟 子 た ちの信仰 が薄 く， 主 の神 聖 な召 し

をな かな か理 解 で き ない で いる ときに も

忍耐 を持 って彼 らを導 か れ ま した。 また

ご自分 を苦 しめ た群 衆， 罪 を犯 した女，
いや

癒 しの力 を求 め た 人々， 幼 な子 たち に も

忍 耐 を示 され ま した。 そ して最 後 には，

あ ざけ りの中 で の裁 判 と は りつ けの苦 し

みを も， 忍 耐 を持 って 身 に受 け られ たの

藍雁



で す。

改 宗 してか ら ロー マで殉教 す る までの

約30年 問 にわ た る伝 道 中， 使徒 パ ウロ は

5度 もむ ち打 たれ， 少 な くと も3度 は意

識 を失 うほ どの ひ どい打 ち方 を され て い

ます。 ま た数 回 にわ た り投 獄 され， 船 は

3度 に もわ た り難破 し， あ る ときは石 で

打 たれ， 死 ん だ よう にな って道 に横 たわ

って いた こ ともあ りま した。 この よ うな

苦 難 にもめ げず， 彼 は力強 く伝 道 の業 を

推 し進 めた ので す。 彼 は ロー マ人 に こ う

書 き送 って い ます。 「神 は， お の おの に，

その わ ざ に した が って報 い られ る。

す な わ ち， 一方 で は， 耐 え忍 ん で善 を

行 って，栄 光 とほ まれ と朽 ちぬ もの とを

求 め る人 に， 永遠 の い の ちが与 え られ，

他 方 で は， 党 派心 をい だ き， 真理 に従 わ

ない で不義 に従 う人 に， 怒 りと激 しい償

りとが加 え られ る。」(ローマ2：6-9)

予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスの受 けた苦 難

や苦 悩 は， 多 くの点 でパ ウ ロの それ に似

て い ます。 ジ ョセフ も投獄 され， 暴徒 に

襲 われ， 打 たれ ま した。 さ らに彼 は， 背

信的 な側 近 の裏 切 りに も遭 い， ひ どく心

を悩 ませ ま した。 しか しジ ョセ フは， 反

抗 され裏 切 られ た あ と も， 彼 らに友情 の

手 を差 し伸 べ る こと をや め ませ んで した。

何年 も前 の こ とです が， ドイ ツ ・オー

ス トリア伝 道 部 で伝 道部 長 をして い た ロ

イ ・A・ ウェル カ ー兄弟 は， オー ス トリ

アの ザル ツブル グ にあ る支部 の 問題解 決

の ため に， ひ と りの宣教 師 を派遣 す る必

要 を感 じて い ま した。 この伝 道部 には 間

もな く8人 の新 しい宣 教 師 が到着 する こ

とにな って い ま した。 彼 は その 中 にひ と

りで も， オ ー ス トリア で働 け る ような ビ

ザ とお金 を持 っ て いる人 が い るよ うに と

祈 りま した。彼 は答 え を求 めて，2週 間

祈 り続 け たの で す。8人 の宣教 師が到 着

す る前 の晩 ，伝 道部 長 は， ザル ツ ブル グ

に派遣 す べ き宣 教 師 の名前 を，主 の み た

まの さ さや きに よ って知 らされ ま した。

さ さや きを通 して知 ら され た人 は， オ ー

ス トリア に行 く ため の必要 な備 えが す っ

か りで きて いま した。 その宣教 師 とは，

ほか な らぬ私 で した。

伝 道部 長 の 見せ た忍 耐 は， そ の支部 の

問題 解決 に寄 与 した だけ で な く， 予期 せ

ぬ方法 で私 と私 の家 族 に祝福 を残 す こ と

とな りました。

聖徒 の道/1987年7月 号

私 が ザル ツ ブル グ に着 任 して 間 もな く，

その 地域 一帯 は， ドイツ ・オ ー ス トリア

伝道 部 か らス イ ス ・オー ス トリア伝 道 部

に変 わ ったの で す。 その後 ス イ スの チ ュ

ー リ ッヒに転任 にな った私 は
， ジ ュ リア

ス ・ビル ター兄 弟 とい う温厚 で親 しみや

すい系 図専 門家 の会員 と知 リ合 う こ とに

な りま した。 彼 は私 の先祖 の 系図 に関連

した記録 に詳 しく，6，000人に も及 ぶ私 の

先祖 の名 前 を探 し出 して くれ たの で す。

の ち に， 私 は彼 らの ため の神 殿 の儀 式 を

す べ て終 え るこ とが で きま した。

今 日求め られ る 忍耐

私 たち は， 自分 自身 に対 して忍耐 強 く

な けれ ば な りませ ん。 自分 自身の短 所 や

長所 をよ く知 り，正 しい判 断 の も とに選

択 や決定 を下 し， あ らゆ る機 会 を利 用 し

な が ら， 従事 する仕 事 に最善 を尽 くして

い かな けれ ば な りませ ん。最 善 を尽 く し

て い る限 り， 不 当 に落胆 した り失望 す る

必 要 は な いの です。 たと えゆ っ く りで は

あ って も，得 られ た進歩 に満 足 すべ きで

す。

また， 証 を強 めて いく に も忍 耐 が必要

です。 即座 に得 られ る劇 的 な示現 を期 待

す るので は な く(そ れ も必要 に応 じて与

え られ ますが)，証 を求 めて祈 り，聖典 を

学 び， 予 言者 や ほか の教 会指 導 者の助 言

に従 い，福 音 の 原則 に添 った生 活 を して

い くので す。 そ うす れ ば私 た ちの証 は 自

然 に強 ま って い き，気 づ か な いと きが あ

って も生活 の 原動 力 とな って くれ るは ず

です。

家 族 や 身近 な人 々 に対 す る忍耐 は， 幸

せ な家庭 を築 い てい くうえで 欠 かす こと

が で き ません。 しか し現 実 は， 家 族 とい

った身 内 の人 々 に対 して よ りも，他 人 に

対 しての方 が よ り忍 耐 強 か った り，丁 寧

で あ った りとい う ことが 多 い ようで す。

そ して どうい うわけ か，非 難 や とげ とげ

しい言葉 ， 口げ んか な どは，外 よ り も家

の 中 で聞 かれ る こ とが多 いの で す。

夫 は妻 に対 して， 妻 は夫 に対 して忍 耐

強 くあ って くだ さい。 完全 を求 めて は い

けませ ん。 生 じて くる相 違 点 を解 決 す る

た め にお互 い に納得 のい く方法 を見 い だ

して くだ さい。 結婚 生 活 に関 す るマ ッケ

イ大 管長 の次 の助 言 を思 い起 こして くだ

さい。「結婚 前 は 目 を大 き く開 け，結婚 後

は半分 つ ぶ りな さい。」(「大 会報 告 」1956

年4月 ，p.9参 照 〉時 には あな たの妻 が先

に車 に乗 り， 子供 の用 意 を して いる夫 を

せ かせ て， 警笛 を鳴 らす こ と もあ り得 る

の で す。

親 であ る皆 さんは， 子供 に対 して忍耐

強 くあ って くだ さ い。 たと え同 じ ことを

何 度 も繰 り返 す必 要 が あ って も， 小 さ な

子 供 た ちに本 を読 ん で あげ た り，宿 題 の

助 け を して あ げ て く だ さ い。 リチ ャー

ド ・L・ エ バ ン ズ長老 は この よう に言 っ

て います 。「子 供 た ち は，どん なさ さい な

問 題 で も安 心 して親 に ゆだ ね られ るこ と

がわ か る と， の ち に よ り重大 な問題 を も

ゆ だね て くる よ うに な る。」(「エ ンサ イ

ン」1971年5月 号，p.12)子 供 た ちの持 っ

て い る 自然 の好奇 心 を う ま く利 用 しな が

ら， 彼 らの学 習意 欲 を高 め て あげ て くだ

さい。 また福 音 の原 則 を， や さ しい， わ

か りや す い言葉 で教 えて くだ さい。 子供

た ちが 家庭 の 夕べ や家族 の祈 りを乱 す よ

うな こ とが あって も， 忍耐 を忘 れ ず， ひ

たす ら福 音 や教 会 の指 導者， 救 い主 に対
けいけん

して， あ な た方 が 抱 いて い る敬 慶 な気 持

ちを伝 えて くだ さ い。

若人 に対 して， 特 に子供 か ら大 人へ の

変換 期 にあ る人 々 に対 して忍 耐強 くあ っ

て くだ さい。 彼 らの 多 くは， 外見 や考 え

方 で は大 人 の よ うであ って も，大 人 と し

ての判 断 を下 せ る だけ の経験 を積 んで は

い ませ ん。彼 らが必要 な経験 を積 み， 危

害 を加 え るよ うな落 と し穴 に は まらな い

よう導 いて あ げて くだ さい。
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子供 の立 場 に ある皆 さん に も申 しあ げ

た い と思 い ます。両 親 に対 して忍 耐 強 く

あ って くださ い。 デー トや服 装 の こ と，

また最近 の音 楽 や家 の車 を使 う こと な ど

の重 要 な事柄 につ いて両 親 が少 しも理 解

して いな い と感 じてい て も， とに か く彼

らの意見 を聞 いて くだ さ い。 皆 さ んの両

親 は，皆 さんが まだ して いな い経 験 をた

くさん積 んで きて い るので す。皆 さん が

出会 う誘 惑 や チ ャ レンジの 中で ，彼 らが

経験 して いな い もの は， ほ とん どな いは

ず です。 私 が今 述 べ たよ うな重要 な事 柄

を親 にはわ か って もらえ ない と思 い込 ん

で いる人 々 は， ぜ ひ とも両親 の 高校 や大

学時代 の卒 業 記 念 アルバ ム を開 い てみ て

くだ さい。大切 な こ とは， 両 親 は皆 さん

を愛 して お り，皆 さんが真 の幸福 を得 る

た め にで きる限 りの ことを す るつ も りで

い る とい うこ とです。
　

私 は さ らに， 経 済 的 な事 柄 に関 して も

忍耐 強 くあ る よう勧 め たい と思 い ます。

性 急 な経 済上 の決 断 は避 け て くだ さい。

経 済 的 な問題 に決 断 を下 す に は， 忍耐 を

もって入 念 に検 討 す る こ とが 必要 で す。

一 獲千 金 的 な試 みが功 を奏 す る こ とは め

った にあ りませ ん。借 金 に は十 分 注意 を

払 って くだ さい。利 息 に税 金 が かか らな

いか らとい って，容 易 に入 手 で き る貸付

金 には特 に気 を つけ て くだ さい。若 い夫

婦 の皆 さん は， 皆 さんの両 親 が長年 の努

力 の末 ， 手 に入れ た家 や 自動 車， 電気 製

品， その ほか の調達 品の そ ろ った 中で結

婚 生 活 の ス ター トを切 ろう な どと考 え る

べ きで はあ りませ ん。

最後 に，天 父 と永遠 の進歩 に関 す る計

画 に対 して の忍耐 につ いて触 れ て みた い

と思 い ます。 まず天 父 に対 して忍 耐 心 を

失 う こと は， まっ た く愚 かな こ と と言 え

ます。 なぜ な ら天 父 は全 知全 能 の お方 で

あ り，私 たち の霊 の父 だ か らです。 また

そ のみ業 と栄 光 とは，御 子 イ エ ス ・キ リ

ス トを通 して 「人 に不死 不滅 と永遠 の 生

命 とを もた らす」(モ ーセ1：39)こ とだ

か らで す。 二 一ル ・A・ マ ック ス ウェル

長 老 は次 の よ う に言 って い ま す。 「忍 耐

は， 天 父 に対 す る我 々 の信 仰 に深 く結 び

つい てい る。我 々 が天 父 に対 して不 当 に

忍 耐 に欠 け る とい うこ とは，神 ご 自身 よ

りも我 々 の方 が知識 が ある こ とを示唆 す

る もので あ り， 少 な く と も， 我 々の 時間

表 が神 ご 自身 の もの よ りす ぐれ て いる と

自負 して い る こと にな る。 いず れ にせ よ，

神 が全 知全 能 の お方 で ある こ とを疑 うこ

と にな るの であ る。」(「エ ンサ イ ン」1980

年10月 号 ，p.28)

また リチ ャー ド ・L・ エ バ ンズ長老 は

この よ うに言 って い ます。「かつ て宇 宙 の

創 造 主 がせ わ し く事 をな され た とい う証

拠 は， ど こに もな い。代 わ りに， この 豊

か な美 しい地球 の至 る所 に， ま た天 空 の
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端 に至 る まで も主 の忍 耐 あ る目的 と計 画，

み業 の証 拠 が満 ちて い る。」(「大会 報告 」

1952年10月 号 ，p.95)

次 にマ ー ビ ン ・」 ・ア シュ トン長 老 の

言葉 を引 用 して み ま しょう。「我 々 は，神

が忍 耐 して くだ さ るか ど うかを心配 する

には及 ば な い。 なぜ な ら， 神 は忍 耐 の権

化 で あ られ るか らで あ る。我 々 の過 去 の

行動 や現 在 の 自分 に対 す る考 え方 が どう

で あ ろ う と… …神 は 〔我 々 を〕 見捨 て ら

れ る こ と はな い。」(「年 度 講話 ：ブ リガ

ム ・ヤ ング大学 礼拝 説教1972-1973」 ユ

タ州 プ ロ ボ， ブ リガ ム ・ヤ ング大学 出版，

1973年 ，p.104)

私 は， 主 が ご 自分 の民 に忍 耐 を示 して

くだ さ って いる こ とに深 く感 謝 してい ま

す。 また私 個 人 に示 して くだ さって い る

忍 耐 と， イエ ス ・キ リス トが神 で ある こ

と を証 す る特別 な証 し人 として働 ける機

会 に心 か ら感謝 して い ます。

私 は世 界各 地 の教 会 を訪 れ て， いか に

大 勢 の人 が忠 実 に福 音の 原則 に従 って生

活 して い るか を 目に し，喜 びで い っぱ い

です。 その よ うな方 々 に，私 は次 の主 の

約 束 を お伝 え した い と思 いま す。「そは生

く る者 は地 をつ ぐこ とを得 ， 死 ぬ る者 は

全 く働 き を休 み て安 息 を得 。 … … わが備
す まい おい かんむり

え た る父 の住 居 に於 て冠 を受 け しむれ ば

な り。
しか

然 り， その足 シオ ンの地 の上 に立 ち て，
お さいわい

わが福 音 に従 い居 る者 は幸福 なる かな。

その 者 は報 い ζ して地 の善 きもの を受 け

・天 よ り祝 福 を もて冠 を受 くべ 〔し。〕」

(教義 と聖約5912-4)

私 はこの世 にあ って，不 安 や試練 ， 様

様 な圧 力 や苦 難 に直 面 し， 逆境 の最 中 に

立 た され て も忍 耐強 くある よ うに祈 って

や み ませ ん。

忍 耐 は神 の特 質の ひ とつ で あ る ことを

証 し，話 を終 えた い と思 い ます。私 は天

父 が生 きてお られ，私 た ち一 人一 人を愛

して くだ さって い る こと， また イエス は

キ リス トであ り， 私 たち の主， 救 い主 で

あ る こ とを証 しま す。 主 は この末 日に ジ

ョセ フ ・ス ミス とい う予 言 者 を通 じて福

音 を 回復 され ま した。 エ ズ ラ ・タフ ト ・

ベ ンソ ン大管 長 は， この み業 を指導 され

る主 の予 言者 です。 これ らの ことを イエ

ス ・キ リス トの み名 に よ り証 申しあげ ま

す。 アー メ ン。



一致 して神の王国を

建てる
十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペ リー

「ねたみや陰口はないでしょうか。兄弟姉妹の成功を自分のことのように喜べ

るでしょうか。すべての人が私たちのように富んだ者となれるよう，持ち物を

分かち合っているでしょうか。そして最後に，私たちは兄弟姉妹の守 り手，『番

人」になっているでしょうか。J

記 され て い ます。 この中 でヤ コ ブは， 民

の 心 に巣食 って いる富 や誇 りへ の執 着 心

を非難 して います。 彼 は民 に， 心 を再 び

主 に向 け る よう に訴 え， こ う話 して い ま

す 。
ゆたか

「あな た たち は天 の幸 を豊 に賜 わ って

多 くの宝 を手 に入 れ たけれ ど も， あ なた

たち の中 に はほ かの兄 弟 た ちよ りは沢 山

に宝 を手 に入 れ たか ら心 が高 ぶ り， その
こ ろ も

衣 服 の値 が高 い のを 自慢 し， ま た 自分 は

ほか の兄弟 たち よ り もす ぐれ て いる か ら

と思 って これ を苦 しめ る者 が あ る。

しか し私 の 兄弟 た ち よ， あ な たた ちが
ただ

この よ うな こ とを して神 は これ を義 しい

と した もうで あ ろ うか。 いや， か え って

あ な たた ち を罪 あ りと した もうの で ある。

あな たた ちが もし もかた くな であ って，

この よ うな行 い をつ ずけ たな らば， 神 の
すみやか

裁 きが必 ず速 にあな たた ち に下 るに違 い

な い。」(モ ル モ ン経 ヤ コブ2：13-14)

人 は， 往 々 にして繁 栄 す る と同時 に主

か ら離 れ て い きます。繁 栄 し， 豊 か にな

る と， 人 は高慢 にな り，貧 しい兄弟 姉妹

を見下 げ， 彼 らを 自分 よ り劣 ってい る と

考 えるの です。 ヤ コブの 言葉 にはあ りま

せ ん が， この逆 につ いて も言 えます。裕

福 で な い人々 が恵 まれて い な いと感 じ始

め， 自分 の持 って い な い物 に心 を奪 われ

て しまうの です。 そ して 自分 が その よ う

な苦 境 に立 た され て い る ことで，他 人 を

責 め，主 を責 めるの です。 こ う して つ い

に は，主 か ら離 れて い くので す。

大 切 な のは， 富 の多少 に かか わ らず，

主 は この世 の財産 に対 す る執着 心 と王 国

建 設 へ の無 関心 さを とがめ られ る とい う

こ とで す。

ヤ コブ は さ らに次 の よう に勧告 してい

ます。「あ なた た ちは 自分 の兄弟 を 自分 自

身 の よ うに思 え。 かれ らと皆親 密 に して，

あな た たちの よう にかれ らも富者 にな る
おし

よ うに惜 まず にあな た たちの財 産 を与 え

大
管 長 ，私 は大 管 長 のお話 に非常 に

深 い感銘 を受 けて い ます。私 もま

たモル モ ン経 を テー マ にお話 しした い と

思 い ます。 モ ル モ ン経 は， 一千 年 に も及

ぶ人類 の歴 史 を振 り返 る こ とに よ っての

み得 られ る，将 来 へ の展 望 を可 能 に させ

て くれ る偉 大 な古代 の記 録 で す。 この記

録 の 中に，私 た ちは，義 に舞 い戻 って は

離 れ てい く民 の姿 を見 る こ とが で きます。

また，彼 らの神へ の信仰 と神 の王 国建 設

へ の願望 か ら来 る一 致 や， 人 々 の心 が利

己的 な欲 求， 肉欲的 な快 楽 ，富 や この世

の財 産 に向 い た とき に起 こる争 いを も見

る ことが でき ます。

古代 ア メ リカ大陸 にお ける予 言者 の最

初 の警告 のひ とつ は， ヤ コブ書 の2章 に
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よ。」(モ ル モ ン経 ヤ コブ2：17)

「自分 を愛 す るよ うに隣 り人 を愛 せ よ」

というあ の第二 の大 いな る戒 めが， こ こ

に もぴ った りあて は ま ります。 ヤ コブ は

民 に対 し， 自分 よ りも貧 し い兄 弟姉 妹 を

差 別 せず， 自分 の持 って い る もの を彼 ら

と分 か ち合 う よう にと説 いて い ます。

「財 産 を求 め る前 に まず神 の王 国 を求

め よ。

あな たた ちがす で にキ リス トに望 み を

もって か ら宝 を求 め たな ら ばその通 りに

宝 が手 に入 るで あ ろう。 しか し， その時

あ なた たちが そ の宝 を求 め る 目的 は， 裸

で いる者 に着物 を着せ ， 飢 えて い る者 に
ゆ

食 を与 え，束 縛 され て いる者 を救 って 自

由 に し， 病 んで い る者 と悩 んで い る者 と
よ い こ と

を救 うな ど， お よそ善 事 を行 う ことで あ

る。」(モ ル モ ン経 ヤコ ブ2：18-19)

主 か ら与 え られ る戒 めの 中で， 物事 の

優先順 位 が 問題 に なる場合 が よ くあ りま

す。主 は私 た ち に，繁 栄 して は な らな い

と言 って お られ るの で はあ りませ ん。 も

しそ うだ とした ら， それ は富 を も って民

を祝福 した とい う主 に関 す る多 くの記 録

に矛盾 して しまい ます。主 は， まず主 を
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求 め， 主 を見 い だ し， その の ちに富 を求

め る よう に と言 われ て い るので す。 そ う

す る こと によ って，私 た ちの心 は正 され，

第一 に主 を愛 す る よ うにな ります。 そ し

て その結 果，私 た ちは得 た 富 を神 の 王 国

建 設 の ため に使 うよ うにな るの です 。

多 くの予 言者 が語 って いる よ うに， モ

ル モ ン経 の記録 が保 管 され， 奇 跡的 な状

況 の中 で翻訳 の た め にジ ョセ フ ・ス ミス

の手 に託 され たの は， 何 よ りも， 今 の 時

代 の人 々 に警告 を与 える ためで した。 し

た が って，私 た ちも民 に対 す るヤ コブ の

勧 告 に十分 心 を留 め， この聖 典 を， 今 の

時代 の私 たち に向 けて書 か れ た もの と し

て読 む必 要 が あ ります。 主 の み言葉 は，

私 た ちの心 に深 い反 省 を促 して くれ ます。

生活 の 中の優 先順 位 はど うだ ろ うか。何

よ りもまず， 永 遠 に関 す る事 柄 に最 大 の

投資 を して い るだ ろ うか。 永遠 に目 を向

けて いる だろ うか。 この世 の事柄 に財産

をつ ぎ込 んで し まい，主 の こと を忘 れ去

る とい うわ なに は ま リ込 ん では いな い だ

ろ うか。

もち ろん， これ らは どれ も容 易 に答 え

られ る質 問 では あ りませ ん。 しか し， 私

灘i

た ちは具 体 的 な実 例 か ら， はっき りした

理 解 を得 られ る場合 が よ くあ ります。 そ

れ はほ かの方 法 で は見 いだせ ない もの で

す。教 会 の初期 の指導 者 た ちの物 語 は，

神 の 王国 を第 一 に求 め る というこ とが ど

う い うこ とか を， 私 た ち に教 えて くれ る

す ば ら しい模 範 とな って きま した。 そう

した逸話 が実 際 に私 に と って大 きな意味

を持 ち始 め たのは ， 若 い宣教 師 として伝

道 に出 て か らです。 当時 の宣教 師 たちは，

現 在 の よ うな豊 富 な教 材 には恵 まれ ず，

持 ち物 と言 え ば， 聖典 と 「時満 ちたる時

代 」 とい う題 の レコー ド数枚 と蓄音 器の

入 った大 きな黒 い ケー スだけで した。私

は いつ も自分 よ り背 の低 い人が同僚 にな

るよ うに と願 って い ま した。 なぜ な ら，

この大 きな黒 い ケー スを ほう きの柄 につ

る し， それ をふ た りで運 んで い くと きに，

自分 の方 が背 が高 け れ ば， 重心 が 同僚 の

方 に移 動 して くれ る か らです。 これ らの

レコ ー ドに は， 最初 の示現 か ら ノーヴ ー

時代 に至 る までの教 会 の初期 の歴 史 が収

め られ て い ま した。

その 中 に，聞 くた び に私 も同僚 も涙 を

禁 じ得 な い逸話 が 入 って い ま した。 それ
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の人 々 と親 し くし， 財産 を惜 しまず分 か

ち合 うよ うに とい う彼 の 民 に対 す る言葉

の 中 に， 一致 の精 神 を促 す メ ッセ ー ジを

読 み とる ことが で き ます。(ヤコブ2：17

参照)

以 上 の こ とか ら，私 は，教 会 の兄 弟姉

妹 に対 す る接 し方 に よって， 自分 が神 の

王 国 を第一 に考 え て いるか どうか がわ か

る という確信 を得 ま した。私 たち の間 に

は， 一致 を深 めて くれ る特別 な絆 が ある

で しょ うか。 ねた み や陰 口は ど うで し ょ

うか。兄 弟姉 妹 の成 功 を 自分 の こ との よ

う に喜 べ るで しょう か。 すべ ての 人が私

た ちの よう に富ん だ者 となれ る よ う，持

ち物 を分 か ち合 って いる で し ょうか。 そ

して最 後 に，私 たち は兄弟姉 妹 の守 り手，

「番 人」 にな って い るで しょ うか。

私 は世 界 中の教会 を回 って い て， 多 く

の建 設的 な事柄 を 目に し， 驚 か され て い

ます。 それ で もなお， 私 た ち はひ とつ の

民 と して まだ十 分 に可能 性 を発 揮 して い

る とは言 え ませ ん。必 ず し も一 致協 力 し

て いる とは言 え ないの で す。個 人 的 な名

誉 や成功 の 方 に関心 が行 き過 ぎて，神 の

王国建 設 とい う共通 の 目標 に対 す る関心

が薄 す ぎ る ようで す。

主 が私 たち に求 めて お られ るすべ て の

こと に目 を向 け ると， 圧倒 され て し まう

か も しれ ません 。 しか し言 うまで もな く，

多く与 え られ る者 は， 多 く求 め られ るの

です 。大 きな チ ャ レンジ を前 に した とき

は，段 階 的 に対処 して い く方 法 を考 え る

とよ いで しょ う。 まず一 歩 を踏 み出 し，

さら にまた一 歩 ずつ踏 み出 して い くの で

す。 どんな に小 さ な歩 みで も，主 は喜 ん

で くだ さ るに違 い あ りませ ん。 なぜ な ら，

主 はそ の限 りな い知 恵 に よって， しば し

ば小 さな こ とか ら大 きな こ とが起 こ るの

をご存 じだか らで す。

最初 の一歩 は， 普通 ，主 と主 の輝 か し

い み業 に対 す る決 意 を深 め る こ とか ら始

ま ります。 すな わ ち， 主 の み業 を第一 に

考 える と いう決意 で す。 そ のあ と は， こ

の最初 の決 意 に従 って歩 み を進 めて い く

ので す。 もちろ ん進 む方 向 は様 々で す。

私 た ちは，教 会 の兄 弟姉 妹 に奉 仕 す る

こと によ って援助 を与 え るこ とがで き ま

す。福 音 を受 け入れ て いな い人々の と こ

ろへ行 って， 真理 に改宗 させ る こともで

きます。 また，神 殿 に行 き，死 者の ため

の偉 大 な瞭 いの業 をす る こと もで きます。

主の み業 に従事 す る私 た ちの熱 意が深 ま

れ ば深 ま るほ ど∫ 主 は私 た ちの能 力 を高

めて くだ さい ます。 また同 じ業 に働 く民

として さ らに親近 感 が深 ま ります。主 の

ため に， またお互 いの ため に払 う犠牲 を

通 して， 私 た ちは神 の子供 と して の 自分

の才 能 に気 づ き， 主 の輝 か しい最 後 の降

臨の た め に道 を備 える こ とがで きるので

す。

私 た ち一 人一 人が， ほか の何 よ りもま

ず神 の国 を第一 に求 め る とい うチ ャレン

ジを受 け入 れ る ことがで きます よう に，

またそ うす る こ とによ って， ひ とつの民

としての親 近 感 を深 め， 心 と思 いに おい

て ひ とつ となれ ます よう に， イエ ス ・キ

リス トの み名 によ リヘ りくだ りお祈 り申

しあ げ ます。 アー メ ン。
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神権の祝福
十二使徒定員会会員

ダ リン・H・オーク ス

「信仰を込めた熱心な求めに応じて，いつでも聖霊の導きのままに神権の祝福

を授けられるように備えてください。」

18
66年 の春， いわ ゆ るブ ラ ッ ク ・ホ

ー ク戦 争 と呼 ば れ る戦 いで
， 開 拓

者 た ちは， ユ タ州 南部 の大 勢 の住 民 に襲

い かか る イ ンデ ィア ンの激 しい攻撃 を撃

退 しよう と， 苦 慮 して い ま した。 ヒーバ

ー ・C・ キ ンボー ル副 管長 の ふ た りの息

子 も この と き，3カ 月 間 だ けイ ンデ ィア

ンの討伐 隊 に招 集 され ま した。 息 子 た ち

の 出発 に先 立 って， キ ンボール 副管 長 は

彼 ら に神権 の祝福 を授 け ま した。副 管 長

は明 らか に， 息 子 た ちが兄 弟 で ある レー

マ ン人 の血 を流 す こ とを恐 れ て，神 が こ

の イ スラエ ルの 一族 に立て た偉 大 な約 束

を まず述 べ ました。 そ して ，息 子 た ち を

祝 福 し，行 く先 々 で ひ と りの イ ンデ ィ ア

ンと も出会 わ な いこ と を約 束 しま した。

闘志 に燃 え，硝 煙 の にお い にあ こがれ て

いた息 子 た ちは， これ を聞 いて が っか り

して しまい ま した。 しか し，祝 福 は成 就

しま した。3カ 月後 に， 彼 らは戻 る と次

の よう に当時 の模 様 を伝 えま した。

「私 た ちは… …敵 意 に満 ち たイ ンデ ィ

ア ンの様 々 な グル ープ を追 っ て， 何 マ イ

ル も馬 で旅 を した。 そ して あ ち こちで何

回 もイ ン デ ィア ンに接近 した。彼 らは，

私 たち の行 く先 々 で周辺 の村 々 を襲 い，

住 民 を殺 害 して， 家 畜 を追 い散 ら した。」

しか し，一 行 はひ と りのイ ンデ ィア ン

とも出会 う ことが なか ったの です。(オル

ソン ・F・ホ イッ トニー 「使 徒 ヒー バー ・

C・ キ ンボー ルの生 涯 」pp.439-41)

神 権 の祝福 の中 で， 主 の僕 は，聖 霊 の

導 きの まま に神権 を行使 し，祝福 を受 け

る人の利 益 とな る よう に天 の 力 を呼 び寄

せ ます。 その よ うな祝福 は， メル ケ ゼ デ

ク神 権者 が施 す こ とが で き ます。 この神

権 は あ らゆ る霊 的 な祝福 の鍵 を握 って い

ます。(教 義 と聖 約107：18，67参 照)

神 権 の祝福 に は様 々な種 類 が あ ります。

これ か ら数 々の事 例 を あげ るに あた って

は，神 権 の祝福 は それ を必 要 と す るだれ

にで も与 え られ ます が，要 請 が なけれ ば

授 け られ な い とい う点 を心 に留 めて くだ

さ い。
いや

病 人の癒 しの祝福 は，聖 典 に あ るよ う

に最 初 に油 を注 ぎ ます。(ヤコブ5：14-

15;マ ル コ6：13;教 義 と聖約24：13-

14;42：43-48;6619参 照)祝 福 師 の

祝 福 は，聖 任 を受 けた祝福 師 が授 け ます。

大 切 な決 定 を下 す た めに導 きを望 んで

いる人 は，神 権 の祝 福 を受 ける こ とが で

き ます。 個 人的 な問題 を解 決 す るた め に

霊 的 な力 を特 別 に必要 と してい る人 も，

祝福 を受 け るこ とがで きま す。妊婦 も出

産 の前 に祝福 を受 け られ ます。 ふ さわ し

い父親 が， 結婚 を前 に した息子 や娘 に神

権 の祝福 を授 け た貴 い思 い出 を， 多 くの

末 日聖徒 の家族 は記 憶 に と どめて い ます。

また， 子供 たち が何 かの理 由 で家 庭 を離

れ ると き， た とえば学業 や兵役 ， 長期 の

旅行 の場合 ， 父親 の方 か ら神権 の祝福 を

申 し出 る こと もよ くあ ります。

新 しく召 され た宣教 師 も，出発 の前 に，

父親 の祝 福 をよ く希 望 します。私 には全

盲 の友 人 が い ますが， 彼 は父親 か ら次 の

よ うな祝 福 を受 けた こ とを覚 えて います。

「あ なた が持 つ障 害 に もか かわ らず
， 伝

道 を無事 終 える こ とがで き るで し ょう。

召 しを立派 に果 た し， 人 々 に対 す る愛 が

深 まるで しょう。」ひ と りのす ば ら しい末

日聖 徒 の生 活 に， この祝 福 が成就 した こ

とを，私 は証 します。

以 上 の よう な状 況 の 中で授 け られ る祝
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福 は， 時 に 「慰 め と助 言 を与 える祝 福 」

と呼 ばれ ます。 これ は普通 ， 父親 か夫 ，

または家族 の中 のそ のほ か の長 老 が授 け

ます。 この祝福 は， それ を受 け た本 人の

霊 的 な導 きと して， 家 族 の記録 に残 し，

保 存 して お く ことが で きま す。

10年 以上 前 の こ とです が， あ る十代 の

少 年 がエ ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソ ン大管 長

に祝福 を願 って来 ま した。 その少年 の父

親 はあ ま り教会 に通 って い ない長 老 で し

たが， ベ ンソ ン大管 長 はこ う質 問 し まし

た。「折 を見 てお父 毒 ん に話 して みて は ど

うで しょ うか。 そ して父親 に祝 福 を授 け

て も らえる か どうか頼 ん で みる ので す。」

若 者 は いぶ か りなが らも， そ うす る と約

束 しま した。後 に彼 は次 の よ うに知 らせ

て きま した。

「ベ ン ソン兄 弟
， 実 は私 たち の家 族 に

すば らしい こ とが起 こ った んで す。 ……

父 は， ぽ くに本 当に すば ら しい祝福 を授

けて くれ ま した。 …… そ して祝 福 が終 わ

った と き， ぼ くたち の家族 は今 まで にな

い感謝 と喜 び と愛 の絆 で しっか りと結 ば

れ ま した。」(『若人 に贈 る言 葉 』 「聖 徒 の

道 」1978年2月 号，pp.46-47)

神 権 へ の聖 任 や， 教会 の召 しへ の任 命

に関連 して も，神 権 の祝 福 は授 け られ ま

す。 おそ ら くこれ が，最 も頻 繁 に施 され

てい る神 権 の祝福 で し ょう。

仕 事 の う えで大 き な責 任 をこれ か ら引

き受 けよ う とす る ときに祝福 を求 め た人

が， 私 た ちの 中 には大 勢 い ます。 か つて

私 自身 も，何 年 も前 にその よう な祝 福 を

受 け， 直 ち に慰 め を覚 え，長 い期 間 にわ

たっ て導 きを受 け る ことが で き ま した。

あ る教 会幹 部 が ラ ッセル ・M・ ネル ソ

ン博 士 を ステ ーキ部 長 に任命 す る際 ，心

臓外 科 医 と して緊迫 した時 間の 中 で， 困

難 な問題 を解 決 す る力 が与 えち れ る よう

に祝福 しま した。 ネル ソ ン長 老 は， あ る

心臓 手術 で 危険 が軽減 し，術 後 の快 復 が

早 まった こ とで ， その祝福 が どの よ うに

成就 した かを語 って います 。8年 後 ， ネ

ル ソン長 老 を祝福 した本 人 が， 彼 の患者

とな りま した。 スペ ンサー ・W・ キ ンボ

ール長老 が む ずか し い心 臓 手術 を受 ける

こ とにな ったの です 。 ハ ロル ド ・B・ リ

ー長 老 とN・ エ ル ドン ・タナー 長老 は
，

ネル ソ ン博士 を次 の よう に祝福 しま した。

「手 術 は誤 りな く行 なわれ
， すべ て順 調
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に進 み， 技 術 の不 足 を感 じる必要 は あ り

ませ ん。 それ は， あ なた が この手術 を行

な うため に主 に よ って備 え られて い たか

らです。」(「エ ンサイ ン」1984年5月 号，

pp.87-88)こ の祝 福 は実 現 しま した。 そ

の後 少 しして か ら， す っ か り快復 した気

力 あふ れ るネ ル ソン長老 の 患者 は，教 会

の大 管長 とな り， 様 々 な出来 事 や歴 史 に

残 る教 会 の発 展 を通 して，指 導 力 を発 揮

しま した。

神権 の祝福 には どの よ うな意義 があ る

で しょうか。 世 の 中の宝 を探 しに， ひと

りの若 者 が家庭 を離 れ る準 備 を して い る

と考 えて みて くださ い。 もし父親 が この

若者 に磁 石 を与 えれ ば， 息 子 は 自分 の道

を知 るた めに， この道具 を利用 す るで し

ょう。金 銭 を与 えれば， この若 者 は世 の

物 を得 る ため に経済 力 を活 用 す るで し ょ

う。神 権 の祝福 とは，霊 的 な事 柄 に対 す

る力 を授 ける ご となの です。 それ は手 で

触れ た り，重 さを計 った りす る ことは で

きませ んが， 永遠 の生 命 へ の道 に立 ち 、言・

さが る障 害 を私 た ちが克服 し よう とす る

とき，大 きな意味 を持 つ もの なの です。

幼 な子 たちが 救 い主 のみ そ ばに近寄 っ

て いけ る よう に， 主 が どの よ うに声 をか

け られ たか忘 れ な いで くだ さ い。 そ して

梛 、、 嚢 一， ・麟
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「彼 らを抱 き
，手 をその上 にお いて祝 福

され」ました。(マ ル コ10：16)復 活 され

た主 がア メ リカ大陸 の 民 を訪 れ られ た と

き も，「イエ スは… … かれ らの小 さい子供

たち を一 人一 人近 よせ て これ に祝福 を与

え，かれ らの ため に御父 に祈 りた も うた」

(III二一 フ ァ イ17：21)の で す。

神権 の 祝福 を授 け る場合 ， メル ケゼ デ

ク神権 者 にと って，主 に代 わ って語 る こ

とは， きわ めて神聖 な責任 です。 主 が近

代 の 啓示 の 中で述 べ られ た よ うに，「わが
ことば

言 は……成 就 す べ し。 わ が声 にて言 わ る

る も，僕 らの声 にて言 わ る る もみ な一 つ」

(教義 と聖 約1：38)な の です。 主 の僕

が聖 霊 に感 じて語 る とき，その言葉 は「主
こ こ ろ

の意 とな り， 主 の精 神 とな り， 主 の言 と

な り， 主 の声 とな り」ます。(教 義 と聖 約

68：4)し か し，祝 福 の言 葉 が，聖 霊 の

導 きを受 け ず， 単 に祝福 す る神 権者 の希

望 や意 見 を述 べ ただ けで あれ ば，祝 福 は

主 の み こ ころ と一致 する場 合 に だけ成 就

する こ とに な ります。

ふ さわ しい メルケ ゼデ ク神権 者 は 自分

の子 孫 に祝福 を残 す ことが で き ます。聖

典 に はその例 が数 多 く見 られ ます。 アダ

ム の 祝 福(教 義 と 聖 約107：53-57参

照)，イサ クの祝福(創 世27：28-29，39一



40128：3-4;ヘ ブ ル11：20参 照)， ヤ

コ ブ の 祝 福(創 世48：9-22;49;ヘ ブ

ル11121参 照)， そ して リ ー ハ イ の祝 福 な

ど で す 。

ジ ョセ フ ・ス ミ ス ・シ ニ ア が 死 の 床 に

あ っ た と き， 子 供 た ち が 最 後 の 祝 福 を受

け る た め に彼 の 周 りに 集 ま っ て き ま し た 。

最 初 に妻 を祝 福 し た あ と ， 父 親 ス ミ ス は

長 男 の ハ イ ラ ム か ら始 め ， 子 供 た ち に 次

次 と 彼 の い わ ゆ る 「臨 終 の 祝 福 」 を 授 け

ま し た。(ル ー シ ー ・マ ッ ク ・ス ミ ス 「ジ

ョセ フ ・ス ミ スの 生 涯 」pp.308-13;ピ ア

ソ ン ・H・ コ ー ベ ッ ト 「祝 福 師 ハ イ ラ ム ・

ス ミ ス」pp240-41参 照)

近 代 の 啓 示 の 中 で ， 教 会 員 の 両 親 は，

そ の 子 供 た ち を教 会 員 の 前 に 連 れ て 来 る

よ う に命 じ られ て い ま す 。 そ こ で 長 老 た

ち は ， 「イ エ ス ・キ リ ス ドの御 名 に よ りて
か

按 手 を施 し，且 つ御 名 によ りて これ に祝

福 を授 くべ き もの とす」(教義 と聖約20：

70)と 定 め られて います。 両親 が聖 餐 会

に乳 児 を連 れ て来 て， 長 老(通 常 は父 親)

が命名 し， 祝福 を授 け るの は， こ のた め

な の です。

こ の神 権 会 に集 って いる青少 年 の 中で

自分 は まだ神 権 の祝 福 を受 けた こ とがな

い と思 って いる人 が い るな らば， その よ

うな 人 は， 実 は過 去 に少 な く と も2回 ，

また は それ以 上 すで に祝福 を受 けて い る

こ とを知 って いた だ きた い と思 い ます。

神権 の祝福 はひ と りの人 に与 え られ る

だ けで は あ りませ ん。 とき と して何 人 か

の集 団 に授 け られ る こ ともあ ります。予

言者 モ ー セは死 の 直前 に， す べて の イ ス

ラエル の 人々 を祝福 し まし た。(申命33：

1参 照)予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス はカ ー

トラン ド神 殿 で働 く 「姉妹 た ちに祝福 を

宣 言 し」，「会 衆」を も祝 福 しま した。(「教

会歴 史」2：399参 照)最 近 で は昨年 の4

月の年 次 総大 会 で， ベ ンソ ン大管 長 は末

日聖徒 を祝福 して，また，「全 地 の すべ て

の善 良 な人 々 〔に〕 …… 善 を行 な い悪 を

拒 む力 が さ らに増 し加 えられ， モル モ ン

経 が さ らに理解 で きる よう に」祝福 しま

した。(『神 聖 な務 め』 「聖徒 の道」1986年

7月 号 ，p.78)

場 所 も神 権 の祝福 の対象 とな ります。

福 音 を宣 べ伝 える ため に，様 々 な 国が祝

福 され， 奉 献 され て い ます。神 殿 と礼 拝

の家 も神 権 の祝 福 に よ って主 に奉 献 され

聖徒 の道/1987年7月 号

ます。主 のみ業 の た め に使 用 され る場合

は，この ほか の建 物 も奉 献 され ます。「教

会員 は，聖 霊 が と どま る ことがで きる神

聖 な建 物 と して， 自分 の家 庭 を奉 献 す る

こ とが で き ます。」(「教 会 指 導 総 合 手 引

き」 〔1986年版 〕p.11-5)宣 教 師 や神 権

指 導者 は， 自分 を受 け入 れ て くれ た家 庭

に，祝福 を残 す こ とが で きます。(教義 と

聖 約75：191ア ル マ10：7-11参 照)青

少 年 の皆 さん， 皆 さ ん もあ と しば らくす

れ ば， そ の よう な祝 福 を施 す よ うに依 頼

され るで しょう。霊 的 な備 えを して く だ

さる よ うに お願 いい た します 。

さて， 残 りの時 間 を用 いて， さ らにい

くつか の神権 の祝 福 の例 をあ げて み ま し

ょう。

お よ そ100年 前， サ ラ ・ヤ ング ・バー ン

ス は助 産 婦 の資格 を取 りま した。彼 女 は

ア リゾナ州 で仕事 を始 め る前 に， あ る神

権 指 導者 か ら祝福 を受 け ま した。彼 女 は

その 中で，「常 に正 しい こ とを行 な い，妊

婦 に とっ て最 善 の 事 柄 を行 な え る よ う

に」祝福 され ま した。45年 間 に わた って，

サラ は1，500人 の子供 を取 りあ げ，母 親

と子供 をひ とり も死 な せ る ことは あ りま

せん で した。「む ずか しい問題 に出会 った

ときは いつ で も…… 」 と彼女 は、愚い出 を

語 って い ます。「何 者 かが霊 感 を与 えて く

れ ま した。 そ して何 を行 な えば よいの か

を知 らせ て くれ たの です。」(L・ 」 ・ア

リン トン，S・A・ マ ドセ ン共著 「ボ ン

ネ ッ トをい ただ いた婦 人一 モル モ ンの

女 性 と開拓 史 逸話 集」p，150)

1864年 ， ジ ョセ フ ・A・ ヤ ング は， 東

部 に おけ る教 会 の 問題 を処理 す ると いう

特別 な使 命 に召 され ま した。父 親 で ある

ブ リガム ・ヤ ング大管 長 は，彼 が無事 に

旅 を終 えて帰 って来 られ る よう に祝福 し

ま した。 帰 路， ジ ョセフ ・ヤ ング は大 き

な列 車事 故 に遭 いま した。彼 は次 の よ う

に伝 えて い ます。 「列車 全体 が破壊 され，

私 の いる車 両 の，私 の隣 の席 まで それ が

及 び ま した。 ところ が私 自身 は かす り傷

ひ とつ負 わず に脱 出 で きた ので す。」(デ

ィー ン ・C・ ジェ シー 「ブ リガム ・ヤ ン

グ の息子 た ちへ の手紙 」p.4)

少年 の ころ，私 は ノー ヴ ーで の勇気 あ

る物 語 に鼓 舞 され ま した。 その 中 に は私

の祖 父 の お じの話 も含 ま れ て い ま す。

1844年 の春 ，予 言者 ジ ョセフ ・ス ミス を陥

れ よ うとする者 たちが い ました。その指 導

者 の ひ と りで あっ たウ ィ リア ム ・ロー は，

ノ ー ヴーの 自宅 で秘密 の集 会 を開 き ま し

た。 招待 者 の 中に は，19歳 のデ ニ ソン ・

ロ ッ ト ・ハ リス と友 人 の ロバー ト ・ス コ

ッ トが い ま した。 デ ニ ソンの父親 は私 の

先祖 にあ た り ます が，彼 も招 かれて い ま

した。 父親 が予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスに

相談 する と， 集会 には出席 せ ず， 息子 を

出 席 させ る よ うに と助 言 を受 け ま した。

● 左 か ら 十二 使 徒 定 員 会会 員 ダ リン ・H・オ ー クス 長 老 ，ラ ッセ ル ・M・ネ ル ソ ン長 老

臓

懸 ・
灘 欄 馨，聯 玲

　　　

、羅 灘 繊

、灘離黙導 蝦

照
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予言者 はふ た りに， 話 を聞 き漏 ら さず ，

その内容 を報告 す る よ うに と指 示 しま し

た。

この最 初 の 集 会 の 司 会 者 は， ジ ョセ

フ ・ス ミス を堕 落 した予 言 者 で ある と決

めつ け， 殺 害 の意志 を表 明 しま した。 予

言 者 は この報 告 を聞 く と， もう一度 集 会

に出席 す る ようふ た りの青年 に依 頼 し ま

した。彼 ら はそれ を実行 し，予 言者 に謀

略 を漏 ら しま した。

3回 目の会 合 が， その1週 間後 に開 か

れ ま した。予 言 者 は も う一度 彼 ら に出 席

を依 頼 しま したが， それが最 後 の集 会 で

あ るこ とをつ け加 え ま した。 「用心 して，

何 も語 って はな りませ ん。 彼 らと何 の誓

約 も約 束 も交 わ して はな りませ ん。」予 言

者 はそ う勧告 しま した。 彼 らの使命 が非

常 に大 きな危 険 を伴 う もの で あ る こと も

忠 告 しま した。 予 言者 自身 はま さか と思

い ま した が， ふ た りが殺 され る可能 性 も

な いわけ で はあ りませ んで した。 そ こで

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミズは，神権 の力 に

よ って デニ ソ ンとロバ ー トを祝福 し， ふ

た りの命 が奪 われ る こ とが あって も， 大

い なる報 いが あ る こと を約 束 しま した。

この神 権 の祝福 に力 を得 て， 彼 らは3

度 目の集会 に出席 し， 陰謀 者 た ちの暗殺

計 画 に耳 を傾 け ま した。 そ して，全 員 が

この策 略 に加 わ り， 秘 密 を守 る誓 いを終

え てか ら， デニ ソ ンと ロバ ー トに順 番 が

回 って きま した。 彼 らは， 誓 い を立 て な

けれ ば殺 す と脅 した ので す。 ひ と りで も

反対 す る者 が いれ ば， 秘密 の 計画 が漏 れ

る恐 れが あ るの で， 陰 謀者 たち の半数 は，

た だち にふ た りを殺 す こと を主張 しま し

た。 あ ちこ ちで ナイ フが 引 き抜 かれ， 怒

りに狂 った男 た ちが ふ た りを殺 そ う と強

引 に地 下室 へ連 れ て行 こう と しま した。

その と きです。 ほかの陰 謀 者た ちが彼

らを呼 び止 め ま した。 両親 がお そ ら くふ

た りの居場 所 を知 って いる だろ う と言 う

の です。 も し彼 らが戻 って来 な けれ ば，

村 の警鐘 が鳴 りわ た って， 少 年 た ちの死

と， 秘密 の計 画 が知 れ て しま うで あろ う

と も言 い ま した。 長 い言 い争 いの間， ふ

た りは生 死 の境 に立 た され て いた わけ で

す。 つ いに この グル ープ は，集 会 の 内容

を一 言で もほか に漏 ら した な らば生 か し

て はお かな い と脅 したあ とで，.言・た りを

解 き放 つ こと に決 め ま した。 そ して解 放
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され たの で す。 こ う した脅 追 に もか かわ

らず， また， 陰謀 者 た ち とどん な約 束 も

して はな らない とい う予言 者 の勧告 に従

った ので， デニ ソンと ロバ ー トは いち早

く予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス にす べて を報

告 しま した。

ふ た りを守 る ため に，予 言者 は，少 な

く と も20年 間 この出来 事 を た とえ父親 に

も明 か さな いよ う に， 勇気 ある ふた りの

青年 に約束 させ ま した。 そ の2，3カ 月

後 に， ジ ョセフ ・ス ミスは暗殺 され たの

です。

多 くの 月 日が流 れ ま した。教 会 員 は西

部 に定 住 しま した。 デニ ソン ・L・ ハ リ

スが， 南 ユ タの モ ンロー ワ ー ド部 の監 督

を務 めて い た際 ， エ フ ライ ム にお ける教

会 の集 会 で大管 長会 の一員 に会 い ま した。

1881年5月15日 の 日曜 日， 予 言者 ジ ョセ

フ ・ス ミスが暴 徒 た ちの復 し ゅうか ら本

人 を守 るた めに 口を封 じた後， 実 に37年

を経 てか ら， デ ニ ソ ン ・ハ リスは， この

時の体 験 を ジ ョセ フ ・F・ ス ミス大管 長

に伝 え ま した。(末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス

ト教 会 歴 史部所 蔵 「1881年5月15日 ， デ

ニ ソ ン ・L・ ハ リス監 督 に よ る口述書 ，

MS2725」 参照;こ の資料 は後 日 「コン

トリビュー ター」1884年4月 号 ，pp.251-

60に 掲 載 され た)デ ニ ソ ン ・ハ リス氏の

子 孫 か らは， 多 くの著 名 な末 日聖徒 が輩

出 し ました。 そ のひ と りが， ブ リガム ・

ヤ ング大学 で長 期 にわ た って学長 を務 め

たフ ラ ンク リン ・S・ ハ リス氏で す。

神 権 の祝福 に ついて 話 そ う とす る と，

様 々 な思 い出 が走 馬燈 の よ うに私 の脳 裏

によ みが え って き ます。私 の 息子 や娘 た

霧 「'』
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ちが， 人生 におけ る最 も困難 な時 期 を乗

り越 え られ るよ うに祝福 を求 め て来 た の

を覚 えて い ます。霊 感 に満 ちた約 束 の数

数 と， それが実 現 した とき に強 め られ た

信 仰 にっ いて思 い出す と， 喜 び が わ きあ

が って き ます。私 は息 子 の こ とを考 え る

と，新 しい世代 の持 つ信仰 に誇 らしい思

いが します。 司法 試験 を前 に して，遠 く

離 れ た父親 と会 う ことが で きな い ため に，

息子 は家族 の中 で一番 連絡 の取 りやす い

神 権者 であ る義理 の弟 に， 神 権 の祝福 を

依 頼 しま した。混 乱 した若 い改宗 者 が，

自虐 的 な生活 態度 を改 め られ る よう に祝

福 を求 めて 来た ときの こ とを覚 えて い ま

す。 この青年 は普 通 とは違 った祝 福 を受

けま した。私 自身が 自分 の 口 をつ いて 出

た言葉 を聞 いて 驚 いて しまい ま した。

兄 弟 の皆 さん， 年齢 にか か わ りな く，

霊 的 な力 の必要 な と きに は，神権 の祝福

を受 け るこ とをた め らわ な いで くだ さ い。

父親 やそ のほ かの長 老 の皆 さん， 自分 の

子供 た ちや天父 の ほか の子 供 た ちを祝 福

する特権 を大切 に し，喜 んで くだ さい。

信仰 を込 め た熱心 な求 め に応 じて， いつ

で も聖 霊 の導 きの ま まに神権 の祝福 を授

け られ る よう に備 えて くだ さい。

これ は私 た ちの救 い主 の真 実 の教 会 で

す。私 は イエ ス ・キ リス トが救 いの使命

を持 ってお られ る こ とを証 します。 私 た

ち は このお方 の神 権 をい ただ いて い るの

で す。神 の祝福 が あ って， その導 きの も

とに この神 権 を行 使 し， 神 の子 供 た ちを

祝 福 す る こ と が で き ま す よ う に。 イ エ

ス ・キ リス トの み名 に よって 申 しあげ ま

す。 アー メ ン。



近道はない
七十人第一定員会会員

ロバー ト・L・シンブソン

「気高い生まれの若人の皆さん，王国の神権者である若人の皆さん，信仰にお

いて現代の二一ファイのようになってください。もちろん，時には困難にぶつ

かることもあるでしょう。それはわかります。しかし，報いはきわめて大きな

ものです切

愛
す る兄弟 の皆 さん， そ してア ロ ン

神権 を持 つ す ば らしい若 人 の皆 さ

ん。 き ょうの皆 さん の立 派 な様 子 は言葉

で は言 い表 わせ ませ ん。 皆 さんが こ の場

にお られ るこ と，言 い換 えれ ば，主 との

約 束 を守 り， この大切 な神 権 会 に集 わ れ

た こ とは， すば らし いこ とです 。

若 い人 々 の信 仰 が な けれ ば，私 たち は

どうな って いる こ とで し ょう。 私 は， 旧

約聖 書 の 中の ダ ビデ とい う名前 の少 年 の

ことを考 えて い ます。 またモ ル モ ン経 の

歴 史 に登 場 す る二 一 フ ァイ とい う名 前 の

若者 につ いて考 えて いま す。 さ らに ジ ョ

セ フ ・ス ミス と いう名前 の15歳 の若 者 の

こと も考 えて い ます。 この若 者 には信仰

があ り， この神権 時代 の頭 とな ったの で

した。私 は， 若 い人 々 の熱 意 と信仰 ，深

い洞察 力 に心 か ら感 謝 して い ます。

短 い お話 を紹介 し ま しょ う。 あ るひ と

りの牧 師 が よ うや くの こ とで， 自分 は水

の上 を歩 け るだ け の信 仰 が で きた と感 じ

る まで にな りま した。 そ こで，全 国 に そ

の こと を知 らせ る と， 至 る所 か ら人 々 が

見 にや って来 ま した。 数千 人 も集 った で

し ょうか。 と ころが一 番前 の列 に末 日聖

徒 の教 会 の執事 が ひと りい たの です。 こ

の少 年 はこの種 の信 仰 には大 い に関心 を

持 って い ま した。 日曜 学校 で も家庭 の夕

べ で も聞 いて い たか らで す。 こ う して こ

の少 年 は， この牧 師 か ら5メ ー トル と離

れ て いな い一番 前 の列 に陣 取 っ たの で し

た。

牧 師 は水辺 まで歩 いて来 ると，一 瞬 た

め らった様 子 で した。 やが て， か がん で

ズボ ンを ま く り上 げ た とき， その少 年 が

こう言 った の です。「お じさん，絶対 無理

だ と思 う よ。」実 際 この牧 師 は失敗 した の

で した。

最近 の ことで すが， 十代 のあ る アロ ン

神 権者 のグル ー プ に とて も感 銘 を受 け ま

した。 彼 らは非公 式 の福音 勉 強会 のた め

に監督 やア ドバ イ ザー たち と一緒 に集 っ

て いたの で すが， 会 そ の ものは小 さ く打

ち解 け た もので， 自由 に話 し合 い がで き

る もの で した。最 初 の話 し合 いや あい さ

つ を聞 いた だけ で も， この若 者 た ちが皆，

自分 の監督 を尊敬 し， 定員 会 ア ドバ イ ザ

ー に感 謝 の気持 ち を抱 いて いる こ とは明

らか で した。 また話 し合 い を聞 いて い る

と， 主 を愛 して い るこ と もはっ き りわか

ります。 と ころが， こ う したこ と にもか

聖徒 の道/1987年7月 号

かわ らず， い ろい ろ と問題 を持 って悩 ん

で いる少年 たち もい たの で す。'その朝，

大 きな問題 が3つ 浮 かび上 が っ て きま し

た。まず第 一の 問題 は，「なぜ ，人生 はこ

んな につ らい ものな のか」 とい うこ とで

す。

そ れか らしば ら くす ると，15歳 くらい

の 男 の子 が言 い ま した。 その少 年 は， 明

らか に学校 の 同級生 た ちの様 々 な圧 力 に

悩 んで い る様子 で した。「学 校 が それ ほど

価 値 あ る もの か ど う か， わ か ら な い ん

だ。」

そ して最後 に皆 が知 りたが って い たの

が，これで す。「この教会 が 真実 で あ ると

い う確信 を， ど うや った ら持 て るの だろ

うか。」

こう した疑問 は今 に始 ま った こ とで は

あ りませ ん。 人類 の起源 と同 じ く らい古

くか らあ る疑 問 です し， 一部 の 人 だ けが

悩 ん でい る問題 で もあ りません。 この会

場 に集 う大 勢 の皆 さんの 中に， こう した

同 じ問題 に つい て，長 い 間悩 ま され ず に

きた な ど と言 える人 が ひ とりで もいる で

しょ うか。
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人生 はつ らい もので あ る とい う， 第 一

の 問題 か ら始 めて み ま しょ う。私 は， あ

るセ ミナ リー の生徒 の 言 った次 の言 葉 が

気 に入 って い ます。 その生徒 は こう言 っ

たので す。「この現世 での生 活 は，ぽ くた

ちが前世 にい た とき に受 けて き た説 明 と

変 わ りは ない よ。 日曜学校 の先 生 が言 っ

てた けれ ど， ぼ くた ちは喜 び呼 ばわ った

んだ って。 その うえ，地 球 に来 る こと に

賛成 した だけ で なく，文 字 どお りそ の機

会 を与 え て くだ さる よ う， 熱心 にお願 い

した んだ って。」ア ドバ イ ザー の ひ と りが

聖典 を引用 して，私 たち が 自分 の責 任 を

果 たせ ば， 主 は苦 しんで い る とき にいつ

で も助 け の手 を差 し伸 べ て くだ さる と説

明 しま した。「見 よ，わた しは戸 の外 に立

って， た た いて いる。 だ れ で もわた しの

声 を聞 い て戸 を あけ るな ら， わ た しは そ

の中 には い って彼 と食 を共 に し，彼 もま

たわ た し と食 を共 に す るで あろ う」(黙示

3：20)と 救 い主 は言 わ れ ま した。若 人

の皆 さん， おわ か りいた だ け ま した で し

ょうか。戸 を開 け るか ど うか とい う こと

は，私 た ち にか か って いる ので す。救 い

主が 「わ た しか ら離 れて は， あ な たが た

は何 一 つ で き な い か らで あ る」(ヨ ハ ネ

15：5)と 言 わ れ た とき， も うひ とっ重

要 な鍵 を与 えて くだ さって い る よう に思

え ます。何 と力 あ るみ言葉 で しょ うか。

2番 目の問題 を覚 えて い ます か。「学 校

が それ ほ ど価値 が あ る もの か どうか， わ

か らな い」 とい う もので した。 これ に対

攣

し， 監 督 の ひ と りが す ぐに次 の よ うな質

問 を しま した。「いつ の 日か御 父 の持 っ て

お られ るすべ て の もの を受 け るに、言・さ わ

しい者 にな る とい うこ とは，価 値 ある こ

とだ と思 い ませ んか。」さ らに， その監 督

は， 御 父 の持 って お られ る もの をす べ て

受 け る とい う ことは， まさ に神 権 の 誓詞

と誓約 の根幹 で ある と説 明 を続 け たの で

す。 こ こで， この神 聖 な義務 につ いて教

義 と聖約 第84章 に与え られて い る言葉 を

も う一度 ， 一緒 に読 んで み ま しょ う。 こ

の義 務 は私 た ちが皆 同 じよ うに負 って い

る もの で す。心 して聞 い て くだ さ い。33

節 か ら始 め ま しょ う。

「お よそ忠実 に して わ が今語 れ る二 つ
しか めし

の神 権 を得 ， 而 して そ の 天 よ りの 召 を

全 力 を尽 く して遂行 す る者 た ちは…… 聖

め られ て ……QJ

こ こか ら少 し飛 ば して，38節 に行 き ま

す。

「而 して
， わが父 を受 け入 る る者 はわ

が父 の王 国 を受 くるな り。 この故 にわ が

父 の もて るすべ て は彼 に与 え らる べ し。
つ

而 して こは神権 に属 け る誓詞 と誓約 に
しか

よ りて 然 るな り。」(33，38-39節)

若 い友 人 の皆 さん，今 読 み あげ た こ う

した条件 は， すで に設定 され てい るの で

す。 その こ とを理 解 して くだ さい。 す で

に確 認済 みの こ となの です。 私 た ち には

す で に神 権 の権能 が与 え られ てい ます。

主 は神 権 の 召 しを全 力 を尽 く して遂 行 す

る者 に は皆， ある将 来 を保 証 する と約 束

.懲 欝 醐
撫
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してお られ ます。 その将 来 とは，永 遠 の

生命 で あ り， これ は聖 典 に従 って表 現 す

れ ば， あ らゆ る賜 の うち最 大 な る ものな

の です。(教 義 と聖 約14：7参 照)私 たち

はすで に聖 任 されて い ます ので， その道

を歩 み始 め て い ます。 いや， 歩 み始 め て

いるだ けで な く， も う引 き返 す こ との で

きな い地 点 まで来 て い るの では な いか と

思 わ れ ます。救 い主が ，これ は御 父が 「破
な

る こ とも変 え る こと も為 した もうは ずな

し」(教 義 と聖 約84：40)と 言 われ た 誓詞

と誓約 で あ る と断言 して お られ るか らで

す。

こ こで ，興味 深 い話 を ひ とつ短 く紹 介

しま しょ う。破 る こと も変 える こ ともな

い とい う， あの 誓詞 と誓約 に関 す る最後

の聖 句 を読 み終 えた と き， ひ と りの若者

が こう言 い ま した。「みな その とお りだ と

すれ ば， 自分 の 自由意志 は どこに ある ん

だろ うか。」この と き， ち ょ うど祭 司 に聖

任 され た ば か りの少 年 が こ う答 えた の で

す。「ぽ くた ちは，前 世 に いる とき に 自由

意志 を使 っ たん だよ。 だれ で も， バ プ テ

スマの 前 に は自分 がバ プ テ スマ を受 け る

こと に同意 す る し， ぽ くたちだ って， 毎

週 聖 餐 式の とき にその バプ テ スマの誓約

を新 た に して い る じゃな いか。 監督 か ら

面 接 を受 けた と きに は，神 権 を受 け る条

件 に同意 した んだ し， ぽ くは別 に自分 た

ちの 自由 意志 が侵 害 され て いるな んて思

わ な い よ。」

こ の少年 の 言 った こ とは まった くそ の

とお りで す。 い まだ かつて， 私 た ちの 自

由意 志 が侵 害 され た こ とはあ りませ ん で

した。

神権 の神聖 な誓約 を引 き受 け てい る人

人 が，それ を投 げ出 した り，「むず か し過

ぎ て， 私 にはで きませ ん」 など と言 った

りしな い よう心 か ら望 んで います。 二一

フ ァイ に もた くさ んの問題 が あ り まし た。

レーマ ン， レ ミュエ ル， レー バ ン とい っ

た問題 が次 々 に起 こった ので す。 それ で

も二一 フ ァイ は， 必要 な と きに は天 の軍

勢 が総 力 を挙 げ て助 けて くれ る こと を固

く信 じてい ま した。 二一 フ ァイ の次 の言

葉 を思 い出 して くだ さ い。

「私 は主 の命 じた も うた こ とを行 って

行 う。 私 は， 主が命 じた もう こ とには，

人 が そ れ を為 しと げ る た め に 前 以 て あ

る方法 が備 えてあ り， それ でな くては，



主 は何 の命令 も人 に下 した まわ な い こと

を承 知 して いる か らであ る。」(1二 一 フ

アィ3：7)

ここ まで読 ん だ とき， ひ と りの若 い執

事 が こ う言 って か らか い ま した。 「で も，

二一 フ ァイ はぼ くの行 って い る学 校 へ行

か な くて も よ か っ た で し ょ。」 こ の少 年

は， 自分 が抱 えて いる間題 は 多少 形 は異

な る ものの， 二一 フ ァイの 問題 と同 じ く

ら い大 きな間題 なの だ と言 い たか った の

です。 その と お りか も しれ ませ ん。 しか

し，重 要 な点 はこ うで す。主 は二 一 フ ァ

イ を見 捨 て られ な か った し， リバ テ ィー

の牢獄 にい る ジ ョセフ ・ス ミスを も見捨

て られ ませ ん で した。 です か ら，学 校 で

同級 生 の圧 力 に苦 しん だ り， そ の ほ か

様 々な問 題 で苦 しむ少年 を， 主 は見捨 て

て はお かれ な い， と いう こ とです。

私 た ち には この神権 の権能 が授 け られ

て い ますが， これ に伴 う偉 大 な祝福 を求

め て準備 を してい る私 た ち は皆 ， 主 の お

考 えの過 程 に従 い， 折 に触 れ て清 め を受

け な けれ ばな りませ ん。私 たち が き ょう

ここ に集 って い る ことが確 固 と した事 実

で あ る と同様 ， 教会 幹 部 で あれ， 監督 で

あ れ， 長老 で あれ， 執事 で あれ， その過

程 は ま った く同 じで す。 です か ら逆境 が

訪 れ た とき には， それ は前 進 す る ため の

準備 の一段 階 で は なか ろ うか， と考 える

よ うに努 め る ことが必 要 にな って き ます。

学 校 は確 か に行 く価 値 の ある と ころで す。

そ うで す， 若 人 の皆 さん，学 校 は確 か に

行 く価 値 の あ る とこ ろなの です 。

さて，3つ 目の大 きな問題 に移 って み

まし ょう。「この教 会 が真 実 で あ る とい う

確 信 を， ど うした ら持 つ こ とがで き るの

だ ろ うか」 とい うもの で した。 さて， 地

上 での生 活 を送 って い る間 に， いわ ゆ る

完壁 な証 を得 る ことの で き る人が い るの

で しょ うか。私 たち は皆， この現世 で は，

証 を強 め て い く果 て しな い過程 の途上 に

ある の だ と思 い ます。 シオ ンの若 人 の皆

さん， 奇跡 を経 験 した い とか， いわ ゆ る

天 か らの確 かな しる しを得 た い とか いっ

た こと は， 考 え ない で くだ さい。 永遠 に

至 る道 には近 道 はな いの です 。 そ うす る

と，生涯 を通 じて証 を強 めて い く とき に

は，最 後 まで忍 耐 す る とい う ことが， も

うひ とつ別 の大切 な要 素 にな って き ます。

これ は，聖典 で 言 って い るよ う に，「規 則
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に規 則 を加 え， 則 に則 を加 え， こ こに も

す こ し くか しこ に も少 し く」(教義 と聖 約

128;21)と い う過 程 で す。

証 を深 めて い くた め には， い つで も変

わ らぬ基本 的 な原 則 が存在 して い るので

す。

例 と して モル モ ン経 を使 って み ま し ょ

う。 モ ロナ イ書 第10章4節 は だれで も知

って い る聖 句 で すが， こ こに書 かれ て い

る偉 大 な約 束 によれ ば， まず モル モ ン経

を読 み， 次 に誠心 誠 意で キ リス トを信 じ

なが ら天 父 に尋 ね る こと にな って い ます。

そ して それ を行 な った とき には，聖 霊 の

力 に よって一 切 の こ とが真 実 で ある か ど

うかが わか る， と教 え られ て い ます。

さて， それ がモ ル モ ン経 につ いて の証

で あ ろう と， あ るい は また，什 分 の一 や

知 恵の 言葉 ，断 食 の律 法 や安 息 日を聖 く

守 る こ と， そ の ほか いか な る原則 で あ ろ

う と， そ の過程 は まった く同 じです。 ま

ず第一 に， 聖典 を通 じて その教 え を理解

しな けれ ば な りませ ん し， 次 にで き る限

りそ の教 えに従 って 生活 しな ければ な り

ませ ん。 その あ とで， 誠 心誠 意 で キ リス

トを信 じなが ら天 父 に尋 ね るの です 。 そ

うす れ ば，聖 霊 の力 によ って， そ の教 え

の真実 で あ る ことが 明 らか に され る こと

で し よつ。

も し真理 を知 りた いと願 う な らば，知

識 を深 め，積 極 的 に な り， そ して備 えを

してお いて くだ さい。

聖 典 を読 む こ とに よ り， そ して霊 感 あ

、§・れ る指 導者 た ちの言葉 に耳 を傾 け る こ

とに よ り，真 理 につ いて の知 識 を深 めて

擁F

くだ さい。

力の 限 りを尽 く して，積 極 的 にその真

理 に従 った生 活 を して くださ い。

そ して， 導 きを受 ける ことが で き るよ

う， ま た答 えが もたら された と きに は っ

き りと それが 認識 で き るよ う， 自分 で ふ

さ わ しい生活 を送 り， みた まの賜 を受 け

る備 え を して くだ さい。

気高 い生 まれの若 人 の皆 さ ん， 王国 の

神 権者 であ る若 人 の皆 さん， 信仰 におい

て現代 の 二一 フ ァイ の よう にな って くだ

さい。 もち ろん， 時 には 困難 にぶ つか る

こ ともあ るで しょ う。 それ はわ か ります。

しか し，報 いは きわ めて大 きな もので す。

そ して ，次 の こと を忘 れ な いで くだ さい。

皆 さんの よ う に， 前世 で予 任 され て いた

人た ち は， そ して皆 さ んの よ うに，聖霊

の賜 を受 け てい る人 た ちは， さ らに皆 さ

んの ように， 神権 の権 能 を授 け られ て い

る 人た ち は， 強 い証 を得 る能 力 を間違 い

な く秘 めて い ます 。絶 えず深 ま りゆ く証

を持 つ ことが で きる ので す。 い に しえの

ヨシ ュアが 言 っ た よう に，「あな たが たの

仕 え る者 を， き ょう， 選 び なさ い。 ただ

し， わ た しとわ た しの家 とは共 に主 に仕

え ます。」(ヨ シ ョア24：15)以 上 の こと

を断 固 と して行 な う な らば，「神権 の教 理
つゆ ごと

は天 よ り下 る 露 の 如 く に汝 を うる お さ

ん 」(教 義 と聖約121145)と い う状 態 に

なる こ とで し ょう。 皆 さん がそ の ような

体 験 を す る こ とが で き ます よ う， イ エ

ス ・キ リス トの み名 に よ り， へ りくだ っ

てお祈 り します。 アー メ ン。
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涙 ，試 練 ，信 頼 ，証

第二副管長

トーマス ・S・モ ンソ ン

「たゆみない信仰，変わらない信頼，熱心な：望み。心から主に仕える人々は，

いつもそのような特質を示 してきました。」

皆
さん は人 の価 値 につ いて考 えた こ

とが ある で し ょうか。 人間 一 人一

人が持 つ潜 在 的 な能 力 につ いて考 えた こ

とが あ るで し ょうか。

私 は，十 二使 徒評 議 員会 会員 にな って

間 もな い ころ， ソル トレー ク シテ ィーの

モ ニ ュメ ン トパ ーク西 ステ ーキ部 の大 会

に出 席 した こ とがあ ります。教 会 中央 福

祉委 貝会 の ポー ル ・C・ チ ャイ ル ド兄 弟
の

と一 緒で した。 チ ャイル ド兄弟 は聖 典 に

よく精 通 してい ます。 私 が ア ロ ン神 権 者

の 当時，管 轄 の ス テー キ部 長 を務 め た方

で した。私 とチ ャイ ル ド兄 弟 とは大 会訪

問者 として一 緒 に出席 して い ま した。

チ ャイル ド兄弟 は， 自分 の番 が来 る と

教義 と聖約 を取 り出 し，壇 上 か ら下 りて

彼 の話 し相 手 で ある神権 者 たちの い る場

所 に行 きま した。 そ して第18章 を開 け，

読 み始 め ました。
なんじ あたい

「汝 ら1人 の値 は神 の前 に大 いな る こ

おぽ

と を 憶 え よ。 … …
しか むか

而 して汝 らも し生 涯今 の世 の人 々 に向
ただ

い て悔改 めを叫 ぶ こ とに力 を尽 し， 唯一

人 の人 た りともわ れ に導 かば， わ が御 父
おい よろこ い か

の国 に於 て彼 と共 に汝 らの悦 び如 何 ば か

りぞや。」(教 義 と聖 約18：10，15)

チ ャイル ド兄 弟 は聖典 か ら 目を離 す と，

神 権 者 の兄 弟 た ち に質 問 を し ま し た。

「『人 の値 』 とは何 で しょ うか。」監 督 ，

ステー キ部長 ， 高等 評議 員 を指 す の を避

け， 長老 定員 会 の会 長 を選 び ま した。 そ

の兄 弟 は少 しう と うと して いた ら しく，

質 問の意 味 を聞 きそ びれ た よ うで す。

す っか り目の覚 め た兄 弟 が答 え ました。

「チ ャイ ル ド兄 弟
， も う一 度質 問 を言 っ

て い ただ け ません か。」質 問が もう一度 繰

り返 され ま した。 「『人 の値 』 とは何 で し

よ うか。」

私 はチ ャ イル ド兄弟 の や り方 を よく知

って い ました。 で す か ら長 老定 員 会会 長

の た め に懸 命 に祈 りま した。永 遠 とも思

わ れ そ うな一瞬 の 沈黙 の後 ，定 員会 会 長

が 口を開 き ま し た。 「チ ャイ ル ド兄 弟 ，

人 の価値 とは，神 の ようになる能力です。」

そ の場 に いた人 々 は皆 その答 え に考 え

させ られ ま した。 チ ャ イル ド兄 弟 は壇 上

に戻 る と，私 の方 に身 を傾 け て言 い ま し

た。 「深遠 な答 え。深 遠 な答 えだ」と。 そ

れ か ら話 を続 け ま した。 私 は その霊 感 さ

れ た答 え につ いて考 えて い ました。

天 父 が教 え を授 ける ため に備 え た もう

た貴 い霊 に手 を差 し伸 べ，指 導 し， 心 に

触 れ る こ とは，非 常 に大 きな責任 です。

簡 単 な こ とで はあ りません。 首尾 よ くそ

れ を果 たす に は， 普 通 その前 に涙 や試練 ，

信 頼 ，証 が伴 い ます。

救 い主 が使徒 た ち に与 え られ た指 示 の
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意義 につ い て考 えて くだ さい。「それ ゆ え

に， あな たが た は行 って， すべ ての 国民

を弟 子 と して， 父 と子 と聖 霊 との名 に よ

って， 彼 らにバ プテ スマ を施 し， あ なた

がた に命 じてお いた い っさ いの こ とを守

る よう に教 え よ。 見 よ， わ た しは世 の終

りまで， い っ もあな たが た と共 にい るの

であ る。」(マ タイ28：19-20)

主 が指示 を与 え られ た相 手 は，土 地 を

所有 す るの で もな く， 学識 を持 って いた

ので もあ りませ ん。 た だ信 仰 の人， 献 身

の人， 神 か ら召 され た慎 み深 い人 々で し

た。

パ ウ ロ はコ リン ト人 に次 の ように証 し

てい ます 。「兄 弟 た ち よ。あ なた がたが 召

され た時 の こ と を考 えてみ るが よい。 人

間的 に は，知 恵 の あ る者 が 多 くはな く，

権 力 の あ る者 も多 く はな く， 身分 の高 い

者 も多 く はい な い。

それ だの に神 は， 知者 をはず か しめ る

ため に， この世 の愚 かな者 を選 び， 強 い

者 をは ずか しめ るた めに， この世 の弱 い

者 を選 」 ば れ た の で あ る。(1コ リン ト

1126-27)

この ア メ リカ大陸 にお いて， アル マは

息子 ヒラ マ ンに次 の 同 じよ うな勧告 を与

え ま した。 「今 お前 は この こ とを聞 いて，

私 の 信 じて い るの を愚 で あ ると思 うか も

知 れ ぬ。 しか し見 よ， お前 に言 うが， 小

さ くてや さ しい事 か ら大 きな事 がでて く

る。 また小 さ な手段 で 賢 い人 を うち破 る

こ とが た びた びあ る。」(ア ル マ37：6)

神 の僕 は昔 も今 も，主 の み言葉 か ら慰

めを得 る こ とが で き ます。「わた しは……
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いつ もあ な たが た と共 に いるの で ある。」

(マタ イ28：20)こ のす ば らしい約 束 は，

執事 ，教 師，祭 司 の定 員会 指 導者 と して

召 され た ア ロ ン神権 者 の支 え にな って い

ます。 また， 将 来伝 道 に出て働 く備 え を

す る と きの励 み にな ります。 だれ で も失

望 す る ときが あ るの です が， その よう な

とき に も慰 め とな ります。 同 じ確信 は，

メル ケゼ デク神権 者 が ワ ー ド部 ， ス テー

キ部 ，伝 道部 で指 導 し， 管理 す る とき に

も， 兄弟 たち を鼓 舞 し霊 感 を与 えて くれ

ます 。
ゆえ

「この 故 に善 を為 す に うむ こ となか れ
。

これ 汝 ら今 偉 大 な る一事 業 の基礎 を置 き

つつ あれ ば な り。 それ，小 な る事 よ り偉
おこ

大 な る事 起 る。

見 よ， 主 は真 心 と喜 びて事 に従 う精 神

と を求 む 。喜 び て従順 に従 う者 た ち は，
よ

この末 の世 に於 て シオ ンの地 の善 き もの
く

を食 わん。」(教 義 と聖約64：33-34)

た ゆみ ない信 仰， 変 わ らな い信頼 ， 熱

心 な望 み。 心 か ら主 に仕 える 人々 は， い

つ も その よう な特 質 を示 して き ま した。

これ らの特 質 は，福 音 の 回復 に続 いて

行 なわ れ た初 期 の伝 道活 動 に よ く現 わ れ

て い ます。早 く も1830年 の4月 ， フ ィニ

ア ス ・ヤ ング は予 言 者 の弟 サ ミュエル ・

ス ミス か らモル モ ン経 を1冊 受 け取 りま

した。 数 カ 月後 に， フィニ ア ス ・ヤ ング

は北方 のカ ナ ダヘ向 か って い ます。 キ ン

グ ス トン とい う場 所 で， 回復 され た教 会

につ いて の証 を述 べ ました。合 衆 国 の 国

境 を越 えた最初 の証 で す。

1833年 ， 予 言者 ジ ョセフ ・ス ミス， シ

ドニ ー ・リグ ドン， フ リー マ ン ・ニ ッカ

ー ソン はカ ナダ北 部 の マウ ン ト ・プ レザ

ン トヘ 向 か い ま した。 そこ で， 教 えを施

し， バ プ テ スマ を授 け，支 部 を組 織 しま

した。1835年6月 に は，十 二使 徒 の 中の

6人 が カ ナ ダで大会 を開 いて い ます。

1836年4月 ， ヒーバ ー ・C・ キ ンボー

ル長 老 を は じめ とす る人々 が パ ー レー ・

P・ プ ラ ッ トの家 で予 言の み た まに満 た

さ れ， プ ラ ッ ト兄弟 の頭 に手 を置 いて 次

の よ うに宣 言 し ました。 「汝 は北方 の地 ，

カ ナダ の トロ ン トに行 き… …人 々 が完 全

な る福 音 の ため に備 え てい るの を 目 にす

るで あ ろ う。 彼 らは汝 を受 け入 れ， 汝 は

彼 らの間 に教 会 を組織 し，'多くの者 が真

理 の知 識 を得 て喜 び で満 た され るで あ ろ

う。 そ の伝 道 部 で生 じる ことか ら， 完全

な福 音が 英国 に広 が り， か の地で偉 大 な

み業 が行 な われ る基 とな るであ ろ う。」

今 年 の7月 ，英 国 で この み業 が 開始 さ

れ て か ら150年 経 た こ とを祝 して，記 念行

事 が行 な われ ます。 初期 の宣教 師， また

主 が この末 日の業 を前進 させ るた め に備

え られ た人 々 の偉大 な業 績 に対 して，私

た ち はうれ しく思 っ てい ます。

奉仕 の召 しは，主 の み業 の特徴 を成 し

て き ま した。都 合 の よい と きに召 しが来

る こ とはほ とん どまれ です。 召 しは謙 遜

さ を もた ら し，祈 りを生 み， 決 意 を持 た

せ ます。 この召 しはカ ー トラ ン ドにや っ

て来 ま した。 啓示 が それ に続 きま した。

召 しは ミズ ー リに も来 ま した。迫 害 が起

き ま した。 召 しは ノー ヴー に も来 ま した。

予 言者 が殉 教 しま した。召 しは グ レー ト

ソル トレー ク盆 地 に もや って来 ま した。

苦 しみが訪 れ ま した。

あの よ うな 困難 な状況 下 で行 なわれ た

長 旅 は， 信仰 の試 しで した。 しか し，試

練 と苦 しみ の 中か ら生 まれ た信 仰 は，信

頼 とな り証 と な りま した。神 だけが犠 牲

を知 って お られ ま、す 。神 だ けが 悲 しみの

聖徒 の道/1987年7月 号
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深 さを知 って お られ ます。神 だ けが，神

に仕 え る人々 の心 を知 ってお られ るので

す。

過去 の教 訓 は私 た ちの記 憶 をよみ が え

らせ ，生 活 に影響 を及 ぼ し，行 動 の指 針

とな ります。 ここで 主 か ら授 け られ た約

束 を思 い起 こ して み ま しょう。「この故 に
ようむき も

汝 らは……主 の用向 を有 て る者 な り。 さ
こころ

れ ば，何 事 に まれ主 の意 に従 いて汝 らの
な

為 す とこ ろは す な わ ち主 の 業務 な り。」

(教義 と聖 約64129)

こ う した教 訓 が ラ ジオ とテ レビで報道

され たこ とが あ ります。 「死 の 谷 の 日々」

・とい う放 送番 組 で， なつ か しく思 われ る

方 も多い か と思 い ます。 オー ル ド ・レン

ジャー と呼 ば れ るナ レー ター が昔 の西 部

の物語 を語 り出す と， 彼 が ま さに我 が家

にや って 来 たか の よう な感 じを覚 えた も

の です。

あ る ときオー ル ド ・レン ジャー は， セ

ン トジ ョー ジにあ る タバ ナク ルの窓 ガラ

スが どの よ うに入手 で きたか につ いて，

語 った ことが あ り ます。

窓 ガ ラス は合 衆 国の 東部 で製 造 され ま

した。 ニ ュー ヨー クで船 に積 まれ ，時 に

は危 険 を伴 いな が ら， ホー ン岬 を経 て ア

メ リカ西 海岸 にた ど り着 きま した。箱 詰

めされ た この貴重 なガ ラ スは， カ リフ ォ

ルニ ア州 サ ンバ ー ナー デ ィー ノに運 ば れ

て， セ ン トジ ョー ジヘ の旅 を待 ったの で

した。

デ ビッ ド ・キ ャ ノン とセ ン トジ ョー ジ

に住 む兄弟 たち はガ ラ スを受 け取 るた め

に，荷 馬車 で サ ンバ ーナ ー デ ィー ノに行

く責任 を持 って い まし た。 それ が到着 す

れ ば， 主 の タバ ナ クル は完 成 で す。 しか

し，問題 が ひ とつあ りま した。800ド ル と

い う大 金 が ガラ ス代 に必要 だっ たの です。

そ の よ うな 大 金 は あ り ませ ん。 デ ビ ッ

ド ・キ ャノ ンは妻 子 に向 か って こ う も ら

しま した。「タバ ナ クル のガ ラ スを買 うた

めに， お金 がで きるだ ろ うか。」

幼 い息子 が答 えま した。「お 父 さん，で

きる よ。」そ う言 うと， 自分 の持 って いた

2セ ン トを取 り出 して ，父 に差 し出 し ま

した。 デ ビッ ドの妻 ウ ィル ヘ ル マイ ナ ・

キ ャ ノン も，女 性 に共通 の 「へ そ く りの

場 所 」 を探 リ， 金 貨3ド ル50セ ン トを出

して きま した。 こ う して地 域全 体 で募 金

が始 ま り1総 計200ド ル が集 ま りま した。
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それ で も600ド ルの不 足 で す。

全 力 は尽 くした もの の 目標 額 を達 成 で

きず， デ ビ ッ ド ・キ ャ ノンは絶望 のた め

息 をつ き ま した。 家族 は疲 れ果 て落 胆 し

て， 寝 る こ とも食 べ る こと もで きな いほ

どで した。 そ こで祈 りを捧 げ る こと に し

ま した。 夜 が明 け ま した。 サ ンバ ー ナー

デ ィー ノまでの長 い旅 路 に向 けて， 荷 馬

車 や御者 が集 ま って き ました。 しか し，

依 然 と して600ド ル が不 足 です 。

その ときで す。 ドア をた た く音 が しま

した。近 郊 の ワ シ ン トンと いう町 に住 む

ピー ター ・二 一 ルセ ンが入 って来 ま した。

彼 は デ ビ ッ ド ・キ ャノ ンに こ う告 げ ま し

た。「デ ビ ッ ド兄弟 ，家 を増 築 す るた め に

蓄 え た資金 をあ なた の とこ ろ に持 って き

た ら， あな たに使 って も らえる と い う夢

を何度 も見 たん です。」

デ ビッ ドの幼 い息子 をは じめ， その場

に いた全員 が テーブ ル を囲 む中 で， ピー

ター ・二一 ルセ ンは絞 り染 めの小 さな 、ζ・

ろ し きを取 り出 す と， 金 貨 を一枚 一枚 テ

ーブ ル の上 に落 とし ました
。 デ ビ ッ ド ・

キ ャ ノンが 金貨 を数 え る と， ガ ラス代金

に必要 な ち ょう ど600ド ルで す。1時 間 と

た た ない うち に男 た ちは別 れ を告 げ， タ

バ ナ クル のガ ラ ス調 達 の ため に サ ンバ ー

デ ィー ノに向 か って荷 馬車 で旅 立 ち ま し

た。

こ の実 話 が 「死 の谷 の 日々」 で放 送 さ

れ た と き， デ ビッ ド ・キ ャノ ンのあ の幼

い息 子 は87歳 に なっ てい ま した。彼 は う

っ と りそ の話 に耳 を傾 け て い ました。祈

りが こたえ られ，人 々が驚 きの 目を見 張 る

中で， 金 貨が 一枚 一枚 テー ブル に落 ち て
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い く ときの音 を， 彼 は心 の 中で聞 いて い

たの で は ない か と私 は思 います。

タバ ナ クル や神 殿 は， 石材 ，木 材， モ

ル タル， ガ ラスだ けで で きて いるの で は

あ りませ ん。 使徒 パ ウロ が神 殿 に つい て

述 べた言 葉 を読 む と， そ れが真実 であ る

ことが わ か ります。「あな たが たは神 の宮

で あ って，神 の御霊 が 自分 の う ちに宿 っ

て い る こと を知 らな いの か。」(1コ リ ン

ト3：16)こ の よ うな神殿 は信 仰 と断 食

によ って築 か れ ます。 また，奉 仕 と犠牲

によ って築 か れ ます。 試練 と証 に よって

築 かれ るので す。

もし今私 の話 を聞 い てい る兄弟 たちの

中 で， 召 しに応 え，犠 牲 を払 い， ほかの

人 々 に祝福 を分 か ち与 える準 備 が で きて

いな い と感 じ る兄 弟 が いれ ば，「神 が召 さ

れ る者 には神 が資 格 を与 え られ る」 とい

う真理 を覚 えで くだ さい。主 は ス ズメが

地 に落 ちる の さえ も ご存 じで す。 ま して

や，主 に仕 え る人 々 を見 捨 て られ る はず

が あ りませ ん。

神権 を持 つ兄弟 の皆 さん に，神 の祝 福

が あ ります よ うに。皆 さん は 「選 ばれ た

種 族 」(1ペ テロ2：9)， 王 国の神権 者

な ので す。

予 言者 ジ ョセ フの次 の言葉 に，私 たち

は確 固 とした態 度 で こた え るこ とがで き
い

ま す よ う に。「兄 弟 よ，わ れ ら ま こ と に 偉
むか

な る大義 に向 って進 ま ざらん や。 進 み行
た

き て 退 くこ と なか れ 。 奮 い 起 て よ ， 兄 弟

た ち 。 進 み 進 み て 勝 利 に 至 れ 。」(教 義 と

聖 約128：22)私 は へ り くだ り熱 心 に こ れ

を祈 リ ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に

よ っ て 申 しあ げ ま す。 ア ー メ ン。
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「仲問の誘惑があってもきっぱりと断わって，皆さんの力と独立心を示 してく

ださい。その勇気が弱い人々の力となるで しょう。その模範が周囲の人々に決

意を促すでしょう。」

ベ
ン ソ ン大 管 長 と幹部 の方 々 の依 頼

によ り， すべ て の教 会 員 にかか わ

りの あ る2，3の 事 柄 につ いて話 した い

と，思い ます。
せいさん けいけん

最 初 に， 集会 ，特 に聖餐 会 で の敬 慶 さ

につ いて で す。 これ は， ア ロ ン神 権者 や

メル ケゼ デ ク神 権 者 だ けで な く， 教会 員

すべ て にか かわ りの あ る問題 で す。

私 た ちは なぜ聖 餐会 に行 くの で し ょう

か。 もちろ ん聖 餐 にあず か る こ とに よっ

て誓約 を新 たに する ため で す。 これ は集

会 の 中で一 番大 切 な要 素 です。 また， 教

えを受 け，神 に つけ る事 柄 につ いて黙 想

し， 霊 とま こと とを も って主 を礼拝 する

た めで もあ ります。 私 た ちが聖 餐会 に出

席 す るの は， 主 が啓 示 の 中で言 わ れ た次

の よ うな戒 めが あ るか らで す。
なんじ

「汝 誠 に真 にへ りくだ りた る心 と悔 い

もつ ささげもの

る精神 とを以 て，汝 の神 に義 し き捧 物 と

な すべ し。
そ

汝 な お さ ら充分 に世 の汚 れ に染 まざる

様 ， 祈 りの家 に行 きて わ が聖 日に汝の聖
ささ

式 を捧 ぐべ し。

そ は誠 に この聖 日は， 汝命 ぜ られて働

きを休 み， い と高 き者 に礼拝 を捧 ぐべ き

日なれ ば な り。」(教義 と聖 約5918-10〉

この世 の騒 が しい営 み を離 れて， 天 の

神 聖 な事 柄 に思 いを寄 せ るの は，私 たち

一 人一 人 に必要 な ことで す
。50年 以上 前

にな りますが， 私 が英 国 の ロ ン ドンで宣

教 師 と して働 い た ときの ことで す。 当時

私 た ちは バ タ シー市 の公会 堂 を借 りて集

会 を開 い て い ました。 堅 い床 の上 にいす

を置 いて座 って い ました。 いすが 動 くた

び に音 が す るので す。 しか し， それ よ り

もっ と悪 い こ とが あ りま した。 支部 の会

員 た ちの お しゃべ りです。

あ る とき， 私 た ち はチ ラ シを配布 して

い て出会 った一 軒 の家族 を集 会 に招 待 し

ま した。 期待 に胸 を膨 らませ， 宣教 師 と

して彼 らを歓 迎 す る ため に，私 たち は入

り口の傍 らに立 って いま した。会 場 はい

つ もの よ うに に ぎやか で，会 員 た ち は互

いに騒 々 し く話 に熱 中 して い ます。 この

家族 は会 場 に入 って来 る と， 静 か に いす

の あ る場 所 へ行 き， 少 しの 間 ひ ざまず い
ささ

て 目 を閉 じ，祈 りを捧 げ ま した。 そ して，

周囲 の騒 が しい中 に あ って敬 康iな態 度 で

いす に腰 をか け たので す。

率 直 に言 って， 私 は 困 りま した。 この

家 族 は礼拝 行事 だ と思 って訪 問 し， その

とお りに行 動 したの で す。

彼 らは閉会 後， 静 か に立 ち去 りま した。

聖徒の道/1987年 ア月号

私 た ちが次 に訪 問 した と き， この家族 は

どんな に失望 した かを語 って くれ ま した。

私 は その ときの 経験 を忘 れ る こ とが で き

ませ ん。

すべ て の神 権 者 の皆 さ ん， 特 に監督 会

の皆 さん， 美 しい礼 拝 の精神 が聖 餐会 で

感 じられ る よう熱心 に努 めて くだ さ い。

また，教 会 の建 物 の 中で敬 慶 な態度 が さ

らに広 く見 られ る よう に努 力 して くださ

い。

礼 拝 堂 の通 路 に はカ ーペ ッ トが敷 かれ，

多 くの新 しい建 物 には床全体 にカー ペ ッ

トが敷 き詰 め られて い る こと をうれ しく

思 い ます。 固 定式 の長 椅 子 が折 り畳 み式

の椅 子 に取 って変 わ りま した。教 会 の建

物 を計 画， 修復 ， 保全 す る際 には，礼 拝

の精神 に影 響 を与 える物 理的 側面 の重要

性 を常 に配慮 す る必要 が あ ります。

音 楽 も， もちろ ん大切 な要 素 で す。教

会 の大半 の建 物 に はオ ル ガ ンが備 え つけ

られ てい ます。 適切 に演奏 す るな ら，集

会 で礼拝 の雰囲 気 を高 め るの に役 立 ちま

す。 讃 美歌 を歌 った り， 宗教 曲 の 中か ら

曲 目を選 んで ワー ド部聖 歌 隊が歌 った り

す る こ と も， すべ て礼拝 の精 神 を高揚 さ

せ る の に役 立 ち ます。

社 交 も教 会 のプ ログ ラムの大 切 な一面

轟
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灘

で す。楽 しい会 話 を通 して 多 くの人 々 と

友情 をは ぐくむ よ うに お勧 め し ます 。 し

か し， そ う した ことは ロ ビーで行 な うべ

きで あって， 礼拝 堂 に入 れ ば そ こが神 聖

な場 所 で ある こ とを理 解 しな けれ ば な り

ませ ん。 出エ ジプ ト記 に は，燃 える芝 の

中で主 が モー セ に現 わ れ た と記 され てい

ます。 主 が呼 ぶ と， モー セは 「こ こに い

ます 」と答 え ま した。(出エ ジプ ト3：4)

主 は言 われ ました。「ここ に近 づ いて は

い けな い。足 か ら くつ を脱 ぎな さ い。 あ

な たが立 ってい る その場所 は聖 な る地 だ

か らで あ る。」(同5節)

礼 拝堂 に入 る とき， 皆 さん に靴 を脱 ぐ

よ うにお願 い して い るので は あ りませ ん。

しか し， 主 の家 に入 る人 はすべ て， 聖 な

る場 所 を歩 き聖 な る場所 に立 って い るの

だ， とい う思 い を持 っ必要 が あ り ます。

そ うすれ ば， ふ さわ しい行 動 が取 れ るで

しよ う。

壇 上 に座 る人 は， 良 い雰 囲 気作 りに大

きな役 割 を果 た します。事 前 に準 備 を整

え， 聖餐 会 の前 に簡単 な祈 り会 を持 て ば，

会 が始 ま ってか ら壇 上 で耳打 ちを す る必

要 は な くなる はずで す。

ア ロ ン神権 者 は訓 練 を受 け て， 自分 た

ちの執行 す る聖 餐 が神聖 な もので あ り，

主 の み前 に聖 い もので あ る こ とを理 解 す

る必要 が あ り ます。 祈 りは はっ き りと，

また天 父 と交 わ る気 持 ちで捧 げ る ことが

で きる よ うに，励 ま しと訓練 を与 えて く

だ さい。聖 餐 台 の前 の祭 司 は， そ こに集

った会 衆全 員 を神 聖 な誓約 の も とに置 く

こ とにな ります。 祈 りは軽 率 に捧 げる べ

騰

箕、 鍛 「

麟 、寮

幣鰯

きもの で はあ りませ ん。 これ は義 務 を負

い約 束 を交 わ す とい う気 持 ち を表 明 する

こ となの です。 聖餐 を執 行 す る祭 司 に は，

清 らかな心 を保 つ と同時 に手 も清潔 にす

る必要 が あ る こと を教 えな けれ ば な りま

せ ん。

聖 餐 の執行 が終 わる と，祭 司 や執事 が

そ の場 を離 れ て礼 拝 堂 の あち こち に散 っ

て い く光 景 が よ く見 られ ます。祭 司 た ち

の いす の座 り心 地 が よ くな いの か もしれ

ませ ん。 もしそ うで あれ ば，聖 餐 の儀 式

が終 わ って か ら静 か に最 前列 に移 動 で き

る よ うに，彼 らの ため に席 を確 保 して は

どうで しよ う。
けいけん

最 も重 要 な点 は，礼 拝 堂 の 中で敬 慶 に

振 る舞 うこ との大切 さ を， 人 々が， 特 に

若 い人 た ちが理 解 で き るよ うに， 彼 らを

訓 練 す るこ とな ので す。

教会 員 の父 親 は皆， 次 回 の家庭 の夕 べ

で家族 と この点 に つい て話 し合 い， それ

以降 も とき どき家庭 の 夕べ の話題 に取 り

あげて くだ さい。次 の ような テー マ で話

し合 う とよ いか も しれ ませ ん。「聖 餐会 の

雰 囲気 をよ くす るた め に， 私 た ち一 人一

人 に何 が で きる で し ょうか。」これが実 行

されれ ば， す ば ら しい結果 が生 じるで し

ょ う。

現 在 統合 化 プ ログ ラ ムが実施 され て い

ます が，子 供 た ちが集 会 中座 って いる に

は3時 間 は長 い 時間 で す。 幼 い子 供 た ち

を抱 え る母 親 に とって も長 い時 間で す。

しか し， 配慮 の行 き届 いた訓練 を施 し，

置 か れ た環 境 の諸 要素 を慎 重 に考 慮 す る

な ら， 改善 は可能 で す。 た とえば幼 い子

灘

「襯

，騒

簾 「

50

供 を持 つ母 親 は， あ らか じめ通 路側 に席

を取 る とよいで し ょう。 必要 な場合 には

静 か に席 を立 って子 供 の世 話 をで き る よ

うにす る ため です 。

エ ホバ は， い に しえ の イ ス ラ エ ル 人

に こう言 わ れ ま した。「あな たが た はわ た

しの安 息 日を守 り， わ た しの聖 所 を敬 わ

なけ れ ばな らな い。 わ た しは主 で ある。」

(レ ビ19130， 下 線付加)

兄弟 の皆 さん， 家庭 の中 で この大切 な

問題 に つ いて話 し合 って くだ さ い。 役 員

の皆 さん は， 計 画会 の 中で この問題 につ

いて検 討 して くだ さ い。 ま だま だ改 善 の

余 地 が あ り， わず か な努力 で事 態 は好 転

します。 敬 慶 な雰 囲気 が高 まれ ば， すべ

て の人 が祝福 を受 け ます。 皆 さんの働 き

を期 待 します。

次 に きわ めて デ リケ ー トな問題 につ い

て取 りあ げ ます。私 は これ を， 昨晩 の指

導 者会 で話 した方 が よい か， この神権 部

会 で話 す べ きか しば ら く迷 い ま した。 し

か し， 多 くの人 々 の関心 を集 め てい る話

題 で あ り，12，3歳 の少 年 少女 に まであ

る程 度知 れ わ た って いる ところ か ら， こ

の席 上 で取 りあ げる方 が適 当で あ る と判

断 しま した。 したが って 問題 の性 質上 ，

慎 重 に話 を進 め て い きた い と思 い ます。

世 界中 に恐 ろ しい悪疫 が広 が りつつ あ

ります。 公衆 衛 生関 係 の行政 職 員 が きわ

め て憂慮 して お り， だれ もが気 をつ けな

け れ ばな らな い問題 です。

米 国公 衆衛 生 局 の局 長 は， 今後 わ ずか

4年 間 で17万 人 のエ イ ズ死亡 者 が出 る だ

ろ うと予 告 してい ます。合 衆 国以外 で は，

さ らに深刻 な地域 もあ ります。

エ イ ズ(後 天性 免 疫不 全症 候群)は 多

くの場 合 ，命 にか かわ る病気 です。 お も

に性 的 な交渉 に よって感 染 し， 次 いで麻

薬 の乱用 か ら発 生 します。 不幸 な ことに，
まんえん

病気 が蔓 延 す る と きは いっ もそ うであ る

よ うに， 罪の な い人 々 も犠 牲 に なって い

ます。

私 た ちは周 囲 の人 々 と同様， 医学 的 な
ち ゆ

発 見 に よ って この恐 ろ しい病気 の 治癒 と

予 防 が可 能 に な るこ とを望 んで い ます。

しか しそ う した発 見 とは別 に，神 か ら授

け られ た だれ に もわか る規則 を守 る方 が，

ほか の何 もの に も増 して感染 の波 を食 い

止 め られ るの で はな いで し ょう か。 それ

は結婚 前 の純潔 と， 結婚 後 の 貞節 で す。



神 の予 言者 た ち は昔 か ら， 同性 愛 ，私
かんいん

通 ， 姦淫 が重 大 な罪 で あ るこ と を繰 り返

し教 えて きま した。結 婚 した相 手以外 と

の性 的 な交 渉 は主 か ら禁 じられ て い ます。

私 たち は この教 え を もう一 度確 認 し ます。

人 は善 悪 を選 び取 る 自由 意志 を与 え られ

て い ます。 予 言者 リーハ イ はヤ コブに次

の よ うに教 え ま した。
おい

「それ で あ るか ら
， 人 は みな現世 に於

て 自由で あ り， お よそ人 間 のた め にな る

もの は何 で も与 え られ る。 そ して万 人 に
な

為 した も うメ シヤの大 いな る賢 い仲裁 に

よ って 目由 と永遠 の生 命 とを選 ぶ か， ま

た は悪 魔 は万 人 が 自分 の よう にみ じめ に

な る ことを求 め て いる か ら， その束縛 と
よ

力 とに由 って定 まる束縛 と死 と を選 ぶ か，

これ は全 く人間 の 自由 であ る。」(II二 一

フ ァイ2：27)

繰 り返 します。 人 には善 悪 を選 ぶ権 利

が与 え られ て い ます 。 しか し，選 択 の結

果 を選 ぶ こと はで き ませ ん。 神 の戒 め を

犯 す 人 は，霊 的 お よび 肉体 的 な危険 にさ

らされ ます。使 徒 パ ウ ロは，「罪 の支 払 う

報 酬 は死 で あ る」(ロ ー マ6：23)と 宣 言

して い ます。

「肉欲 に迷 う心 は死 を招 き霊 の こ とを

思 う心 は永遠 の 生命 を招 く とい うこ とを

記憶 せ よ」(II二 一フ ァイ9：39)と ヤ コ

ブは教 えて い ます。

イエ スは，行 な い だけ では な く思 い も

制御 しな けれ ば な らない とい う戒 め を与

えて いま す。「だれ で も，情 欲 を いだ いて

女 を見 る者 は， 心 の 中で すで に姦淫 を し

たので あ る。」(マ タ イ5：28)

人間 の行 動 に は責 任 とい う原則 が伴 い

ます。予 言 者 アル マ は こう語 ってい ます 。

「われ わ れの 言葉 は われ われ を 罪 に定 め
，

われ われ の行 な い もまた み なわ れわ れ を
たしか

確 に罪 が あ る とする。 わ れ われ は潔 白な

者 と認 め られ ず， 思 うこ とで さえ もわれ

われ を罪 に定 め る。 この ような恐 ろ しい

有様 で は， わ れ われ は思 い切 って 自分 の

神 を仰 ぎ見 る ことが で き 〔な い〕 … … し

か し…… われ わ れ は仕 方 な く進 み出 て神
ちか ら

が栄光 ，能 力 ，威 勢， 荘 厳， 主権 を もち

た もう御 前 に立 ち，尽 きぬ恥 辱 を抱 きな

が ら，神 の裁 判 がす べ て正義 であ る こ と

・を認 めな くて は な らない。」(ア ル マ

12：14-15)

肉欲 や欲望 に勝 って思 いを制 御 しなけ

「驚「

方船 謹鱗 鵬1「

「「 副

れ ばな りませ ん。 思 い が， 啓示 された真

理 と完 全 に調 和 す る よう にな る と，行 な

い もそ れ に伴 って正 しくな ります。

時代 を超越 した箴 言 の言葉 は， 最初 に

それ が語 られ た とき と同様 ， 今 日で も真

実 です。「人 と な りはそ の心 に思 うその ま

ま であ るか らだ」(欽 定訳 箴 言23：7)と

あ ります。

私 た ち一人 一 人 は 自己を訓 練 し，努 力

を重 ね るな ら ば， 思 い と行 動 を制 御 で き

る よう にな ります。 これ は霊 的， 肉体 的 ，

情 緒的 に成熟 す る過程 の一部 なの です。

あ る予 言者 はこ う教 えて い ます。「肉欲

に従 う人 は神 の敵 で あ… … る。 しか し，

塀，

，聾 冠

rr葦 「イ

人 が も し聖霊 の導 きに従 い肉欲 に従 うこ

とをす てて 主 キ リス トの身 代 りの腰 罪 に
よ

由 って聖 徒 と 〔な らなけれ ば〕 … … とこ

しえ に神 の敵 となる であ ろ う。」(モ ー サ

ヤ3：19)

私 たち は至 る所 の人 々 に対 して， 創造

主 の教 え に従 っ て生 活 し， 肉体 的 な誘惑

を退 け， しば しば悲劇 を招 く道 徳 的 な背

罪 を犯 さな い よう に， 強 く要望 し ます。

男女 の結 婚 は神 によ って定 め られ た も
きずな

ので あ り， 信頼 と貞節 の 絆 に よって結 ば

れた永 遠 の関係 で なけれ ば な らな い と主

は言 われ ま した。 す べ ての末 日聖 徒 は，

この神 聖 な 目的 を心 に抱 いて結婚 に臨 む
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必要 が あ ります。 結婚 を， 同性 愛 の傾 向
ち ゆ

や習慣 を治癒 す るた めの一 手段 と見 な し

ては いけ ませ ん。 二度 とそ う した傾 向 に

陥 らず 習慣 を繰 り返 さな い とい う固い決

意 をも って， 結婚 とは別 に克服 しな けれ

ば な りませ ん。

以上 の事柄 を 申 しあげ た うえで， 特 に

知 って いた だき たいの は，私 た ち は罪 の

苦 い結 果 に つい て考 え ると き， 罪 の あ る

なし を問 わ ずそ の犠牲 者 に対 して キ リス

トと同 じ同情 心 を感 じる とい うこ とな の

です。 罪 は とが め て も罪人 を愛 した主 の

模 範 に従 って く ださい。 苦 しんで い る人

には， いたわ りと慰 め をも って手 を差 し

伸 べ， 必要 を満 た し， 問題 を解 決 で き る

ように援助 しな けれ ば な りませ ん。 しか

しこ こで再 度 申 しあ げ ますが， 安 全 な道，

幸福 に通 じる道 は，結 婚前 の純 潔 ど結 婚

後 の貞節 にあ り ます。 主 は この神 権 時代

に次 のよ うに言 われ ました。「絶 えず徳 を
もつ お も い

以 て汝 の想 を飾 る べ し。」(教 義 と聖 約

121：45)注 目すべ きすば らしい約束が これ
しか

に続 きます。「然 る時 は，汝 の 自ら信 ず る

こと神 の前 に強 くな り…… ，聖 霊 は常 に
と も しやく

汝の伴 侶 とな り， 汝 の笏 は真理 と正 義 の

変 る ことな き笏 とな り， 汝 の支 配 は永 遠

の支 配 とな 〔る。〕」(同46節)

最 後 に， 以上 と関連 す る事柄 に つい て

話 したい と思 い ます。 それ は世 界 中で疫

病 の よ うに広 が って いる 「セ ックス ア ド

ベ ンチ ャー」 と呼 ばれ る もの です。

学校 で行 な われ て いる性 教育 は， 深刻

な問題 で あ る十 代 の妊娠 ， 中絶 ， そ の ほ

か の悲 しむべ き事柄 に対 す る解 決 策 で あ
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る と考 えて いる人 が， 大勢 い ます。

公立 学校 にお け る性教 育 の是 非 をこ こ

で論 じるつ も りはあ りませ ん。 しか し，

一 言 申 しあ げれ ば
，新 聞 「U.S.A.ト ゥデ

イ」 に掲載 され たあ る方 の意 見 に，私 は

賛 成 します。「公立 学校 にお け る性教 育 に

これ まで 以上 に力 を入 れ た と ころで， 婚

姻 前 の純 潔 と婚 姻 後 の 貞操 につ いて， は

っ き り教 えない限 り， 性革 命 が も た ら し

た有 害 な影 響 を排 除 す る こと はで きな い。

現 今 の性教 育 の課程 に は多 くの欠 陥 が あ

る。 そ の背後 にあ る思 想 は純 潔 を あざ笑

い， 貞節 を軽 ん じて， セ ック スア ドベ ン

チ ャー を美化 して いる。善 悪 は存 在 しな

い と教 えて い るので あ る。… …

性 の解放 が提 唱 されて30年 ，性 病 は猛

威 を奮 い，十 代 の妊 娠 が は び こる よ うに

な った。 …… 公立 学校 にお け る性 教 育 は，

性 に関 して正 しい選択 が で き るよ うな倫

理 観 を育 成 す るよ りも，青 少 年 の道徳 的

な感覚 を取 り去 って い る。・… 一

現在 の性教 育 は人 間本 来 の慎 み や道徳

心 に反 す る もので あ る。」(ト テ ィー ・エ

リス『性 に潜 む危 険 を子供 に教 え る』 「U.

S.A.ト ゥデ イ」1987年3月16日 付 ，p.12

A)

私 た ちの 中 には， この筆者 が述 べた慎

み と道徳 心 が存在 します。今 晩 この会場

に集 って いる若 い 男性 に 申 しあげ ます が，

不 道徳 の中 に幸福 は あ りませ ん。純 潔 の

中 にあ るの で す。主 は この 点 を明 言 して

お られ ます。 ま た， 人 間の歴 史が それ を

実証 して い ます。教 会 は徳 を守 る よう に

呼 び かけ て います。 雄 々 しく悪 を退 け る

よ うに呼 びか けて い ます。性 的 な違 背 は

罪 であ る と宣言 して い ます。 それ は主 の

み こ ころ に背 き，教 会 の教 えに反 し， 人

の幸 せ や福利 に逆 らう もので す。

次 の 点 を覚 えて お く必要 が あ ります。

忘 れて は な りませ ん。 天 の知 恵 と経験 は，

人格 を強 め，心 の平 安 を得 ， 人生 で幸 福

に至 る道 が，徳 と道徳 的 な清 さに ある こ

と を教 えて い るので す。数 千 年 に及 ぶ歴

史 を11冊 の 大 部 の書 物 に 著 わ した ウ ィ

ル ・ダ ラ ン トとア リエ ル ・ダ ラ ン ト夫妻

は，次の よう に述 べ て い ます。「思春期 の

若 人 は 自分 の性 の欲 求 に完全 な 自由 を与

え て どこが悪 いの か と思 うで あ ろ う。 し

か し， もし習慣 や道 徳 ，法 律 な どで規制

されな けれ ば， 彼 らは十分 成 熟 す る前 に

人生 を台無 しに して しまう に違 い ない。

性 とは火 の川 で あ って，個 人や社 会 が そ

の た めの破 滅 か ら免 れ るに は制御 する必

要 が あ る， とい う こ とを理 解 す る前 に 人

生 を破壊 して し まうの であ る。」(「歴 史 の

教 訓」pp.35-36)

若 い兄 弟 の皆 さん，皆 さん は主 か ら実

に 多 くの恵 み を授 か って い ます。歴 史 が

始 ま って以 来， 主 は この大 切 な時代 に皆

さん を地 上 に送 って く ださ い ま した。 主

は皆 さん の ため に この栄 え ある福 音 を地

上 に 回復 し， それ に あず か れる よ うに し

て くだ さい ま した。 これ ほ ど豊 富 な知 識，

経 験， 富， 機会 を与 え られ た時代 はほ か

にあ りませ ん。

皆 さん 自身の ため に， 皆 さんの現 在 と

将 来 にわた る幸 せの た め に，皆 さんの 次

の世 代 の ため に，ぴ疫 病 を避 ける場合 と同

じよ うに性 的 な罪 を遠 ざ け て くだ さい。

仲 間 の誘 惑が あっ て もき っぱ りと断 わ

って，皆 さん の力 と独 立心 を示 して くだ

さい。 そ の勇気 が弱 い人 々 の力 とな るで

しょう。 そ の模 範 が 周囲 の 人々 に決意 を

促 す で し ょう。

貴 い生得 権 を持 ち，偉 大 な約 束 を受 け

た愛 す る兄弟 の皆 さ ん， 皆 さんの上 に神

の祝福 が あ ります よ うに。「神 の命 に従 っ

て生 き」て くだ さい。(ア ル マ37：47)皆

さん にそ の よう にす る力 が与 え られ ます

よう に， へ りくだ って祈 り，私 の愛 と祝

福 を皆 さん に残 し ます。 イエ ス ・キ リス

トの み名 によ って 申 しあげ ます。 アー メ

ン。



教会のホームティーチャーへ

大管長

工ズラ ・タ フト・ベンソン

「ホームティーチャーほど偉大な教会の召 しはほかにありません
。天父の子供

たちが教会から受ける援助の中で，謙遜で献身的な決意に満ちたホームティー

チャーの奉仕ほど大きな助けはほかにありません。」

こ よ い

愛
す る神 権 者 の皆 さん， 今宵 皆 さ ん

と共 に集 い， 神 の み こ ころ にか な

う優 れ た 人々 の話 に耳 を傾 け る機会 を持

て るの は喜 ば しい こ とで す。私 は皆 さん

の持 って お られ る力 と信 仰 を感 じて い ま

す。 今晩 この会場 に集 って くだ さっ た方

方 に賛辞 を送 りた い と思 いま す。

今 宵皆 さん にお話 しで きる この機会 を

うれ しく思 って い ます。私 は施 行 され た

当初 か ら神 の霊 感 を受 σ て進 め られ て き

た神 権 プ ログ ラム につ いて お話 しす る必

要 が あ る と感 じてい ます。 この プ ログ ラ

ム によ って心 を揺 り動 か し，生 活 を改善

し， 人 を救 う ことが で きます。 この プ ロ

グ ラムは天 父 の承認 の印 を受 け てい ます。

これ は非 常 に重 要 な プロ グ ラム であ って，

忠実 に実 行 す る な ら教会 の霊性 を一 新 し，

個 々の会 員 と家 族 を昇栄 に導 く助 け とな

るで しょ う。

その プ ログ ラム は神 権 ホー ム テ ィー チ

ング を指 し ます。皆 さんが み た まを受 け

て， ホー ムテ ィー チ ング に対 す る私 の思

い を正 しく理 解 して くだ さる よ うに，心

か ら願 って い ます。

兄弟 の皆 さん， ホ ーム テ ィー チ ングは

あ りきた りの プ ログ ラム で はあ りませ ん。

聖徒 たち を見守 り， 教会 の使命 を達 成 す

るた めの神 権 に よる手段 なの で す。 ホー

ム テ ィー チ ング は単 な る割 り当 てで は な

く，聖 な る召 しなの です。

ホー ム テ ィー チン グを軽 く考 えて はな

りませ ん。 ホ ーム テ ィー チ ングの召 しは

主 イエ ス ・キ リス トが み ずか ら親 しく皆

さん を召 され たか の よう に受 け入 れ る必

要 が あ ります。

救 い主 ご 自身 も教 師 で した。 地上 に生

を受 けた この唯 一完 全 な お方 は，謙 遜 で

献身 的 な霊感 に満 ち た教 師 で あ られ ま し

た。 ご 自身 に従 った人 々 には救 い と昇栄

を もた らされ たの です。

私 の願 いは，教 会 の すべ て の兄弟 たち

が ホー ム テ ィー チ ングの重要1生を理 解 す

るこ とで す。

今 晩私 は新 しい教 義 を取 りあ げて いる

訳 で はあ りません。 これ まで に あっ た教

義 を再 確 認 して いる ので す。教 義 と聖約

第20章 を開 け て みま しょう。予 言者 ジ ョ

セフ ・ス ミスが1830年4月 に受 けた この

啓示 の中 で，主 は神 権者 に次 の よ うに宣

言 してお られ ます。

「常 に教 会員 を守 護 し， 彼 らと共 にあ

りて彼 らを強 くすべ き もの とす。 また教
よこしま

会員 の中 に邪 曲 な きよ う…… 注意 す べ き

聖徒の道/1987年7月 号

もの とす。 また教 会 員 の しば しば集会 す

る こ とを はか り， またす べ ての会 員 にそ

の義務 をつ くす よ うに な さ しむ。」(53-

55節)

「ま た各 会員 の家庭 を訪 れ て
，彼 らが

声 を挙 げて もひ そか にて も祈 りを為 し，

すべ て家庭 の務 め にい そ しむ よ う勧 め を

なす な り。」(51節)

兄 弟 の皆 さん， これが神権 ホー ム テ ィ

ー チ ング なの です
。

この種 のホ ーム テ ィー チ ングは，初 期

の弟 子 た ちに よ って キ リス トの時代 にも

行 なわれ て い ま した。 モル モ ン経 の時代

に も実践 され て い ます。 モル モ ン経 ヤ コ

ブ書 第1章 には次 の よう に記 され てい ま

す。

「私 ヤ コブ と私 の弟 の ヨセ フと は
， す

で に二 一 ファイ の按 手 によ って この民 を

教 え導 く祭 司 と教 師 とに立 て られ て いた。

私 たち二 人 は主 の御 前 に その職 をつ く し

て責 任 を負 い， 私 た ちが も しも一生 けん

め いに神 の道 を民 に教 え なか った な らば，

民 の犯 した罪 の責任 を私 たちが 負わ な く

ては な らな い ことを認 め た。」(18-19節)

この霊 感 され たプ ログ ラムが近 代 に開

始 され て以 来， 教会 の指 導 者 は再 三再 四

ホー ムテ ィー チ ング の大 切 さを強調 して

きま した。

マ リオ ン ・G・ ロ ムニ ー会長 はかつて

総 大 会 で次 の よ うに述 べ ま した。「正 しく

機 能 を果 た して いる ホーム テ ィー チ ング

の下 で は，神聖 な任務 を託 され，神 権 指

導 者 と監 督 か ら権 能 を も って召 され た2

名 の ホー ム テ ィー チ ャー が 『各会 員 の家
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庭 』 を訪 れ る。 これ らの ホ ーム テ ィー チ

ャー， すな わち神権 者 は， 主 イ エ ス ・キ

リス トの代 理 と して， 各教 会 員 の福祉 に

心 を配 る， 重 要 で栄 え ある責 任 を果 た す

もので ある。 彼 らは， 家庭 と教 会 の両 方

で義務 を果 たす よ うに各会 員 を促 し， 励

まさな けれ ばな らない。」(「ホー ム テ ィー

チング集 会」1966年4月8日)

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケイ大 管長 は次 の

よう に語 ってい ます。「ホー ムテ ィーチ ン

グは， 天 父 の子供 たち を養 い，鼓 舞 し，

助言 し，指 導 す る ため に， 最 も差 し迫 っ

た報 い の大 きい プ ログ ラム のひ と つで あ

る。 …… そ れは神 聖 な奉仕 の機 会 であ り，

天 よ りの召 しで あ る。 ホー ム テ ィーチ ャ

ー と して
， 天 か らの霊 感 を あ らゆ る家 庭

に， 人 々の心 の 中 に もた らす務 め は， 私

た ちの義務 であ る。 この務 めを愛 し， 全

力 を尽 くす な ら， 高貴 で献 身 的 な神 の子

供 た ちのホ ーム テ ィー チ ャーに， 計 り知

れ ない平安 と喜 び と満 足 が もた らされ る

で あ ろう。」(「指導 者 用手 引 き」前 文)

メル ケゼ デク神権 お よび アロ ン神権 を

持 って お られ る善 良 な兄弟 の皆 さ ん， ホ

ー ム テ ィー チ ング は啓 示 され た プ ログ ラ

ムなの です。

ホー ム テ ィー チ ング は養 い，愛 し， 活

発 な会員 に もお休 み会 員 に も個 人的 に手

を差 し伸 べ るた めの原 点 な ので す。

それ は神 権 によ る慈 善奉 仕 で す。

私 た ちの信 仰 を実際 の行 ない に示 す た

めの手段 で す。

私 た ちが真 の弟 子 で ある か否 か を試 さ

54

れ るひ とつ の試験 です。

教 会 が行 な う活発 化 に中心 的 な役割 を

果 た す もの です。
おこ

「それ
， 小 な る事 よ り偉 大 な る事 起 る」

(教義 と聖 約64：33)と い う聖 句 を成 就

させ る召 しなの です。

ホー ム テ ィー チ ャー ほ ど偉 大 な教会 の

召 しは ほか にあ りませ ん。天 父 の子供 た

ちが教 会 か ら受 け る援 助 の 中で， 謙遜 で

献 身 的 な決 意 に満 ちた ホー ム テ ィー チ ャ

ーの奉 仕 ほ ど大 きな助 けは ほか に あ りま

せん。

効 果 的 な ホー ム テ ィー チン グに欠 かせ

な い基本 とな る3つ の事柄 があ ります。

それ らを簡単 に検 討 して み ま し ょう。

第1は ， ホー ム テ ィーチ ン グの担 当家

族 を よく知 る とい う ことで す。

本 当 に知 るの です。 よ く知 り もしな い

人の た め によ く奉 仕 す る こと はで き ませ

ん。 マ リオ ン ・G・ ロムニ ー会長 は次 の

の よ うに強調 して い ます 。

「各 ホー ム テ ィー チ ャー は担 当家族 の

中の子 供 や青 少年 ，大 人一 人一 人 と 『個

人的 に』親 し くな る必要 が あ る。

ホーム テ ィー チ ャー と しての義 務 を 申

し分 な く果 たす に は， 神権 者 と して， ま

た監督 の代 理 と して世 話 を託 され た家 庭 ，

家 族 の中 の すべ ての 子供， 青 少年 ，大 人 ，

つ ま り全 員 の態度 や 活動， 興 味， 問題 ，

職 業， 健康 状 態， 幸福 度， 計 画 と目的，

肉体 的，物 質 的， 霊 的 な必要 や環 境 な ど

に常 に心 を配 って いな けれ ばな らない。」

(「神 権 ホー ム テ ィー チ ン グセ ミナ ー」

1963年8月9日 ，pp.3-4)

そ して効 果 的 に家族 に働 きか け るた め

の鍵 は， 父親 との連絡 を密 に して お くこ

とで す。 家族 に対 す る父 親 の正 しい望 み

を知 り， それ を実 現 で き るよ う に父 親 を

助 けて く ださ い。 さ さいな こ と， 小 さな

ことで あ って も， 家族 に とって は大 きな

意味 を持 つ事柄 を実 行 す る よ うに， ぜ ひ

とも皆 さ んに勧 め ます。 た とえば， 家族

全 員 の名 前 を覚 えて くだ さい。 誕生 日や

特 別 な祝 福 を授 ける 日， バ プ テ スマ，結

婚 式 など に注意 して くだ さい。 とき には，

顕著 な業 績 を あ げた り， 功 績 を残 した と

きに電話 やカ ー ドで称賛 の言葉 を送 って

くだ さい。

ホ ーム テ ィー チ ングの 同僚 と定期 的 に

「メ ル ケ ゼ デ ク 神 権 手 引 き」(PBCT

0044JA)の8ペ ー ジか ら10ペ ー ジ まで を

検 討 し， 担 当家族 に役 立 つ優 れ た提案 を

見 つ け て くだ さい。

と りわ け， 担 当の家 族 や個 人 と真 の友

情 を築 いて くださ い。 ち ょ うど救 い主 が

「われ汝 らを友 と呼 ば ん。 汝 らは わが友

… な り」(教 義 と聖 約93：45)と 私 た ち

に言 わ れ たの と同 じで す。 友 人 は毎 月義

務 で行 な う以上 り訪 問 をし ます。友 人 は

割 り当 て を果 たす こと以上 に相 手 への援

助 に関 心 を向 け ます。 友 人 は愛 を示 し，

耳 を傾 け， 手 を差 し伸 べ ます。

ロム ニー会 長 は， あ る寒 い晩 にロムニ

ー家 を訪 問 した い わゆ るホ ーム テ ィー チ

ャー に つい て よ く話 しま した。私 たち は

そ の話 を覚 え てい ます。 この ホーム ティ

ー チ ャー はい す に腰 を下 ろ してメ ッセー

ジを伝 え て くだ さい と勧 め られて も，帽

子 を手 に した まま， そわ そわ して いまし

た。そ して こう言 っ たの です。「で はお伝

え しま し ょう， ロム ニー兄 弟。外 はだい

ぶ 寒 いの で， 車の エ ンジ ンをかけ たまま

に して きま してね 。実 は監督 に報告 でき

る よ う に ち ょ っ と寄 っ た だ け な んで す

よ。」

兄弟 の皆 さん， 私 た ち には これ以上 の

こ とが で きる はずで す。 もっ とよ くで き

る はず です。

効果 的 な ホ ーム テ ィー チ ングの2番 目

の基礎 は，各 家庭 に携 えて い くメ ッセー

ジを よ く知 る こ とです。 そ して， それ は

主 が担 当の家 族 や個 人 に伝 え てほ しい と

望 んで お られ る特 別 な メ ッセ ー ジであ る

こ とを知 る必要 が あ ります。

ホー ム テ ィー チ ャーは心 の 中に 目標 や

目的 を持 ち， それ を達 成 で きる ように毎

回 の訪 問 を計 画す る必要 があ ります。訪

問 の前 には同僚 と会 って一 緒 に祈 り，指

導 者 か らの指 示 を確 認 し， これか ら家族

の とこ ろに携 え て い くメ ッセー ジについ

て検 討 し， 特 別 な必要 が な いか話 し合 い

ます。

ホー ム テ ィーチ ャー は， 自分 たちで準

備 した もの か， また は神 権指 導者 か ら受

けた大切 な メ ッセー ジ を伝 えなけれ ばな

りませ ん。 毎 月 「聖 徒 の道 」 に掲 載 され

る大管 長会 メ ッセー ジを， ホーム テ ィー

チ ャーが利 用 して くだ さる よう に強 くお

勧 め します。 家長 が家 族 の ため に特別 な

メ ッセ ー ジを依 頼 す るこ と もで きます。



また， メ ッセ ー ジを伝 え る と きに，忘れ

て はな らな い点 で すが， で きる限 り担 当

家 族 と一 緒 に聖典 を読 んで くだ さい。訪

問 のた び にそれ が習慣 とな る よ うに して

くだ さい。特 にモ ルモ ン経 の中 か ら，皆

さ んが伝 える メ ッセー ジを強調 で き る よ

うな聖 句 を一 緒 に読 ん で いた だ きた い と

思 い ます。 その とき予 言者 の次 の 言葉 に

心 を留 めて くだ さい。 「人 は その(モ ル モ

ン経 の)教 え に従 う こ とに よ り， ほ かの

どの書物 に も増 して神 に近 づ く こ とが で

きる。」(モ ル モ ン経 「序 文 」)皆 さん の担

当家 族 は モル モ ン経 が持 つ力 を絶 え ず必

要 と して い るので す。

私 たち の伝 え るメ ッセ ー ジが， ア ル マ

が 当時 の教 師 た ちに与 えた命令 に添 う も

の で あ る よ う に願 って い ます。 「アル マ

は， 自分 が教 え た こと と， 聖 い予 言者 ら

が 言 った こ との ほか は何 ご と も教 えて は

な らな い とこの祭 司 た ちに命 じた。」(モ

ーサ ヤ18：19)

適 切 なメ ッセ ー ジを携 え て訪 問 し， み

た まに よっ て教 えて くだ さい。 み た まは

この み業 の 中で唯 一最 も大 切 な要 素 で す。

担 当 の家族 は皆 さん の愛 と関心 を みた ま

を通 して知 り， メ ッセ ー ジが真実 で あ る

こ とを理解 し，従 いた い とい う望 み を持

つの で す。

ホー ム テ ィー チ ャー と して皆 さん 自身

が みた ま を受 け られ るよ うな生 活 を心 が

けて くだ さい。効 果 的 に教 えられ る よ う

に福 音 にの っと った生 活 を送 って くだ さ

い。

アル マ は私 た ちに次 の よ うに教 え て い

ます。 「『誰 で あ って も神 の心 に かな い神

の道 を歩 み神 の命令 を守 る者 で なけ れ ば，

その人 を信 じて教 師 また は教会 の指 導 者

に しない よ うに して ほ しい。』… …祭 司 ら

と教 師 らはみ な(ア ルマ の手 を経 て)聖

め られ た が，正 しい人 で な くて は何 人 も

聖 め られ なか っ た。 それ で ある か ら， 祭
み ま も

司 らと教 師 らは その民 を見 護 り義 しさ に

関 わ る教 訓 を与 えて民 を養 った。」(モ ー

サヤ23114，17-18)

次 の点 も忘 れ ては な りませ ん。 す なわ

ち， で きる とき には いつ で も， 訪 問 の た

びに家庭 で祈 る必要 が あ ります。 皆 さ ん

が祈 るよ う に指 名 され た ときに は， み た

まに よ って真心 か ら祈 り， 担 当 の家族 や

個人 の ため に主 の祝福 を求 め て くだ さい。
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●十 二使 徒 定 員 会会 員 の ボ イ ド・K・パ ッカ ー 長老(左)， マ ー ビン ・J・ア シ ュ トン長 老 とあ い

さ っ を交 わ す 大 管長 会

そ うで す。効 果 的 な ホー ム ティー チ ン

グの ふた っ 目の原 則 と は， 自分 の伝 え る

メ ッセー ジをよ く知 り， み た まに よって

教 え， メ ッセ ー ジを伝 える と きに は必 ず

祈 り，聖 典 を読 む ことな ので す。

で は， 効 果 的 なホ ーム テ ィー チ ングの

ため の最 後 の要 素 を紹 介 しま しょ う。 そ

れ は ホー ム テ ィーチ ャー としての 召 し を

全 力 を尽 くして遂行 す る とい うこ とです。

ホ ーム テ ィー チ ング とい う この偉 大 な

神権 プ ログ ラム に対 して， 月並 な訪 問 で

満 足 して いて は な りませ ん。 どの 点 を と

って も優 れた ホー ム テ ィー チ ャー にな っ

て くだ さい。群 れの真 の牧 者 とな って く

ださ い。 月の初 旬 にホー ム テ ィーチ ング

を行 ない， 必要 に応 じて さ らに フ ォロー

が で きる よ うに十分 な時 間 を取 って いた

だき たい と思 い ます。

で きれ ば毎 回 はっ き りと した訪問 の約

束 を取 っ て くだ さい。 担 当家族 に訪 問 の

日時 を知 らせ， 彼 らの 時間 を尊 重 して く

だ さ い。

メル ケ ゼ デク神権 者 の皆 さん， ア ロン

神 権 を持 つ青 少 年 が皆 さ んの同僚 であ る

場 合 は， 彼 らを よく訓練 して くだ さい。

担当 家族 と接 触 し， レ ッス ンを行 な う際

に，青 少 年 を効 果 的 に活 用 して あ げて く

ださ い。 ホー ム テ ィーチ ングを尊 ぶ気持
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ちを こう した若 い人 々 に知 らせ て くだ さ

い。 彼 らが先 輩 同僚 に な った とき には，

皆 さん と同 じよう にそ の召 しを愛 し， 全

力 を尽 く して働 くよう にな るで しょ う。

忘 れ な いで くだ さい。影 響 力 の ある ホ

ーム ティー チ ャー にな る には
，質 と量 の

双方 が不 可欠 な ので す。皆 さん は質 の高

い レッス ンを行 な う必 要 が あ り ます が，

同時 に， どの家族 と も毎 月 ホー ム テ ィー

チ ングを行 な う必 要 が ある ので す。 担 当

家族 す べて の牧 者 と して， 活 発 な家族 に

も教 会 をお休 み して い る家族 に も，99匹

の小 羊 に手 を差 し伸 べ るだ けで満 足 して

はな りませ ん。目標 はあ くまで も毎 月100

パ ーセ ン トの ホーム テ ィー チ ング でな け

れ ばな りません。

質 の高 いホー ム テ ィー チ ングが行 な え

るよ うに，神権 指 導 者 は一組 の ホー ム テ

ィー チャー に3軒 か ら5軒 を越 えて担 当

家族 または個 人 を割 り当て ない よ うに し

て くだ さい。 これが む ずか しい場 合 もあ

るで しょ う。 しか し， 祈 りの気 持 ちを も

って， これ らの割 り当て に つい て考慮 し

て くだ さる よ うにお勧 め したい と思 い ま

す。

担 当家族 の一 人 一人 を大 切 に見 守 る こ

とが肝 要 です。 モル モ ン経 には この原 則

が美 しく説 か れ てい ます。 モロ ナイ書 第

6章 に は次 の よ う な聖 句 が あ り ま す。

「人 々 はバプ テ スマ を施 され
， … … キ リ

ス トの教 会 の会 員 の 中 に数 え られ， その
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名 を書 き留 め られ た。 それ は この人 々 を

忘 れ てな お ざ りにせ ず，神 の善 い教 え で

この人 々 を養 い た えず善 い道 を、言・ませ，

たえ ず慎 んで祈 る こと をつ とめ させ， ま

た この 人 々の信 仰 の も とで あ り信仰 を完

全 に な した もう たキ リス トの功 徳 にだけ

頼 らせ る ため であ る。」(4節)

兄 弟 の皆 さん，私 たち が担 当の家 族 や

個 人 全 員 を心 に留 め て 毎 月 彼 ら を 「数

え」，彼 らが正 しい道 を歩 める よ うに神 の

良 いみ言 葉 で担 当家 族 を養 え る よう に願

っ てい ます。

定 員会 の指 導者 の皆 さん は，毎 月霊 的

な ホー ム テ ィー チ ング面接 を行 な って，

ホー ム テ ィー チ ャー の働 きにっ いて報 告

を受 け，現 在 の必要 を評価 し， 翌 月 の割

り当 て を行 ない， ホーム テ ィー チ ャーが

神聖 な召 しを遂 行 で き るよ うに教 え， 強

め， 鼓 舞 して くだ さい。 ホー ム テ ィー チ

ャー との この よ うな面接 は，指 導者 に と

って進行 状 況 を評価 し， 自分 が仕 え る よ

うに召 された個 人 や家族 に， よ り一 層奉

仕 す るた め の 機 会 を もた ら して くれ ま

す。

最 後 に ホー ム テ ィーチ ング に関 す る私

自身の証 を述 べ て， この話 を終 えた い と

思 い ます。私 はア イ ダホ州 ホ イ ッ トニー

で過 ご した少 年 時代 を， まる で昨 日の こ

との よう に覚 えて い ます。私 の家 は農家

で した。 子供 たち が外 で野 良仕事 を して

い る と， 父 が庭 先 か ら大 声 で私 た ち を呼

び集 めた の を覚 えて い ます。「馬 をつない

で，戻 って くる んだ。 ワー ド部 ティーチ

ャー が来 て くれ たぞ。」私 た ちが何 を して

い る ときで も， それ が ワー ド部 テ ィーチ

ャー の話 を聞 くため に，居 間 に集 まる た

めの合 図 にな るので した。

このふ た りの忠 実 な神権 者 は，徒 歩 か

馬に乗 って毎 月 や って来 た もので す。 私

たち は， ホ ーム テ ィー チ ャーは毎 月来 る

もの だ と思 って い ま した。 彼 らの来 なか

った 月を思 い出 す こ とが で き ませ ん。 そ

の訪 問 は す ば ら しい もの で した。 ふ た り

はい すの後 ろに立 っ て，家 族 に話 しま し

た。 そ して輪 の 中を 回 って一 人一 人 の子

供 に声 を か け， 自分 の務 め を果 た して い

るか尋 ね るの で した。私 た ちが正 しく答

えられ る よ うに， とき どき母 や父 が ワー

ド部 テ ィー チャー の来 る前 に心 構 え をさ

せ て くれ た もので す。私 た ち家 族 に とっ

て その 時間 は貴 重 な もの で した。彼 らは

常 にメ ッセ ー ジを携 え て きて， それ らは

必 ず役 立 つ もの だ った か らです。

ホイ ッ トニー での こ う した初 期 の 時代

か ら， ホー ムテ ィー チ ング につ いて数 多

くの改善 が加 え られ て きま した。 しか し

基本 的 な点 で は今 な お変 わ って い ませ ん。

そ こには同 じ原則 が見 られ ます。思 いや

りを示 し， 手 を差 し伸 べ， み た まに よ っ

て教 え， 毎 月大切 な メ ッセー ジ を伝 え，

家 族 の一 人一 人 に愛 と関心 を寄 せ る こ と

で す。

ホー ム テ ィーチ ャー に神 の祝福 があ り

ま すよ う に。 皆 さ んは， 個 人 と家 族 を強

め見守 るた め に， 防衛 の最前 線 に いる の

です。

皆 さ んの召 しが神聖 であ って， 天 よ り

授 け られ た責 任 で ある こ とを理 解 して く

だ さい。

担 当家族 を よく知 って くださ い。 また，

メ ッセー ジを よく知 り， みた ま によ って

伝 えて くだ さい。 そ して最後 に， ホー ム

テ ィーチ ャー として の召 し を真 に全 力 を

尽 くして果 た して くだ さい。

そ うす る と きに， 人 々 の心 に触 れ， 生

活 を変 え， 救 いが得 られ る よう に助 け る

と きに伴 う天 の祝福 と， 言葉 で は表 現 で

きな いほ どの喜 び が与 え られ る こ とを約

束 いた します。 イ エ ス ・キ リス トのみ名

に よ って 申 しあげ ます。 アー メ ン。



●1987年4月5日(日)午 前の部会

神のみ手に使われる僕
第一副管長

ゴー ドン ・B・ヒンクレー

r末日聖徒イエス ・キリス ト教会の歴史の中に，今日ほど輝かしい時代はあり

ませんでした。J

兄
弟 姉妹 の皆 さ ん， この す ば ら しい

大 会 に共 に出席 で き， うれ しく思

って い ます。主 の 力強 い み業 が予 言 ど お

りに成就 して い る様 を生 きて 目のあ た り

にす る ことが で き， 感謝 して い ます。

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の歴 史

の 中 に， 今 日ほ ど輝 か しい時代 はあ りま

せ ん で した。 また主 のみ業 が今 ほ ど栄 え

た 時代 もあ り ませ ん。

そ して全世 界 の末 日聖 徒 が これ ほ ど大

きな喜 び と感謝 の 念 に.満た され た時代 も

あ りませ ん。

昨 日は教 会 の年次 統 計報 告 が発 表 され

ま したが，退 屈 な 数 字の羅 列 に しか思 え

なか った 人 もい るか も しれ ませ ん。 しか

し私 に とって は， そ の数 字 は まさ に奇 跡

の現 われ で した。年 度 末現 在 の教 会員 数

は600万 を はるか に超 えま した。1830年4

月6日 に ピー ター ・ホ イ ッ トマ ーの丸 木

小 屋 で，6人 で始 まっ た ときの ことを考

える と，実 にす ば ら しい成 長 ぶ りで す。

1986年 の末 に おけ る シオ ンの ステー キ

部数 は1，622で した。最 初 の小 さな ステ ー

キ部 が カー トラ ン ドで組織 され たの は，

1831年 で したが， 当 時 と比 べる と考 え ら

れ な いほ どのす ば ら しい成長 です。

また， 昨年 度末 現在 ，植 民地 な ど を含

め全 世 界122力 国 に及 ぶ15，000以 上 の場

所 で， この教 会 の集会 が開 かれ て い ます。

また伝 道 部数 は193を 数 え，32，000人の 宣

教 師 が その 中で働 いて い ます。教 会 が組

織 され る前 に， サ ミュエル ・ス ミスが た

った ひ と りで， リュック に数 冊 の モル モ

ン経 を入れ て伝 道 した ことが あ ります 。

彼 はニ ュー ヨー ク州 西部 の道 を歩 き， こ

こに1冊 あそ こ に1冊 とモ ル モ ン経 を置

き， それ を読 ん だ 人々 の生 活 を神 に向 け

させ よ うと しま した。

モ ルモ ン経 の初 版5，000冊 は，物 惜 しみ

しな いマ ー テ ン ・ハ リスが 自分 の農場 を

抵 当 に して得 たお金 で 出版 され た もの で

した。 昨年 印刷 ，発行 され た英 語版 の モ

ル モ ン経 は164万3，000冊 で ， ほか の言語

の版 を含 め る と全 部 で約300万 冊 に もな

ります。

マー テ ン ・ハ リス はい ろい ろ と弱点 も

あ りま したが， 彼 は この神 聖 な記録 を出

版 す るた め に， 自分 の土 地 を抵 当 に入 れ

て お金 を つ く りま した。 私 はそ こまで し

た彼 を深 く愛 して い ます。 この信仰 あ る

行 な いに よ って，地 上 の数 多 くの 人々 が，

心 を変 え， 主 に対 して証 を持 ち， 主 を愛

す る よ うにな って き ま した。私 はさ ら に

神 に近 づ く ことが で きる と いう約 束 と と

もに， モル モ ン経 を読 む よ うに との勧告
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を現 在 の予 言者 か ら繰 り返 し与 え られ て

い る こ とに感 謝 して いま す。

教 会 で は毎 週 ，支 出承 認委 員会 が開 か

れ， 礼拝 堂 の建 設 な どの ため に教 会 基金

を用 いる こ とにつ いて討議 ， 承 認 がな さ

れ ます。 そ こで提示 され るの は大 体， ワ

ー ド部 や ステ ーキ部 の名 前
， それ に金 額

を示 す数 字 で す。

毎 週行 なわ れ る この会 の様 子 を部外 者

の人 が見 てい た ら， 何 と退屈 な ことか と

思 うか も しれ ませ んが， 私 には絶 え間 な

い奇 跡 の連続 と感 じられ ます。 ここで，

そ の会 の ご く普 通 の ア ジェ ンダの 中か ら

短 く紹介 して みた い と、思い ます。

(1)ヘ ル シ ンキ ・フ ィ ンラ ン ドス テー

キ部 ミッチ リワー ド部，(2)ラ パ ス ・ボ リ

ビア ・ミラホ ー レス テー キ部 オ ラ ジェス

ワー ド部 ，(3)ブ エ ノ スア イ レ ス・アル ゼ

ンチ ン ・キル メ スス テー キ部 キル メ ス ・

オエ ス トワー ド部，(4)サ ンパ ウ ロ・ブラ

ジル北 ステー キ部 カ ンポ ・グ ラ シデ ワー

ド部 ，(5)ブ リスベー ン・オー ス トラ リア

ス テー キ部 ギ ン ピー ワー ド部 ，(6)ソ ウ

ル韓 国 カ ンソー ス テーキ部 ブ チ ョン ワー

ド部 ，(7)ボ ゴ タ ・コロ ン ビア ・ケ ネ ディ

ー ステー キ部 ケ ネ デ ィー 第1ワ ー ド部
，

(8)カ ラカ ス ・ベ ネ ズエ ラ ス テー キ部 カ

ウ リマエ ワー ド部 。 この ほか に も まだあ

りますが， これ ら はこの み業 が世 界各地

で進 展 して いる こ とを示 して い ます。

この よ うにす ば らし い ことが教会 のユ

輩

蟹 、

講

齪
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ニ ッ トの集会 場建 設 の ため に毎週 毎週 行

なわれ て いるの で す。

この神権 時代 に教会 が最 初 に建 てた の

はカー トラ ン ド神 殿 で すが， そ れか らま

だ151年 しか た って い ませ ん。何 とす ば ら

しい成 長 で はな いで しょう か。

この タバ ナクル の一 角 を 占め るテ ンプ

ル スク ウ ェアに つい て もい ろい ろ と考 え

るこ とが あ りま す。 テ ンプル ス ク ウェ ア

は， ア メ リカで も有 数 の観 光地 とな っ て

います。昨年 こ こを訪 れ た人 の数 は，260

万 にのぼ ります。 あ る週 に ここ を訪 れ た

人々 が残 した証 の中 か ら幾 つ か紹 介 した

いと，恩います。'

ミシガ ン州 か ら来 た長老 派教 会 の会 員。

「モ ル モ ンの イ エ ス ・キ リス トに対 す る

強 い信 仰 を見 させ て い ただ き ま した。」

カ リフ ォル ニ アの あ るキ リス ト教徒 か

ら。「テンブ ル スク ウ ェアは私 に とって大

変 な衝 撃 で した。 ぜ ひ もっ と勉 強 した い

と思 います。」

カ リフ ォルニ アか ら来 た バプ テ ス ト教

会 の牧 師。 「本 当 にす ば ら しい経 験 で し

た。 非常 に驚 さ ました。皆 さん の上 に神

の祝福 が ある よ うに。」

アル ゼ ンチ ンか らの観 光客 。「私 に は こ

の教 会 が必要 です。」

ウ ィス コ ンシ ン州 の ル ー テル教 会 の会

員 。 「人生 の 目的 を見失 って い まし たが，

モ ルモ ン経 を読 ん で心 に強 く感 ず る もの

が あ りました。」

オー ス トラ リアか らの訪 問者 。「キ リス

トの生涯 につ いて教 えて く だ さった ガ イ

ドの方 に感 謝 して い ます。」

イ リノイ州 か らの観光 客 。「シカ ゴに も

この教会 が ある と よいの です が。」

カナ ダか ら来 たバ プ テス ト教 会 の会 員 。

「テンプ ル ス クウ ェアで感 じた平安 を い

つ も心 の 中 に保 って い たい と思 い ます。」

英国 国教 会 の会 員。「私 は，この教会 の

会 員 に な りた いと思 い ます。 それ は可 能

な こ とで し ょうか。」

これ らは み な， 奇 跡 と呼 ぶ に値 する も

ので は ない で し ょうか。 つ いで に もうひ

とつ， 注 目に値 す るす ば ら しい こと につ

い て話 したい と思 い ます。 この7月 にイ

ギ リス に伝 道 が 開始 され て150周 年 を迎

え， 英 国諸 島 の教 会 員 は その記 念行事 を

行 な い ます 。英 国 への伝 道 もま た， 信仰

によ る行 な いの なせ る業 で した。1830年

当時， 末 日聖徒 はふ た つの場 所 に集合 し

て い まし た。 大半 の教 会員 は， カー トラ

ン ドとその周辺 に集 まって いました。 そ し

て も う ひ と つ は， カ ー トラ ン ドか ら約

1，200キ ロ離 れ た ミズー リ州 で した。当 時

は， 経 済的 に不 況 の時代 で， た くさん の

銀行 が倒 産 し， 多 くの 人々 が財産 を失 い

ま した。 カー トラ ン ドの教 会 も例外 で は

あ りませ んで した。 あ ら捜 しや悪 口 が教

会 に脅 威 を与 え てい た時代 で した。 この

よ うな状況 にあ った と きに， ジ ョセ フ ・

ス ミスが ヒーバ ー ・C・ キ ンボ ール に次

の よう に言 い ま した。「ヒー バー兄 弟 ，主

のみ た まが私 に さ さや き ました。 わが僕

ヒーバーを英 国に遣わ し， わが福音 を宣言

し， か の 国 に救 い の 門 戸 を開 か し め よ

と。」(オ ル ソ ン ・F・ ホ イ ッ トニー 「ヒ

ーバ ー ・C・ キ ンボー ル の生涯 」p .104)

この召 しは非 常 に重 要 な意義 を持 っ も

ので した。 だれ か ご く普通 の人 が ほかの

人 に対 して この よ うな命令 を下 す とい う

よ うな こ とが，信 じ られ るで し ょうか。

その 召 し を引 き受 ける とい う こ とは， 貧

しい家 族 をあ とに残 し， 自分 も一 銭 の金

も持 たず にニ ュー ヨー クヘ行 き， さ らに
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は大 西洋 を越 えて い くとい う こ とを意味

してい るので す。 また，辺 境 の地 で 学校

教 育 もろ くに受 けず に育 った人 が， 高 い
そな

教 育 と知性 を具 え た人 々が住 むイ ギ リス

の大都 市 へ行 くと い うこ となの で す。 ヒ

ーバ ー ・C・ キ ンボール もた め らいを感

じま した。 その よ うな数 々 の問題 が 彼 の

脳 裏 を よ ぎ りま した。 それ で も彼 は， 日

記 の 中 に こう書 いて い ます。

「こう した問題 につ いて考 えて みて も
，

自分 の責 任 を避 け る こと はで きな か った。

天 父 の み ここ ろを理解 す る と， どんな 困

難 が あ ろ うと も， その召 しに こた え よう

と いう気持 ち にな った。私 は神 が その全

能 の 力 を もって助 けて くだ さ り， 必要 な

力 をすべ て授 けて くだ さ ると信 じた。確

か に家 族 は私 にと って かけ が えの ない存

在 で， ほ とん ど無 一物 の状 態 で彼 らを あ

と にす るの は忍 び なか った。 しか し， キ

リス トの真 理 の教 え と福 音 は，何 に もま

して大 切 な もの であ っ た。」(「ヒー バー ・

C・ キ ンボ ール の生涯 」p.104)

7月 には この と きの こ とにつ い て数 多

くの こ とが語 られ る と思 い ます が， ジ ョ

セ フ ・ス ミ スか ら召 しを受 け た ヒー バ

ー ・C・ キ ンボ ール と6人 の同僚 が
， 家

をあ と に し， 陸地 を進 み， 海 を越 え， 英

国 諸 島 に力強 い み業 の基 を据 えた と言 う

だけ で十分 だ と思 います。 やが て福 音 は

イギ リスか ら ヨー ロ ッパ ヘ広 め られ， さ

ら には全世 界 へ広 め られ て い くよ うに な

った ので す。 これ らの こ とは，一体 何 を

示 して いるの で し ょうか。 それ は，神 の

み手 の偉 大 な現 われ で あ り， また，予 言

者 ジ ョセ フ ・ス ミスの力 強 い影響 力 の現

われ です。 彼 は聖典 の中 に語 られ たこ の

時 満 ち たる神権 時 代 を開 くよ うに召 さ れ，

聖 任 され た予 言者 で す。 今 も昔 と同 じよ

う に， 多 くの 人々 が彼 の あ ら捜 しに多 く

の時 間 を費 や し， ジ ョセ フ ・ス ミスが語
し
っ たと は まった く無縁 の事 柄 を もとに し

て，彼 を批 判 して いま。す 。

常 に成長 し，常 に力 を増 し加 えて きた

この み業 の基 を築 くた め に， ジ ョセフ ・

ス ミスと共 に働 い た人々 が い ますが ，彼

らの言葉 と比 べ て みた場合 ， この よ うな

批 評 家 た ちの言葉 に， どれ ほ どの真 実性

が ある ので しょ うか。こ こで，ジ ョセ フ ・

ス ミスを よ く知 り， 彼 と共 に働 き， 祈 り，

苦 しん だ人 々， また彼 が全能 者 に油 注 が
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れ た この時代 の予言 者 で あ るこ とを確 信

し， その ため に この世 的 な喜 びや富 を捨

て た人 々の証 をい くつ か紹介 した い と思

い ます。

，最 初 は，教 会 に入 る まで に2年 間福 音

を研 究 したブ リガム ・ヤ ン グの言葉 で す。

彼 は ジ ョセ フ ・ス ミスに つ いて次 の よ う

に言 って い ます。 「ジ ョセフ ・ス ミスを非

難 して よ しとされ る 人が あ るだ ろ うか。

私 は ほ か の だ れ に も ま して 彼 を知 っ て

いる。 彼 の両親 で さえ も私 ほ どは彼 の こ

とを知 らな いで あ ろう。 この地 上 に生 を

受 け て いる人 の 中で私 以上 に彼 の こ とを

知 って いる人 は いな い。私 は声 を大 に し

て こ う言 う。 イ エ ス ・キ リス トを除 い て

彼 ほ ど立 派 な人物 は存在 しなか っ た し，

これ か ら も存在 す る こと はな いで あ ろう。

私 は彼 の証 人で あ る。」(ブ リガム ・ヤ ン

グ 「ブ リガム ・ヤ ング説教 集 」p.459)

ジ ョン ・テ イ ラーは イ ギ リス出身 の才
そうめい

能 と学識 に恵 まれ た説教 師 で あ り， 聡 明

な人物 で あ った。彼 はこ う言 って い る。

「私 は長 年 にわ た って ジ ョセ フ ・ス ミス

と親 しく して きた。 一 緒 に旅 を し， 公 の

場 で も私 的 な場 で も共 に時 間 を過 ご し，

様 々 な集 会 に一 緒 に出 席 し，何 百 回 も彼

の公 開 説教 ， ま た個 人 的 に友 人や仲 間 に

与 え た助 言 な ど を聞 いて き た。 ・… 一私 は

彼 が カー セー ジの牢 獄 で顔 を黒 くぬ った

雛 灘
蹴
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残 忍 な暴徒 たち に殺 され た と きも， 生 き

て そ の場 に居合 わせ た。 その ときは私 自

身 も身 に傷 を受 け た。 こ の よ う に私 は

様 々 な状 況 の 中 で彼 を見 て きた。私 は神

と天使 と人の 前 に，彼 が善 良， 正 直， 高

潔 な 人物 で ある こ とを証 す る。 彼 は私 的

に も公 的 に も非 の打 ち ど ころの ない人物

で，神 の人 と して生 き，死 ん だので あ る。」

(エズ ラ ・C・ ダル ビー に よる引 用 『神

の予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス』1926年12月

12日 ， ソル トレー クに お ける話)

ウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フは教会 が

組織 され た3，4年 後 にバ プ テス マを受

けた人 で す。 彼 はカ ー トラン ドヘ行 き，

そ こで ジ ョセ フ ・ス ミスに会 いま した。

それ か ら ミズー リ州 まで彼 と共 に旅 を し

ま した。彼 の言 葉 を読 ん でみ まし ょう。

「私 た ち は千 数百 キロの 距離 を共 に旅

し ました。 その とき私 は神 とその予 言者

の結 びつ きが いか な る もの か を初 めて知

リました。私 は彼 が予言 者 で ある こ とを

完全 に理 解 しま した。示 現 を読 み，彼 が

受 け た啓 示 を読 ん で， それ らは地 上 の人

間 が考 え 出 した もので は な く，全 能 の神

の霊 感 に よ って与 え られ た もの であ る と

い う こと を悟 りま した。」(マ シア ス・F・

カ ウ リー 「ウ イル フ ォー ド・ウ ッ ドラフ」

p.610)

オル ソ ン ・プ ラ ッ トは聡 明 さ と鋭敏 な
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精神 を兼 ね備 え た人物 で したが， ジ ョセ

フ ・ス ミス につ いて この よ う に言 って い

ます。

「私 は1830年 に予言 者 ジ ョセ フ ・ス ミ

スを親 し く知 る ように な り， 以来 ， 彼 の

死 に至 る まで その関係 を続 けて きま した。

私 は非常 に恵 まれ て… …彼 の家 で ……寝

起 き し…… 公的 な教 師 と して だけ で な く，

ひ と りの市 民， また夫， 父 親 と して の彼

も よく知 る ことが で き ました。 私 は彼 が

家族 と共 に朝 夕熱心 に謙 遜 な祈 りを捧 げ

る姿 を 目に し， 彼 の 口か ら家族 ， 隣 入，

友人 を力 づ け励 ま し慰 め る永遠 の生命 の

言葉 が語 られ る の を聞 き ま した。 彼 が聖

霊 の霊 感 を受 け， か けが え のな い啓示 の

言葉 を語 り伝 える と きに は， その顔 は輝

いて いま した。 彼 が受 け たそ の啓示 は私

たち を導 くた め に今 では印刷 物 にな って

い ます。 …

私 は彼 が神 の人 で ある こ とを理解 して

い ました。 そ れ は私 の単 な る個 人 的 な考

えで はあ りませ ん。 天 か ら証 を受 け たの

です。」(エ ズラ ・C・ ダル ビー，p.14)

今 申 しあ げて きた の は， ジ ョセ フ ・ス

ミスに親 しく接 し， 彼 の ため な ら命 を も

捨 て よ う と思 って い た人 々の 賛辞 で す。

しか し，信仰 こそ違 え， ジ ョセ フ ・ス

ミスヘ の賛辞 を惜 し まなか っ た人々 もい

ま した。 その よ うな人物 の例 と して何度

もあ げ られ る のが， ニ ューイ ング ラ ン ド
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の聡 明 な人物 ジ ョサ イア ・ク イ ンシー で

す。 彼 は予言 者 が殉 教 す る43日 前 に ノー

ヴ ー を訪 れ， のち に はボ ス トンの傑 出 し

た市 長 とな った人 で す。 彼 は予 言者 ジ ョ

セ フ ・ス ミスにつ い て次 の よう に述 べて

い ます。

「経 済 的 に最 も貧 しい階 層 の 中 に生 ま

れ， 学校 教 育 もほ とん ど受 けず， きわ め

てあ りふ れ た名前 を持 つ この人物 は，39

歳 の年 齢 で， この世 に おい て きわめ て大

き な影響 力 を持 つ存在 と なっ たの であ る。

ス ミス とい う姓 を持 つ 人 は数 多 くい るが，

この ジ ョセフ ・ス ミスほ ど人 々の心 を捕

らえ，生 活 を変 えた人 は ほか に いな い。

そ れが 良 い もので あ るにせ よ， 悪 い もの

で あ る にせ よ， 彼 は今 も強 い影 響 力 を人

人 に与 えて い るので あ る。 その力 は人々

の 間 か らい まだ に消 えて い な い。」(ジ ョ

サ イア ・ク イ ンシー 「思 い 出 の人 々」p.

400)

この力 強 い予 言 者 を愛 したあ る人 は，

次 の よ うに述 べ てい る。

「自分 が唱 道 す る大 義 の ため に，命 を

捨 て る人 は， おの が正 直 さ と誠実 さを問

う最大 の試練 に こたえ るの で ある。 人 が

自分 の証 に命 を捧 げ る とき， 批判 者 は皆

口をつ ぐみ ， すべ ての声 はそ の犠 牲 者 の
いけ い

前 に畏敬 の 念 を も って 完黙 す る。」(エ ズ

ラ ・C・ ダル ビー，p.1)

彼 が全能 者 の 力 と霊 感 に よ って世 に 出

したモ ルモ ン経 だ け を取 って も，彼 の名

を歴 史 の 中に永 遠 に と どめ るに十 分 です。

神 の力 によ り， ジ ョセ フ ・ス ミスを通 し

て与 え られ たこ の驚 くべ き啓 示 の言葉 に

加 えて，私 たち は取 る に足 らな い批判 者
ワようが

の群 れ をは るか に凌駕 す る予 言者 が与 え

られ て いま す。

もう ひ と り， ジ ョセ フ ・ス ミスを一度

は裏 切 り， 苦 しめた ものの， の ち に彼 か

ら愛 と赦 しを受 け た人 の言葉 を読 んで み

ます。

「神 権 とみ さか えを もて

寺わ鍵 を氷遠 に彼 持 っ

古 き予 言者 と ともに
い

主 の王 国 に入 らん」

(ウ ィ リアム ・W・ フェル プ ス 「たた え

よ， 主 の召 した まい し」讃 美歌144番)

この み業 が人 か ら人 へ， 国か ら国 へ と

広 め られ て いく こ とに何 の不 思議 があ る

で し ょ うか。批 判 し，破 壊 しよ うとす る

人 々 を もの と もせ ず に， 力 にお いて も数

にお いて もこの み業 が成長 し， 影響 力 を

強 め てい る こ とに何 の不思 議 が あるで し

ょ うか。 これ は，神 ご自身 が予 言者 を通

して， 地上 に回復 された み業 な のです。

ジ ョセ フ ・ス ミス と共 に働 いた パ ー レ

ー ・P・ プ ラ ッ トは こう述 べて います
。

「彼 の働 きの結果 は
，永 遠 に続 き， ま

だ生 まれ て いな い無数 の 人 々が，神 の み

手 にあ って働 い た貴 い器 として彼 の名 を

尊 ぶ よ う にな るで あ ろう。 彼 は その短 い

生 涯 の間 に， 予 言者 ダニエ ルが， ほ かの

すべ ての 国 を打 ち破 って永 遠 に立 つ と言

っ た王国 の基 を据 えたの で ある。」(パ ー

レー ・P・ プ ラ ッ ト自叙伝 」p.46)

この話 の 冒頭 にも 申し ました が，私 は

このみ業 の成 長 に驚 嘆 して い ます。 しか

し，私 た ちが今 目に してい るの は， これ

か ら起 こ るは るか にす ば ら しい事 柄 に比

べれ ば， ご く小 さな ことな ので す。私 は

この こ とを聖 霊 の力 によ って証 します。

永遠 の父 なる神 と主 イエ ス ・キ リス トが

実在 し， 予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスとそ の

あ とを継 いだ予 言者 た ちが神 に召 され た

人 々で あ る こ とを証 します。 キ リス トの

み名 を受 け， キ リス トの み業 を進 めて い

る この教 会 が真 実 の教会 であ る こと をイ

エ ス ・キ リス トのみ名 によ って証 します。

アー メン。



私 の隣 り人 ，

私の兄弟たち
十二使徒定員会会員

デビッ ド・B・ヘイ ト

1
●

「夫婦の亘教師は多くの場合
，その成熟さや豊かな経験，洞察力，愛のゆえに

最も有力な亘教師の内に数えられるのです。またその愛のために不思議な万法

で扉が開けられるものです。」

い た レ ビ人 も， か たわ らを通 り過 ぎて い

き ま した。 イエ スの時代 の ユ ダヤ 人 に と

っ て， この た と えに現 われ る犠 牲者 に対

しての無 関心 さ は， 宗教 的 に認 め られ た

妥 当な行 動 だ った ので す。 彼 らの教 えは

こ うで す。 「異 邦 人 を殺 して は い け な い

が， た とえ異邦 人 が死 の危 険 に瀕 した と

きで も，助 け なけれ ばな らない という義 務

はなか った。それ は，彼 らに と って異邦 人

は隣 人 とは見 な され て いな か ったか らで

ある。」(ダ メロ ー 「聖 書注 解 」p.751)

これ に対 して サ マ リヤ人 は， ユ ダヤ人

「、懸 ・灘 灘灘1灘 麟雛!

に軽 べ つ されて い た に もかか わ らず，苦

しんで い るそ の人 を見 て，3っ の こ とを

し まし た。(1)そ の 人 に同情 を寄 せ，(2)

彼 に近づ い て傷 に 包帯 を巻 き，(3)彼 の

面倒 を みた ので す。(ル カ10：30-35参

照)

イエ ス は このた とえを話 した後， その

3人 の う ちだ れが こ の人 の隣人 で あ った

か を律法 学者 に問 われ ま した。 祭 司 だっ

たで し ょうか。 レ ビ人 だ った で し ょうか。

それ とも サマ リヤ 人 だ ったで しょうか。

律 法 学者 は明 白な答 えを せ ざる を得 ませ

んで した。「その 人 に慈 悲深 い行 いを した

人 です」 と彼 は答 え ま した。 それ に対 し

て救 い主 は，「あな た も行 って 同 じよ うに

しなさい」(ル カ10：37)と 言 われ たのです。

神 が私 た ちすべ ての 父 で あ り， お互 い

が 兄弟姉 妹 で あ る との永 遠 の真 理 を教 え

る うえで， これ ほ ど完壁 なた とえが あ る

で し ょうか。

私 の隣 り人， 私 の兄 弟 たち1そ れ こ

そ主， 救 い主 の教 えなの です。 私 た ちは

すべ ての 人 を 自分 の兄 弟 の よう に， また

隣 り人 を 自分 自身の よ うに考 えな けれ ば

な りませ ん。(教 義 と聖 約38：24参 照)

霊 感 に基づ いて世 界 中で行 なわ れ てい

る伝 道 活動 は， この真 理 を基 盤 と してい

ます。 す な わ ち， 回復 され た福 音 の栄光

あ る真 理 を，私 た ちの兄 弟姉妹 で ある隣

り人 と分 か ち合 う とい う こ となので す。

.鱗 一1
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あ
る と き， 律法 学者 は イエ スを試 み

て 「わ た しの隣 り人 とは だれ の こ

とです か」(ル カ10：29)と 尋 ね ま した。

その問 い は， ま さに私 た ち一 人一 人 が投

げか ける価値 の ある問 い です。

主 は期 待 に反 して，深 遠 な意 味 を持 つ

たと えで律 法学 者 に答 え られ ました。 よ

きサ マ リヤ人 の たと えが それ で す。

エ リコ に向 かお う と して いた旅 人 が，

不運 に も強 盗 の手 に落 ち ま した。彼 は略
ひ ん し

奪 され， 打 た れ，瀕 死 の状 態 で放 ってお

かれ ま した。

神 殿 に向 か って歩 いて いた祭 司は， 旅

人 に 目を くれ た だけ で去 って しまい ま し

た。 同 じよ うに， 当時祭 司の補 助 を して
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● 中央 若 い女 性 会 長 会(左 か ら ジ エイ ン ・B・マラ ン第 一 副 会 長 ， アー デ ス ・G・カ ツ プ会 長 ，

イ レイ ン ・L・ジ ャ ック 第二 副 会 長)
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初 期 の時代 以来 ， ジ ョセ フ ・ス ミスを

は じめ とする私 た ちの予 言者 は， すべ て
い ま し

の資格 あ る会 員 は証 を述 べ， 隣 り人 を警

め るよ う教 えて きま した。 多 くの神 権者

が，準備 ら しい こと をす る時間 な どほ と

ん どない よ うな状態 で 伝道 に召 され ま し

た。総 大会 の席 上 で，何 の予告 もな く 自

分 の名 前 が呼 ばれ るの を聞 いた人 もい ま

す。 に もか かわ らず何 千 もの 方が伝 道 の

召 しに応 じたので す。

ベ ンソ ン大 管長 は， お父 さん が教会 の

私書 箱Bか ら手紙 を受 けた ときの証 を し

て くださ い ました。私 書 箱Bの 手 紙 とは，

当時，大 管長 会 か らの伝 道 の召 レだ った

ので す。 ベ ンソ ン大 管長 の 父親 は妻 と子

供 を残 してそ の召 しに応 じ ました 。 その

お陰 で，彼 らの家族 は伝 道 の精 神 に恵 ま

れ， 多 くの人 に祝福 を もた ら しま した。

この私書 箱Bの 精神 を土 台 と した伝 道

の召 しは， 今 日すべ ての若 い男性 に与 え

られて い ます。彼 らは若 い ころか ら主 に

仕 え る準備 を して きて い ます。何 万 人 も

の若 人が チ ャ レンジ に こた えま した。奉

仕 の召 しであ る この私 書 箱Bの 精 神 は，

すべ ての若 い男 性 や召 しを果 た した い と

願 う献 身 的 な若 い女性 に注 がれ て き たの

み な らず， 年輩 の夫婦 に も届 いて い ます。

今 か ら11年 前 ， スペ ンサー ・W・ キ ン

ボー ル大 管長 は次 の よう に宣言 され ま し

た。

「宣 教 師 と して働 ける夫 婦 が何 百組 も

います。 皆 さんの よ うに年 輩 の方 々 で，

子供 も成 長 し，退 職 され， 自分 の資 金 で

伝 道 に出，福 音 を教 える こ との で きる夫

婦 です 。 そ うい う夫 婦 が た くさ んい るの

で す。 どう か監 督 の と ころへ行 って， 話

して みて くだい。皆 さん が なす べ きこ と

は， それ だけ です。そ して監 督 に，『もし

私 た ちで よ けれ ば，伝 道 に 出る準備 はで

きて い ます』と言 っ て くだ さい。そ うす れ

ば， 多分伝 道 に召 され る ことで しょ う。」

(エ ドワ ー ド ・L・ キ ン ボ ー ル 編 「ス

ペ ンサ ー ・W・キ ンボ ール の教 え 」p.551)

キ ンボ ール大 管長 が そ の呼 び かけ を行

な って以 来， その必 要性 はず っ と増 え続

けて い ます。今 日， 何 百 ど ころ か何 千 も

の よ く準 備 され た夫 婦 が必 要 な ので す。

幾 多の 経 験 を積 み， 信 仰 深 い夫 婦 の

方 々， この方 々 は 白髪 が混 じ り， しわ も

多少 は ある か も しれ ませ ん。 で もそれ は

円 熟 の象 徴 な ので す。仕 事 を退職 した も

の の， 隠 居 す る まで に はまだ数年 精 力的

に働 け る とい う方， 息 子 や娘 た ちは独 立

した生活 を営 んで お り，体 も健康 でい つ

か監 督 に 「私 た ちは準備 がで きて い ます。

主 が必要 と され る とこ ろで した ら， ど こ

へ で も参 ります」 と言 う 日を夢 見 てお ら

れ る方 々が数 多 くい ら っし ゃるは ずで す。

ホ リス ・カー ゼ イ兄 弟， 姉妹 も， そ の

例 に もれ ませ ん。彼 ら は家 を売 り， 小 さ

な農 場 を買 い， 農 場 の 中の家 を暖 か く快

適 に な るよ うに改装 しま した。畑 もきれ

い に して菜 園 を作 り ま した。「隠居 生活 に

入 る準備 を して い ま した。」カー セイ兄 弟

姉妹 は そ う語 って い ます。

、ヨ・た りは もと もとバ プ テス ト教 会 の会

員 で， この年 にな って宗 旨変 えをす る な

ど とは夢 に も思 って いませ んで した。 し

か し， 宣教 師や近 所 の家 族 のお陰 で， バ

プ テ スマ を受 け るこ とにな った ので す。

結 婚40年 目の記 念 日に， ふ た りは ア トラ

ンタ神 殿 で結 び固 め を受 け ました。 間 も

な く，彼 ら はス テー キ部 宣教 師 に， ま た

そ のあ とで専 任 宣教 師 として召 され ま し

た。
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宣教 師 訓練 セ ンター に着 い た、言・た りは

こ う話 して くれ ま した。

「私 た ちは
， ニ ワ トリと七 面 鳥， う さ

ぎは人 に あ げ， 子 馬 と犬 を2匹 息子 の と

ころ であ ずか っ て も らい ま した。 そ して

フ リーザ ー を空 に し，猫 を人 にあ げ， 窓

に板 を打 ち つけ， 小屋 を封鎖 し，全 部 の

スイ ッチ を切 り，10人 の孫 に お別 れの キ

スを して ここ に来 ま した。」何 とす ば ら し

い生 き方 で はあ りませ んか。

皆 さん の中 で，心 配 な方 や， 十分 な能

力 が ない ので は ない か と思 って ち ゅ うち

ょ してい らっ しゃる方 々 が あ りま した ら，

予言 者 の勧 告 に従 って，監 督 に相 談 して

み て くだ さい。 そ うす る ことで， 救 い主

で あ られ る主 の福音 を宣 べ伝 える霊感 あ

ふれ る伝 道 活動 の第一 歩 を踏 み 出 して ほ

しいの で す。

私 が学 んだ教 訓 の 中 に， 神 の子 で あ る

私 た ちの能 力 は，必 要 に応 じて増 し加 え

られ る とい うこ とが あ ります。 直 面 す る

いろ いろ な問題 に順 応 して い く私 た ちの

能力 を過 少 評価 して はい け ませ ん。 問題

が大 きい か らと いっ て， ま た複 雑 だ か ら

とい って恐 れ る必要 はあ りませ ん。 人間

の潜 在能 力 ほ ど偉 大 で， か つ十 分 開発 さ

れ て いな い資源 はこ の地上 には ない で し

ょう。

永 遠 の父 な る神 と御 子 イ エス ・キ リス

トにつ い て個 人 的 な知 識 を持 つ こ とに次

いで大切 なの は，学 び，問 題 を理解 し，

克服 す る と いう 自由 では な いで しょうか。

皆 さん の多 く は， 自分 自身 の持 つ能 力

に目覚 め て いな いの では な いで しょうか。

新 しい支 部 や活 発 な会 貝 の少 な い ワー ド

部 にお い て，皆 さん は強 い基 となる こ と

が で きま す。

若 い宣教 師 と同 じ方 法 で伝道 す る必 要

はあ りませ ん。 夫婦 の宣教 師 は 多 くの場

合 ， その成 熟 さや豊 かな経 験， 洞察 力 ，

愛 の ゆえ に最 も有 力 な宣教 師 の 内 に数 え

られ るの です。 また その愛 のた め に不 思

議 な方 法 で扉 が開 け られ る もの です。

あ る伝 道 部長 が， 忘 れ難 い夫婦 宣教 師

につ いて この よ うに証 して い ます。

「実 の と ころ
， レス リー長老 と姉 妹 が

初 めて来 られ た とき， うま くい くか ど う

か心 配 で した。 レス リー長 老 は太 り過 ぎ

てい ま した し， 補聴 器 を付 けて い ま した。

姉妹 のひ ざ には 人工 の骨 が入 って い ま し
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た。 で も， 彼 らはや さ しい雰 囲気 にあ ふ

れ， その情 熱 は すば ら しい もの で した。

ごく普通 の方 々で したが， 愛 に満 ち てお

られ ま した。

私 はふ た りを テネ シー州 の ジ ェー ム ズ

タ ウ ンに送 る よ うに との霊感 を受 け ま し

た。 そ こ には長 い 間，宣教 師 もな く苦 闘

してい る小 さ な支 部 が ひ とつ あ りま した。

この ふた りに街 頭伝 道 はで きな い こ と

はわ か って い ま した。 最初 の2，3週 間

の報告 には特 別 な こ とは記 され て い ませ

んで した。手紙 に は，『この地 の 人 と知 り

合 いにな っ てい る と ころで す』 と書 か れ

て い ま した。

その後2，3週 間 します と，今 度 は教

会 に出 席 して い る非教 会員 の ことが書 か

れ て い ま した。 最初 はふ た り， 次 に4人 ，

次 に7人 と その数 は増 し， つい に は一 時

に24人 の求 道者 が来 るほ どで した。間 も

な くバ プ テ スマ も始 ま りま した。 老若 を

問 わず， 彼 らほ どバプ テス マを 多 く施 し

た宣教 師 はほ か にあ りませ ん。

レス リー長 老 も姉妹 も， レ ッス ンプ ラ

ンにそ の ま ま添 って教 え る こと はで きな

か った と思 い ます。で もふ た りには，人 々

へ の愛 が脈 々 と流 れて い ま した。 ふ た り

は その小 さな町 に溶 け込 み， 友 愛 と奉仕 ，

理 解 に満 ちた心 で町 の 人々 の心 を勝 ち得

る こ とが で き たの です。

今 日， ジェ ーム ズ タウ ン支 部 には新 し

い建 物 が建 ち，100人以上 の会 員 が 出席 す

る まで にな りま した。 多 くの方 が，信 仰

と力 を この支 部 の ため に注 ぎ ま したが，

レス リー長 老 ，姉 妹 ほ ど大 き な， しか も

惜 しみ ない働 きを した人 は い ませ んで し

た。」

一己「覗 阜
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愛，奉 仕 ，思 いや り， これ らは心 か ら

自分 を愛 す る よう に隣 り人 を愛 する者 に
そな

具 わ った 資質 な ので す。

皆 さん は夫婦 と して幾年 月 も共 に過 ご

して こ られ た こと と思 い ます。 しか し，

そ こで は味 わ えなか った新 しい祝福 を伝

道地 で見 い だ され る ことで し ょう。 お、ζ・

た りで経験 した こ との ない ほ ど親密 に，

また熱 烈 に この報 い多 き業 に携 わ るので

す。 あな たの伴 侶 の心 の 内 に秘 め られた

新 しい一面 を も見 いだ す こと にな るで し

ょ う。 また一致 の精神 も深 ま り， 天 父 と
きずな

の絆 も強 ま る ことで しょ う。

皆 さん の隣 り人 は だれ で しょうか。 よ

きサ マ リヤ人 の よ うに，待 ち望 む人 に真

実 の福 音 をもた ら し， 思 い や りを示 し，
いや

話 に耳 を傾 け， 傷 を癒 し， そ して特別 な

方 法 で惜 しみな い愛 をすべ て の人 に示 す

ので す。

リン ・シ ョーク ロ フ ト兄 弟 ，姉妹 は，

エ ク ア ドルに着 い た とき に一種 の カル チ

ャー シ ョ ック に陥 り，2週 間 ほ ど は人々

と意 思 の疎通 を図 る こ とが あ ま りで きま

せ んで した。

そ して， 「1年 半 は何 と先 が長 い こ と

か」 と思 った そ うで す。

「私 た ちが見 た の は
， 若 い宣教 師 たち

なま

の生 の生 活 で した。 そ して最 初 に思 った

の は， 自分 た ちが一 人 前 の働 きが で きる

よう にな る まで は， せ め て この若 い宣教

師 た ちの面倒 をみ て あげ よ う とい うもの

で した。 私 た ち はク ッキーや シナモ ンロ

ー ル を作 るた めの鉄 板 や材料 の買 い 出 し

に出 ま した。棒 状 の チ ョコ レー トを買 っ

て きて， それ を小 さく切 って， チ ョコ レ

ー トチ ップ ク ッキー を作 りま した
。

澱 ・、雛難瀟
灘 灘

己騰 、
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宣教 師 か ら多 くを学 びま した。 彼 らが

私 たち よ り先 に言葉 を覚 え た こと も気 に

な りませ ん で した。彼 らが喜 ん で ク ッキ

ー を食べ る のを見 る だ けで
，私 た ちの努

力 は報 われ ま した。私 たち は彼 らが持 っ

て いな か った もの， そ う， 家庭 の雰 囲気

をか もし出 す ことが で きた ので す。

私 た ちは， 宣教 師 の ため にク ッキ ー を

焼 く以外 は何 も しな か った よ うに聞 こえ

るか もしれ ませ んが， そ うでは あ りま.せ

ん。 地元 の教会 指 導者 と共 に活発 化 の プ

ログ ラム に参加 した り，教 えた り，音 楽

や系 図，福 祉 の業 に も携 わ った ので す。

また， 宣教 師 や求道 者 の ため に毎週 オ

ープ ンハ ウス を開 き ました。 力 を合 わ せ
9

て働 きま した。

準備 の 日に は宣 教 師 が来 て ク ッキー や

シナモ ン ロール を作 った り，聖 典 にっ い

て話 した りしま した。 また， が っか りす

るよ うな こ とが あ る とよ く私 たち の とこ

ろに来 て話 を し ました。 本 当 に彼 ら を愛

して います。

若 い夫婦 に字 を教 えた り， 父親 が再 び

教会 に出席 す る よう にな って家族 に幸 せ

が戻 ったの を見 た りした と き，私 た ちは

鼻歌 ま じりで， 足 ど り も軽 く自分 た ちの

アパ ー トに戻 った もので した。本 を読 む

ことが で きる よ うにな っ た若 い母 親 が，

そ の喜 び を手 をた たい て表 わ した とき，

また この町 に召 され て いな か った ら， 多

分 この小 さ な赤 ん坊 は生命 を取 りとめて

いな か った だろ う と考 えた と き， これ ら

の経 験 の数 々 が伝 道 の一 時一 時 を実 りあ

る もの に して くれ た こ とがわ か った ので

す。

苦 しみ なが ら外 国語 を学 ぶ だ けの価値

が あ った で し ょうか。 はい，確 か にあ り

ま した。 若 い宣 教 師 と歩調 を合 わ せ て い

か な けれ ばな らな い と感 じた で し ょうか。

いい え。 私 た ち は 自分 な りの方 法 で奉仕

し ました。私 た ちは受 け入 れ られ た で し

ょう か。 本 当 に温 か く受 け入 れて くれ ま

した。」

シ ョー ク ロフ ト姉 妹 は， 夫婦 で伝 道 に

出 る人 は愛 や福 音 の証 とと もにお い しい

ク ッキー や シナモ ンロー ルの作 り方 を勉

強 す る こと を勧 め て い ます。 それ に うん

とた くさ んの愛 を もって 出る こ と も勧 め

て い ます。

これ らの宣教 師 は， 自分 自身 を犠 牲 に

して人 に手 を差 し伸 べ る とい う救 い主 の

教 えの 良 き模 範 な の です。 そ うす る こ と
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ささ

で，黄 金 の 時代 を伝 道 に捧 げ， 自分 自身

と家族 と教会 のた め に多 くの貢献 をす る

こ ととな った ので す。

2度 目，3度 目の伝 道 に出 られ る夫婦

宣教 師 もお られ ます。 また必要性 を悟 っ

て外 国語 の勉 強 を始 め られ た方 もお られ

ます。

数年 前 ， カ リフ ォル ニ ア州 の有名 な方

が私 とヘ イ ト姉妹 が ス コ ッ トラ ン ドに伝

道 に出 る こ とを知 って こうお っ し ゃいま

した。「私 は他 人 か ら真 に偉 大 な責任 を託

され る よ うな良 い 人生 を送 って こなか っ

たの が残 念 で す」 と。

人 間 の心 の奥底 に は， 何 か役 立 っ こと

を した い，本 当 に大 切 な もの に加 わ りた

い とい う気持 ちが あ る もので す。 人生 に

お いて， 毎 日の気 楽 で マ ンネ リ化 した生

活 か ら離 れ， 予 言者 の 召 しにこ たえ， 自

分 たち の霊 を高 め る と とも に他 人 を祝福

す るに ふ さわ しい霊 的状 態 に到達 す る と

きが あ る もの です。

それ がで きる教 会 の 夫婦 は すべ て，19

歳 の若 者 と同様， 伝 道 に出 るこ とを 目標

に掲 げ るべ きです。 子供 や孫 に と って，

円熟 した年代 に伝 道 に出 る ことほ ど良 い

模 範 は な いの では な いで し ょうか。

私 た ちの隣 り人 はだ れで しょ うか。天

父 の子 供 す べ てが隣 り人 なの です。福 音

を もた らし， 私 た ちの従 順 さと，愛 と奉

仕 を示 す こ とが で き るの は何 と大 きな祝

福 では ない で し ょうか。

監督 は祈 りの気 持 ちを も って可能性 の

あ る夫 婦 を検 討 してみ て くだ さ い。 主 は

二 一フ ァイ 人 に こう教 え られ ま した。「さ
なんじ

れ ば汝 らは わが名 に よ りて た えず御 父 に

祈 らざ るべ か らず。
しか

而 して， 汝 らが必 ず受 く と信 じて， わ

が名 に よ りて御 父 に乞 い求 む る もの は，

その正 当な る もの な る限 り， すべ て汝 ら

に与 え らる。」(III二一 フ ァイ18：19-20)

この よ う にすれ ば， み た まが どの よ うに

答 える かを示 して くだ さ い ます。

私 は， へ りくだ って隣 り人 に仕 える と

き に大 いな る喜 び と満 足感 が得 られ る こ

と を証 いた します。

この業 は神 が導 いて お られ る業 です。

神 は生 きて お られ ます。 イ エ スは神 の御

子 で す。 この証 を イエ ス ・キ リス トの み

名 を通 して いた します。 アー メ ン。



一致の祝福

七十人第一定員会会員

ヒュー ・W・ピノック

「一致があるところでは，すばらしいことが起こっています。一緒に働くと，

私たちは自分の取るに足 らない小さなことを忘れるものです。そ して組織や目

的のために奉仕することをいとわなくなります。」

主
が 宣言 された4つ の きわ め て重大

な戒 めが あ ります。非 常 に影響 力

が大 き いた めに， その前 には 日常 の ささ

いな事 柄 が無 意味 に見 えて き ます。

主 の教 えの 中か ら それ を引用 して み ま

しょ う。 「『心 をつ く し， 精神 を つ く し，

思 いを つ く して， 主 な る あな たの神 を愛

せ よ。』

これが いちば ん大切 な， 第一 の い ま し

めで あ る。

第二 も これ と同様 で あ る，『自分 を愛 す

るよ うにあ なた の隣 り人 を愛せ よ。』」(マ

タイ22：37-39)

で は第3の 戒 め とは何 で しょ うか。「も

しあ なた が たが わ た しを愛 す るな らば，

わ た しの い ま しめ を守 る べ きで あ る。」

(ヨハネ14：15)

そ して 第4の 戒 め とは，「も しひ とつ と

なんじ

な らずば，汝 らは わが もの にあ らず」(教

義 と聖約38：27)で す。

この 第4の 戒 め で あ る， 一致 にっ いて

お話 し した いと思 い ます。

私 たち は まず次 の よ うに問 うて み な け

れ ば な りませ ん。「家 族 は ひ とっ とな って

いる だろ うか。 家庭 の 中 に真 の平安 が あ

るだ ろ うか。」

あ る遠 くの町 に住 む ひ と りの男性 が ，

生計 を立 て， 家 族 を養 い， さら に教 会 の

召 しを果 たそ う と悪 戦苦 闘 して い ました。

そ れで も借 金 はか さむ一 方 で， 家族 は不

満 だ らけ， お まけ に子供 た ちも好 まし く

な い行 な いが 目だ つ よ うにな リ，家 族 は

み なば らば らの方 向 を向 いて い る有様 で
う あ

した。仕 事 も突 然解 雇 の憂 き目に遭 い，

精 神 的苦 痛 は募 る ばか りで した。

ど うに も算 段 が つか ず思案 に暮 れて い

る と ころへ， 父親 の挫折 感 や苦悩 を感 じ
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取 っ てい た10代 の娘 が 言 っ たので す。「お

父 さん， 家族 で す もの，何 で もで きる じ

ゃな いの 。 さあ， 一緒 に働 き ま しょう よ。

放 課後 な ら私 に もいい仕事 があ る し， ビ

ル も新 聞 配達 の 口が見 つ か った の よ。 そ

れ に， そろ そろ地下 室 の貯 蔵 食品 に手 を

つ け て もい いこ ろ じゃな いか し ら。」

や がて家 族全 員 に一 致 の精神 が伝 わ り，

力 を合 わ せ て努 力 し始 め ました。 時間 を

かけ て家族 が互 い に支 え合 う ように なる

と， 事 態 は好転 して い き ました。

リーハ イが そ の生 涯 を閉 じる にあ た り，

愛 す る者 た ちを 自分 の周 りに呼 び寄 せ た

こ とを覚 えて い らっ しゃる こ とと思 い ま

す。 みず か らも 多 くの 試 しに遭 って きた

この 愛深 き家長 が家 族 に願 っ た ことは，

住 み慣 れ た故郷 を離 れて， は るかか なた

の新世 界 へ の旅 立 ちで した。 そ こで彼 ら

が遭遇 した もの は，厳 しい環境 と危険 ，

そ して不 和 で した。 リー ハ イは家族 に次

の よ うに語 って い ます。

「さて私 が お前 た ちの ことを思 うて喜
うれ

び に満 ち， 悲 しみ憂 いて墓 の中 に入 る こ

とな くお前 た ちのた め に喜 び楽 しんで こ
ちり

の世 を去 る よ う， わ が息 子 たち よ， 塵 の

中か ら立 ち上 って… … そ して精 神 を ひと

つに し心 を ひ とつ に して決 心 を固め あ ら

ゆる事 に一 致結 束 せ よ。 これ はお前 たち

が 束 縛 の 身 の 上 に な ら な い た め で あ

(る。)」(II二 一 ファ イ1：21)

家 族 を愛 して や まな い父親 と して は，

彼 らが繁栄 する ため に は一 致 しなけれ ば

な らな い ことを承知 して い たの です。

さて私 た ちは隣 り人 と一 致 してい るで
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●七十人第一定員会会員

し ょうか。 あ なたの住 む地域 は， あな た

が住 ん で いる こと によ って平安 を増 して

い ます か。

モ ンタ ナ州 南西 部 に， ふ た りの牧場 主

が隣 り合 って住 ん で いま した。 ふ たつ の

牧 場 を仕 切 って いる さび た有刺鉄 線 が正

確 な境 界線 にはな って い ない とお互 いに

思 って いたの で， このふ た りは いが み合

って い ま した。 互 い に相 手 が 自分 の土 地

に侵入 して いる と思 い込 んで い ま した。

郡 の役 所 で も不 動産 の記録 が は っ き りし

な いので す。

ふた りは、壱、子 同士 が遊 ぶ こ と も禁 じま

した。 争 い は 日に 日に激 しくな り，何 年

に もわ た るのの し りや脅 迫 の応酬 が続 い

た揚 げ句 ，一 方 の牧場 主 が 自分 に言 い聞

かせ るよ うにつ 、3ぐやき ま した。「もうた く

さん だ。」自分 の土地 か ら田舎 道 を抜 け て

郡道 へ 出 る と， さらに そ こか ら大 通 りを

隣 の土 地 まで車 を走 らせ ま した。

「何 の用 だ ね。」敵 が聞 きま した。

「さあ
， お宅 の雇 い人 と息子 たち を連

れ て来 て くれ な いか。 うちの方 も連 れ て

来 るこ とにす る か ら。 そう した ら， お宅

の好 きな場 所 に へ いを設 け よ う。 今 まで

の よ うな ことは も うた くさ んだ。私 は友

達 にな りた い と思 って い るん だ よ。」

や せ た隣 人の表 情 が和 らぎ，互 いの ほ

お に涙 が伝 わ って い きま した。隣 人 の返

事 は こうで した。「さて，バー ジニ ア市 ま

で車 を走 らせて ，現 在 の へいが 我 々の 正

しい境 界線 を示 して いる と記録 して こ よ

う じゃな いか。」

、ζ・た りは その とお りに しま した。 そ し

て問題 も解 決 しま した。 どう してな の で

しょう。一 方 が隣 の家 族 とひ とつ にな り

た い と思 ったか らで す。

こ こか らあ ま り遠 くない地 域 で も深刻

な問題 があ りま したが， 隣 人 た ちが心 を

ひとつ に した お陰 で，事 が 重大 にな る前

に解 決 で き まし た。 若 く美 しい女性 が ス

テー キ部 大 会 で事 の次 第 を話 して くれ ま

した。「私 は ニ ュー ヨー クか ら来 た改宗 者

です。 両親 は子供 た ちが永 遠 の結婚 をす

る こ とを願 って い ま したが， 私 た ちの い

た小 さな支 部 には，結 婚相 手 にな る よう

な教 会員 はい ませ んで した。 そ こで我 が

家 は ユタ州 へ引 っ越 して きた ので す。

やが て私 は夫 とな る人 を見 つ け ま した。

彼 は その地 方 の オー トバ イ ・クラブ の会

長 を して いて， 黒皮 の ジ ャンパ ー にオー

トバ イ用 の ブー ツ をは いて い るよ うな人

で した。私 た ちは オー トバ イの相 乗 りも

しま した。 そ れ は母 が望 む よ うな結 婚 で

はあ りませ ん で したが， その ころ には私

は も う教 会 か ら心 が 離 れ て い た の で

す。」

その後 どうな ったで しょうか。「私 た ち

は新 しい家 に引 っ越 し ました。 そこへ は

友 達 が よ く集 まって き ました。私 た ちの

せ いで， ご近所 が ひど く不愉 快 な思 い で

もして いる ので は ないか と， 私 な りに心

配 も しま した。私 たちが ぶ らぶ らしてい

る と， とう とう隣 人 の ひと りが子 供 を連

れ て我 が家 にや って来 ま した。

それ で隣 人 た ちは どう したと思 い ます

か。我 が家 には芝刈 り機 が ないの で，彼

らは芝 を刈 って片 づけ て くれ ま した。病

気 の ときに は花 を持 って きて くれ た り，

食物 を届 け て くれた こ ともたび た びで し

た。我 が家 の幼 い娘 は子供 た ちの遊 び に

仲 間 入 りさせて もらい， お誕生 日に皆 さ

ん をお招 き した こ ともあ りました 。」

彼 女 と夫 が隣 人た ち にお礼 を言 お うと

す る と，彼 らの返 事 は こうで した。「いや

あ， 私 た ちは皆， 好 きで助 け合 って いる

んで すか ら。」、忌・た りは愛 と一致 のあ る隣

人 た ちか ら快 く迎 え られ た こ とを感 じ取

りま した。

彼 女 の話 は さ ら に続 き ま す。「10カ月

後， 私 た ち は黒 皮 の ジャ ンパー とオー ト
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バ イ用 の ブー ツ を，神 殿 の 白い衣 と靴 に

換 え ま した。聖 壇 に向 かい合 って ひざ ま

ず き，部 屋 を見回 す と そこ には あ の隣 人

たち の姿が あ りま した。我 が 家 の芝 を刈

って くれ た り， 私 た ちの た め にい ろい ろ

と心 を尽 く して くれ た人 々 です。」

彼 らは本 当 に ひ とつ とな って い ま した。

彼女 は近 所 づ き合 い の中 に も， そ して ワ

ー ド部 に もす ば ら しい一体 感 が あ った こ

とを報告 して くれ ました。 それ は決 して

一時 的 な もの で はあ りませ ん で した
。

バ スケ ッ トボー ルや フ ッ トボー ル， あ

る い はサ ッカ ーの試合 で も， チー ム に完

全 な一体 感 が みな ぎ り，5人 な い しは11

人 の選 手 が一 丸 とな って い る光 景 を目 に

す る こ とが よくあ ります。 こん な とき は，

間違 い な く急 に試合 の流 れ が変 わ って し
よ

まう もので す。事 実 ， チー ム ワー クの善
あ

し悪 しを見 れ ば， どち らの チ ーム が勝 つ

か わか ります。

この一 致 に よる祝福 は，至 る所 で見受

け られ ます。 私 は まだ20代 の こ ろに監督

に召 され ま した。 私 は未 熟 で しか も経験

不 足 で した。 そ こで私 よ り も知 識 も経験

も豊 富 な年上 の方 を， 副 監督 と して、ζ・た

り選 び ま した。彼 らは どう した と思 い ま

す か。 み業 を成 し遂 げ る ため に心 を ひ と

つ に しま した。私 た ちが共 に働 いた5年

間 は， すば らしい奉仕 の時 で した。 それ

霧
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は彼 らが一 致 して王 国 のた め に働 く こと

を望 み， しか もそれ に ふ さわ し く物事 を

よ くわ きま えて いた か らです。

伝 道部 や ワー ド部 ， ステー キ部 の 中で

も， 若 い女 性 や 日曜学校 の クラ スに一 致

が あ る とこ ろで は， すば ら しい こ とが起

こっ て います。 一 緒 に働 く と，私 た ち は

自分 の取 る に足 らな い小 さ なこ とを忘 れ

る もので す。 そ して組 織 や 目的 の た め に

奉仕 す るこ とを い とわ な くな ります。

総 大会 で スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル

大管 長 が， ふ た りの忠実 な副 管長 と， も

うひ と りのお元 気 な副管 長 にや さ しく支

え られ な が ら席 に着 か れ た姿 は，私 たち

の記 憶 に まだ新 しい と ころで す。現 在 と

同様 に， 当時 の大管 長 会 もその大切 な在

任期 間 を， ひ とつ とな って働 かれ た ので

した。 皆 さ んが それ ぞれ の職 に お いて ひ

とつ であ る よ うに，教 会 の使命 を遂 行 す

る と きに も，私 た ちは一体 とな るの で す。

その使 命 とは， 福 音 を宣 言 し，聖 徒 た ち

を完成 に至 らせ， この世 を去 った人 々 を

救 う ことで す。 しか し私 た ち は本 当 に心

を ひ とつ に して， 私 た ちの知 って い る人

人の生 活 に， これ らの永 遠 の祝 福 を もた

らして い るで し ょうか。

ア イダ ホでの特 別 な 出来事 は今 で も忘

れ られ ませ ん。 それ は春 も まだ浅 い ころ

の こ とで した。 あ る ステー キ部 長 か ら電
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話 が か か って きたの で す。 彼 は 「ぜ ひ こ

ち らへ来 て， 見 て いだ た きたい こ とがあ

るの です が」 と言 いま した。 そ こで私 は

南 アイ ダホヘ 車 を走 らせ ま した。 ステー

キ部 長 は私 を数 マイル離 れ た貯 水 池へ連

れ て行 きま した。近 くに小 さな町 が点在

して い ると ころで した。 ダム はほ とん ど

満 水 状 態 で， 今 に もあ.ζ・れ そ うに なっ て

い ま した。 そ こで ス テー キ部 長 は言 い ま

した。「今 年 は洪水 にな りそ うだな どと考

えて い る人 は ほ とん どい ませ ん。 貯水 池

を下 っ た谷 あ いで のん び り と暮 らして い

るの です。 水 路 を作 っ て余分 な水 が貯 水

池 か ら流 れ る よ う に しな い と， どん な

こ とになるかよくわかっていないのです。」

この ステー キ部長 は少年 の ころか らず

っ とこの辺 りの山 を歩 き回 って きた ので，

こん な季 節 に大 量 の残雪 があ って ，貯水

池 の水 か さが これ ほ ど増 して い るの を見

た ことが な い と言 うの です。 彼 は 自分 が

何 を すれ ば よい かわ か ってい ま した。 そ

して私 か ら彼 に言 え る ことは これ だけ で

した。「正 しい と思 うこ とをや って くだ さ

い。 あな たが しな けれ ば と判断 したこ と

を行 な っ て くだ さい。」

数 週 間後 に そ こを訪 れ た私 は， 巨大 な

土 木 機械 が 同 じ動 作 を繰 り返 しなが ら水

路 を掘 って い るの を 目に し ま した。大 人

も子供 も手 に シ ャベル を握 り，共 に力 を

合 わ せ て働 いて い ま した。数 日で約37キ

ロ に も及 ぶ溝 が掘 られ る とい う奇 跡 が ま

さ に起 こ ろう と してい ま した。水 害 にあ

っ た農 地 もい くつか あ りま したが， 大部

分 は無事 で した。 どの よ うに して， ま た

なぜ それ が で きたの で しょうか。 それ は

勇気 あ る人々 が一 致 団結 して， なす べ き

こ とを行 な った か らで す。少 人数 で は決

して な し得 なか った こ とで す。 しか しス

テー キ部 長 の 陣頭 指揮 に よる一致 の精神

で， 州 の 軍隊 や各建 設 会社(支 払 いが ど

う して 行 な わ れ たか 見 当 もつ き ませ ん

が)，ある い は近 隣 や遠 方 の人 々か ら貴 重

な道 具 が貸 与 され， 谷 あ いの土 地 が守 ら

れ た ので す。 それ は ま さ しく， 一致 が も

た らした末 日の奇跡 で した。

と ころ で数 週 間前 に， 私 は著 名 な ビ ジ

ネ ス界 の リー ダー で あ り， キ リス ト教 の

教 師 で も ある ひ と りの 人物 とニ ュー ヨー

クで話 す機 会 が あ りま した。 彼 は お よそ

220に も及 ぶ キ リス ト教 各教 派 の ま と め
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役 と して， 精力 的 に働 いて い ま した。 彼

は末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の す ば

らし さを飽 きる こ とな く話 して い ま した

が，特 に教 会員 の献 身 と確 固た る信仰 に

触れ な が ら， そのす ば ら しさ をい くつ も

数 え あげて い ま した。

彼 の意 見 は こ うで した。「末 日聖 徒 イ エ

ス ・キ リス ト教会 の特 筆 す べ き特 徴 は，

あな たが たが一 致 して業 をな す こと にあ

る ようで す。 同 じ方 向 を見 つ め， ひ たす

ら主 の望 まれ る こ とをな そ うと ひ とつ と

な ってい る こ とです。 同 じ教 義 を学 び，

指 導者 に従 い， そ してひ と つに結 ばれ て

いる ことで す。」

これ は私 に とって貴 重 な教 訓 で した。

彼 の意見 は私 も十分 承 知 してい たつ も り

で すが， だ れ よ りも他 教 派 の教 会 と接 触

の 多 い人物 か らそれ を聞 か され る と， 私

たちの絆 の 強 さ と一致 の 力 を改 めて 意味

深 い もの と して実 感 したの です。

私 たちの 際立 った特 徴 の ひ とつ に，一

致 に向 け て努 力 す る ことが あ げ られ ます。

私 た ちは指 導者 を支 持 し， そ の勧 告 や指

示 に従 い ます。 なぜ 一致 す べ き かと い う

こ とにつ いて は様 々 な理 由 が あ げ られ ま

す。 しか し， そ の中 で最 も重要 なの は，

ひ とつ とな るよ うに求 め られ て いる とい

う点 だ と思 い ます。 主 は教 義 と聖約 の中

で教会 員 に， ご自身 のみ言 葉 とひ とつ と

な るた め に集合 せ よ と求 めて お られ ます。

(教義 と聖 約41：2参 照)ジ ョセ フ ・ス

ミス は安 定 した統 治 にっ い て触 れ，「一 致

は力 な り」.(「教会 歴 史 」6：198)と 言 い ま

した。 ま さに一致 が教 会 と家 庭 に力 を増

、、灘麓 鞭 耀

構

し加 えて いる ので す。

こ こで再 び， モル モ ン経 の 中 で救 い主

が ほ かの羊 に 向 かっ て話 して お られ る箇

所 を開 け てみ ま し ょう。 イエ ス は西 半球

の 人々 と共 に祈 って言 わ れ ま した。「さて

父 よ， わ れは こ の弟 子 た ちの た めに祈 る。

また かれ らの言 葉 を信 ず るす べ ての者 の

ため に も祈 る。」(III二 一 フ ァイ19：23)

主 は そ こに集 め られ た信 者 と宣 教 師 のみ

な らず， 教 えを聞 くであ ろ う人 々の ため

に も祈 って い らっ し ゃい ます。「そ はこれ

らの者 が われ を信 じて父 がわ れ に い ます

が如 くこれ らの者 が われ に在 り， わ れ ら

が一 つ とな らん ため な リ。」(III二 一 フ ァ

ィ19：23)

さ らにイエ スは古代 ア メ リカの人 々の

前 に立 って，祈 られ ま した。「父 よ，われ

は世 のた め に祈 らず， ただ その信 仰 の厚

き故 に父 が世 の 中 よ り選 び出 してわ れ に

加 えた まえ る者共 の た めに祈 り， かれ ら

が われ に よ りて清 め られん こ と と， また

父 がわ れ にい ます如 くわれ もかれ らに在

りて かれ ら と一 つ に な り， か れ らに よ り

て わ が栄光 を示 さん こ とをね が う。」(m

二一 フ ァイ19129)そ して この イエ スこ

そ， 旧約聖 書 の 中で エ ホバ として，次 の

ような霊 感 あ、言・れ るみ言葉 を述 べ た その

お方 なので す。「見 よ，兄 弟 が和 合 して 共

にお るの は いか に麗 し く楽 しい こ とで あ

ろ う。」(詩 篇133：1)

私 た ちは どの よ うに イエ スの栄 光 を讃

美 した ら よいで しょ うか。 またそ の貝費い

に どの よ う に感 謝 すれ ば よい で し ょうか。

儀 式 と誓約 に対 して どれ ほ ど感 謝 の意 を
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表 わす こ とが で きるで しょうか。 そ れ は

ま さに神 を愛 し， 隣 り人 を愛 し， 戒 め に

忠 実 に生 きる こと， そ してひ とつ とな る

こ とに よって で きるので す。主 の教 えに

心 を向 け ま し ょう。 まこ とにパ ウロが，

「主 は一 っ，信 仰 は一 つ，バ プ テス マは

一 つ」(エ ペ ソ4：5)と 教 えた よ うに，

私 たち も主 や周囲 の人 々 とひ とつ にな り

ま す。 また私 たちの指 導者 として召 され

た方 々 に， つ ぶや かず に従 い ます。私 た

ち が その指示 を実 践 す るこ とで， 指 導者

は私 たち の忠実 さを知 るので すか ら。

兄弟姉 妹 の皆 さんが， この偉 大 な るみ

業 にあ って ひ とつ とな られ ます よ うに。

ま だ教 会員 でな い方 々が心 を開 いて理解

で きる よ う， 愛 と思 いや りの心 で彼 ら と

交 わ りま し ょ う。 ま た群 れ か ら離 れ た

方 々 を見 いだ して，彼 らが再 び戻 って私

たち と共 に ひとつ とな れる よう，助 け ま

し ょう。 この一 致 と， また その一致 を心

か ら望 む ことに よっ て，私 た ちの生活 に

平 安 と力 とが増 し加 え られ るこ とを， 子

供 た ちが実際 に 目で 見て感 じ取 る こ とが

で き るよ う祈 る もの で す。

兄 弟姉 妹 の皆 さん，共 に働 け るこ と を

心 か ら感謝 して います。 そ して私 た ち を

導 くため に召 され て いる予 言者 や指導 者

に一致 して従 うこ とで， この時代 が抱 え

る社 会問題 や経 済的 な危機 を， 一人一 人

が解 決 で きる よ うお祈 りい た します。家

族 や隣 人， 団体 や組織 が不 一 致 に よって

もた らされる苦 しみや問題 を避 け るこ と

がで きるよ う， 腰 い主 イエ ス ・キ リス ト

のみ名 に よって祈 ります。 ア ー メ ン。
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「私 はもう大人 よ」

十二使徒定員会会員

マー ビン ・J・アシュ トン

「自分を裁くのはあらゆる面で非常に危険なことです。自分が今どこにいるか

よりも，自分がどの万向に進んでいるかの万がはるかに大切なことは事実で

す。」

数
週 間前 ，教 会 で 重要 な地 位 に あ る

人 か ら特 別 な依頼 を受 け ま した。

「友達 の家族 なん で すが， 両親 と テ ィー

ンエ ー ジ ャー の娘 が話 し合 いを始 め る の

で立 ち合 って もらえ ませ ん か」 と い うの

で した。

私 た ち4人 が話 し始 めて す ぐにわ か っ

たの は， コ ミュニ ケー シ ョ ンの チ ャ ンネ

ルが， 偏 見 やお どし， 批判 ， 憎 しみ な ど

で、ζ、さがれ て し まって い る ことで した。

言葉 の嵐 が激 し くな り，私 は聞 き手 は 自

分 だけ で ある こ とに気 づ き ま した。 彼 ら

は個 人 と して また全体 として， 私 が相 談

役， 判士 ，仲 裁 者， 審 判 と なる こ とに同

意 を した もの の，気 が つ いて み る と， 私

は話 を聞 いて くれ る機 会 が や って来 な い

か と辛 抱強 く待 って いた の です。 熱気 を

帯 び た，感 情 的 な 口論 の最 中 に， テ ィー

ンエ ー ジ ャーの女 の子 が憎 しみ を次 の よ

うに繰 り返 し表現 し ました。「そん な話 し

方 を して ほ しくな いわ。 私 は も う大 人 よ。

そん な、ζ・うに私 を扱 わな いで。 私 は もう

大 人 よ。私 の 人生 を支 配 す る こと は もう

で きな いわ。私 は もう大 人 よ。」

「私 は もう大 人 よ」 と彼 女 が言 うた び

に， 私 は身が す くむ よ うな思 い で した。

定義 か ら言 えば， 大 人 とは， 成 熟の年 代

に達 した成 人 の こ とです。

人 が ある年齢 に達 した とき， その 人が

法 的 に成 人 と して見 な され る こと は事 実

です。 しか し， き ょ うこ こで私 た ちが話

して い る大人 とは，行 動 お よび態 度 の う

えで成 人 で あ ると い うこ とです。

だれ か に対 して その人 が大 人 で ある と

宣言 す る権 利 や責 任 が だれ に あるの か は，

私 に はは っき りわ か りませ んが， 往 々 に

して ， そ うす るう えで最 も資格 に欠 け る

の は， 自分 が大 人 であ る と宣 言 す る人 自

身で あ る こと は確 かで す。 もし も大 人 に

な って い た ら， 自分 で それ を表 明 す る必

要 はあ りません 。 その人 の振 る舞 い こそ，

そ の人 の真 の成 熟度 を示 す もの で す。態

度 に関 す る限 り，大 人 で ある とい う こと

は， 年齢 や しわ ， あ るい は白髪 とと もに

や って来 る もの で はあ りませ ん。大 人 と

しての振 る舞 いは ひ とつの過 程 で あ る と

言 って も過言 で は な いで し ょう。 それ は，

自己修 養 ， 自立， たゆ まぬ努 力 に よ って

は ぐ くまれ る もの だか らで す。

テ ィー ンエー ジャー の女 の子 が 「私 は

もう大人 よ」 と言 う言葉 にあ ま り感 心 は

しなか っ た もの の， 公平 に見 て彼 女 の方

が その部 屋 に いる ほか の人 よ り大人 で あ

る と思 われ る こ とが とき ど きあ りま した。

年長 の人 が， 議論 の決着 をつ ける ため に，

「自分 の方 が年上 なん だか ら」 とい う言

葉 を使 うの を耳 に しますが， それ はあ ま

り効 果的 で あ る とは言 え ませ ん。年 齢 の

聖徒の道/1987年7月 号

相違 を主 張 す る よ りも， 親 として の振 る

舞 い を通 して， 愛 や尊 敬 を得 る ことの方

が よ ほ ど優 れ て います。

全世 界の若 い男性 お よ び女 性 の皆 さん，

皆 さ んは ご両親 共 々， 自分 が大 人 であ る

こ とを発 表 した り宣 言 した りする必要 は

あ りませ ん。 それ は信仰 と働 きに よ って

示 され る もの です。 あな たの結 ぶ実 に よ

って明 らか にな り， そ う呼 ば れる ので す。

口ぎ たな い 口論 や， 感 情的 な態度 ， 人 を

見下 し傷 つ け る批判 ， 意味 の ない反論 ，

無 礼 は何g得 に もな りませ ん。 自分 を滅

ぽす ような つ ま らな い悪 意， 反抗 ，報 復

な どは やめ て， よ い羊飼 いに よ って示 さ

れ た安 全 な道 に戻 ろ うで はあ りませ ん か。

口論 をや める には 勇気 が い り ます。 し

か し， 成 熟 さが定 着 す る と， 生 き方 も大

人の生 き方 にな るの です。「すべ ての無 慈

悲 ，憤 り，怒 り，、騒 ぎ， そ し り， また，

い っ さいの悪 意 を捨 て去 りなさ い。

互 い に情深 く， あ われ み深 い者 と な り，

神 が キ リス トにあ って あな たがた を ゆる

して下 さ った よ うに， あな たが たも互 に

、難i一 鰯

鞍 鍵顛「
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雛

離、

● 「わ た しは神 の 子 」を タ バナ クル 合 唱 団 と共 に歌 う会衆 を指 揮 す る

ジ ェロ ル ド・D・オ タ リー 兄第

ゆ る し合 いな さい。」(エペ ソ4：31-32)

多 くの年 長者 が， 本 当の 意味 で大 人 に な

るこ とな く人 生 を過 ご して い る という の

は， 驚 くべ き こ とで す。

私 は長 年 にわ た り， イエ ス ・キ リス ト

が ピラ トの前 に立 って い る姿 を心 の中 で

はっ き りと描 いて い ま した。 イエ ス をあ

方
一

ざ け り， とがめ る怒 り狂 った群 衆 の前 に

イエ スが立 つ と， ピ ラ トはイエ スに答 え

させ ，報 復 させ よう と しま した。 ピラ ト

はイエ スに 自分 が王 で あ る と言 わせ よう

と しま した。 しか し， イエ スは沈黙 を守

りま した。 そ の生涯 こそ が説教 だっ たか

らで す。 イエ ス は完 全 な お方 で あ り， 天
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父の尊 い独 り子 で した。 イエ スが大 人 で

あ る ことは， そ れが おの ず と物 語 って い

ます。

「イエ スは総 督 の前 に立 たれ た
。 す る

と総 督 はイエ スに尋 ねて言 った，『あ なた

がユ ダヤ 人の 王 であ るか。』イエ スは 『そ

の とお りで あ る』 と言 わ れた。

しか し，祭 司長 ，長 老 た ちが訴 えて い

る間， イエ スは ひξ言 もお答 え にな らな

か った。

す る と ピラ トは言 った，『あ んな に まで

次 々に， あ なた に不 利 な証 言 を立て て い

るの が， あ なた に は聞え ないの か。』

しか し， 総督 が非常 に不、思議 に思 った

ほ どに， イ エ スは何 を言わ れて も， ひ と

言 もお答 え に な らな か っ た。」(マ タ イ

27：11-14〉

教 会 にお いて成 熟 した態度 を養 う機 会

は数 多 くあ ります。先 日も， チ ャー ミン

グな テ ィー ンエ ー ジ ャーが若 い女 性 の教

師 に次 の ような 多大 な賛 辞 を贈 るの を聞

き ま した。「彼女 の模 範 や レ ッス ンを通 し

て， 身 ぎれ いに す るこ との大切 さを学 び

ま した。 人 はそ れぞ れ異な って はい るけ

れ ど も，皆 等 しく大切 な人 間で ある こ と

を学 び ま した。 どな り合 うので はな く，

話 し合 い に よ って， 意見 の相 違 を解 決 す

る こと を教 えて くれ たので す。」

ボ ーイ ス カウ トプ ログ ラムの 良 い点 は，

定 め られ た道 か ら外 れ な いこ と を少 年 に

教 え て くれ る ことで す。 山 の頂 上 に登 る

には，岩 場 や険 しい道 も越 えて い きます。

最高 賞 は や さ しい もの か らむ ず か しいも

の ま で， 数 々 の技能 賞 を得 な い限 り，受

ける こ とはで き ないの です。 し か し，少

年 た ちを成 熟 させ るの は， 賞 で はあ りま

せ ん。 スカ ウ トプ ロ グラム を最 後 までや

1り通 す こ とな ので す
。

「あ る人 に
，、きた りの むす こが あった。

と ころが，弟 が父親 に言 った，『父 よ，あ

な たの財産 の うちで わた しが い ただ く分

を くだ さい。』(私 は も う大 人 で すか ら〉

そ こで， 父 は その身代 を ふ た りに分 けて

や った。」(ル カ15111-12)

放 とう息子 の た とえ話 は非常 によ く知

られ て い ます 。 この息 子 は 自分 の ものを

持 って遠 くへ行 き， 放 とう に財産 を使 い

果 た しま した。

「彼 は本 心 に立 ち か えって 言 った
，

『…… 父の ところ へ帰 って ， こう言 お



う，父 よ， わた し は天 に対 して も， あ な

た にむ かっ て も， 罪 を犯 しま した。

もう， あ なた の むす こ と呼 ば れ る資格

は あ りませ ん。(しか し私 は前 よ り大 人 で

す)ど うぞ， 雇 人 の ひ と り同様 に して く

だ さい。』

そ こで立 って， 父 の とこ ろへ出 か けた。

まだ遠 く離 れ て いた の に， 父 は彼 を み と

め，哀 れ に思 って走 リ寄 り， そ の首 を だ
せつぷん

いて接 吻 した。」(17-20節)

お互 いに別 れ別 れ に なっ てい る間 に，

父 も成 熟 した とい うこ とが で き ます。 ま

た父親 のキ リス トの ような模 範 を見 た こ

の兄 に と って も， それ が成 熟の過 程 とな

っ た こと は否 め ませ ん。

レー マ ン と レ ミュエ ル は不 平 を言 い，

弟 の 二 一 フ ァイに激 しい言葉 を使 い まし

た。 そ れ は 自分 た ちが年長 で あ り，二一フ

ァイ よ りは大 人 で あ る と思 った か ら に違

いあ りませ ん。「二 一 フ ァイ，そ の よ うに

私 を扱 うの はや めよ。私 は大 人 な ん だか

ら」 と レー マ ンが言 う声 が聞 こえ ませ ん

か。

二 一 フ ァイは次 の 言葉 を も って，成 熟

さ を表 わ しま した。「そ こで私 二 一 フ ァイ

は，私 の 父 に 『私 は主 の命 じた もうた こ

と を行 って行 う。 私 は， 主 が命 じた も う
な

こ とには， 人 が それ を為 しとげ るた め に

前 以 て あ る方 法 が備 え て あ り， それ で な

くては， 主 は何 の命令 も人 に下 した まわ

な い こと を承 知 してい るか らで あ る』 と

言 った。 父 は これ を聞 くと， 私 が主 に祝

福 され て いた こ とを知 って非 常 に よろ こ

ん だ。」(1二 一フ ァイ317-8)リ ー

ハ イは大 人 で あ っただ け に， どの息 子 が

最 も成 熟 し， 主 か ら祝福 を注 がれ るの か

知 って い ま した。

さて私 たち の中 に は， 成 熟 した態 度 と

い う もの が常 に努 力 しな けれ ば保 ち得 な

い ことを理解 して い ない人 が大 勢 い ます。

イ エ ス ・キ リス トの弟 子 とな る ため には，

正 義 と主 のみ言 葉 を実践 し続 け る必要 が

あ ります。教 会 員 が教会 の活発 な会 員 で

あ る こ とにつ いて熱 意 をも って その喜 び

を話 す の を聞 くたび に，「す ば ら しい。し

か し， そ れ はいつ まで 続 くの だ ろ うか」

とい う思 いが 浮 かび ます。 つ いで なが ら，

以前 に， 保 険 の勧誘 員 か ら声 を かけ られ

た ことが あ りました。「私 は教 会 の活発 な

会員 で す」 とい う言葉 で始 まる勧誘 を聞

いた と き， まず思 った こと は 「だれが そ

う言 った のか な」 とい うこ とで した。

麻 薬 中毒 を克服 した人 は，(うれ しい こ

と に， その よ うな人 は大勢 い ます)現 在

の状 態 を人 に言 う こと に時 間 を費 や す よ

り，悪 癖 を避 け る こと に もっ と時 間 を使
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うべ きです。 道徳 的 に清 い人 は， それ を

人 に言 う こ とよ り，純 潔 に よって もた ら

され る祝 福 につ い て実践 し， 教 え る こと

に もっ と時 間 を費 や した な らば， よ り一

層大 人 らし く振 る舞 える こ とで しょ う。

什分 の一 の完納 者 は， その よう に呼 ば れ

た りほめ られ た りす るこ とか らで はな く，

什分 の一 の原則 を忠 実 に守 り続 け る こと

か ら， よ り多 くの喜 び と報 いを得 る よう

にな るで しょ う。

高 校 や大 学 な どで， きち ん とした服装

や行 動 の標 準 を守 って いる指導 者 や学生
ご

をあ ざけ る人 が い ますが， 大 人 ら しく振

る舞 う人 々 は， 自分 が置 かれ た状況 を喜

んで受 け入 れ て いき ます。 どの学校 で も

責 任感 にあふ れ た生 徒 の態 度 は喜 ばれ る

もの です。「名誉 にか けて，全 力 を尽 く し

ます 」 とい う誓 いは， それ が書 面 になっ

た もの にせ よ， 自分 に言 い聞 かせ た もの

で ある にせ よ， 人格 形 成 の うえで何 らか

の違 い を もた ら します。無 節操 な生 き方

をす る人 が 多 い今 日の世 の 中で は， みず

か ら何 か責 任 を負 い， それ を守 って い く

な ど とい うこ とは， 煩 わ しく， 時代 遅 れ

な こ との よう に見 え ます。 しか し， それ

が ため に なる もの であ る ことは，大 人 で

あ る人 に はよ くわ か るこ とです。

未 熟 な人 は， カ ウ ンセ リングを受 けた

り， 自分 の行 動 につ いて報告 を した りす

るこ とを嫌 い ます。 その よう な ことは子

供 のす る こ とで あ る と考 えるの です。 し

か し，絶 えず成 長 しよう と努 力 す る人 は，

自分 につ いて も っと よ く知 り， 問題解 決

の糸 口を見 い だす う えで， カ ウ ンセ ラー

が助 け に なる こ とを認識 して い ます。 私

た ちの教 会 で は， カ ウ ンセラ ーは，予 言

者 は もち ろん の こと，私 たち一 人一 人の

た めの援 助 の源 で す。

自分 の振 る舞 いに対 して 「私 は も う大

人 だ。 そ のよ う に扱 わ な いで くれ」 とい

う言 い訳 をす る人 に注意 して くだ さい。

真 の大 人 とな る ため には， 道徳 的 な成 熟

さ と学 力 の うえで の成 熟 さが適 度 に混 ざ

り合 って いな けれ ば な りませ ん。正 しい

方 向 に進 も うとす る人 々 の人生 にお いて，

日々進歩 しよう とす る決 意 こそ，最 高 の

優先 順位 が置 かれ るべ きもの なの です。

大 管長 会 が すべ て の教 会 員 に対 して，

教会 に戻 る よう に呼 びか けて い るこ とに

は， 真 の 目的 と力 が あ ります。 強 さ，成
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長， 幸 せ は， 自分 の生 きて い る方向 につ

いて分析 す る こ とに よって生 じま す。道

を見失 っ た人， 誤解 されて い る人， 気分

を害 され た人， また活発 に集 って い る入
　

も皆一 緒 に教 会 に来 て， イエ ス ・キ リス

トの福 音 の中 で友情 を は ぐくむ よ うに勧

め られて い ます。末 日聖 徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教会 の会 員 に なる だけ で は十 分 で は

あ りませ ん。 も しも私 た ちが，大 人 とし

て， 真実 かつ永遠 の進 歩 の た めに前 進 し

よ うとす るな らば， 神権 会， 扶助 協 会，

若 い女性 ， 若 い男性 ，初 等協 会 ， 日曜学

校 に参加 す るの は必要 な こ とです 。教 会

で個 人が活 発 に活動 に参 加 す る こ とを促

進 しよ う どす る場合 に，良 い資格 を持 つ

会員 とな るこ と よ りも， よ く参加 する会

員 とな る こ との方 がは るか に良 い こ とを，

私 た ちは認識 す る必要 があ ります。私 た

ちに は， 未 熟 な人 を励 まし， その進 歩 と

成 長 の ため の機会 を提 供 す る責任 と特 権

が あ るの です。

ジ ョセ フ ・ス ミス は， 自分 は ごつ ごつ

した石 の よ うで あっ て， 人 生 の流 れ に よ

って磨 か れ た， と入 々 に述 べ て い ます。

つ まず きや落胆 ，不 意 の 出来事 が，短 い

生 涯 の 中で ジ ョセ フを賢 明 な人物 と した

ので す。 人 の成熟 の度 合 は， 忍耐 によ っ

て計 られ るこ とが よ くあ ります。「また も
なんじ あな

し彼 ら汝 を坑 に投 げ入 れ， また は人 を殺
きま

す者の手に引渡 し死刑の宣告決るといえ
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ども， また もし汝海 の深 所 に投 ぜ られ，
の

寄 せ くる大 波汝 を呑 まん と し， 烈風 汝 の
こくあん

敵 とな り，諸 天 黒闇 を集 め，風 雨 火石相
ふさ

共 に汝 の道 を塞 ぎ， なか んず く地獄 の あ

ぎ と大 口開 けて汝 を呑 まん とす と も， わ

が子 よ汝 この事 を知 れ ， すな わ ちこれ 皆

汝 に善 か らんた め， 汝 に経 験 を与 え んた

め の もの な り， と。

『人 の子 』 は一切 これ らの ものの下 に

身 を落 した り。 汝 は彼 よ り大 い な るか。」

(教義 と聖 約122：7-8)

若 い友 人 の皆 さん， 自分 に レ ッテル を

張 る こ との ない よ う， 私 は愛 を もってお

勧 め します。全 国一， 世界 一 とな って も，

あ なたが ひ と りで 自分 を勝 利者 に し， ト

ロ フ ィー を授 けて いるの で あれ ば， 何 の

意 味 もあ りませ ん。 同 じよう に， 自分 を
ら く ご

敗 北 者， 取 る に足 らぬ者 ，落伍 者， 失 敗

者 と見 なす権 利 はだれ に もあ りませ ん。

自分 を裁 くの はあ ら ゆる面 で非常 に危 険

な こ とです。 自分 が今 どこに い るか よ り

も， 自分 が どの方 向 に進 んで い るかの方

が は るか に大切 なこ とは事 実 です。私 は，

これ まで に本 当 に教 養 の あ る人が 「自分

には教 養 が あ る」 と言 うの を聞 いた こと

は一 度 もあ りませ ん。 しか し， 世界 的 に

傑 出 した 人物 に数 え られ よう として いる

人 の 中に， 自分 の知 恵 を 自分 の進歩 の た

めや 同僚 を助 け るた め に使 わず に， む し
けんでん

ろ 自分 の能 力 や知識 を喧伝 す る ため に時

間 を 費や し， そ れ に よって名誉 を台無 し

に してい る人 が い ます。

母 親， 父 親， 家族 の皆 さん， 年 を取 っ

た分 だ け内面 的 に も成 熟 して いく とは限

りません。 ほか の人 に対 す る思 いや りは，

言 葉 や行 な い を もって伝 える よう に しま
い か く

し ょ う。 威嚇 ， 聞 く ことの で きな い耳 ，

見 る ことの で きな い 目， 感 じるこ との で

き ない心 は， 喜 び や調 和 ，成 長 を もた ら

す こ とはあ りませ ん，永遠 に続 く成 熟 さ

は，他 人 や 自分 ，神 に対 す る忍 耐 に よっ

て もた らされ るの です。 神 の 目か ら見 て.

また 日々 の行 動 に よ り 「も う大 人」 であ

る こ とが認 め られ る よ うに しま し ょう。

神 は私 たち の天 父 であ り， イエ ス はキ

リス トで す。天 父 と御 子 を知 る こ とに よ

り， 私 た ちは キ リス トを生 活 の 中心 に置

く大 人 とな る ことが で き ます よう に。 イ

エ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 しあげ ま

す。 アー メ ン。



秘められた思い
第二副管長

トーマス ・S・モン、ノン

「その精神，その決意，つまり古い自分を捨てて真の可能性に近づこうとする

心は，人の良心の奥底に秘められているのです。」

数
カ月前私 は， ブ リガ ム ・ヤ ング大

学構 内 の マ リオ ッ トセ ンター で満

員 の聴 衆 を前 に して壇上 に立 ち ま した。

私 の責 任 は， 話 を し， 高め， 啓発 し，霊

感 を与 える こ とで した。 私 の話 を聞 こ う

と して いる の は前 途有 望 な若 人 で，親 や

家族 ，教 師， そ して神 の望 みや夢 ，願 い

を一 身 に受 け て いる人 々 で した。 皆， こ

の死 す べ き世 での パ レー ドに参 加 して い

ます。 あ る者 は芸 術 にた け， あ る者 は人

文 科 学 に， ま たあ る者 は 自然 科学 や物理

学 に興 味 を持 って いま す。 こ う した学生

た ちは勉 学 に励 み， 人生 の様 々 な道 を歩

み， その創造 され た 目的 を達 成 し よう と

して い ま した。 そ して， みず か らの人 生

を通 して，彼 らの求 め る昇栄 への準 備 と

して数 々 の こ とを経 験 す るので す。

また私 は， 経 験 を積 んで 熟練 した職工

とな ろう と して い る人 々の こと も考 え ま

した。 そ して， 次 に心 に浮 か んだ の は，

準備 を放棄 し，悪 い友達 とつ き合 い，完

成 へ と導 く道 か らそれ させ， 悲 しみ， 失

望 ，破 壊 が待 ち受 ける 多 くの まわ り道 へ

と誘 惑 す る悪 い習慣 や行 な い を身 につ け

た人 々の ことで した。

道 を踏 み外 した息子 ，強 情 な娘， 不 き

げん な夫， 口や か ま しい妻 ， すべ て が変

わ れ るの です。 雲 は晴 れ， 嵐 は やむ ので

す。 やが て人 は成 熟 し，交 友関 係 は変化

し， 環境 は変 わ りま す。 人 間 の行動 は，

必 ず し もひ とつの型 で 説明 す る ことが で

きな いので す。

永 遠 の見 地 に立 て ば，私 たち の この世

で の生 活 は， ほ んの つか の間 で す。 まわ

り道 は避 け るべ きで す。犠 牲 が大 きいか

らで す。私 た ちの内 にあ る霊性 を， 肉体

に支配 させ て はな り ませ ん。私 た ち一 人

一 人 は， 自分 が何 者 で あ り，神 か ら どう

な る よう に期待 され て い るか を心 に留 め

な けれ ば な りませ ん。

詩 人 ワー ズワ ース は，霊 感 を受 け て記
しよう

した ぞの 「不死 を知 る碩」 の 中 で，私 た

ちが来 た天 の家 に心 を向 け るよ うに言 っ

て い ます。

われ らの 誕生 は， た だ眠 りと前世 の

忘却 とにす ぎず。

われ ら と共 に昇 り し魂， 生命 の星 は，

か つ てい ず こにか沈 みて，

は るか よ り来 たれ り。

す ぎ去 りし昔 を忘 れ しに はあ らず，

また赤裸 にて来 た り しに もあ らず，
ひ

栄光 の雲 を曳 きつつ，

わ れ らの故郷 な る神 の も とよ り

来 た りぬ。

(『幼年 時代 を追 想 して不 死 を知 る頒』

岩 波 文庫 「ワー ズ ワー ス詩集 」 田部 重治

訳， 岩波 書店)

この永 遠 との霊 的 な交 わ りを見 いだ し，

追 い求 め る とき， 私 た ちは霊 感 を肌 で感

じ，神 が私 た ちの信頼 に応 じて導 きを与
そうめい

え て くだ さる こ とを悟 るので す。 聡 明で
こうまい

義 なる人 物 で あっ た ヨブは， その 高適 な

真 理 に つ いて こ う述 べ ま した。「人 の うち

に は霊 が あ り，全 能者 の息 が人 に悟 りを

与 える。」(ヨ ブ32：8)私 た ちは時折，

心 が鈍 くな っ た り， ま た到 達 で きる水 準

よ りもは るか下 の とこ ろで さ まよ った り

す るこ とが あ ります が， それ はすべ て こ

の霊感 を受 け られ な くな って いるか らな

ので す。

大恐慌 の こ ろの ことで すが ，家 を失 い，

う ちひ しがれ ，職 を失 った者 た ぢが，私

た ちの家 か ら さほ ど遠 くな い とこ ろを列

車 で通 り過 ぎ ました。 また何 度 も何 度 も

裏 の ドア を弱 々 し くノ ックす る音 が し ま
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した。 ドア を開 ける と， そ こに は よれ よ

れの服 を着 た， や せ ごけ た人 が立 って い

ました。 、きた りの とき もあ りま した。 そ

して大 抵 の場合 ， 手 にあ の なつ か しい帽

子 を持 って い ま した。 髪 は ぽ さぽ さで顔

はひげ だ らけで した。 そ して いつ も同 じ

言葉 を口に しました。「何 か食 べる もの をい

ただ け ませ ん か。」私 の母 は，「お入 りくだ

さい。ど うぞ テー ブル ヘ」と快 く応 じるの

で した。そ して，ハ ムサ ン ドイ ッチ を作 り，

ケー キを切 り， ミル クを つ ぐので す。母

は， その訪 問者 に， 家 や家 族 の こ と， そ

れ に生 い立 ちに つい て も尋 ね た りし まし

た。母 は希 望 を与 え， 激励 の 言葉 を投 げ

か け ました。 こう した訪 問者 は， 去 ると

きには 「あ りが と う」 と心 を込 め て言 う

の で した。失望 の顔 は満 足 の ほほ え みに

取 って変 わ り， 曇 って いた 目は希 望 にあ

ふ れ ま した。 人 の最 も高 貴 な る属 性 で あ

る愛 は， 驚 くべ きこ とを成 し遂 げ る ので

す。

私 たち は人生 の旅 の途 中で， 人生 が多

くの チ ャ レン ジに満 ちて い るこ と， しか

もそ の チ ャレ ンジの 内容 が人 に よ って異

な るこ とに気 がつ きます。 私 た ち は成 功

を願 い， ワン ダー ウー マ ンや スーパ ー マ

ンに なろ う と努 め るの です。 少 しで も失

ろうばい

敗 の徴候 があ れば， 狼 狽 し，失 望 さえす

るの です。 失敗 した こ とのな い人 な ど ど

こに いる で し ょう。

そ のよ うな時 が バ スケ ッ トの選 手 と し

て の私 に もあ りま した。 その試 合 は接 戦

で した。 と ころが コー チ はそ の試合 の明

暗 を決 す るよ うな大 切 なプ レー に私 を使

ったの で す。 そ して， どう して そ うした

か い まだ も って理解 で き ない ので すが，

私 は ボール を受 け取 る と ドリブル で相 手

の チー ム の間 を通 り抜 け， バ スケ ッ トに

向 か って高 くジ ャンプ しま した。 そ して

ボ ール が指先 を離 れ た瞬 間， 私 は相 手 チ

ー ム のバ ス ケ ッ トに向 か って投 げた こ と

を悟 りました。私 は今 まで祈 った中 で一

番 短 い祈 りを しま した。「どうか父 よ，ボ

ール が入 りませ ん よ うに
。」祈 りは答 え ら

れ ま したが， その瞬 間 に苦難 が始 まった

ので す。 私 は聴衆 か ら 「モ ンソ ン， モ ン

ソン， モ ン ソン， 退 場1」 とい う叫 び を

浴 びせ られ， コー チは やむ な くそ の とお

りに しま した。

私 は少 し前， ハ リー ・トルー マ ン大統

領 につ いての エ ピソー ドを読 み ま した。

大統 領 の任 を終 えて， ミズ ー リ州 イ ンデ

ペ ンデ ン スに戻 った後 の話 で す。 彼 は ト

ルー マ ン図書館 で小 学生 の質 問 に答 え て

●大会の合問 に訪問者 とあいさつを交わす七十人第一定員会会員の菊地良彦長老ご夫妻
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い ま した。 やが てノ」・さな， しかつ め らし

い顔 を した少 年 が尋 ね ました。 「大 統領 ，

あ な たは子供 の ころ， 人気 者 で した か。」

大統 領 は その子 を見 つ め て こう答 えま し

た。「いい え，私 は 人気者 で はあ りませ ん

で した。人 気者 は， スポ ー ツが う ま く，

けん か も強 い連 中 で した。 私 は そ んな人

物 で は あ りませ んで した。 コ ウモ リの よ

う にめが ね をか けな い と何 も見 え ませ ん

で した し， 本 当 の こと を言 う と， 私 は臆

病 者 だ った んで す。」それ を聞 いた その少

年 は，拍 手 を しま した。 す る とみ ん なが

そ れ に続 いたの で した。

私 たちの責 任 は，平 凡 な 人間 か ら秀 で

た人間 になる こ とであ り， 失 敗 を土 台 に

して成功 に到 達 し，最 上 の 自分 にな る こ

とで す。神 の最 大 の賜 の ひ とつ は， も う

一 度 や ってみ る ことの喜 びで す。失 敗 を

した らそれで もう終 わ りと いう こ とで は

な いの です。1902年 の こと，「月刊 ア トラ

ンテ ィッ ク」 とい う雑 誌 の編集 長 は28歳

の あ る詩 人 に次 の よう なメ モ と ともに そ

の分 厚 い詩集 を送 り返 し ま した。「私 た ち

の雑 誌 に は， あなた の ひ どい詩 を載 せ る

余 地 はあ りませ ん。」そ の若 き詩 人 はの ち

の有 名 な ロバ ー ト・フ ロ ス トで した。18g4

年 に英 国 の弁論 の教 師 は，16歳 のあ る少

年 の通 信簿 に 「成功 の 見込 みほ とん どな

し」 と書 きま した。 その16歳 の少年 は，

ウ ィ ンス トン ・チ ャーチ ル だ ったの です。

セ オ ドア ・ル ーズ ベル ト大 統領 は言 い

ま した。 「批 評 家 や，失 敗 を指 摘 す る人

や， どうや った らも っと う まくで きた か

な ど と横 か ら言 う人 の こ とは ど うで もい

い。 実際 に物事 を行 な っ てい る人 に こそ

名誉 の冠 が 与 え られ るべ きだ。」

私 たち は人が 変 わ り得 る こ とを知 って

い ます。 人 は良 くなれ るので す。 その好

例 は タル シシの サウ ロで す。聖 典 に は，

サ ウロが主 の弟 子 た ち をお びや か した と

書 か れて い ます。 す ると天 か ら光 が降 り，

声 が 聞 こ えて き ま し た。 「サ ウ ロ， サ ウ

ロ， なぜ わ た しを迫 害 す るの か。」サウ ロ

は尋 ね ま した。「主 よ，あな たは，どな た

で すか。」 す る と主 は， 「わた しは， あ な

た が迫害 して い るイ エ スであ る」 と言 わ

れ ました。次 のサ ウ ロの答 えは私 た ちが

見 習 うべ き もので す。「主 よ，わ た しは何

を した ら よ い で し ょ うか。」(使 徒9：

4-6参 照)こ う して，迫 害者 サウ ロは，



伝 道者 パ ウ ロ とな った ので した。 昼 は夜

に とって変 わ り， 暗 や みは光 に道 を譲 っ

たの です。

網 を捨 てて 主 に従 っ た シモ ン ・ペテ ロ

に も，苦 悩 の 時が あ りま した。彼 も弱 い

時 があ り， 誓 い を もって主 を否定 しま し

た。 そ して変 わ った ので す。 それ か ら は，

主 を拒 む こ とは決 して あ りません で した。

こ う して彼 は神 の王 国 に迎 え られ たの で

す。

アル マの子 アル マの模 範 もあ ります。

彼 はよ こ しまな道 を捨 て， 改 心 しま した。

彼 は真理 を教 え る者 と な りま した。彼 の

息 子で あ る ヒ ラマ ンや コ リア ン トンヘ の

や さ しい勧告 は，文 字 どお り珠 玉 と言 え

る で し ょう。 ヒラマ ン に 「わ が子 よ， 忘

れ ず に青 年 の時智 恵 を得 よ。青 年 の時 か

ら神 の命 令 を守 る こ とを習慣 とせ よ」(ア

ル マ37：35)と 言 い， コ リア ン トンには
むな

「空 しくて愚 なこ とは何事 で あ って も惑

わ されて は な らな い」(ア ル マ39：11)と

言 って い ます 。

そ して今 の世 で も， デ ビ ッ ド ・0・ マ

ッケ イ大 管長 が繰 り返 し述 べ た よ うに，

イ エ ス ・キ リス トの福 音 は悪 人 を善 人 に，

善 人 をさ らに善 い人 へ と変 える こ とがで

きます。 人 間 の性 癖 を変 え， その生 活 を

変 え るこ とが で きるの です。

この変 化 は だれ にで も訪 れ ます。1985

年12月 ， 大管 長会 は教 会 をお休 み して い

る人 々 に対 して，再 び戻 って くる よ うに

お招 きいた し ま した。 その宣 言 で は， 教

会 を遠 ざ か って い る人，批 判 的 な人， 罪

を犯 した 人 に対 して 「立 ち返 りな さい。

そ して主 が備 え られ た テー ブル につ き，

聖 徒 の交 わ りと いう甘 く， 心 を満 た して

くれ る木 の実 を再 び味 わ いな さ い」 と呼

びか けて お ります。 数百 ，何 千 とい う人

が この招 きに こた えて くださ い ま した。

そ の方々 の 人生 は新 しい意味 を持 っ たの

です。 その方 々 の ご家族 は祝福 を受 け ら

れ ま した。神 に近 づ い.たの です 。

その精神 ， そ の決 意， つ ま り古 い 自分

を捨 てて真 の可能性 に近 づ こ う とす る心

は， 人の 良心 の奥底 に秘 め られ て いるの

です。 しか しそ の道 は険 しく， っ らい も

ので す。 ス ウ ェーデ ンの ゴ テボ ルグ に住

む ジ ョン ・ヘ ラ ンダ ー もその こ と に気 づ

き ました。26歳 の ジ ョンは身体 障害 者 で

す。 自分 の体 の動 きを コ ン トロ ール す る

聖徒の道/1987年 ア月号
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こ とが で きな いので す。

と ころが ジ ョンは， スウ ェー デ ンの カ

ングスバ ッカの ユー ス カ ンフ ァ レンス で，

1，500メ ー トル の レー ス に 出場 したの で

す。彼 には勝 つ見 込 み な どあ りませ んで

した。 ばか に され ，笑 い者 に され るのが

関 の 山で した。 お そ らく ジ ョンは，遠 い

昔 に遠 い とこ ろに住 んで い たあ る方 を覚

えて い たので しょ う。 その方 もあ ざけ ら

れ た ので はな か った で し ょうか。 笑 い者

に され た ので は なか った で し ょうか。侮

鵬

辱 され たの で はなか ったで し ょうか。 し

か し， その方 は打 ち勝 ち ま した。 レー ス

に勝 ったの です。 で す か ら， ジ ョン も勝

て るか も しれ ませ ん。

その レー ス は実 にす ば ら しい もので し

た。 懸命 に走 り， 突進 し， ほか の走者 は

ジ ョンを どん どん引 き離 して行 き ます。

人々 は驚 きの 目で見 つ めて い ま した。 こ

ん な に遅 い走 者 は だれ だ ろ う。 ジ ョンが

1周 の半分 まで しか行 か ない うち に， ほ

かの 走者 は2周 目を走 って い ま した。 先
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翻 圏 嚢灘
頭 グルー プ の走者 た ちが ゴ ール に近 づ く

につ れて， 緊張 が 高 ま りました。 だ れが

勝 つ だ ろ うか。2位 はだ れ だ ろう。最 後

の力 を振 りしぽ って皆 は走 り， テー プが

切 られ ま した。群衆 は歓声 をあ げ，勝 者

が決 ま りま した。

レー ス は終 わ ったかの ようで した。 で

も， レー スが終 わ って も走 り続 け る人 が

いま した。彼 は ゴー ル ライ ンを通 過 しま

した。 で もそれ は第1周 目の もの で した。

その走者 は負 けた こ とが わ か らな いの で

し ょうか。 コー スに残 って い るの は，彼

だけ です。 これ は彼 の レース です。 勝利

を収 める のは彼 で す。 だれ も席 を立 つ者

は い ま せ ん で した。 す べ て の 目が この

雄 々 しい ラ ンナ ーに注 がれ ま した。 彼 は

最後 の コーナ ー を曲が る と，，ゴ ール に向

かい ま した。人 々 は驚 きと賞賛 の 目で ジ

ョンを見 つめ て いま す。 ジョ ンの姿 に 自

分 自身 を見 た の です。 シ ョンが ゴー ル に

近 づ くと， 人 々 は一斉 に立 ちあ が りま し

た。 そ して大 きな拍 手 が わ き起 こ りま し

た。疲 れ果 て， よ ろけて転 びな が ら も，

ジ ョン ・ヘ ラ ンダー は再 び張 られた テー

プ を堂々 と切 ったの で した。係 員 も， 血

も涙 もあ る人 間 です。 声援 は遠 く まで響

きま した。 そ して おそ ら く耳 をす ま して

い たな ら，偉大 なる審 判 貝で あ る主 も「良

い忠実 な僕 よ，よ くや った」(マ タ イ251

21)と 言 われ る のが聞 こえ た ことで しょ

う。

私 た ち一 人一 人 は人 生 の レー スの走 者

です。 走者 が 多 い ことは慰 め で もあ りま

す。 永遠 の審判 員 がす べ て を理 解 してお

られ る ことを知 れ ば， 力 がわ いて きます。

一 人一 人 が走 らなけれ ば な らな い真 理 の

道 は チ ャ レン ジに満 ちて い ます。 で も，

皆 さ ん も私 も， ひ と りで走 るわ けで はあ

りませ ん。 家族 や友 人， 指導 者 とい う観

衆 が私 た ちの 勇気 をた た え， つ まず いて

も立 ちあが って ゴール に進 む決 意 を した

とき に拍 手 を送 って くれ るの です。 人生

の レー ス は， 短 距離 の選 手 が走 るよ うな

平 坦 で や さ しい コース で はあ りません。

落 と し穴 や障 害物 で満 ちて い ます。 しか

し， 次 の讃美 歌 は私 た ち を勇気 づ けて く

れ ます。

な

おそ る な， わ れ は汝 が神
なんじ

常 に汝 と共 にあ り

助 け与 え， 強 くして

わ が正 しき力 を もて

汝 を さ さえ励 ま さん

主われにたよる者の霊

敵の手には渡し得ず

地獄かれに追るとも

われ そ の霊 を見捨 て はせ ず

必 ずわ れ は見捨 て ず

(讃美歌96番 『主 の み言葉 は』)

挫 折 感 を捨 て去 りま し ょう。 進 歩 を妨

げ る よう な悪 習 を捨 て ま しょう。 すべ て

の者 に備 え られ た賞 ， つ ま り神 の 日の光

栄 の 王国 で の昇 栄 を求 め， それ を得 よう

で はあ りません か。 これが私 の 強 い願 い

です。 イエ ス ・キ リ ス トの み名 に よっ て

申 しあ げます。 アー メ ン。
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●1987年4月5日(日)午 後 の部 会

「わた しが勝利を得た

と同様に勝利を

得なさい」
十二使徒定員会会員

二一ル ・A・マックスウェル

「私たちは生活の中にイエスの徳を取 り入れ，イエスのような人にならなけれ

ばなりません。たとえ欠点が多く，不完全であっても，この聖なる過程を怠っ

てはならないのです。」

末
日の世 に起 こ る出来事 や状 態 を考

え る と，私 た ち教 会 員 は， 足 を し

っ か り地 につ け， 根 を深 くお ろ し， 揺 ら

ぐ ことの な い確 固た る信仰 を築 くこ とが

ぜ ひ と も必要 にな って き ます。(コロサ イ

1：2312：7;IIペ テ ロ1：12参 照)

イ エ スは弟子 た ちに この よ うに言 われ ま

した。「私 が あ な た方 に教 え，戒 め る こ と

を行 な う よ う，心 しな さ い。」(ジ ョセ フ ・

ス ミス訳 ルカ1412臼)

この言 葉 を心 に留 め て いな い と， 世 の

嵐 は容赦 な く私 た ち に吹 きつ けて きます。

しか し常 に心 に留 め， 注意 して いれ ば，

うわ さ話 や間違 った教 義， この世 的 な哲

学 や行 ない に惑 わ され る ことは あ りませ

ん。 ま たテ レビのつ まらな い番 組 に うつ

つを抜 か し，古代 アテ ネ人 の よう に，「何

か耳新 しい こ とを話 した り聞 いた りす る

こ との み に， 時 を過 ご」 した りす る(使

徒17121)こ と もな いで し ょう。 この世

の はか な い流行 を追 いか けて はな りませ

ん。 「この世 の有様 は す ぎ去 」って い くの

です 。(1コ リン ト7：31)

私 た ち は， まず主 に対 す る しっか りし

た証 が な けれ ば， イ エス に命 じられ た こ

とを，心 して守 って い くこ とは で きませ

ん。 イエ スが い かに善 人 で あっ た として

も，人間 として しか 見なされ なけれ ば，その

助言 は歴 史 上 の一道 徳 家 の教 え に過 ぎな

いの です。 しか し， 私 た ち の幸 福 を心 に

かけ て くだ さる無数 の世界 の創 造 主 で あ
なんじ かんいん

られ る主 が，「汝，姦淫 を犯 すべ か らず」

と命 じられ れば， それ は まった く違 った

もの とな る ので す。「神 の み こ こ ろに従 っ

て… …肉体 の意志 に従 」 わ な い こと(II

二一 フ ァイ10：24)， これ が私 た ちに課 せ

られ た責 任 と言 えます。

詩 人 で もあ った予 言者 ヤ コブ は， 誓約
やす

を破 るこ とが いか に 「感 じ易 い心」 を傷

つ け， い かに心 に 「深 い傷 を負 」 わせ る

聖徒 の道/198ア 年7月 号

か を 目の あた りに見 ま した。(モル モ ン経

ヤ コ ブ2：9，35)ま た， 誓約 をあ ま り

に も軽 々 しく考 える人 々 が いる ため に，

ヤ コ ブの 心 は悲 しみ， 「重 く」 沈 み ま し

た。(ヤ コブ2：3参 照)今 日，傷 を負 っ

た人 々 を 巨に して，私 は今 まで 以上 に こ

の ヤ コブの気 持 ち が よくわ か るよ うに な

りま した。

悲 しい こと に， 教会 員 の 中 に 「神 のみ

こ ころ に従 う」 こ と をせ ず， 交 わ した誓

約 に十 分心 していな い人 々 が いるの です。.

た とえば，結 婚 の 誓約 を破 り， ふ さわ
コ

し くない まま主 の聖 餐 にあ ずか って い る

人が い ます。

身 の入 って い ない 時間 だ けの奉仕 を し

て いる人 ，体 だ けが 出席 して いる人， 真

の聖徒 と しての深 い思 いを持 た ず，単 な

る教会 員 と して うわ べ だけ の活動 を して

い る人 が います 。

福 音 の中 の見 出 しだ けを読 ん で済 ませ，

キ リス トにつ いて あ ま り語 る こと もせず，

キ リス トにあ って喜 びを得 る こと もな く，

主 の誓約 を載 せ た聖典 を軽視 してい る人

もい ます。

ま た高 慢 な ため に，従 順 さや霊 的素 直

さ に欠 け る人 もい ま す。 この よう な人 は，

す べて の ひざ が主 に対 してか がむ裁 きの

日に， ひ ざ まず くこ とが で きず， た とえ

才 能 を見 せ び らか そ う と して も， それ を

た た えて くれ る人 に会 うこ とはな いの で

す。

自分 だ けの都 合 で会員 資格 を保持 して

い る人 は， キ リス トの真 の弟子 で は あ り

ませ ん。

真 の弟 子 は， 片手 で信 仰 の盾 を高 くか

か げ，襲 いか か る悪 の矢 を払 いの け なが

ら， も う一 方 の手 で鉄 の棒 に しっか りつ

か まって い る人で す。(エペ ソ6116;1

二一 フ ァ イ15：24;教 義 と聖約27：17参

照)誤 解 のな い よ うに して くだ さい。真

の弟 子 とな るの に は， あ くまで も両 手 が

必要 なの です 。

真 の弟 子 は また，規 則 に規 則 を加 え ら

れ ，経 験 に経 験 を加 え られ なが ら， 自分

た ちの仕 え る主 に近 づ く人 です。私 た ち

は「キ リス トの思 い」(1コ リン ト2：16)

を持 ち合 わせ て い るよ う にな らな ければ，

「キ リス トを頼 る」(ヒ ラ マ ン3：29)男

性 ，女 性 にな るこ とは で きませ ん。 これ

は，パ ウロ の言葉 にあ る よう に，「かつて
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は悪 い行 いを して… …心 の中 で… …敵対

して いた」 者 につ いて も言 える こ とで す。

(コロサ イ1：21。 ピリ ピ2：5参 照)

私 た ちは， た とえ サ タンの よう に賢 く

な った と して も，神 のみ こ こ ろを知 る こ

とはで き ませ ん。(モ ー セ4：6参 照)

また 「常 に学 んで は いて も」 人生 の荒

波 の中 にあ って は，永 遠 の真 理 を見失 っ

て しま うこ ともあ るの です 。悲 しく も，次

の短 い詩 の中 にこのことが歌 われてい ます。

毎 日の生活 の忙 し さに真 の命 を失 い，

知 識 を求 め る途 中で知 恵 を失 い，

情報 の 中 に知 識 が失 われ て い く。

(T・S・ エ リオ ッ ト 「岩 」 よ り)

私 た ちが強 め られて真 の弟子 とな れ る

よ う， 主 は私 た ち に予 言者 と聖 典 を与 え

て くだ さい ま した。
さた

「弱 き者 に世 に来 るべ きこ とに対 して

備 え しめ， また …… 主 の使 とな る備 えを
しか

なさ しむ るな り。 而 して世 の弱 き者 に よ

り， 主 は その 『み た ま』の力 に よ りて国 々

の民 をむ ち打 つ な り。」(教義 と聖 約133：

58-59)
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完全 な福 音 を身 につ け る こと によ って，

私 た ちはサ タ ン に打 ち勝 つ ことが で き ま

す。 そ して さ ら に誓約 を守 れ ば，私 たち

は霊 的 に も守 られ るの です 。

近 い将 来， 教 会員 は次 の二 一 フ ァイの

予言 を成 就 す る に違 いあ りませ ん。
ちか ら

「神 の子 羊 の能力 が子 羊 の教 会 の聖徒

らと，主 の誓約 を受 けて世 界 の各所 に ち

りぢ りとな った民 の上 とに下 り， これ ら

の 人々 が義 と大 きな栄光 にか が や く神 の

能 力 とを以 て武 装 した… …。」(1二 一 フ

ァイ14：14)

しか しなが ら，教 会 員 の全体 的 な善 の
くにたみ

力 は.ま だ「よ ろずの 国民 の は た じる し」

(教義 と聖 約115：5)と な って，光 を輝

かせ る には至 って い ませ ん。

世 の罪悪 が な けれ ば， 教 会 は数 字 の う

えで も霊 的 な面 で も もっ と急速 に発 展 す

るは ずで す。(1二 一 フ ァイ14：12参 照 〉

また，私 た ち一 人一 人が， 立 派 な ク リス

チ ャ ンに なる こ とに よって もそれ は可能

です 。(ル カ9：23参 照)そ の た め に も，

私 た ちは まず 肉欲 や誘惑 を避 けな けれ ば
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な りませ ん。

復活 され た イエ スは こ う言 われ ま した。

「汝 らはか くの ごと き情 欲 を抑 え てそ の
まさ

十 字架 を負 う方(が 〉 ……勝 れ り。」(m

二一 フ ァイ12：30)

す なわ ち， 日々良 きク リスチ ャ ンと し

て生活 する に は， 日々 それ らの肉欲 に打

ち勝 つ努 力 を しな けれ ばな らない ので す。

誘惑 を受 けな が ら もそれ を 「心 に留 め

た まわ」 な か った主 に な ら えば，私 た ち

も 「世 の常 」(1コ リン ト10：13)で あ る
え

誘 惑 に満 ち た この世 に あ って， 立 派 に生

きて いく ことが で き ます。 もち ろん， イ

エ ス はご 自分 に降 りか か って き た途 方 も

な い誘 惑 に気 づ い てお られ ま した。 しか

しイエ ス はそれ らをい つ まで も心 に留 め

て お く ことは され ず， 即 座 にそれ らを退

け られ たの で す。 私 た ち も受 け た誘 惑 に

心 を留 め， もて遊 んで い る と， 誘 惑 に も

て遊 ばれて しま うよ うに な ります 。誘 惑

に 「心 を留 め ない」 よ うにす る に は， そ

う した歓 迎 されな い来客 を門前 払 いに し

て しま うこ とです。 な ぜ な らこの 来客 は，

い ったん 中 に入 れ る と追 い出 す こ とが む

ずか しくな る無 法者 の よ うな もの だか ら

です。

この ような朽 ちた環 境 の 中 に あ って，

私 た ちの心 は義 の最後 の と りで と言 え る

で し ょう。 この と りで を，私 た ち は悪 の

刺 激 という弾丸 か ら守 って いか な けれ ば

な り ませ ん。 キ リス トは私 たち の心 を よ

く ご存 じです。

「主 ご 自身
， 試練 を受 けて 苦 しまれ た

か らこ そ， 試練 の 中 にあ る者 た ち を助 け

る こ とが で きるの で あ る。」(ヘ ブ ル2：

18)

また約東 されて い る よう に，主 は私 た

ち に 「試練 に耐 え る」 道 や 「逃 れ る」道

を備 えて く だ さ るの で す。(1コ リ ン ト

10113参 照)

私 た ちの住 む今 の時 代 に つ いて，確 か

に数 多 くの警告 が な され て い ます。 この

時代 にあ って は， な すべ きこ とが 多過 ぎ

て，1年 が10年 に も感 じ られ て しまう ほ

どです。 教会 貝 たち は，世 の人 々の高 慢

を象徴 す る「あの大 きな建 物」(1二 一 フ

ァイ8：26;11：36〉 の 中 にい る人 々 に

よって， あざ け られ， ばか にされ る よ う

な こ とが あ るか も しれ ませ ん。 しか し気

にす る ことは あ りませ ん。 なぜ な ら，3
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日目 によ みが え られ たあ の お方 が， 間 も

な く この大 きな三流 の建 物 を焼 き払 われ

るか らで す。

私 たち の住 む この時代 は，善 を悪 と呼

び， 悪 を善 と呼 ぶ大 いな る倒錯 の時代 で

す。(イ ザ ヤ5：20;II二 一 フ ァイ15：

20： 教 義 と聖 約64：16;II二 一 フ ァ イ

2：5)ま た霊 的真 理 に無 知 な 人々 が，

「自分 の知 り もしな い こ とをそ しる」(ユ

ダ10;IIペ テロ2：12参 照)時 代 で もあ

ります。

平 和 は すで に この世 か ら取 り去 られて

し ま って い ます。(教 義 と聖 約1：35参

照)国 々 は互 いに争 いを始 め(マ タイ241

7参 照)， 人々 の愛 は冷 え，代 わ りに悪 が

横行 す る よ う にな り ます。(教 義 と聖 約

45：27参 照)世 の人 々 な混乱 し， 「諸 国民

が悩 み…… お じ惑 い」(ル カ21：25)人 間

の表 面 的 な解 決 法 で は手 に負 え な くな っ

て き ます。

人間 の心 の 問題 で，

王 や律 法 によ って解 決 で きる もの の

い かに少 ない こ とか

(サ ミュチ エル ・ジ ョン ソン 「ゴー ル ド

ス ミス ・トラベ ラー への追 加詩 よ り」)

聖徒 の道/1987年7月 号
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私 た ち は， この ような状 況 か ら完全 に

逃 れて生 活 す る こ とはで き ませ ん。 しか

しそ う した状 況 下 にあ って も， なお誓 約

を守 って い く こと はで きま す。

私 た ちの置 かれ た状 況 を よ くご存 じの

主 は， この ほん の「束 の間 」(教 義 と聖 約

122：4)の 時期 を うま く克服 で き るよ う

助 け て くだ さい ます。 私 た ちが心 を落 ち

着 け て いれ ば， それ らに 「よ く……耐 え

忍 」 ぶ こ と が で き(教 義 と聖 約121：

8)， 「守 っ て」い くこ とがで きます。(1

テサ ロ ニケ5：21参 照)ま た義 を もって
よ

耐 え忍 ぶな らば， 「これ皆(我 々 に)善 か

らん た め，(我 々 に)経 験 を与 えん た め」

(教義 と聖 約12217)の もの とな るの で

す。ペ テロ は弟子 たち に，「火 の ような試

練 」 が降 りかか っ て きて も 「驚 きあや し

む こ と」(1ペ テ ロ4112)が な いよ うに

と言 って い ます。

それ で もな お神 の聖 徒 たち は，予 言 さ

れ てい る よ うに 「日夜， それ らの試練 か

ら解 き放 たれ る まで主 に泣 き叫ぶ 」の で

す。(「ヒー バ ー ・C・ キ ンボー ル の予 言」

P.6)

この ような 中で， 霊 的足 場 の し っか り

して い る人 々 は最 後 に勝利 を得 ， 栄 え あ

るす ば ら しい約 束 を受 け るので す。

「勝 利 を得 る者 に は
， わ た し と共 に わ

た しの座 につ かせ よ う。 それ は ち ょうど，

わ た しが勝 利 を得 て わた しの父 と共 にそ

の御座 につ い たの と同様 で あ る。」(黙 示

3：21)

さて， こ こで 「(私たち は)い かな る人

物 に て あ るべ き か」(IIl二 一 フ ァイ27：

27)と い う問 いにつ い て考 えて み ま しょ

う。 ま ず， 私 たち は生活 の 中 にイエ スの

徳 を取 り入 れ ， イエ スの よ うな 人 にな ら
ロ

な けれ ばな りません 。 た とえ欠点 が 多 く，

不 完全 で あ って も， この聖 な る過 程 を怠

って は な らない ので す。 た とえ歩 み は遅

くと も着実 に進 んで い くの です。 人生 に

どんな こ とが降 りか か って こ よ うと， 少

しで もキ リス トに近 づ こ うと努 力 して い

る人 は， それ に打 ち勝 つ ことが で きます。

また過 ぎ去 った こ とに心 痛 む こ とが あ

っ た として も，謙 遜 で あれ ば 「われ はか

れ らを赦(す)」(III二 一フ ァイ18：32)

とい うイエ スの約 束 を受 け，「キ リス トを

信 ず る信仰 に よって 」(II二一フ ァイ25：

25)「生 き返 」る ことが で きるの です。(ル
あがな

カ15：32)永 遠 の瞭 いの一要 素 として，

イエ スは(肉 体 を もつ者 と して 〔アルマ
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7： .11-12〕)私 た ちが この世 で経 験 す る

こと をすべ て ご存 じなの で す。 主 はすべ

て の罪 や悲 しみ を背 負わ れ， す べて の男

性 ， 女性 ，子 供 た ちの苦痛 をそ の身 に受

け られ た とヤ コブ は語 って い ます。(II二

一 フ ァイ9：21参 照 〉 私 た ち に完全 な愛

を注 いで くだ さって いる主 には，私 た ちを

どの よう に助 け た ら よいか がわ か ってお

られ るの で す。

で すか ら，私 た ちはペ テ ロの勧 め にあ

る よう に， す べ ての思 いわ ず らい を主 に

.ゆだ ね るこ とが で きます。(1ペ テ ロ5：

7参 照)主 は， 見捨 て られ た者 の気持 ち

を含 め， すべ て の思 いを ご存 じなの です。

(マル コ14：50;15134参 照)主 の順 い

の力 やす べて を取 り巻 く主 の愛 に勝 る も
の

のは ほか にあ りませ ん。 いば らの冠 をか

ぶ られ た お方 の こ とを思 えば， 私 た ちの

生活 が 必 ず し も幸福 で な いか ら と言 って

不平 をな らす こ とはで きな いはず です 。

最後 に， イエ スの贋 いに つ いて触 れ たい

と思 います 。ル カ は， ゲ ツセ マネ での イ

エスの 汗が 「血 の したた りの よ うに地 に

落 ち た」・(ルカ22：44)1と 記 して い ます。

この こと は， ほか の回復 され た聖 典(1

二一 フ ァイ13：39-40)に よって も はっ

き りど裏 づ け られ て います。「その苦 しみ
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た るや， われ神 ， す な わち すべ て の中最

も大 いな る者 な りとい え ども痛苦 の た め
あな

に身 をふ るわ せ， あ らゆ る毛 の孔 よ り血
わ ふた

を湧 かせ， 身 と霊 と両 つ なが らを苦 しめ，
の

すな わ ちこの苦 き さかず きよ り呑 まず し

て し りごみす る も可 な らん こ とを欲 した

り。」(教 義 と聖 約19：18)

イエ ス が血 を流 され た とい う この重要

な心 揺 さ ぶる事 実 は，主 が激 しくむ ち打

た れ る以 前 に， す で にゲ ツセ マネ の園 に

お いて あ った こ となの で す。

数 人 の医学 者 に よ って発表 され た 「イ

エ スの 肉体 の死 」 にっ いて の最 近 の詳 し

い文 献 に は，「イエ ス は激 し くむ ち打 たれ

た ため に，相 当の血 を流 し， その苦 痛 に

よ りひん死 の状 態 に なっ た」 と記 され て

い ます。(その ような 弱 り果 てた イ エス が

十 字架 を運 ぶ には，助 けが必要 だ った は

ずで す)「 したが って，実際 に は りつ け に

な る以 前 に， イ エ スの肉体 は弱 り果 て，

死 にひん して い た と思 わ れ る。… … む ち

に よる虐待 には相 当 の流血 が伴 った と思

わ れ るが， それ に反 して は りつ け 自体 は，

比較 的 流血 の少 ない刑 で あ った。」(「ア メ

リカ医 学 協 会 誌 」1986年3月21日 ，pp.

1458，1461)

しか しなが ら，むち に打 たれる以前 に主

は すで に ゲツ セ マネで尊 い血 を 多量 に流
ふた

されて い たの です。 主 は 「身 と霊 と両 つ

な が ら」(教 義 と聖約19：18)に お いて苦

しまれ たの で す。 ベ ン ジャ ミン王 は， キ

リス トが受 け られ る はずの 苦痛 にっ いて

この よう に言 って い ます。「死 な なけれ ば
た

人 間 に堪 え難 い ほ どひ どい もの で あるも
け あな

な ぜな らば，見 よ，この お方 は全 身 の毛 孔

か ら血 を流 した も うほ どに… …苦 痛 を感

じた も うか らセあ る。」(モー サヤ3：7)

ゲ ツセ マネ であ らゆ る毛 穴 か ら血 を流

され た主の衣 は， 深紅 に染 まっ た に違 い

あ りませ ん。 その主 が 力 と栄光 の うち に

来 られ る再 臨 の とき に， 怒 りを表 わ す酒

ぶね を踏 む者 の象徴 と して ， ま た主 が私

た ちのた め にゲ ツセマ ネ や カルバ リの丘

で どれ ほど苦 し まれた か を思 い起 こさせ

る ため に， 「赤 き装 い を な し」て(教 義 と

聖約133：48)来 られ た として も， 不思 議

で はあ りませ ん。

こ こ数年 ，私 は主 の 腰 い に関 す る讃美

歌 を特 に心 を込 めて， そ して 「主 イエ ス

の愛 に」「流 され たる血 に身 はふ る う」「お

ごれ るわ れ を救 うた め に」 「主 に お どろ

く」「ああ，くす しき主 の みわ ざ… …」(讃

美歌76番)と い った歌 詞 を特 に声 を上 げ

て歌 うよ うにな りま した。

兄 弟姉妹 ， 主 の瞭 い によ り 「死 のな わ

め が断 ち切 られ」(ア ル マ11：41参 照 〉，

復 活 で き るこ とを感謝 する だ けで な く，

さら に主 が用 意 して くだ さっ た永遠 の生

命 の賜 も手 に しよ うで はあ りませ んか 。

私 た ちは最 終 的 に，主 の よ うな生 き方 を

す るか， 主 の よ うな苦 しみ を味 わ うか を

選 ば なけれ ばな りませ ん。 す なわ ち 「わ

れ と同 じ苦 しみ を受 け」(教義 と聖 約19：

17)る か，主 が 「勝 利 を得 た よ うに」(黙

示3121参 照)勝 利 を得 るか を選 ば な け

れ ば な らないの で す。主 は私 た ちに 「わ

れ と同 じ人物 」(III二 一 フ ァイ27：27)に

なる よ う招 いて お られ ます。霊 的 に安 定

した人 々 は，その招 きを受 け 入れ，「キ リ

ス トの瞭罪 によ り」 すべ て に打 ち勝 ち，

勝利 を得 るの です 。(モーサ ヤ3118-19

参照)

不 安 定 な この世 の 中 にあ って， 決意 を

固め， 心落 ち着 いた生 活 が で きます よ う，

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ りお祈 り申

しあ げ ます。 ア ー メ ン。



すべての事は信仰と

希望によって
七 十入 第一 定 員会 会員

ボ ー2レ 。H・ダ'ン

「この時代に生きている限り
，不愉快な現実に直面しなければならないことも

ありましょう。しかし，私たちの周囲にある数限りない美しい話を常に心にと

どめ，たたえていこうではありませんか。」

一》 の近 くに26階 建 て
の高 層 ビルが あ

も一 ります。 そ の中 に2種 類 の エ レベ

ー ターが あ りますが
， ひ とつ は高速 エ レ

ベー ター， も うひ とつ は ご く普通 のエ レ

ベー ター です 。

少 し前 に，私 は その高速 エ レベ ー ター

に乗 りま した。 その エ レベ ー ター に?い

て， その ビル で働 い て いる人 の 中 には，

デ ィズニ ー ラ ン ドの乗 り物 に匹敵 す る と

言 う人 もい ます。 とにか く， そ の と き，

ひ と りの 男 の子 とその父親 が乗 り合 わ せ

ました。 す る と， 突 然 エ レベ ー ターが昇

り始 め ま した。 そ の男 の子 は， 予期 しな

か った ス ピー ドに、冒、を詰 め，大 きな信仰

と信頼 と を もって父 親 を見 上 げて， こ う

言 い ま した。 「お父 さん，天 のお父 様 は，

ぼ くた ちが も うす ぐ行 くっ て， 知 って る

の。」

この経験 か らは偉 大 な教 訓 を 引 き出す

こ とがで き ます。

ソル トレーク シテ ィー で家庭 問題 の カ

ウ ンセ リ ングに あた って い る ジ ョア ン ・

ラー セ ン博 士 が，最 近 子供 の教 育 と 自尊

心 の育 成 に つい て， 実 に賢明 か つ実 際 的

な助 言 を しま した。 それ に よれ ば， 大 部

分 の親 は子 供 た ち に教 える とい う責 任 を

果 た すに あ たっ て， 間違 い や誤 った判 断

とい った子 供 た ちの行 な う否定 的 な面 ，

ある いは子 供 た ちが い るが ため に起 こ る

不便 さや 問題 な どの方 に心 が奪 われ が ち

で あ る とい う ことで す。 さ らに，平 均 的

な子 供 は， その誕生 か ら20歳 に な るまで

の 間 に，親 や教 師， 兄 弟， 遊 び仲 間 な ど

か ら， お そ ら く10万 回ほ どの否定 的 な言

葉 を聞 か され る一 方， それ に見合 うだ け

の ほ め言葉 を も らう ことは め った にな い，

と も言 って い ます。 きわ め て恵 まれ た子

供 の場合 で も， おそ らく否 定 的 な言葉10

に対 して， ほめ言葉1と い う割 合 だ そ う

です。 この ため博士 は， こう した傾 向 は

子供 の 自尊 心 に， しば しば生涯 にわ た っ

て， 大 きな傷 を与 える可能 性 が あ る と強

く指 摘 して いま す。

そ して， 博士 は否 定 的 な面 よ りも積 極

的 な面 に もっ と焦点 をあ て るよ う にと助

言 して い ます。 そ して， そ うす るな らば

時 に は奇跡 を引 き起 こす こ と さえ可能 で

あ り，教 育 の成 果 も親 子関 係 も， 間違 い

聖徒 の道/1987年7月 号

な くは るか によ い もの に して い く ことが

で きる と言 って い ます。 け な した り， そ

しる こ とを控 え， 前 向 きの姿勢 で， 信 じ

る気 持 ちを忘 れ ず に問題 に対処 し， よ り

よい世 界 を造 る ため に努力 して い くな ら

ば， 想像 もつか な いほ どのす ば ら しい結

果 を得 るこ とが で きるで しょう。

良 い面 が た くさん あ る というの に，私

たち は人 間 と して悪 い面 ば か りを強調 し

たが るの は なぜ で し ょうか。私 た ちは絶

えず， 自分 の 子供 を批 判 し，互 い に批判

し合 い， 零 点 を探 し， す ぐ に決 めつ け，

人 の美点 を探 した り成功 を助 け た りせ ず

に， 欠点 を探 した り足 を引 っ張 った り し

て い るだ けで な く， 同 時 に 自分 の人生 に

つ いて， 四六 時 中心配 して い る人 もい ま

す。成 功 した い とい うい くば くか の信 仰

と希望 と を抱 いて様 々 な問題 に積 極的 に

対 処 しよ う とせ ず に， 抱 え込 む可 能性 の

あ る問題 にば か り心 を奪 われ て心 配 して

い ます。 しか し， その よ うな問題 は ほ と

ん どが取 り越 し苦 労 な のです。 私 た ちの

社会 は どう い うわけ か，一 風変 わ った，

悲劇 的 で， 不敬 で， かつ現 代 の諸悪 に満

ちた基盤 の上 に築 かれ て い るよ うに、思わ

れ ます。新 聞 や テ レ ビの報 道 は， その ほ

とん どが人 生 の否定 的 な面 に向 けられ て

います。 十代 の若者 の 自殺 ，麻 薬， エ イ

ズ，殺 人，不 貞 ，不 正 直， その ほ かあ ら

ゆ る種 類 の社 会悪 が対 象 で す。

各地 の教 会 を回 って み ます と， 時 に，

別 の形 の きわめ て否定 的 な要 素 を含 ん だ

考 え方 に出会 うこ とが あ ります。 重荷 を

背 負 った会 貝 た ち， 時 には過 酷 な まで に

重荷 を背負 った会員 た ちが それ です。何
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とか しな けれ ば な らな い 重 要 な仕 事 が

山 ほ どあ ります。 生 活費 を稼 ぐ こと， 抵

当を支払 う こと， 子供 た ちを養育 す る こ

と，教 会 の召 しを忠実 に果 たす こと， 学

校 や地域 の責 任 を果 た す こ と，正 し くふ

さわ しい生活 をす る こと。 まだ まだ続 き

ます。

私 はよ く考 える ので すが， この よ うな

人 々の 中 には，喜 び も感動 もな い生活 を

して いる人 が い ます。 また大体 に おい て，

つ らい ことの 多か った過去 の思 い 出ば か

りに こだわ って い るの です。 そ して必 要

なこ とはす べて完 成 させ よう とか，今 す

ぐに完 全 な人 間 にな らな くては な ど と考

えて 自分 自身 をが ん じが らめに し， 罪悪

感 に陥 って い る人が 多 くい ます。 否定 的

な態度 が この よう な形 で私 たち に影響 を

及 ぼ して くるの は，非 常 に興 味深 い こと

で す。

さて， もち ろん生 きて い く とい うの は

生 や さ しい ことで はあ りません。子供 に は

教 育 を施 さなけ れ ばな りませ ん し，借 金

も支 払 わな けれ ば な りませ ん。正 しい生

活 を送 る必要 もあ ります。 これ は みな，

主 が私 た ちに勧告 され てい る こ とです。

時 に は心 配 せ ざる を得 ない よ うな問題 も

あるで しょう。私 たち の周囲 には， きち

ん と顔 を向 け，対 処 し，解 決 しな けれ ば

な らない否 定的 な こ とが現 実 に存在 して

82

甦、 矩

羅

脳
懸 、涯、

い ます し， これ か ら も決 してな くなる こ

とはな いで し ょう。 しか し， そ う した問

題 や チ ャ レン ジ， と きには絶望 的 に さえ

思 える難局 の攻撃 に絶 えず さ らされ て い

る と， それ が個 人的 な もの で あれ， 国家

にかか わ る もの で あれ，欲 求 不 満 や失望

感 ，絶 望 感 が助長 され，場 合 に よって は，

本 来 な らば私 た ちを否定 的 な場 か ら引 き

上 げ，必 要 と する積極 的 な答 え を探 し出

して くれ るは ずの原 則 か ら外 れ させ るよ

うな心 の状 態や 態度 にまで落 ち込 む こ と

が あるの で はな いで しょ うか。

人 生 に は悪 い ことが た くさん起 き ます

が，善 い面 を見 る こつ を持 って い るの で

は と思 わ れ る人 もい ます 。 あ る若 い実 業

家 が， 新 しい支 店 を開 いた と きの こ とで

した。 友 人 のひ とりがお祝 い に花 輪 を贈

りま した。 と ころが， その友 人 が開店 祝

いに駆 け つ けて みる と， 自分 が贈 った は

ずの花 輪 に 「安 らか に眠 れ」 と書 か れて

い るので す。 び っ く りした彼 は怒 って花

屋 に抗議 しま した。 と ころ が一 応謝 罪 し

たあ とで花 屋 は こ う言 った ので す。「こん

な風 に考 えて もらえ ません か。 き ょう ど

こかで，だ れ かが埋葬 され た と き，『新 天

地 での ご 多幸 を』 と書 かれ た花 輪 を も ら

った とい う ことで す よ。」

モル モ ン経 か らは， 問題 の解 決 に あた

って 多 くの解 答 や指 針 を見 つ け出 す こ と

が で き ます。 そ して これ まで話 して きた

こ とを理 解 す るの に役 立 つ と思 わ れ る聖

句 が あ ります。 つ ま り， 人 生 の様 々 な問

題 を失 意 と絶望 の混 じ った気持 ちで対 処

す るので はな く，信仰 を も って積 極 性 と

信 頼 と希望 とに満 ち た態 度 で接 す る とい

うこ とです。 その予 言 者の 言葉 に耳 を傾

けて み ま し ょう。希望 と信仰 の基盤 と し

て，神 を知 り，神 を信 じる よう に， その

予 言者 は強 く訴 えて い ます 。

「す べて の事 は信仰 によ って成 るか ら

して， すべ て神 を信 ず る者 はこの世 よ り

も勝 って いる世 ， す なわ ち神 の右 手 の場

所 を少 しも疑 わ ず に望 むこ とがで き， こ

の よ うな望 みは信 仰 か ら生 じて人 の心 の
いかり

錨 にな る もので あ るか ら， この錨 のた め

に入 は しっか り して び くと もせぬ よ うに

な り， いつ も多 くの善 い行 い を して神 を
あが

崇 め るよ うにな る ことが で きる。」(イ テ

ノレ12：3-4)
一この すば らし

い章 で は，全 体 に わた っ

て，信 仰 と愛 と希望 と によ って成 し遂 げ

られ る様 々 な奇跡 につ いて教 えて い ます。

消 極 的 な考 え方 や接 し方 を基 盤 として生

活 す る こ とは， 実 に，主 や 自分 自身 や他

人 に対 して希望 や信仰 ， 信頼 を抱 くこ と

とは まった く正 反対 の ことで あ り，絶 え

ず暗 い気持 ちに陥 る原 因 にな るので は な

いか と思 われ ます。 一方 ，積 極的 な態 度

は， 気持 ち を高め，支 え，前進 しよう と

い う勇気 を与 え ます。 これ こ そ， 育 て て

いか なけれ ば な らない態 度， また培 うこ

とので きる習慣 な ので す。

美 しい もの を心 か ら喜 び，不 幸 な出来

事 は見過 ご しにす る とい う態 度 の典 型 は，

トマ ス ・モ ア の物 語 に見 る こ とがで き ま

す。

19世 紀 の ア イル ラ ン ドの有名 な詩人 ，

トマ ス ・モ アの結 婚直 後 の話 で す。 あ る

とき， 仕 事 のた め に家 を しば らく空 けて

い ま した。 モ アが仕事 か ら帰 うて くる と，

玄関 で待 って いて くれ たの は， あの美 し

い花嫁 で は な く， モ アの家 の主 治 医で し

た。

「奥様 は二 階 で す。 で も， お会 い した

くな いそ うで す。」この ときモ アは， 大変
てんねんとう

つ らい事 実 を知 りま した。妻 は天 然痘 に

か か って いたの です 。 その病気 の た め に，

か つて傷 ひ とつ な かっ た肌が あ ばた と傷

跡 だ らけ にな って し まい ま した。 自分 の
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顔 を鏡 で一 目見 た彼 女 は， 雨戸 を閉 じて，

夫 には二度 と会 わな い， と断 言 して お い

たの です。 しか し， モア は そん な話 に は

耳 を貸 しませ ん。走 って二 階 へ行 くと，

急 いで妻 の部 屋 の ドアを開 けま した。 部

屋 の中 は真 っ暗 で した。暗 や み の中 か ら

物音 ひとつ 聞 こ えて き ませ ん。 モア は壁

に添 って手探 りで進 む と， ガス燈 が手 に

触れ ました。

その と き， 真 っ暗 い部屋 の片 隅 か ら大

きな 叫 び声 が したの で す。「や めて。明 か

りは つ けな いで」 とい う妻 の叫 びで した。

モ ア はた め らい ま した。 必 死 に願 う声

に動揺 した ので す。

「出て行 って
。 お願 いだ か ら出て行 っ

て。私 が あ なた に して あげ られ る こ とは，

これ しか な いん です。」

モ アは 出て行 き ま した。・そ して 自分 の

部屋 に入 る と， ほぼ一 晩 中 かか って， 祈

りの気持 ち を込 め て， ひとつ の作 品 を書

きあ げ ました。 それ は， 詩 で は な く歌 で

した。 モア はそ れ まで歌 を作 曲 した こ と

は あ りませ んで したが，今 は単 な る詩 よ

りも歌 を書 く方 が 自分 の気 持 ちに ぴ った

りす る と感 じた ので す。歌 詞 だ け でな く，

曲 もつ け ま した。 翌朝 ， 日が昇 る とす ぐ

に，妻 の部 屋 に戻 って行 きま した。

手探 りで いす の と ころ まで行 く と， 腰

を下 ろ して こ う尋 ね たの で す。「起 きて る

かい。」

「え え」 と言 う声 が部屋 の遠 くの 隅か

ら聞 こえて き ます。「で も，私 の顔 が見 た

いな どとお っ しゃ らな いで。 トマ ス， お

願 い だか ら，私 を困 らせ な いで。」

「それ じ ゃ
， 君 に歌 を歌 って あげ る よ」

と答 えた トマス ・モ ア は， 初 め て妻 に歌

を歌 って 聞か せ ま した。今 なお歌 い継 が

れ て い る歌 で す。

「我 が 引か れ し君 が若 さ
， 明 日消 え失

さわせ る とも
， 今 君 を愛 す その ご と， 永久 に

変 わ らず あ らん。」

モ ア は， 妻 が ひ と リ寂 しく横 たわ って

いた 暗が りの中 で動 きだす物 音 を聞 きま

した。 さ らに，歌 い続 け ます。

「すべ て の もの枯 れ果 つ と も
， 君愛 す

心 は， なお その上 に絡 ませ て，青 々 と繁

りな ん。」

歌 は終 わ りま した。最後 の調 べ に乗 せ

て， モ ア の歌 声 が次 第 に消 えて い くと，

妻 が立 ち上 が る気配 が しま した。妻 は部

屋 を横切 って窓 辺 まで行 く と， 手 を伸 ば

し， ゆ っく り と雨戸 を開 けた ので す。

世 界 中 で必要 と されて い るの は実 に こ

の よ うな態 度 なの で す。新 しい車 を買 う

●七十 人第 一定 員会 会 員ハ ンス ・B・リンガ ー長 老(左)と エ リオ ・ダ ローチ ャ ・カマ ルゴ 長老

羅 ，
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ため に，必 死 で お金 を ため続 け た夫婦 の

話 が あ ります。新 車 が持 ち込 まれ た あ と

で，夫 は妻 に，法 的 に必要 な文 書 や保 険

に関 す る資料 は グ ロー ブボ ックスの 中 に

入 って い ると教 え ま した。 ところが， 新

車 で初 めて外 出 した 日，妻 は事故 に巻 き

込 まれ， 車 の前部 を大 破 して しま ったの

です。 けが はな か った もの の， ど う した

らよい のか もわ か らず，涙 を流 しな が ら，

警 官 に書類 を見 せ るた めに グロ ーブ ボ ッ

ク スを開 け ま した。 す る とそ こに は， 夫

の手書 きの メモ が置 い てあ り， こ う書 い
り

て あ ったの です。「と うと う事 故 に遭 って

しま ったね。 で も覚 え てお いて ほ しい。

車 はい つで も買.い換 えが で き るが，君 は

か けが えの な い存 在 だ とい う こ とを。 心

か ら君 を愛 す る夫 よ り。」

最初 に 申 しあげ ま した よう に， 子供 に

接 す る ときに は， ど う して も良 い面 よ り

も先 に悪 い面 の 方 に 目がい きが ちで す。

次 に ご紹 介 す るの は， 自分 の気持 ちを何

とか表現 し よう とした の に， 大 人の無 理

解 のた め にそれ が押 しつぶ され そ うに な

った ひ と りの男 の子 の話 で す。私 は この

麗 しい話 を， 親 友 の トマ ス ・マイ ヤー ズ

博 士 か ら聞 きま した。

ひ と.りの男 の子 が父親 ，祖 父母 と一 緒

にあ る病 院 にや って来 ました。 お じい さ

ん は その子 の伸 ば した両 手 に寄 りかか る

よう に して歩 いて い ます。そ の子 は，「頑

張 って， お じい ち ゃん。で きる よ。 あ と

もう少 しだ よ， お じい ちゃん。 … …先生

が き っ と足 を治 して ぐれ るか らね 」 と一

生 懸命励 ま します。 その後 ろに はや さ し

そう なお ばあ さ ん も歩 いて いま す。

診察 が終 わ る と，4人 と もま た同 じ通

路 を弓1き返 して行 きま した。 そ の男の 子

はち ょ う ど出 口 の所 で風船 を もらい ま し

た。 お じい さん を車 まで連 れ て行 くと，

その子 は走 って戻 って きて，受 付 の窓 口

に身 を乗 り出 す と， こ う言 った ので す。

「もう ひ とつ風 船 を もらえ ませ んか。」

まだ そ こにい たお ば あさ んは， そ の子

を しか り ま した。「そ ん な ことで き ませ ん

よ。 あの風船 を放 しち ゃい けな い と言 っ

て お いた で し ょ。」お ば あさ んは受付 の人

に謝 りま した。「この子 は先 週 も同 じこ と

を したん です。 外 へ 出 るとす ぐに， 風船

を放 して しまっ たん です よ。 き ょう も ち

ゃん と注意 して おい たん です け どね え。」

83



その男 の子 はお ばあ さん に何 か言 お う

と して い ま した。 おば あ さん はか がみ こ

んで， じっ と耳 を傾 け てい ました が， や

がて しわ だ らけの顔 に涙 を浮 かべ なが ら

や って来て，こ う言 ったの です 。「すみ ま

せ んが， あの子 に もうひ とつ風船 をや っ

て も らえませ んか。 あの子 の妹 が2，3

カ月前 に死 ん だん です よ。 それで， あの

子 はその妹 に も風船 を送 って， 遊 ばせ て

あ げた いって 言 って い るもの です か ら。」

批判 した り，善悪 を判断 した りしな け

れ ばな らな い こと も， 多く ある で し ょう。

正 さな けれ ばな らない過 ち も数 多 くあ り

ます。 また この時代 に生 き てい る限 り，

不愉快 な現 実 に直 面 しなけ れば な らな い

こ ともあ りま し ょう。 しか し，私 たち の

周 囲 にあ る こう した数 限 りな い美 しい話 ，

徳 高 い生 活 を送 って いる人 た ちの 多 くの

すば ら しい模 範， 多 くの人 々の 示 して く

れ る強 さと勇気 ，家 族 や隣 人， 同僚 の 驚

くほどの才能 と成功 談，私 た ち に与 え ら

れて い るあ リ余 る祝福 ， こ う した もの を

常 に心 にと どめ， た た えて いこ うで はあ

りませ んか。 た びた び引用 されて い る言

葉で すが， 次 の言葉 は今 申 しあ げた 内容

をよ く伝 えて い ます。

「ふた りの 囚人 が鉄 格 子 か ら外 を見 た
。

ひ と りは 土 を見， も う ひ と りは星 を見

た。」(フ レデ リ ック・ラ ング ブ リッ ジ『静

かな思 い』.「オ ック ス フ ォー ド引用 句 辞

典」 よ り)

予 言者 モル モ ンは次 の よ うに教 えて い

ます。

「この愛 〔この場合 ，他 人 の こ とを思

い， 感謝 す る とい う愛 で す〕 は キ リス ト

の純粋 な愛 であ って永 遠 につ ず く もので

ある。従 って終 りの 日にこ のよ うな愛 を

持 って いる人 は さい わ いで ある。」(モ ロ

ナイ7：47)
の

兄 弟姉妹 の皆 さん， 特 に若 人 の皆 さ ん，

キ リス トが来 られた の は私 たち を高 め る

ためで あ って， お と しめる ため で はな い

こと を忘 れ ない で くだ さい。私 は， こ の

壇上 にお られる偉 大 な幹部 の方 々 と共 に，

ひと りの証 人 と して， 皆 さ んが この キ リ

ス トの み もと に来 られ るよ う， 心 よ りお

勧め します 。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 しあ

げ ます。 アー メ ン。
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「疑いをいだく人々が

あれば，彼 らを

あ わ れ み … … 」

管理監督

ロバー ト・D・ヘ イルズ

「人の値は神の前に大いなることを憶えよ。J

ど
の神権 時代 にあ って も， 民 は生 け

る予 言者 か ら，互 い に助 け合 う よ

うに との勧告 を受 けて きま した。

モー サ ヤの 息子 た ち につ いて こ う書 か

れ て い ます。「ま た万 民 に救 いの道 を教 え
いえど

た いと思 っ た。 それ は一人 と錐 も亡 び る

こ とを考 え るに忍 び ず， ま た一人 と錐 も
せ め く

永 遠 の責 苦 を受 け るこ とを思 っ て さえ も

かれ らはふ るえ おの の いた か らで ある。」

(モーサ ヤ28：3)

さて，福 音 の祝福 に あず か って いな い

人 々 の世 話 に積 極 的 に従事 する精 神 は，

羊 飼 い と して召 され た者 だ けに限 られ た

もの で はな く，神 の子 す べ ての生 活 の一

部 とな るべ きで す。

真 の羊飼 いは群 れ に いる すべ て の羊 を

養 い， その世話 を し， 決 して配慮 を絶 つ

こと はあ りませ ん。単 に羊 の数 を数 える

だ けで はな く， その群 れ を知 り， 群 れ の

世 話 をす るので す。群 れの 中の1頭 が迷

子 に なっ た とした ら， 羊 飼 い は落 ち着 い

て は い られ ませ ん。若 い こ ろ，私 は牧 場

で働 く機 会 を得 ました。 経 験豊 か な フラ

ンク お じさん は羊の世 話 につ いて大 切 な

こ とを教 えて くれ ま した。 子羊 が 自分 を

愛 し守 っ て くれ る母 や群 れ の もとか ら何

かに誘 惑 されて 離れ る様 子 を話 して くれ

たの です 。

悪知 恵 の働 くオオ カ ミは， 羊 の群 れの

そ ばで 自分 の子 供 を遊 ば せ ます。 オオ カ

ミの 子供 た ちは， 走 っ た り，転 げ回 っ た

り，跳 びはね た り'して， 子羊 には大変 楽

しそ うに見 え ます。 その様 子 が あ ま りに

も楽 しそ うなの で， 子 羊 は群 れ とい う自

分 を守 って くれ る環 境 か ら， そ して 自分

を養 って くれ る母親 の も とか ら抜 け 出 そ

うと いう誘 惑 に駆 られ るの です。 無邪 気

な子 羊 には，大 きな オ オカ ミが忍 び寄 り，

今 に も跳 び 出 して きて子 羊 をそ の群 れか

ら断 ち切 り， つ い には殺 そ う と して い る

のが わ か らない ので す。

これ はサ タ ンのや り方 で もあ ります。

サ タ ンは私 た ちの 自由意志 を甘 い誘 惑 を

使 って利 用 し よ うと して い るの です。 す

ぐに私 た ちはわ な にか か り， も し群 れ に

戻 らな けれ ば， 神 殿 に行 け な くな り， 誓

約 に入 らず， 永遠 の生 命 を得 る ため に必

要 な儀 式 を受 け る こ とが で きな くな るの



です。

私 た ちの中 に は， これ まで群 れ か ら離

れ た こ とのあ る人 が何 人 か い るこ とで し

ょ う。 多 くの 人が悔 い改 めて戻 って き ま

した.し か し， また 多 くの人 が，何 らか

の理 由 で い まだ に戻 るた めの機 会 や， そ

の機 会 を提供 す る人 や，状 況 を待 って い

る ので す。

天 父 の羊 の群 れ の羊飼 いの一 員 として，

私 たち は ど う して あ る人々 が迷 って し ま

う かを裁 くべ きで はあ りませ ん。 む し ろ，
いや

イエ ス だ けが彼 らをお癒 しに なれ る こ と

を知 っ て いる私 た ちは， 彼 らを群 れ に戻

す努 力 を怠 らず に続 ける必要 があ ります。

1829年 に主 は， 末 日の最 初 の予 言 者 ジ

ョセ フ ・ス ミスを通 して ，私 たち に こう
あたい

教 え られ ました。「人 の値 は神 の前 に大 い
おぽ

なる こ とを憶 え よ。」(教義 と聖 約18：10)
しか よろこ

「而 して
，悔 い改 む る人 を見 て彼 の悦 び

い か

は如 何 に大 いな るか。」(教 義 と聖約18：

13)ま た主 はモル モ ン経 の時代 に こう言

われ ま した。「私 が 心 に望 む と ころ は，お

前 た ちが 永遠 の福 利安 泰 を受 ける こ との

ほ か に何 もな い。」(II二一 フ ァイ2：30)

この最 後 の神権 時 代 に は， その勧 告 の

言葉 をも って私 た ち を導 く予 言 者 が いる

ので す。

さて， ひとつ の大 いに意味 のあ る宣言

が1985年 の ク リス マ スの時期 に大管 長会

か らな され ま した。それ は，「教 会 か ら遠

のい て いる人 々 への呼 びか け」 で す。現

鷺 ，¥

¥� ｲ�

灘 、

「教会 の中 に は活発 で な い人や
， ほ か

の 人 に対 して批 判 的 な 目を向 け，・あ ら探

しを する人， また重 大 な罪 によ って会 員

資格 の制 限 や破 門 な どの処分 を受 けて い

る人 もい ます。

私 たち はその よう なすべ て の人々 に向

か って手 を差 し伸 べ，『主 な るわれ は，そ
ゆる なんじ

の赦 さん と欲 す る者 を赦 す。 され ど汝 ら

にはす べ ての人 を赦 す ことを求 め らる』

(教義 と聖約64：10)と い う主 の精神 を

もって赦 しを与 えた い と思 い ます。

私 たち は教 会 員 に対 して， 自分 に罪 を

犯 した人 々 を赦 す よ うに勧告 し ます。 ま

た教 会 に活発 でな くな り， ほか の人 々 に

対 して批 判的 にな って い る人 々 に は，『立

ち返 りな さい。 そ して主 が備 え られ た テ

ー ブル につ き
，聖徒 の交 わ りとい う甘 く，

心 を満 た して くれ る木 の実 を再 び味 わい

な さい』 と呼 び か ける もの です。

私 た ちは，戻 りた い と望 みな が ら も，

き ま り悪 さを感 じて そ うで きな いで いる

人 々 が多 くいる と確 信 して い ます。 しか

し， その よ うな人 々 に 申 しあげ たい と思

い ます。 私 た ち は両 手 を広 げて皆 さ んを

歓 迎 し， 喜 ん で お助 け した い と願 って い

麟緯

代 の予 言者 たち に よる この特別 な メ ッセ

ー ジの重要 さを考 え
， 私 は私 た ちが互 い

に助 け合 う うえ で鍵 となる勧告 を い くっ

か皆 さん に ご紹 介 した い と思 い ます。

大管 長会 か らの この メ ッセー ジには こ

う書 かれ て い ます。

●左 か ら七 十 人 第 一 定 員会 会 員の ジ ャ ック ・H・ゴ ー ズ リン ド長 老 ，

ロパ ー ト・L・バ ック マ ン長 老 ， ジー ン・R・ク ッ ク長 老

灘 撒
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●管 理 監 督 会(左 か らヘ ン リー ・B・ア イ リン グ第 一 副 監督 ， ロバ ー ト・D・ヘ イル ズ 監督 ，

グ レン ・L・ペ イ ス 第 二副 監 督)

るの です。 … り

罪 と苦 しみの重荷 を負 っ て いる人 々 は

数 多 くい ますが， その よう な人 々 に対 し

て こ う申 しあ げます。『重荷 を下 ろ し，主

の み言葉 に従 いな さい。「す べて重 荷 を 負

うて苦 労 して いる者 は， わ た しの も とに

きな さい。 あ なた がた を休 ませ て あげ よ

う。

わ た しは柔 和 で心 の へ りくだ った者 で

あ るか ら， わ た しの くび き を負 うて， わ

た しに学 びな さ い。 そ うす れ ば， あ なた

がた の魂 に休 みが 与 え られ るで あ ろう。

わ た しの くび きは負 いやす く， わ た し

の荷 は軽 い か らで あ る。」'(マ タ イ111

28-30)』

これ らの こ とを皆 さ んに お願 い した い

と思 い ます。 私 た ち も皆 さ んの た めに祈

ってい ます。 愛 と感謝 の念 を も って皆 さ

ん をお迎 え したい と思 い ます。」

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会 員

で あ る皆 さん と私 の責 任 は明 らか です。

私 た ちは愛 をも って手 を差 し伸 べ， 私 た

ちに対 して過 ち を した人々 を進 んで赦 し，

友達 にな る こ とによ って助 け， 戻 りた い

と望 む人 々 を世 話 し， 「両 手 を広 げて」彼

ら を歓 迎 し，助 ける こ とで す。

ヤ コブの兄 弟 のユ ダ が勧 告 して いる よ

うに， 私 た ち は行 なわ なけ れば な りませ

ん。「疑 い をい だ く人々 が あれ ば，彼 らを

あ われ み… …。」(ユ ダ1122)

私 たち が人 々 を 「あわれ む」 うえ で助

け となる原 則 が あ ります。 それ はル カ に

よ る福 音書 第15章 に書 か れ てい ます。 こ

こで イエ スは， 失 わ れ た人 々 を見 つ け る

ことの重要 【生につ いて3つ のた とえを使

って話 して お られ ます。

失 わ れ た羊 のた と えで は， 羊 飼 い は迷

った羊 を懸 命 に なっ て捜 し，見 つ け出 し

ま した。 そ して大 い に喜 び ま した。

失 われ た銀貨 のた とえで は， や もめ は

ろ うそ く をと もし，家 の す みず み まで掃

いて 捜 し，失 わ れ た銀貨 をつ いに見 つ け

て大 いに喜 び ま した。

どち らのた とえ も， 見 つけ 出す た めの

行動 や暗 やみ で火 を と もす こ と， また失

わ れ た物 や人 が戻 るまで捜 し続 け るこ と

の例 です。
ほうとう

一 方
，放 蕩 息子 の た とえで は， や さ し

い父 は， その 息子 が戻 って来 る まで忍 耐

強 く待 って い ます。彼 は愛 に満 ち た家 庭
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環境 を作 り出 し，両 手 を広 げて息子 を迎

えた ので す。 そ して共 に喜 び合 い ました。

ポイ ン トは， その息 子 が家 に帰 れ ば， 父

か ら愛 され歓 迎 され る と， 知 って い た こ

とで す。

しか し， 家 に戻 る こ と 自体， 決 して生

や さ しい ことで はあ りませ ん。放 蕩 息子

が家 に帰 ると， 忠実 な兄 は悔 い改 め た弟

への もて な し に しっ とし ました。 、忠実 な

兄 は批 判 的 で，弟 の帰宅 を喜 ぶ ことがで

きるほ ど には霊 的 に成熟 して い ませ ん で

した。 そ こで父 は， 忠実 な息子 に父 の愛

を再確 認 した の です。

さて，帰 って きた放 蕩 息子 自身 も， 父

親 が 自分 に対 して示 した赦 し と愛 を， し

っ と して い る兄 に対 して示 す機 会 を得 ま

した。 帰 って来 る者 にと って も， ほ かの

人々 を赦 す と いう態 度 が必要 で す。 そ う

で な けれ ば， 完全 な悔 い改 め は不 可能 で

す。

もし私 たち の過 ち を主 やほ かの人 々 か

ら赦 して もらい たけれ ば， まず第1に ほ

か の人 を赦 す ことで す。戻 って来 る人 は

人 を裁 いて はい け ません。 完全 な 人 はい

ない の だ とい うこ とを し っか りと心 に刻

みつ け る ことで す。

私 た ち は末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教

会 の 会員 と して， どの よ うに した ら私 た

ち の家庭 や教 会 に思 い や りの ある雰囲 気

を もた らす こ とが で きる で しょうか。 戻

れ ば歓 迎 され る とい う気 持 ち か ら戻 っ て

来 る人 に本 当 の安 らぎを与 えるに は どう

した ら よいの で し ょう。

この思 いや りと奉 仕 の精神 を よく示 し

た のが， ドン ・サ マー ズ とマ リア ン ・サ

マ ー ズ夫 妻 で す。 それ は， ほ かの 多 くの

宣教 師 の経験 を包括 す る もの と言 える で

し ょう。 ふた りは， イギ リスのロ ン ドン

伝 道 部 で伝道 して い た間，最 後 の6カ 月

間 を スウ ィ ン ドン支 部 で会 員 の活発化 の

ため に働 く よう に要 請 され ました。 ス ウ

ィ ン ドン支 部 は80年 もの間 ，忠実 な教 会

員 は ご くわず かで， あ とはお休 み会員 だ

けの支部 だ った ので す。

ドン とマ リア ンは当 時 を振 り返 りな が

ら，手紙 にこ う書 いて くれ ま した。「スウ

ィ ン ドン支部 に初 めて訪 問 して底 冷 え の

す る ホール で聖徒 た ち と会 った ときは，

少 々が っか りして しまい ま した。 出席 者

が全 部 で17人 で した。 それ も， ヘ イ ル ズ



支 部 長夫 妻 と4人 の宣教 師 を含 め てで す。

み ん な冬 の コー トを着 た ま ま， 小 さ な ス

トー ブの周 りに集 ま って 日曜学校 の レッ

ス ンに聞 き入 りま した。」

手 紙 は続 きます。

「ある 日ひ と りの会 員 が私 の と ころ に

来 て こ う言 いま した。『サ マー ズ長 老，少

し忠告 させて もらい た いんで すが 。』彼 は

こ う続 けま した。『ス ウ ィ ン ドンの会員 た

ちに什分 の一 の こ とを話 さ ない よ うに し

て くだ さい。 だれ も什分 の一 の教 えを信

じて ませ ん。話 した ら怒 らせ る だけ です

か ら。』

そ うで す。私 たち は什分 の一 の こ とも

ほか の福 音 の原 則 とと もに教 え ま した。

支部 長 の模 範 と励 ま しによ って，教 会 員

の気 持 ち に変化 が起 こ りま した。 そ して，

信仰 と行 な いが増 し加 え られ て い ったの

で す。私 た ちは すべ ての会 員 を訪 問 し，

会員 記録 の情報 を最 新 の状 態 に しま した。

指導 者 の思 いや りに対 して，会 員 が反 応

する よ うに な りま した。 そ して新 たな ス

ピリ ッ トが支部 にみ な ぎる よ うにな った

ので す。 こう して会 員 たち は，再 び福 音

に対 して積 極 的 にな りま した。

フ ァイ ヤ サイ ドが私 た ちの家 で開 かれ ，

私 た ち はス テー キ部 宣 教 師 や ほかの 宜教

師 た ち と綿 密 に協 力 し合 い ま した。私 た

ちは主 に， スウ ィン ドン にい る間，新 し
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い会員 や再 活発 化 した会 貝 を ひ と りも不

活発 にす るこ とは しな い と約 束 を し まし

た。

会 員 にな る まで ジプ シー の生 活 を して

い た若 い夫婦 が い ま した。 習慣 や服装 が

違 うの で， なか な か皆 に溶 け込 め ない で

い ま した。 そ して， 生活 習慣 を変 え るよ

うに との教 会 か らの指導 に傷 つけ られ，

監督 に2度 ほ ど教 会 の記録 か ら 自分 た ち

の名 前 を除 いて くれ るよ うに頼 ん だの で

す。最 後 の 手紙 には，教 会員 の訪問 はだ

れで あ って も断 わ る と書 いて あ りま した。

そ こで マ リア ン と私 は花 屋 で美 しい菊 の

花 を買 い，小 さ な手 紙 を添 え て それ を配

達 して もらい ま した。 その 手紙 には こう

書 き ま した。 『お ふた りを愛 して い ます。

お ふ た りが い な い と， とて も寂 し く思 い

ます。私 たち に は， おふ た りが必要 で す。

どう か戻 って来 て くださ い。 ス ウ ィン ド

ンワー ド部 』

次 の 日曜 日は， 断食証 会 で， 私 た ちに

とって ス ウ ィ ン ドンでの最 後 の 日曜 日で

した。6カ 月前 の17人 に比 べ て，今 回は

103人 が出席 して い ま した。その若 い夫婦

も 出席 し，ご主 人の方 は 証 と とも に，ス ウ

ィ ン ドンワー ド部 の人 々 が 自分 たち を見

離 さ なか った こ とに対 してお礼 を述 べた

の で す。

私 たち一 人一 人が 自分 の ワー ド部 や支
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部 で同 じ経 験 をす るこ とがで きます。 お

休 み して い る人々 を愛 し，何 か を して あ

げる こ とに よ ってで す。 自分 が だれな の

かを見 いだ し， 教会 に戻 りたい と願 う人

人 に思 いや りを示 し， 援助 の 手 を差 し伸

べ るこ とは，何 と いう喜 びで しょ うか。」

主 の民 に数 え られ て いな い人々 につ い

て， イエ ス は二 一 フ ァイ人 た ちに こう言

われ ま した。「され ど悔 い改 め ざる者 にて

も， これ を汝 らの会堂 や礼拝 堂 よ り追 い
いだ

出 すべ か らず。何 とな れば， 汝 らはか く

の ご とき者 に ひ きつず き道 を伝 うる義 務

あ れば な り。 かれ らは悔 い改 めて真心 よ
がた

りわれ に立 ち帰 る や も知 れ難 し。真心 を
もつ

以 てわ れ に立 ち帰 らば， わ れ はか れ らを

赦 し， また汝 ら はかれ らを救 い に導 く者

とな る。」(III二 一 フ ァイ18：32)

兄 弟姉 妹 の皆 さん。信 仰 の祈 りと 「あ

わ れ み」(ユ ダ1：22)を 通 してた とえひ

，と りの人 で も救 い と昇 栄へ の道 に連 れ戻

す の だ との新 た な決意 を胸 に， この大会

を後 に しよ うで はあ りませ ん か。 アル マ

と共 に こ う祈 ろ うで は あ りま せ ん か。

「『主 よ
，私 の身 も霊 も慰 め，私 と私 と一

し ょに いる同僚 たち の働 き を成功 させ た

ま え。私 の同僚 た ちと は， アンモ ン， ア

ロ ン， オ ム ネル， ア ミュ レク， ゼ ーズ ロ

ムお よび私 の 二人 の息 子 で ある。 かれ ら

もみ な慰 め た まえ。 キ リス トに よ って か

れ らの身 も霊 も慰 め た まえ。

この民 の罪 悪 のた め にこの後 かれ らの
かんなん

身 に、ζ・りか かる顛 難 を耐 え忍 べ る ように

かれ ら に力 を与 えた ま え。

主 よ，私 たちが再 び この民 を感化 して，

キ リス トに よっ てか れ らを神 の道 に入 ら

せ る働 きを成功 させ た まえ。

主 よ， この 人々 の 身 も霊 も貴 く， 民 の
はらから ゆえ

中 には私 た ちの 同胞 が 多く居 る故 に， こ

の 同胞 を再 び神 の道 に入 らせ る こ とが で
ち か ら

き るよ う能 力 と智 恵 と を私 たち に与 えた

ま え』 と。」(ア ル マ31：32-35)

「私 た ち は皆 さん を愛 して い ます。皆

さん が いな いの で寂 しく思 って い ます。

皆 さんが必 要 で す。 どうか戻 っ て きて く

だ さい。」どうか神 殿 に行 け るよ う に， 誓

約 に入 れ る よ うに， そ して永遠 の救 いの

儀 式 を受 け られ る よう に戻 って くだ さい。

主 で あ り腰 い主 で あ られ るイ エ ス ・キ

リス トの み名 に よ り申 しあ げま す。 アー

メ ン。

87



救い主に心を向ける
七十人第一定員会会員

ア ドニー ・Y・小松

「救い主は，神の御子として，皆さんにも私にも，御父 の戒めを守るうえで従順

という偉大な模範を示してくだ さいました。」

愛
す る兄弟 姉妹 の皆 さん， 復 活祭 の

季節 が近 づ き，私 た ちの心 も思 い

も主 イエ ス ・キ リス ト， その十 字架 上 の

死 ，復 活， そ して世 の 罪 のた め に行 なわ
あがな

れ た贈 いの犠牲 に向 け られて い ます。

救 い主 の時代 にあ って主 の先 駆 け をな

す者 と して使 命 を授 け られ て い たバプ テ

スマ の ヨハ ネ は， 天 の父 な る神 はこ の地

上 に送 られた子 供 た ちの こ とを忘 れ て は

お られな い， と高 らか に宣 言 し，次 の よ

う に言 いま した。
み こ

「父 は御 子 を愛 して
，万 物 を その手 に

お与 え にな った。

御子 を信 じる者 は永 遠 の命 を もつ。 御

子 に従 わ な い者 は，命 にあず か る ことが

な いば か りか， 神 の怒 りが その上 に と ど

まるので あ る。」(ヨ ハネ3：35-36)

救 い主 の降 臨 は，聖 書 や モル モ ン経 の

中で数 多 くの予 言 者 が予言 して い ま した。

旧約聖 書 の予 言者 イ ザヤ は，救 い主 の誕

生 の しる しを次 の よう に予 言 して いま す。

「それ ゆ え
， 主 は みず か ら一 つ の し る'

しを あな たが た に与 え られ る。 見 よ， お

とめ がみ ご もって 男 の子 を産 む。 そ の名

はイ ンマ ヌエ ル と となえ られ る。」(イ ザ

ヤ7：14〉

「ひ と りの み ど りごが われ われ の ため

に生 れ た， ひ と りの男 の子 が われ わ れ に

与 え られ た。 まつ りご とは その肩 に あ リ，

その名 は，『霊 妙 な る議士 ，大 能 の神， と

こ しえの父，平和 の君』ととな え られ る。」

(イザヤ916)

イ エス ・キ リス トにつ いて の も うひ と

つ の証 で あ るモル モ ン経 に は， キ リス ト

の 降臨 に先 立 つ こ と124年 前 に， ひ と り

の 天使 が ベ ン ジャ ミン王 の も とに現 われ

て， 大 い な る喜 びの う るわ しいお とずれ

を伝 えた と記録 され てい ます。 その天使

は次 の よう に言 って い ます。

「現在 この世 を治 めた ま い
， また無 限

わた

の過 去 か ら無 限の将 来 に亘 って ま します

全能 の主 が権 能 を もって天 か ら人 間 に降

臨 して土 か ら成 る身体 に宿 りた まい， 人
いや

人 の 間を め ぐって病 人 た ち を医 し， 死 ん
いか

だ者 た ちを活 し， あ しな え を歩 か せ， め
きこ

く らを見 え るよ うに し， つん ぼが 聞 え る

よ うに し， あ らゆる病 い をな お し… …。

このお方 は神 の御 子， 天 地 の父， 創世

の 時 か ら万物 を造 りた もうて い る造 り主

イエ ス ・キ リス トと呼 ば れ， その母 は マ

リヤ と呼 ばれ る。」(モ ー サヤ3：5，8)

モ ルモ ン経 の1千 年 にわた る歴 史 を通

じて，数 々の予 言者 た ちが， イエ ス ・キ

リス トは神 の御 子 で あ り， 前世 で は神 の

ご とき存在 で あ った と厳 粛 に証 を しま し

た。 また主 の地 上 で の働 き につ いて， 主

の苦 しみ や死， 復 活 につ いて， そ して救
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いの計 画 につい て も証 し ま した。 この計

画 な くして，私 た ちは主 の願 いの成果 を

日々 の生 活 に もた らす こ とはで きませ ん。

こう した予言 者 た ちは皆， その知 識 を純

粋 な知 識 の源 か ら受 け て語 って い ま した。

救 い主 か ら個 人 的 な訪 れ を受 け て もた ら

され た知 識， 予 言者 た ち と語 った天使 た

ちの証 か ら得 た知 識， 示現 に よ って もた

らされ た知 識 ，聖 霊 の 力 に よって もた ら

され た知 識 な どで す。予 言者 た ちは 自分

の語 って いる こ との源 を知 って い ま した。

だか らこ そ， その証 を揺 り動 かす こ とは

で きな か ったの で す。

こ こで， ヤ コブの例 を考 えて み ま し ょ

う。 ヤ コブ は シ ェレム と い う男 と対 決 し

た こ とがあ ります。 この男 は キ リス トを

否 定 し， ヤ コブ に論争 を挑 み， しる しを

示 せ と迫 りま した。 シェ レム は人 の気 に

入 る ような こ とを言 い， た い そ う巧 み に

話 して， ヤ コブ の証 に疑 い を抱 かせ よう

とし ました。 ヤ コブ は こ う言 って い ます。

「私 は 多 くの 啓示 を受 け， また キ リス

トの 降臨 につ いて い ろい ろの こ とを先 見

して い る者 であ る に もかか わ らず， シェ

レム は私 を動 か して信 仰 を捨 て させ よ う

と思 ったけ れ ど も，私 はす で に確 に天 使

らを見 て天使 か ら導 きと恵 み とを授 け ら
もつ

れ， また， たび た び主 が御 言葉 を以 て私

に仰 せ にな る声 を確 に聞 いて いた か ら，

私 を動 かす こ とは で きなか った。」(モ ル

モ ン経 ヤ コブ7：5)

私 た ち の愛 す る予 言 者 エ ズ ラ ・タ フ

ト ・ベ ン ソン大 管 長 は， モル モ ン経 を研

究 す る よう，私 た ちに強 く訴 え られ ま し
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た。「その教 えに従 っ た生 活 をす る こと に

よ り，他 の いか なる書物 に もま して人 を

神 に近 づ け るこ との で きる書物 」 を絶 え

ず研 究 す る必要 が あ る とお っ しゃ った の

で す。

私 は，皆 さん が愛 す る予 言 者 ベ ン ソン

大 管長 の勧 告 に従 って，絶 えず モル モ ン

経 を研 究 す る よう願 い， また祈 ってお り

ます。 私 た ちは皆 ，神 の戒 め に従 順 に従

っ た生 活 を して い る とい う確 信 を持 つ必

要 が あ ります。 そ うす れば， 私 た ち はみ

た ま を受 け， 日々 の生活 で もみた まの導

きを受 け る ことが で きるの です 。

救 い主 は， 神 の御 子 として， 皆 さ ん に

も私 に も，御 父 の戒 め を守 るう えで従順

とい う偉 大 な模 範 を示 して くだ さい ま し

た。 二 一 フ ァイ はキ リス トが バプ テ ス マ

をお受 け にな っ たの は，人 が そ の後 に従

い， 聖霊 を受 け るよ う にな るた めで あ る，

と教 えて い ます。

「あな た たち は子羊 が聖 か った こ とを

知 っ て いな いの か。子 羊 は た とえ聖 くま

し ま して も， 肉体 を受 けた もうに よ って

天 の御 父 の前 に へ り くだる こ と と，天 の

御 父 に従 ってそ の命令 を守 る と証 明 を す

る こ ととを バプ テ スマ に よって世 の 人 に

示 した も うの で あ る。」(II二 一 フ ァ イ

31：7)

数週 間前，私 はプ ロボの あ る ステー キ

部 大会 を管理 す る責 任 を受 け ま した。 日

曜 日の朝 の福 祉 部会 は午前7時30分 に始

まる こと にな って い たた め，私 は午 前6

時15分 ご ろ には家 を 出な けれ ば な りませ

ん で した。私 が高速 道 路 の進入 路 へ入 ろ

う として交 差点 に差 しか か った ときの こ

と， 信 号 が ち ょう ど赤 に変 わ りま した。

信号 で止 まった その ときは， まだ朝 も早

い6時30分 ごろ だ ったで し ょうか。・ほ か

の車 の姿 は ど こに も見 え ませ んで した。

赤 信号 で停 車 して いた の は， 私 の車 だ け

だ ったの で す。

あ る考 えが私 の脳裏 を よぎ りま した。

た と え私 が赤 信号 を無視 した と ころ で，

けが をす る人 も いな けれ ば，危 険 もな い。

こん な早 い時 間 には1台 の車 も見あ た ら

ない のだ か ら， とい う思 いで す。 しか し，

私 は信号 が変 わ るの を待 ち，青 信号 に従

って進 み ました。 も しそ こで 左 に曲 が っ

た と して も， だ れ も気 づ か なか っ たで し

ょう。 しか し， 自分 自身 で交 通 法規 を犯

聖徒の道/198ア 年 ア月号
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す こと にな るの は知 って い ま した。 そ し

て， もち ろん主 も知 っ てお られ たの で す。

私 の胸 に は次 の よ うな聖 句 が浮 か んで き

ま した。

「人 が
， な すべ き善 を知 りなが ら行 わ

な けれ ば， そ れ は彼 に とって 罪で あ る。」

(ヤ コブ4117)

兄 弟姉 妹 の皆 さん。私 た ちは その と き

の状 況 に合 わ せ て妥協 しよ う とい う誘 惑

にか られ る こ とが よ くあ ります。 しか し，

私 た ち はいか な る ときで あ って も， 細心

の 注意 を払 い， 正 しい生活 の 原則 に従 っ

て 生活 して いか なけれ ば な りませ ん。 そ

うす る こ とに よ り，私 た ち はは るか に重

要 な決 定 を下 す よ う求 め られ た と きに も，

何 を した らよ いかが わ かる ので す。私 た

ち は， 主 の王 国 の一員 と して絶 えず世 に

対 して模 範 を示 す必要 があ ります し， 自

分 の国 の法律 を守 り， 神 の律 法 を守 らな

け れば な り ませ ん。

主 は末 日の啓示 の中 で次 の よ うに言 わ

れ ました。
な

「この故 に善 を為 す にうむ こ となか れ。
なんじ

これ汝 ら今 偉 大 な るず事 業 の基礎 を置 き

つ つ あれ ば な り。 それ ，小 なる こ とよ り
おこ

偉 大 な る事 起 る。

見 よ，主 は真心 と喜 びて事 に従 う精 神

と を求 む。 喜 び て従順 に従 う者 た ちは，
おい よ

こ の末 の世 に於 て シオ ンの地 の善 き もの

獺

陪灘

鼻

辱

霧 ・

縫灘 　 _簾 灘
，

螺

器

蒙

蓼

翻

鯉
く

を 食わ ん。」(教 義 と聖 約64：33-34)

最 近， 私 は ユ タ南部 地域 会 長会 の一 員

と して， ユタ州 立刑務 所 に収 容 され て い

る男女 の イ ンス テ ィテ ユー ト ・プ ログ ラ

ムに参加 す るよ う招 待 を受 け ま した。 そ

う した人 々 を訪 問 した私 の心 は，彼 らに

対 す る思 いで い っぱ い にな りま した。彼

らもま た， 皆私 たち の天 の お父様 の子供

だか らで す。 彼 らは， 目の前 の誘 惑 に出

会 った と き， 人生 の 中 で誤 った選 択 を し

た人 々 で した。私 はそ う した人 々の ひ と

み の中 に痛 みや苦 しみ を見 て取 りま した。

また，彼 らの愛 す る人 々， つ ま り両親 や

兄 弟姉 妹 ， そ して妻 や子供 た ちの こ とを

考 え ると き， そ う した人々 も同様 に， 大

変 苦 しみ， そ して お そ らく はこれ か ら先，

さ らに多 くの苦 しみ に出会 うこ とであ ろ

う と考 え たの で した。 キ ン ボール大 管長

は， 罪 は憎 んで も， 罪 人 は愛 さ なけれ ば

な らない と言 わ れ ま した。 さ らに また，

人 は我 慢 し，長 く耐 え忍 び， 自制心 を養

う と きに， 苦 しみの 中 か ら聖徒 として生

まれ変 わ る， と も言 われ ま した。

また キ ンボー ル大 管長 は， 救 い主 が苦

しまれ たの は救 い主 とな る訓練 の一部 で
み こ

あ っ た，と言わ れ ま した。「彼 は御 子 で あ

られ たに もか かわ らず， さ まざ まの苦 し

み に よっ て従 順 を学 び， そ して，全 き者

と され た ので， 彼 に従順 であ る すべて の
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すくい

人 に対 して，永 遠 の救 の源 とな(ら れ た

ので あ る。)」(ヘ ブル518-9)

ジェー ム ズ ・E・ タル メ ー ジ長 老 は次

の よう に書 いて いま す。「この地 上 で人 が

経 験 す る苦悩 は， ・…・・忍耐 強 く耐 え忍 ば

れる限 り， 必 ず それ に見合 うだ けの補 償

が存在 す る。」(ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ

ール 『悲劇 か宿命 か』「1955-56年 度 講話 」

プロ ボ， ブ リガ ム ・ヤ ング大学 刊 ，1956

年 ，pp.5-6よ り引用)

一 方
，私 た ちが 弱 さや不 平 ，批 判 に身

をゆ だね るな らば，私 た ち は誤 った選 択

を して しまい， その 巨大 な衝 撃 の た め に

身 を滅 ぽ して しまう こ とにな るで し ょう。

話 を終 え るに あた って，オ ル ソ ン・F・

ホイ ッ トニー の言葉 を引用 しま し ょう。

「私 た ちの味 わ う苦 痛 や試練 が 無駄 に

な る ことは ない。 忍耐 ，信 仰 ，不 屈 ，謙

遜 とい った資 質 を伸 ば すた めの 訓練 とな

るので ある。私 た ちが悩 み， 苦 しむ こ と

によ り，特 に長 く耐 え忍 ぶ こ とに よ り，

人格 は磨 か れ，心 は清め られ， 人 間性 は

豊 かに な り， も っとや さ し く愛 の深 い 人

間 とな り， 神 の子 と呼 ばれ る にさ ら にふ

さわ しい者 とな る。 一… こう した悲 しみ

や苦 しみ， 苦 痛， 試練 を通 じて初 めて，

この地 上 に送 り込 まれ ただ けの意 味 を持

つ訓練 を受 ける こ とが で きるの で あ り，

天 にお られ る御 父 や御 母 に さ らに似 た者

となる ので ある。」(『悲劇 か宿 命 か』p.6

よ り引用)

全 人類 の罪 の た めに苦 しまれ， 十字 架

にかけ られ，復 活 され た主 は次 の よ うに

言 われ ま した。

「もしわ た しの いま しめ を守 る な らば
，

あ なたが た はわ た しの愛 の う ちに おる の

で ある。 それ は わ た しが わ た しの父 の い

ましめ を守 った ので， その愛 の う ちに お

る の と同 じであ る。.

わた しが これ らの こ とを話 した のは，

わ た しの喜 びが あ なたが た の うち に も宿

る ため， また， あ なたが た の喜 びが満 ち

あ ふれ るた めで あ る。

わた しの い ま しめ は， これ で あ る。 わ

た しが あな たが た を愛 した よ うに， あ な

た がた も互 に愛 し合 い な さい。」(ヨ ハ ネ

15：10-12)

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 しあ

げ ます。 ア ーメ ン。
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「幸せ になれ るか しら
」

十二使徒定員会会員

ジェームズ ・E・ファウス ト

「今日の社会において多くの家庭が暗礁に乗り上げているとしても，家庭は道

徳的な価値観を教える最高の教育の場ですから，私たちはそれを放棄すること

はできないのです。家庭以外に，そのような効果的な教育のできる場所はあり

ません。」

一》 の すば ら しい大会 も間 もな く終 わ

一 ろ う と して い ます が， これ まで語

られ た霊 感 あ ふれ る勧告 と希望 の 言葉 に

よ り，私 た ちの心 は和 らぎ， 高 め られて

い ます。私 は人 を裁 く ためで は な く， 教

え と警告 を与 え るた め に， 祈 りの気持 ち

で この説教 壇 に立 って い ます。

最近 ，私 が オー ス トラ リアの ブ リスベ

ー ンを訪 れ た ときの こ とで す
。 あ るス テ

ー キ部 長 の部 屋 に入 る と
， 壁 に， 悲 しげ

な顔 を した女 の子 の写 真 が かけ て あ りま

した。上 には こ う書 か れ てい ます。「私 は

幸 せ になれ るか し ら。」これ は，世 界 中の

あ らゆ る人 々 の問 い か けで はな いで しょ

うか。 救 い主 ご 自身 は，主 の すべ て の弟

子 た ち に，「喜 びが …… 満 ち あふれ る」(ヨ

ハ ネ17：13)よ うに と祈 っ てお られ ま す。

私 は ひ とつの希 望 に つ いてお話 しした

い と思 い ます。 そ の希 望 とは，子供 た ち

が幸福 と望 み にあふ れ た未来 が ある こ と

を理 解 す る よ うにな る， とい うもの です。

私 た ち に授 け られ て い る賜 で， 子供 ほ ど

貴 い もの は あ りませ ん。 子供 は私 た ちへ

の神 の愛 の証 で あ り， 未 来へ の希望 です。

私 は い ぶか しく思 わ ず には い られ な い

ので す が，今 日の世 の 中 で， 子供 を幸 せ

にで きる ほ どの愛 を持 って い る人 が い る

で し ょうか。 信仰 と道徳 の価値 を子供 に

教 える ほ どの愛 を持 って いる人が い るで

しょ うか。子 供 た ちは， 生 き残 る ことや

欲 求 を満 足 させ る こ とよ り も， も っと多

くの事柄 を学 ば な けれ ばな りませ ん。知

識 を与 えて教化 す るだ けで は不 十分 で す。

心 の教 育 が ま さに必要 と され て いるの で

す 。子 供 は ど とで徳 を身 につけ るので し

ょ うか。 子供 が道 徳 的 な特 質 を身 につ け

られ る よ うに， だれ が助 けて あげ られ る

で しょ うか。 どうす れ ば子供 たち が慈悲

深 く親切 で，幸 せ な 人 にな り， 自分 自身

や ほ かの 人々 の ため に よ り豊 かな生 活 を

送 れ る よう にな るの で し ょうか。

数 多 くの根 本 的 な信 念 が失 われ つつ あ

る世 の中 で は， こ う した教 え を次 の世 代

に伝 える のは， 容易 な ことで はあ りませ

ん。 これ まで大 切 に され て きた人間 の価

値 観 が， 雑 誌 や テ レビの悪影響 に よ って，

こと ご とく脅 か され てい ます。 そ の背後

で は，個 人 の 自由 とい う旗 の下 に， 行 き

過 ぎ た容 認主 義 が まか り通 って い る ので

す。 次 の世代 に どの よう な価 値 観 を教 え

るべ きで しょうか。 この点 に つ いて世論
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の一致 を得 るこ と は， まず不 可能 で し ょ

う。人 々 は ほと ん どすべ ての事 柄 に強 く

異議 を唱 え，社 会 的 な抑止 力 は 弱 まっ て

い ます。

す なわ ち，私 た ちは 自分 の ライ フス タ

イル を子供 に教 え， 周囲 を取 り巻 く放 縦

や誘 惑 ， 強欲 な ど か ら彼 らを守 らなけれ

ば な らない ので す。

こ う した誤 った価値 観 の流 れ を変 え る

に は， ど うすれ ば よい で し ょうか。 この

チ ャ レ ンジに立 ち 向か うた め に，何 が で

き るで しょうか。 私 の望 み は， 次 の世 代

の人 々 が永遠 の幸 せ を見 いだす機 会 に恵

まれ て成 長 す る ことで すが， この望 み を

確 かな もの にす る ため に，3つ の方 法 を

提 案 した い と思 い ます。

第1に ，個 人 の選択 が本 人 だ けで な く，

社 会全 体 に影 響 を及 ぼ す こ とを， 大人 は

よ く理 解 し， 子供 に教 える必要 が あ りま

す。

自分 の好 きな こ とをす るの は個 人 の勝

手 であ り， 周囲 の 人々 には関係 が な い と
まんえん

いう考 え方 が，世 間一般 に蔓延 して い ま

す。 世 界 中 に広 が っ て いる恐 ろ しい病 根

が， この一般 的 な考 えの裏 に潜 んで い ま

す。 しか し， こ の考 え方 は明 らか に間違

って いる の です。

不 道徳 な行 な いは すべ て，社 会 に直 接

影 響 を与 え ます。 そ の影 響 は罪 の な い

人 々 に まで及 び ます。 薬物 の乱 用 や ア ル

コー ル 中毒 は，違 法行 為 や ポル ノグ ラフ

ィー， わ い せつ行 為 な ど と同 じ ように，

社 会 に重大 な影 響 を与 えて い ます。 こう

した 「個 人 の 自由」 と呼 ばれ る ものの た

め に， 社会 生 活 や税金 の面 で支 払 われ る

代 価 は， 測 り知 れ ませ ん。 貧困 ，犯 罪，

教 育 を受 けな い労 働 者層 ， 金銭 で解 決 で

きない 問題 へつ ぎ込 む予 算要 求 の増 大 な

ど，様 々で す。個 人的 な行 ない は本 人 だ

けの 問題 だ とい うの は， 明 らか に間違 っ

て い ます。私 た ちの社 会 は，無 数 の個 人

によ る各 々の生 活 の中 の行 ない が集 ま っ

た もの な ので す。一 人 一 人の行 ない の総

和 が， 全世 界 に きわ めて重 大 な影響 を及

ぼ します。完 全 に個 人的 な選 択 とい う も

の は， あ り得 ない ので す。

第2に ， 大人 も子 供 も，社 会 や個 人 の

道 徳 が 時代遅 れ で は ない こ とを理 解 す る

必要 が あ ります。道 徳 や倫理 にか な った

法律 ，政 策， 公 共 プ ログ ラム な どは，生
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産性 が豊 かで思 いや りの あふ れ た， 幸福

で平 和 な社 会 を守 る のに 欠か す こ とがで

き ません。私 た ちは この こ とを， 愛 を も

って子供 に教 える必要 が あ るの です。 も

し， 高潔 ，正 直，献 身， 貞節， 尊敬 ， 誠

実， 徳行 な どの特質 がな けれ ば， 自由 で

開 か れた社 会 は立 ち行 か な いで しょう。

最 近 の ことです が， ダ リン ・H・ オー

ク ス長 老 は， 「法律 で道 徳 をつ くる な」と

主 張 す る人々 に次 の よ うに答 えて い ます。

「よく知 られ て い るこの ス ロー ガ ンを 口

にす る人 は，何 か深遠 な こと を語 ったつ

も りで いる よ うです。 しか し実 際 には，

も し何 らか の論 拠 が あ る と して も， それ

は非常 に表 面 的 な もので しかあ りませ ん。

教養 の あ る人 は口 にす るの を恥 じるこ と

で し ょう。思 慮深 い人 に は明 らか なこ と

です が， 大半 の法 律 は道徳 に その基盤 を

置 いて い ます。刑 法 は すべ て そうで す し，

家 族 の関係 や商取 引 に関 す る法律 も， ほ

とん どが そうで す。財 産 管理 につ いて の

法 律 や ほ かの 多 くの法律 も， その大部 分

が あて は ま ります 。」(「ギ ャ ンブ ル 不

道 徳 で誤 った政策 」 リ ック ス ・カ レッジ

で の説教 ，1987年1月6日 ，p.20)

最近 まで は，倫 理 や道徳 にか な った哲

学 が高度 な学 問 の根底 にあ りま した。 そ

れ らは 時代 を越 えて受 け継 がれ て きた遺

産 で した。 そ の価 値 は， ア リス トテ レス

が教 えた時代 と同 じ よう に， 現代 にも通

じるの です 。 ア リス トテ レ スは次 のよ う

に語 りま した。「あ らゆ る動物 の中 で最 も

優 れて い るの は，社 会 に よ って 完成 され

た人間 で あ り， 最 も恐 ろし いの は， 法律

や正 義 と無縁 の生 活 を して い る人 間で あ

る。」(「政 治学 」1.1253a31-34〉 した

が って， いず この地 に あって も，社 会 と

個 人 の道徳 をよ り一層 強調 す る必要 が あ

るの です。

第3に ， これ が最 も重要 ですが， 子供

た ちを永遠 の幸 福 に備 えさせ る ための方

法 は， 家族 を強 め る ことで す。家 庭 は何

世 紀 もの間，合 衆 国 を は じめ とする 多 く

の国 々 で その基盤 をな す もので した。 社

会 をひ とつ に っな ぎ とめる 「接 着 剤」 の

役 割 を果 た して い ま した。現在 で は多 く

の家庭 が暗礁 に乗 り上 げ， 「接 着剤 」とし

て の役 割 を失 いつ つあ ります。 その結 果，

大勢 の 子供 た ちが 当惑 して い ます。体 だ

け は大 き くな って も，堅 固 な家庭 で愛 と
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た。「その教 えに従 っ た生 活 をす る こと に

よ り，他 の いか なる書物 に もま して人 を

神 に近 づ け るこ との で きる書物 」 を絶 え

ず研 究 す る必要 が あ る とお っ しゃ った の

で す。

私 は，皆 さん が愛 す る予 言 者 ベ ン ソン

大 管長 の勧 告 に従 って，絶 えず モル モ ン

経 を研 究 す る よう願 い， また祈 ってお り

ます。 私 た ちは皆 ，神 の戒 め に従 順 に従

っ た生 活 を して い る とい う確 信 を持 つ必

要 が あ ります。 そ うす れば， 私 た ち はみ

た ま を受 け， 日々 の生活 で もみた まの導

きを受 け る ことが で きるの です 。

救 い主 は， 神 の御 子 として， 皆 さ ん に

も私 に も，御 父 の戒 め を守 るう えで従順

とい う偉 大 な模 範 を示 して くだ さい ま し

た。 二 一 フ ァイ はキ リス トが バプ テ ス マ

をお受 け にな っ たの は，人 が そ の後 に従

い， 聖霊 を受 け るよ う にな るた めで あ る，

と教 えて い ます。

「あな た たち は子羊 が聖 か った こ とを

知 っ て いな いの か。子 羊 は た とえ聖 くま

し ま して も， 肉体 を受 けた もうに よ って

天 の御 父 の前 に へ り くだる こ と と，天 の

御 父 に従 ってそ の命令 を守 る と証 明 を す

る こ ととを バプ テ スマ に よって世 の 人 に

示 した も うの で あ る。」(II二 一 フ ァ イ

31：7)

数週 間前，私 はプ ロボの あ る ステー キ

部 大会 を管理 す る責 任 を受 け ま した。 日

曜 日の朝 の福 祉 部会 は午前7時30分 に始

まる こと にな って い たた め，私 は午 前6

時15分 ご ろ には家 を 出な けれ ば な りませ

ん で した。私 が高速 道 路 の進入 路 へ入 ろ

う として交 差点 に差 しか か った ときの こ

と， 信 号 が ち ょう ど赤 に変 わ りま した。

信号 で止 まった その ときは， まだ朝 も早

い6時30分 ごろ だ ったで し ょうか。・ほ か

の車 の姿 は ど こに も見 え ませ んで した。

赤 信号 で停 車 して いた の は， 私 の車 だ け

だ ったの で す。

あ る考 えが私 の脳裏 を よぎ りま した。

た と え私 が赤 信号 を無視 した と ころ で，

けが をす る人 も いな けれ ば，危 険 もな い。

こん な早 い時 間 には1台 の車 も見あ た ら

ない のだ か ら， とい う思 いで す。 しか し，

私 は信号 が変 わ るの を待 ち，青 信号 に従

って進 み ました。 も しそ こで 左 に曲 が っ

た と して も， だ れ も気 づ か なか っ たで し

ょう。 しか し， 自分 自身 で交 通 法規 を犯
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す こと にな るの は知 って い ま した。 そ し

て， もち ろん主 も知 っ てお られ たの で す。

私 の胸 に は次 の よ うな聖 句 が浮 か んで き

ま した。

「人 が
， な すべ き善 を知 りなが ら行 わ

な けれ ば， そ れ は彼 に とって 罪で あ る。」

(ヤ コブ4117)

兄 弟姉 妹 の皆 さん。私 た ちは その と き

の状 況 に合 わ せ て妥協 しよ う とい う誘 惑

にか られ る こ とが よ くあ ります。 しか し，

私 た ち はいか な る ときで あ って も， 細心

の 注意 を払 い， 正 しい生活 の 原則 に従 っ

て 生活 して いか なけれ ば な りませ ん。 そ

うす る こ とに よ り，私 た ち はは るか に重

要 な決 定 を下 す よ う求 め られ た と きに も，

何 を した らよ いかが わ かる ので す。私 た

ち は， 主 の王 国 の一員 と して絶 えず世 に

対 して模 範 を示 す必要 があ ります し， 自

分 の国 の法律 を守 り， 神 の律 法 を守 らな

け れば な り ませ ん。

主 は末 日の啓示 の中 で次 の よ うに言 わ

れ ました。
な

「この故 に善 を為 す にうむ こ となか れ。
なんじ

これ汝 ら今 偉 大 な るず事 業 の基礎 を置 き

つ つ あれ ば な り。 それ ，小 なる こ とよ り
おこ

偉 大 な る事 起 る。

見 よ，主 は真心 と喜 びて事 に従 う精 神

と を求 む。 喜 び て従順 に従 う者 た ちは，
おい よ

こ の末 の世 に於 て シオ ンの地 の善 き もの

獺

陪灘

鼻

辱

霧 ・

縫灘 　 _簾 灘
，

螺

器

蒙

蓼

翻

鯉
く

を 食わ ん。」(教 義 と聖 約64：33-34)

最 近， 私 は ユ タ南部 地域 会 長会 の一 員

と して， ユタ州 立刑務 所 に収 容 され て い

る男女 の イ ンス テ ィテ ユー ト ・プ ログ ラ

ムに参加 す るよ う招 待 を受 け ま した。 そ

う した人 々 を訪 問 した私 の心 は，彼 らに

対 す る思 いで い っぱ い にな りま した。彼

らもま た， 皆私 たち の天 の お父様 の子供

だか らで す。 彼 らは， 目の前 の誘 惑 に出

会 った と き， 人生 の 中 で誤 った選 択 を し

た人 々 で した。私 はそ う した人 々の ひ と

み の中 に痛 みや苦 しみ を見 て取 りま した。

また，彼 らの愛 す る人 々， つ ま り両親 や

兄 弟姉 妹 ， そ して妻 や子供 た ちの こ とを

考 え ると き， そ う した人々 も同様 に， 大

変 苦 しみ， そ して お そ らく はこれ か ら先，

さ らに多 くの苦 しみ に出会 うこ とであ ろ

う と考 え たの で した。 キ ン ボール大 管長

は， 罪 は憎 んで も， 罪 人 は愛 さ なけれ ば

な らない と言 わ れ ま した。 さ らに また，

人 は我 慢 し，長 く耐 え忍 び， 自制心 を養

う と きに， 苦 しみの 中 か ら聖徒 として生

まれ変 わ る， と も言 われ ま した。

また キ ンボー ル大 管長 は， 救 い主 が苦

しまれ たの は救 い主 とな る訓練 の一部 で
み こ

あ っ た，と言わ れ ま した。「彼 は御 子 で あ

られ たに もか かわ らず， さ まざ まの苦 し

み に よっ て従 順 を学 び， そ して，全 き者

と され た ので， 彼 に従順 であ る すべて の
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理 解 を も っては ぐく まれ た道 徳 的基盤 や，

支 援 の よ りど ころが な いの です。

子供 たち が価 値観 を身 に つけ， 伝統 を

受 け継 ぎ， 思 い や りを育 て るの は，家 庭

に おいて で あ り， 家族 と共 にあ って初 め

て達成 され る もので す。 これ に代 わ る も

の は存在 しませ ん。 教会 ， 学校 ， 公 のプ

ロ グラム は，家 庭 で身 につ けた もの を強

化 し，補 う こと しか で きな いので す。

家族 を強 め るに は， 性 道徳 の 回復 が必

要 にな ります。 ブ ライ ス ・ク リス チ ャ ン

セ ンは最近 ， 次 の よう に記 して い ます。

「互 い に愛 と礼 儀 をも って接 して いる両

親 を見 なが ら育 った子供 は，学校 の性 教

育 の ク ラスで学 ぶ よ りも， 男女 の 関係 に

つ いて， は るか に多 くの こ とを理解 して

い る。」(「ア メ リカの 家 族 」1987年3月

号 ，Vol.1，1：3)

主 のみ言葉 に よれば， すべ ての 男女 は

結婚 する まで純潔 を守 り，結 婚後 も貞 節

を守 らな けれ ばな りませ ん。 主 は次 の よ
かんいん

う に 命 じ て お ら れ ま す 。「あ な た は 姦 淫 し

て は な ら な い 。」(出 エ ジ プ ト20：14)「 ま
な

た何 事 に て もこれ に類 す る ことを為 す こ

となか れ。」(教 義 と聖 約59：6)使 徒 パ

ウロ は， モ ルモ ン経 の 中で アル マが行 な

った よう に(ア ル マ39：1-13参 照)， コ

リン ト人 ぺ の書簡 の 中で この点 を さ らに

はっ き りと指 摘 して い ます。(1コ リン ト

6：9参 照)

愛 情 に基 づ く合 法 的 な結婚 に代 わ る男

女 関係 が ， 人間社 会 の土 台 の崩壊 を速 め

て い ます 。 この土 台 とは， もちろ ん家族

の こ とで す。従 来 の もの に取 って替 わ る

これ らの ライフ ス タイル は，神 の戒 め に

反 す るの で，受 け入 れ る ことは で き ませ

ん。 生 命 を生 み出 す男 女 間 の交 わ りは，

合法 的 な結婚 生 活 の 中で の み行 な うよ う

に，神 は命 じてお られ ます。(創世1：28

参 照)こ の戒 め に反 す る行為 をす べて の

大人 が す る よう になれ ば， 家族 は崩壊 し，

人類 は消 滅 して しま うで し ょう。

聖典 に はっ き りと， また絶 えず述 べ ら

れて い る よう に， 合法 的 な結婚 以 外 の す

べて の性 関係 は， 不道 徳 な行為 として罪

に定 め られ ます。 な ぜ で し ょうか。神 が

そ う言 わ れ たか らで す。 人 は神 のか た ち

にか た どって， 男 と女 に造 られ たか らで

す。(創 世1：27参 照)人 は神 の霊 の子 供

で(教 義 と聖 約76：24参 照)， 初 め に神 と

共 に い ました。(教 義 と聖 約93：23参 照)

人 に昇栄 を もた らす こ とが， 神 の業 で あ

り栄光 なの です。(モ ー セ1：39参 照)私

た ちは光 の子 とな るよ う に命 じ られて い

ます。(教 義 と聖約106：5参 照)永 遠 の

生 命 を受 け継 ぐ者 なの です。 み た まは，
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この世 に生 まれ るす べ ての 男女 に光 を与

えて くださ い ます。(教義 と聖約84：46参

照)

家庭 で最 も効 果 的 に教 え られ る価値 観

は何 で し ょうか。主 の戒 め によれ ば， こ

の教 会 の両親 は，子 供 た ち にキ リス トを

信 じる信 仰， 悔 い改 め， バ プ テ スマ，聖

霊 の賜 につ いて教 えな けれ ば な りませ ん。

(教義 と聖 約68： 、25参照)私 た ちは家庭

に おい て， しつ け と愛 とい う温 か い守 り

の 中で，変 わる こ との な い価 値観 を身 に

つ けて い きます。 また，善 悪 の 区別 につ

いて学 び， 自制 ， 克 己，個 人 の責 任， 人

格 者 に欠 かせ な い特 質 ，思 いや り，礼 儀

作 法 な ど も身 につ け ます。

価 値観 は， 社 会 の もので あ れ個 人 の も

の で あれ，宗 教 的 な信 条 に よって命 を吹

き込 まれ，支 え られ て いな けれ ば， や が

て消 え去 って し まい ます。絶 えず新 た に

す る必要 が あ ります。 宗教 的 な価 値観 を

信 じる信 仰 や信 念 に 目覚 め させ る こ とが

不 可 欠 なの で す。 家族 は教 会 が奨 励 して

い る家 庭教 育 を行 ない，教 会 は誓約 と儀

式 を通 して， 家族 を永 遠 に結 びつ けて い

ます。 私 た ちの神 殿 は， 永遠 の家 族 に対

す る信 仰 を表 わ す証 な ので す。

家族 が本 来 の役 割 を果 た せ ないの は，

家族 を持 た ない人 が大 勢 い るか らだ と言

わ れ ます。 非常 に 多 くの家庭 が家族 と し

て の機能 を果 た して い ない のは事実 で す。

また， あ ま りに も多 くの家 族 が崩壊 して

いる と も言 わ れ ます。 残念 なが ら， これ

も事 実 で す。 しか し， あ らゆ る欠点 を も

って して も， 家族 は なお社会 で最 も重要

な単位 で あ り，歴 史上 の様 々 な問題 に対

す る最善 の解 決策 なの で す。 家族 の絆 を

これ 以上 弱 め るの を食 い止 め，逆 に強 め

る必要 が あ ります。教 会 で は両親 を助 け

る た め に， 「両 親 の ガ イ ド」(PBIC

O507JA， 邦 訳刊行 予 定，た だ し詳 細 は未

定)と い う配 慮 の行 き と どいた小 冊 子 を

用 意 して います。 負 い きれ な い重 荷 に苦

しん で い る両親 は， いか な る援助 を も受

け入 れて くだ さい。祖 父母 や兄弟 姉妹 ，

お じ， お ば， い と こ， 友 人 た ち も，模 範

と勧 告 によ って， 広 い意味 での家 族 の一

員 に対 し， 愛 と関 心 を深 め る こ とが で き

ない で し ょうか。

私 のお ばの ア ン ジー は， 子供 や孫， お

い，め い，その ほか の人 々 のた めに，175



枚 の キル トを縫 い ま した。 どれ も立 派 な

芸術 品で すが， それ以 上 に大切 なの は，

1枚1枚 に愛 が込 もって い る とい うこ と

で す。 ア ン ジーは特 製 の キル トを渡 しな

が ら， 親戚 の 人 に こう言 うこ とがで き ま

す。「指 を刺 した ときは別 だ け ど，一針 一

針 に あ な た へ の 愛 を込 め て縫 い ま し た

よ。」

幸 せ な家庭 とい う もの は， 貧 富 とほ と

ん ど関係 が な いよ うで す。世 界 中 の ど こ

で も，貧 しく と も幸 せ で堅 固 な家庭 を築

い てい る人 々が 多 く見 られ ます。子 供 を

育 て， よ い隣 人 とな るた めに，全 力 を尽

く して い ます。経 済 的 に は貧 しくて も，

心 は豊 か です。家 族 の 問題 は， 富 んで い

る人 に も貧 しい人 に もや って来 る ようで

す。

ホ ワイ トハ ウ スの家庭 問題協 議会 は，

次 の よ うに勧 告 して い ます。「健 全 な家 庭

は， 経 済的 に裕福 で も貧 しくて も， あ る

いは その 中間 で あ って も， 子供 に励 ま し

と援 助 を与 え， 決 して弁解 は しな い。 子

供 の人格 を築 き，標 準 に従 う こ とを求 め，

敬 意 を払 う こ とを要求 する。 そ こでは，

行 動 が求 め られ るの で ある。」(「家 庭 に 関

す るホ ワイ トハ ウ ス報 告 」1986年11月 ，

P.32)

ホ ワイ トハ ウ スの報 告 は さら に続 いて

い ます。

「ほ とん どの人 に と って ，立 法 の ため

の 闘争 や判決 ，行 政 府 の決議 な どは， 生

活 と直接 結 び つ いて いな い。生 活 を織 り

な して い るの は，援 助 の手 とよ き隣 人，

寝 る前 の お とぎ話 ど家 族 の祈 り， 愛 情 の

辱 ， 鷲「騰 醐r酵

.纒.
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込 もった弁 当 と家計 のや りく り， ぬ ぐい

去 っ た涙 と先祖 代 々 の貴重 な遺 産， 激 し

い労 働 と将 来 の ため の少 しの蓄 えな どで

ある。健 全 な社 会 に おけ る英雄 とは， 立

派 な家庭 を築 くこ とで社会 に貢 献 す る大

人 や子 供 で あ り， 自分 の楽 しみ を後 回 し

に し， 節約 し， 欲 しい物 を が まん し， 市

民 の名 誉 あ る仕 事 に人生 の大半 を捧 げ る

両親 や祖 父母 で あ る。 彼 らの育 て る子 供

た ちは，前 の世 代 の残 した業績 の上 に立

って さら に広 い視 野 を持 ち， よ り高 い地

点 に到 達 で き るので あ る。」(同 ，pp.8-

9)

今 日の社会 にお いて 多 くの家庭 が 暗礁

に乗 り上 げて い ると して も， 家庭 は道徳

的 な価 値 観 を教 える最 高 の教 育 の場 で す

か ら，私 たち は それ を放 棄 す る こと はで

きな いの です。 家庭 以外 に， その よ うな

効 果 的 な教 育 ので きる場 所 は あ りませ ん。

ブ リガム ・ヤ ングは次 の よ うに勧告 して

い ます。「子 供 た ちを むち で はな く信 仰 に

よ って教 え，正 しい模範 に よ ってあ らゆ

る真 理 と聖 な る もの へ， や さ しく導 いて

あげ なけ れば な らな い。」(「説教 集 」12：

174)

信念 や 帰属 意識 の もた らす安 らぎを子

供 た ち に取 り戻 す こ とが ，個 人 的 に も社

会 的 に も非常 に必要 とされ て い ます。富

や科 学，工 業 技術 のあ らゆる産物 を もっ

て して も，霊 的 な飢 えを満 た す こと はで

き な いので す。

次 の世 代 や その子 供， 孫 に， 倫理 的，

霊 的 ，道 徳 的 な面 で どの よ うな価値 観 を

教 え るべ きで しょう か。 創 造主 の み言葉

　 び　累
汀難 騰 訪， 撃

灘 灘 黙 欝 鎌 ， 繋灘

脇 一

聯

羅

羅麟

雛

に立 ち返 らな ければ， それ を識別 す る知

恵 は得 られ ませ ん。

望 み はあ ります。 これまで 以上 に多 く

の人 々 が，社 会 への働 きか けで は家庭 へ

の働 きか けほ ど効 果 が あが らない こと に

気 づい て いる よ うです。 家長 の権 威 も回

復 の きざ しを見 せ て い ます。 しか し， 最

も重 要 な こ とは， 多 くの大 人 が， その大

半 は両親 と祖 父母 です が， 子供 に夢 中 に

な って い る とい う点 です。 も しその過程

で ，私 た ちの 生活 や家庭 の中 に，神 聖 な

霊 的真理 や道徳 的 な真 理 を取 り戻 す こ と

が で きれ ば，私 た ちは今一 度 ，聖 な る貴

い遺産 を手 にす る こ とで し ょう。

子供 たち を深 く愛 して， 以 上 の事 柄 を

実 行 す る方 が い らっ しゃる に違 い あ りま

せ ん。 そ して， そ れが至 る所 で行 なわれ

る な ら， 「わた しは幸 せ になれ るか しら」

と問 い か ける少年 少 女 に，次 の ように答

え る こ とが で き るで し ょう。 「もちろん，

幸 せ になれ ます よ。 と どま ると ころ を知

らな い くら いに。神 様 の誓約 と戒 め を守

れ ば， 救 い主 が地上 にお られ た とき に約

束 され た喜 びを味 わ って，『この世 に在 り

ては平 和 を得， 次 の世 に在 りて は永遠 の

生 命 を得 』る で し ょう。(教 義 と聖約59：

23)」これ は，私 た ちの教会 が世 に向 けて

送 る究 極 の メ ッセー ジにほ かな りませ ん。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よって 申 しあ

げ ます。 アー メ ン。
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モルモン経と教義と聖約
大管長

工ズラ ・タフ ト・ベンソン

「モルモン経は私たちの宗教の 『かなめ石』であり，教義と聖約は，末日に続

けて与えられる啓示とともに，『かさ石』と言うことができます。主はこのかな

め石とかさ石のふたつに承認の印を押 しておられます。J

愛
す る兄 弟姉妹 の皆 さ ん， す ば ら し

い大会 に出席 で き，心 か らうれ し

く思 って い ます。 私 は この大 会 に 出席 し，

前 よ りも成長 で きた と思 って い ます。 こ

れ まで に偉大 な記録 が与 え られて きた こ

とを主 に感 謝 して お ります 。今 回 も実 に

す ば らしい大会 で した。 教 会幹 部 の方 々
ロ

が皆 さ んに語 られ た勧告 に従 う よ うにお

勧 め します。私 は教 会 幹部 の 方々 一 人一

人 を愛 し， 支持 して い ます。 また，全 世

界 の教 会員 を愛 して い ます。

私 は現代 のふ たつ の聖典 ， す な わち モ

ル モ ン経 と教 義 と聖約 につ いて お話 し し

たい と思 い ます。

モル モ ン経 と教 義 と聖約 は，神 の民 を

集 め， 主 の再 臨 に備 え させ るため に， イ

ス ラエル の神 か ら与 え られ た啓 示 として
ドすた

ひ とつ にま とめ られて い ます。「荒 れ廃 れ

たる世 を救 う 目的 」 で これ らの聖典 が世
お

に出 され るた め には，「第19世 紀 に於 ける

最 も貴 き血潮 」(教義 と聖 約135：6)， す
'なわ ちジ

ョセ フ ・ス ミス とそ の兄弟 ハ イ

ラムの血 が求 め られ ま した。

この神 聖 な証 には， それ ぞれ に世 の す

べ ての人 に対 す るす ば らしい宣 言 が載 せ

られ て い ます。 モ ル モ ン経 の と び らのぺ

一 ジ と主 が は しが き と して与 え られ た教

義 と聖 約 の第1章 が それ です。 主 は ジ ョ
なんじ

セ フ ・ス ミス に， 「今 の代 の 人 々 に は ， 汝
ことば あと

にタ りて むが言 を与 うべ し」(教義 と聖約

5：10)と 言 われ ま した。 そ して確 か に

人 々 は， モル モ ン経 と教 義 と聖 約， また

ほかの現 代 の啓 示 を通 して神 の み言葉 を

与 え られ て きま した。

モル モ ン経 と教義 と聖 約 はお互 い に証

し合 って い ます。 片方 を信 じて， もう一

方 を信 じない とい う こ とはで き ません。

モル モ ン経 は現 代 に与 え られた ほか の

聖 典 を証 して い ます。 モル モ ン経 に は，

それ らの書物 につ いて， 聖書 が 「真 理 で

あ る こ とを確 か に証 」 す る 「い く らか の

書 物 」 ま た 「最後 の記録 」 と書 か れて い

ます。また，モル モ ン経 は，聖書 か ら「抜

き取 られ たは っ き りして いて貴 い ところ

を人 々 に知 らせ 」て くれて い ます。(1二

一 フ ァイ13：39-40参 照)

モル モ ン経 の見証 者 を別 にすれ ば，教

義 と聖約 はモ ルモ ン経 が真 実 で ある こ と

を述 べ た，主 か ら与 え られた最 もすば ら

しい証 で す。 少 な くと も，教 義 と聖 約 の

中 の13の 章 が， モ ル モ ン経 が神 の み言葉

で あ る ことを確 認 し，証 して い ます。(教

義 と聖約1;3;5;8r;10-11;17-

18;20;27;42;84;135参 照 〉

教 義 と聖約 は， モル モ ン経 と，予 言 者

ジ ョセフ ・ス ミスや その後 継者 を通 して

進 め られ て きた回復 のみ業 を結 びつ け る

ひ とつの輪 で す6

私 た ちは教 義 と聖 約 か ら，神 殿事 業 ，

永遠 の 家族 ，栄 光 の階 級， 教会 の組織 ，

また， 回復 に関 す る数 多 くの偉 大 な真理

を学 ぶ ことが で き ます。

主 は教 義 と聖 約 につ いて次 の よ うに言
いましめ

わ れ ま した。「人 々 よ，これ らの誠 命 を し
たしか

らべ よ。そ は これ らは真実 確 なる誠命 に

して， その 中 に言 わ れ たる予 言 も約 束 も

すべ て成就 さ るべ けれ ばな り。

主， わ れ言 いた る ことは， わ れ言 い た
のが

るな り。 われ 言 い逃 れせ ず。 天地 は過 ぎ

●タバナ クル合唱団 とあいさつを交 わすベ ンソン大管長
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行 くと も， わ が言 は過 ぎ行 く ことな く し

て成 就 す べ し。 わ が声 にて言 わ る るも，

僕 らの声 にて 言 わ るる もみ な一 つ な り。」

(教義 と聖 約1：37-38)

モ ル モ ン経 は人 々 を キ リス トの み も と

へ導 き，教 義 と聖 約 は神 の王 国， すな わ

ち末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 ，「全地
お

の面 に於 け る唯 一 の真 に して生命 あ〔る〕

教会 」に人々 を導 き ます 。(30節)私 は そ

の こ とをは っ き りと理 解 して い ます。

モル モ ン経 は私 た ちの 宗教 の 「かな め

石 」 で あ り，教 義 と聖 約 は， 末 日に続 け

て与 え られ る啓示 と と もに， 「か さ石 」と

言 う ことが で き ます。主 は このか なめ石

とか さ石 の ふ たつ に承 認 の印 を押 してお

られ ます。

古 代 に記録 され た モル モ ン経 が 守 られ，

世 に出 され た こ とは， 二Fフ ァイの言 葉

の正 し さを証 明 して い ます。 二 一 フ ァイ

は次 の よう に言 い ま した。「しか し，主 は

始 め か ら一 切 の こ とを知 って居 た.もうか

ら， そ のすべ て の御業 を世 の人 の 中 に成

就 す る ため にあ る方法 を備 えて 置 きた も

う。 ご らん， 主 は その一切 の言葉 を成就

させ る に必要 な すべ て の力 を もち た も う。

まこ とに その通 りであ る。」(1二 一 フ ァ

ィ9：6)

外 的 な証拠 はた く さん あ ります が，私

たち に求 め られ て い るの は， モル モ ン経

が真 実確 かな記録 で あ るこ とを その よ う

な証 拠 によ って立証 す るこ とで はあ りま

せ ん。 モ ルモ ン経 の真偽 の ほ どが学者 の

研 究 に よって 明 らか に され た とい う よう

な こと はこれ まで に一 度 もあ りませ ん で

した。 それ は今 も同 じで す。 モ ルモ ン経

の起源 ，記 録 の作 成， 翻 訳， また それ が

真 実 か ど うかの証 明 は すべ て主 の み手 に

よって な されて きた ことで す。 主が 過 ち

を犯 され る ことは あ りませ ん。 皆 さ んは

その こと を強 く確 信 す る こ とがで きます。

神 はモル モ ン経 が真 実 な もの か どうか

を判 断 す るた めの方 法 を みず か ら備 えて

くだ さい ま した。 それ は モ ロナ イ書 第10

章， また3人 の見証 者 や8人 の見証 者 ，

教義 と聖約 の数 多 くの章 の 中 に書 か れ て

い ます。

私 た ちは皆 ，聖 霊 を通 してモ ル モ ン経

に対 す る証 を得 な けれ ばな りませ ん。 そ

して モ ルモ ン経 に添 えて私 た ちの証 を人

人 に分 か ち与 え る必要 が あ ります。 それ
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幹、撃 蔦

によ って， 彼 らも また聖 霊 を通 して モル

モ ン経 が真 実 な もの であ る こと を知 る こ

とが で きる よ うにな ります。

二 一 フ ァイ は，モル モ ン経 の 中 には「キ

リス トの 言葉 」が 書 かれ て あ り， 「も し も

キ リス トを信 ず れ ば」，モル モ ン経 も信 ず

る よ うに なる と証 して い ます。(II二 一フ

ァイ33：10参 照)

聖典 の 中に書 か れ てい るみ言 葉 を用 い

て 人々 を教 える こ とは非常 に大 切 で す。

アル マは こ う言 って い ます。「私 アル マ も

また命令 を私 に下 した も うたお方 の 言葉

を借 りて， … … あ なた た ちに告 げた 言葉

を守 って行 え とあ なた た ちに言 う。」(ア

ル マ5：61)

私 た ち は主 が モル モ ン経 の 中で示 され

た言葉 や方法 を元 に，物 事 を判 断 し，福

音 の原則 を教 えな けれ ば な りませ ん。

神 は モル モ ン経 に書 か れた み言葉 が持

つ 力 に よって 人々 の生 活 を変 えて い かれ

ます。「神 の道 を宣 べ伝 えるの は民 に正 し
こう

い こ とを行 わせ るの に非 常 に効 が あ って，

剣 や その ほか これ まで に用 いた こ との あ

るす べて の方 法 よ りも強 く人 の心 を感 化

す るか ら， アル マ は神 の道 の力 を用 い る

必 要 が ある と、思っ た。」(ア ル マ31：5)

アル マ は教 会 の兄弟 た ちに，神 が彼 ら

の先祖 の身 と霊 を地獄 か ら救 われ た こ と

に つ いて次 の よ う に話 し ま した。 「ご ら

ん， 神 はかれ らの心 を改 め， かれ らの深

い眠 りを覚 した も うたか ら， かれ らは 目

を覚 して神 を信 じた。 かれ らは暗 や みの

中 に居 たけ れ ど も，後 にか れ らの身 も霊

も永遠 の言葉 の光 に照 らされた。 まこ と

に かれ らは死 の縄 目 と地獄 の鎖 に と り巻

か れて永 遠 の滅亡 がか れ らを待 ち も うけ

て い た。」(ア ル マ517)

私 たち は，深 い眠 りの 中 にあ る人々 を

目覚 め させ ，彼 らが神 に対 して 目を開 く

こ とがで き るよ う にす るた め， 永遠 の 言

葉 を用 いな けれ ばな り孝せ ん。

モ ル モ ン経 と教 義 と聖 約 に は， イ エ

ス ・キ リス トの福 音 が完全 に， また 明確

に教 えられ て い ます。私 は， 聖徒 たち に

完全 明確 に福 音 を教 える ため に， どの よ

うな こ とがな され て いる か に非 常 に深 い

関心 を抱 いて い ます。私 た ちは 「永 遠 の

神 が 定 め た も うた 大計 画 」(ア ル マ34：

9)を 教 え るの です。

私 た ちは永遠 の神 が定 め た もうた この

大 計画 を教 え るた め に， モ ルモ ン経 や回

復 の み業 を通 して与 え られ た ほかの聖 典

に説 か れて い る メ ッセ ー ジや教授 法 を用

いて いるで し ょうか。
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この偉 大 な計 画 を教 え るた めの方 法 は

た くさん示 され て い ますが ，私 はこ こで

その ひ とつだ け を取 りあ げて み たい と思

い ます。 それ は， モル モ ンが宣 教 師 とし

ての ア ロ ンの務 め にっ いて簡潔 に述 べ た

言葉 です 。

「そこで ア ロ ンは王が 自分 の 言葉 を信

ず るの を認 め，聖 文 を王 に読 んで聞 か せ

たが， ア ダム の造 られ た こ とか ら始 めて，

神 が 自分 の形 にか た どっ て人 を造 りた も

うた こ と と，神 は この人 に命 令 を下 した

もうたが， この人 が神 の命令 に そむ い た

が ため に堕落 を した こ とを教 えて示 し，

ア ダム が造 られ て この かた の聖 文 を解 き

明 し，人 類 が神 の前 か ら堕落 を した こ と

とその 肉欲 に 、ζ・け る有 様 と， キ リス トの

御名 を信 ずる一切 の者 の ため に， キ リス
あがな

トに よ り創世 の前 か ら用 意 され た晒 い救

う計画 とを宣 べ伝 えた。

それ か らまた人 類 は堕落 を したの で あ

るか ら自分 で何 者 も受 ける価 はな いけ れ

ど も，信 仰 と悔改 めな ど によ リキ リス ト
あがな

'の苦 しみ と死 とが その 罪 を腰 う こ とが で

き るの を説 き明 し， また キ リス トが死 の

縄 目を断 ち切 りた まい， 墓 はも はや勝利

を得 ず， ま た栄 光 が得 られ る と言 う望 み

によって死 の苦 しみ が消 え失 せ る こ とを

知 らせ た。 アロ ンは以 上 の こ とを みな王

に説 き明 した。」(ア ル マ22：12-14)

モル モ ン経 に登 場 す る聖 徒 た ち は，貝費

いの計 画が 与 え られた の はア ダム の堕落

があ った か らで ある こ とを理 解 して い ま

した。 モ ルモ ンは次 の よう に書 いて い ま

す。 「ア ダ ム によ っ て人 類 の堕 落 が生 じ

た。 人 類 の 堕 落 が あ っ た か ら… … イ エ

ス ・キ リス トが この世 に来 りた もうた。

そ して イエ ス ・キ リス トによ って人類 の

瞭 いが来 たので あ る。」(モル モ ン9：12)

人 は飢 え を感 じな けれ ば本 当 に食 べ た

い とは思 い ませ ん。 それ と同 じよう に，

人 はなぜ キ リス トが必 要 か を理 解 す る ま

で， キ リス トの救 い を得 た い とは思 い ま

せん。

堕 落 に関 す る教義 と堕落 が全 人類 に及

ぼ した結 果 を理解 し受 け入 れ る まで は，

なぜ キ リス トが 必要 なの かを， 正 しくま

た十 分 に理解 す るこ とは で きませ ん。 ま

たモル モ ン経 ほ ど， この大切 な教 義 を よ

く教 えて くれ る書物 は世 界 中 の ど こに も

あ りませ ん。
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兄弟姉 妹 の皆 さ ん， 私 た ちは 自分 自身

と また 自分 の管理 下 に ある 人々 が，永 遠

の神 が定 め た も うた偉 大 な計 画 を教 えて

い るか どうか， 自分 が して い る こと を注

意深 く見 直 さな けれ ばな りませ ん。

私 たち は創 造 ， ア ダム と人類 の 堕落 ，

キ リス トの贈 罪 によ る堕落 か らの瞭 い な

どに つ いて，啓 示 を通 して与 え られ た知

識 を受 け入 れ， 教 えて いる で し ょうか。

私 た ち は， モル モ ン経 のア ルマ書 第5章

に書 か れて い る， アル マが教 会 の兄 弟 た

ちに向 けた重要 な質 問 を何 度 も自分 自身

に問 い かけ てい るで しょ うか。

私 た ちは腰 い につ い て理 解 して いる で

しょ うか。 また それ を効果 的 に教 え， 宣

べ伝 えて いるで し ょうか。 ゲ ツセ マネ と

カル バ リにお け る主 の苦 しみ は，私 たち

一人 一 人 に とって， どの よ うな意味 を持

つ もので しょう か。

堕落 か らの腰 いは， 私 た ちに とって個

人 的 に どの よ うな意味 を持 つ もので しょ

うか。アル マの言 葉 に ある よ うに，「員費い

を与 える愛 を讃 美す る歌 を唱 いた い と思

った こ とが あ る」 で し ょう か。(ア ル マ

5：26)

さ て， 永 遠 の神 が定 め た もう た偉 大 な

計画 を教 え る とき に何 を基 と した らい い

ので しょ うか。 も ちろ ん聖 典 で す。特 に

モル モ ン経 を使 って くだ さい。末 日に与

え られ た ほかの 啓示 も使 うよ うに して く

だ さ い。 さ らに使 徒 や予 言者 の言葉 ， ま

た， み た まの ささや きの言葉 に基 づ い て

教 え て くだ さい。 ア ルマ は 「自分 が教 え

た こと と，聖 い予 言者 らが言 った ことの

鰭

ほ か は何 ご とも教 えて は な らな い とこの

祭 司 たち に命 じ」ま した。(モ ー サヤ181

19)
戸

教 義 と聖 約 には， こう書 かれ て い ます。
しか

「而 して 彼 らは， そ こよ り旅 して途 中行

く行 く次 の言 を説 きて言 うべ し。 す なわ
しる

ち予 言者 たち と使徒 たち の誌 したる と こ

ろ， お よび信仰 の祈 りによ り 『慰 め主 』

に よ りて教 え らる るこ との み を説 きて言

うべ し。」(教 義 と聖約52：9)

さて私 たち は， 永 遠 の神 が定 め た もう

た大 計画 を教 えた ら， それ が真 実 であ る

こ とを個 人的 に証 しなけ れば な りませ ん。

アル マ は，生 まれ変 わ る こ とと，心 が

「非常 に改 ま る」体 験 をす る こ との必 要

性 につ いて， 聖徒 たち にす ば ら しいメ ッ

セー ジを与 えた後 に， 次 の証 を添 えて，

そ の教 え を結 び固 めて い ます。

「これ ばか りで は ない。 あ なた た ちは

1私自身 これ らの こ とを知 らない者 で あ る

と は思 わ な いか。・ご らん， 私 は 自分 が こ

れ まで に話 した こと はみ な本 当で ある と

自分 で知 って いる こ とを証 す る。 どの よ

うに して それ が確 で ある こ とを知 って い

る か と問 うな らば， これ は神 の聖 い 『み

た ま』 が私 に示 した も うたの で ある。私

は 自分 が これ を知 る ため に長 い間 断食 を

して祈 った。 そ こで主 な る神 が その聖 い

『み た ま』 によ って これ を私 に示 した も

うた ので，私 は 自分 で これ が真 理 で あ る

こ とを知 って い る。 この聖 い 『みた ま』

と はす なわ ち私 の中 に ある啓示 の 『み た

ま』 で ある。」(ア ル マ5：45-46)

ア ミュ レクは の ちに アル マの 同僚 とし

灘

籍

謂



て一 緒 に伝 道 す る よう にな りま した。 ア

ル マが ゾー ラム人 にキ リス トヘ の信仰 に

つ いて教 え を伝 え ると，次 に ア ミュ レク

が 自分 の証 を述 べ て， アル マの メ ッセ ー

ジ を結 び 固め ました。 彼 は この よ うに言

って い ます。

「今
， 私 は 自分 で これ が真実 であ る こ

とを証 す る。 ごらん，私 は は っき りと言

うが， キ リス トはそ の民 の罪 を瞭 うため

に世 の人 の中 へ降 り， また世 の人 の 罪 も

瞭 い た もう。主 な る神 が そ う仰 せ にな っ
たしか

た か ら， 私 は それ が確 で あ る こと を知 っ

て い る。」(ア ルマ3418〉

主 は教 義 と聖 約 の は しが きの 中で 「こ

の末 の世 にわ が選 び たる弟 子 た ちの 口 よ
いまし

り， すべ ての 人々 に警 め の声 は及 ば ん」

(教義 と聖約1：4)と 言 わ れ ま した。

私 たち はア ブ ラハ ムの子 孫 として， 宣

教 師 とな り，「万 国 の民 に この導 き と教 え

を施 す職 と神 権.とを携 え て行 」 く責 任 が

あ ります。(ア ブ ラハ ム2：9)モ ー セ は

カ ー トラ ン ド神 殿 で ジ ョセ フ ・ス ミス に

イ ス ラエル集 合 の鍵 を授 け ま した。(教義

と聖 約110：11)

この集 合 の ため に神 は どの よ うな手段

を備 えて お られ るの で し ょうか。 そ れ は，

世 の人 々 にイ エ スが キ リス トで あ り， ま

た ジ ョセ フ ・ス ミス が神 の予 言者 で あ る

こ とと末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 が

真実 であ る こ とを， 世 の 人々 に信 じさせ

るた め に備 え られ た と同 じ道具 です。 そ

れ は私 た ちの宗 教 の か なめ石 と呼 ば れ る

聖典 です。

それ は最 も正 確 な書 物 で あ り， 人 が そ

の教 え に従 う こと によ って最 も神 に近 づ

く ことの で きる書物 ， す な わ ちモル モ ン

経 で す。(モ ルモ ン経序 文参 照)

神 が私 た ちを祝福 し，私 た ちがす べ て

の聖 典 ， 中で も特 に， 人 を キ リス トの み

も とに導 くため に備 え られ，私 た ちの宗

教 の かな め石 と呼 ば れて い るモ ル モ ン経

と， 人 をキ リス トの 王国 へ導 くそ の友 な

る書物 ， す なわ ちか さ石 と呼 ばれ てい る

教 義 と聖 約 を と もに用 い るこ とが で きる

よ うに な るこ とを望 ん で います。

私 は， 自分 に授 け られて い る神 聖 な神

権 の力 に よっ て， 末 日聖徒 と全世 界 の善

良 な人々 の う えに主 の祝福 が ある よ うに

祈 って い ます。

この大 会 に おい て，私 たち は悪 の力 に

聖徒 の道/1987年7月 号

鱗

つい て 多 くの ことを 聞 いて き ま した。 悪

の攻撃 が 激 し さを増 し加 え る中 にあ っ て，

正義 の う ち に踏 み と どま るた めの力 をさ

らに授 け られ る よう，皆 さん を祝 福 いた

しま す。

福 音 に つ いて もっ と熱心 に近 代 の啓 示

か ら学 ぶ な らば，教 え，宣 べ伝 える力 が

強 め られ， シオ ンの大義 を強 く推 し進 め

るこ とが で きる よ うにな り， よ り多 くの

人 々 が改宗 す る だけ に とど ま らず， 主 の

宮居 に も参 入 す る よう にな るで しょう。

また，皆 さん がモ ルモ ン経 を世 に広 め，

真理 に飢 え渇 い てい なが らそれ を どこ に

求 め た らよ いか知 らな いで い る神 の選 民

鐸

を集 め るた め に， さ らに強 い望 み を持 つ

こ とがで きる よう に祝福 い た します。

皆 さん にお約 東 いた し ます。神 の神殿

への参 入 回数 を増 や して い くな ら，死者

に祝 福 を もた らす こ とが で き るだ けでな

く， さ ら に多 く個 人 的 な啓示 を授 けられ，

自分 自身 も祝福 に あず か るこ とがで き ま

す。

モ ル モ ン経 が神 の み言葉 で ある こと，

ま たイ エ スが キ リス トで あ り， ジ ョセ フ

が神 の予 言者 で あ る こと を証 します。 末

日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 は真 実 の教

会 で す。 イエ ス ・キ リス トの み名 によ っ

て 申 しあ げます。 アー メ ン。
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は

康

て

け

ふ

る

一

彼

健

か

受

は

け

と

。
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命

に
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源

ソ
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つ

学

よ

，
任

ら

に

資

は

学

よ

を

る

か

に

さ

め

力

に

大

に

間

き

た

事

Ｑ

た

電

年

ダ

れ

時

で

め

理

た

る

の

７７

ユ

こ

の

か

務

の

っ

す

ト

ー９

，

。
く

と

を

局

移

理

ル

。

り

た

多

こ

長

査

に

管

ア

た

戻

い

り

く

部

調

Ｃ

を

ロ

し

に

就

よ

割

学

源

Ｄ

局

パ

移

一

に

も

に

の

資

ン

査

州

を

イ

職

り

究

部

炭

ト

調

ア

籍

テ
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よ

研

学
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ン

源
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シ
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瞭
④
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に

・
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リ

・

も

一

・

ス

度

第

シ

エ

一

人

一

イ

は

十

ヨ

ラ

と
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６６
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葉
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こ

，

一

ｄ
部

る
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進

。

パ

い

び

い

と

補

事

］
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早
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任

た

昇

た
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て

呼
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部

こ

に

と

も

責

ま

の

え

ロ

し

ら

は

つ

軍

の

来

キ

す

常

針

る

の

。

格

加

一

を

か

要

な

将

彼

以

一

た

異

指

よ

て

た

破

け

ヨ

備

官

必

に

の

か

は

テ

果

の

活

に

し

し

に

つ

で

準

令

る

更

そ

と

一

ス

を

そ

生

福

と

束

佐

を

事

の

司

す

変

，

こ

夕

，
め

は

の

祝

長

約

少

束

仕

め

は

を

か

ら

る

サ

く

務

軍

分

の

部

と

［

約

の

た

佐

問

務

か

す

ラ

な

く

将

自

主

キ

る

夕

の

も

る

少

訪

職

日

告

・

が
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む

で

と

る

る

め

る

し

に

蕪

鞭
離

蕪

撚
総
　驚

ｄ

と

た

大

す

そ

各

と

し

言

け

と

な

も

し

で

昇

き

あ

将

の
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仕

れ

，

る

つ

の

ら

こ

果

一

を

の

る

出

と

告

佐

に

度

と

が

い

て

て

そ

ち

奉

す

り

あ

人

え

る

て

ま

徳

貴

し

い

て

昇

現

と

は

わ
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い

あ

で

欝
灘

鷺

鞭
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軍

考

あ

見

り

な

，

ら

と

の

て
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ひ
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通

が

に

あ

々

り

ば

だ

る

つ

て

の

に

普

点

う

も

様
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す

男

よ

よ

い

事
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よ
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た

る
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の

に

に

お

仕

よ

は

共

の

問

き

い

争
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に

い
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て
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し
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を

に

れ

れ
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の
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て
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か
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と
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は

。

，

と

に

し
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と

た

間

銘

め
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た

し
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に

認

も

し

進

い

胆

を

と
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昇

悪

を

れ

こ

い

に

は

と

そ

う

思

職

分

こ

し

い

を

の

自

う

か

と

葉

軍

「

い

し

る

言

将

た

と
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れ

う

は

つ

る

う

な

い

弟

語

あ

思

に

と

兄

か

も

と

間
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一

官

性
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い
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の

う

く

て

軍
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彼
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て

サ

，
可

き
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目
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ラ

に

る

お

量

に

う

彼

か

分

助
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な
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度
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に

る
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備
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て
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い
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い
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つ

ま

な

ら

に

れ

れ

ね

任

こ
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な
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重
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葉
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に
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は

な

る

愛

る

す

に

最

こ

て

の

ら

い

の

え

ま

め

。

は

得

い

な

て

い

仕

し

た

た

私

を
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を
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で
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を
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間
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の
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と
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と
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も
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。
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を
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受
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の
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も
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を
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の
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を
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で
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は
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佐
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を
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を
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ホ

ズ

ン

リ

に

娘

の

ス

か

た

ン

に

持

イ

ジ

部

ダ

ン

リ

ロ

学

の

婚

た
旋
劾

乃
絵
岐
伽

ｒ
髄
η

ｒ

軒
倣
畝
群

・

あ

に

。
総

職

機

二

の

と

シ

リ

，

ン

。

今

フ

で

職

た

の

の

闘

は

部

老

・

マ

　

ヤ

る

も

セ

将

の

つ

回

員

戦

老

道

長

ン

，

二

・

い

弟

ヨ

中

軍

か

今

会

４

長

伝

一

リ

は

ラ

ム

が

兄

ジ
鞭
熱

姫
勃

鍬
縮
泌

０１１号用砕㎜ノ直の徒聖



初

も

歩

の

年

を

こ

。
何

道

る

る

は

の

け

い

老

め

賛
捧

て

長

た

に

ん

ン

る

庄

喜

イ

げ

て

に

テ

捧

べ

常

一

を

　

す

非

マ

て

る

ニ

イ

と

を

を

’

へ

え

に

盾

」

て

す

言

年

の

で

キ

オ

一

ス

し

フ

ヨ

ミ

と

，

シ

エ

供

ト

父

シ

子

ン

て

・

の

ラ

グ

一

ン

一

ン

シ

イ

ジ

ィ

エ

テ

一

テ

ジ

一

ユ

ス

母

マ

ヘ

ン

一

　

り

す

結

る

殿

リ

き

は

人

レ

は

と

い

神

オ

行

に

３

ク

き

妹

て

は

マ

へ

間

の

供

と

姉

し

に

の

殿

の

ス

子

た

ア

た

ト

長

神

リ

ラ

の

け

リ

果

ン

年

イ

た

グ

り

受

メ

を

ラ

は

ワ

ふ

ダ

と

を

ア

し

一

り

ハ

。

，

ひ

マ

，
召

シ

た

に

た

一

ス

か

の

一

テ

た

道

ユ

，

］

を

ト

よ

プハ

あ

，

の

た

ち

結

，

責

ン

ノ

の

と

録

の

ラ

ヒ

め

こ

記

会

一

デ

固

く

殿

教

シ

，

ひ

働

神

，

［

と

結

で

は

で

ユ

る

ら

殿

彼

ま

二

れ

か

神

，

れ

。

さ

長

い

間

　

後

た

監

つ

伝

二

め

と

婚

シ

る

代

長

め

年

ケ

れ

の

い

い

時

ン

務

５８

ノ

ら

そ

働

は

ス

た

シ

務

師

は

。

て

彼

の

ま

｝

も

福

に

，

ユ

長

祝

き

の

は

一

熱

殿

０

を

つ

と

時

た

め

二

部

の

と

。

工

男

グ

マ

を

神

・

能

な

長

同

ふ

務

・

キ

部

た

た

マ

て

婚

１９

か

族

そ

ジ

の

イ

任

ト

ト

権

に

部

は

を

ン

一

キ

け

い

う

死

こ

た

堂

管

し

年

ふ

緒

し

二

も

水

は

き

献

大

新

４

に

老

て

に

イ

，

に

長

ト

テ

一

受

て

後

部

ル

ス

テ

を

け

，
キ

ミ

の

ス

し

受

き

｝

ハ

部

の

召

を

働

テ

て

キ

そ

の

任

も

ス

つ

［

在

回

責

て

副

た

テ

現

今

の

し

て

わ

ス

は

，
表

と

部

に

ト

彼

か

代

督

キ

年

ン

。

る

区

一

１０

つ

た

あ

地

，
テ

約

一

め

て

，

む

生

会

味

に

と

２７

イ

テ

イ

た

に

て

に

時

た

た

殿

ズ

か

年

イ

に

１９

マ

け

の

機

意

・王

た

１９

ヘ

一

レ

し

年

歳

前

当

つ

員

神

ム

子

幼

テ

心

か

・

授

た

し

に

つ

分

の

る

ら

き

は

ス

マ

ク

生

５１

２４

る

年

か

会

て

一

自

て

あ

か

て

彼

ク

・

・

誕

１９

に

す

５４

な

の

こ

「

め

前

ん

一

シ

ン

て

か

き

ま

も

老

祖

加

妹

て

を

て

長

先

け

姉

れ

と

と

に

て

つ

・、／

ら

こ

て

ら

し

と

イ

え

の

し

さ

と

る

誌

撮
・
磯

驚

貯
翻

謡

副

難

徽

爺

赫

ン

変

い

え

持

信

い

イ

も

て

考

を

の

継

テ

つ

一

と

第

い

　

つ

に

仰

女

け

る

テ

ン

の

た

い

言

一

信

彼

受

い

一

々

て

マ

テ

人

て

々

の

し

ら

た

す

強

は

代

え

一

た

見

人

後

に

マ

ま

を

の

職

と

残

に

’
力

家

退

あ

も

間

神

な

ン

，
を

し

の

精

的

イ

に

荘

少

月

の

霊

テ

め

別

，

年

り

や

一

た

た

を

い

や

カ

マ

の

し

と

長

い

る

。
業

成

こ

，
思

せ

る

の

完

い

は

と

ま

い

仕

に

な

妹

愛

こ

て

奉

て

ら

姉

の

な

つ

の

す

な

ン

老

を

語

会

，

は

イ

長

心

と

教

や

れ

，
画

け

イ

々

き

は

計

な

の

じ

た

信

き

と

て

る

が

あ

き

て

働

め

い

た

よ

た

で

つ

中

頼

の

に

そ

け
，
助

か

の

む

た

主

る

の

な

い

き

い

主

う

て

て

は

て

よ

し

の

と

こ

要

る

必

れ

を

ら

僕

め

な

求

実

に

忠

者

る

導

え

指

たこ

叡

に

勢

準

。

軍

標

る

フ

国

第

人

力

し

一

米

団

ｏｏ

一

行

ネ

る

軍

０
，
バ

遂

ユ

け

空

２８

ン

を

，

イ

務

シ

お

航

，

に

略

Ｍ

ワ

職

鮪

號

島

購鐸

諜

瓢
聡
諜

軍

兵

委

軍

員

防

理

略

簡

空

兵

国

管

戦
・諮

４

の

一

むう

彼

予

と

チ

か

と

会

救

で

は

を

で

言

」

教

に

か

し

し

い

と

は

た

あ

つ

い

に

す

て

共

え

召

召

思

」

し

つ

で

プ

て

ろ

芸

ま

し

と

構

な

。
な

た

召

ま

の

い

出

員

心

た

た

う

し

の

か

も

前

を

た

て

を

会

な

新

っ

よ

て

こ

み

た

以

員

っ

蜂

ン

た

長

テ

じ

力

会

か

の

あ

る

ん

し

望

れ

は

役

た

養

イ

し

感

の

員

確

回

で

れ

せ

か

の

ら

彼

の

間

は

フ

こ

し

マ

の

行

た

た

と

て

定

る

今

き

さ

ま

し

つ

え

。

社

週

生

一

過

か

た

た

を

ふ

い

た

べ

一

す

驚

倒

れ

と

な

る

会

２

人

サ

て

し

き

い

業

く

て

す

第

身

な

圧

眠

る

人

献

常

「

中

て

＋

に

非

は

晩

持

七

業

。

て

と

一

み

る

つ

あ

に

か

者

の

い

と

た

当

る

導

・王

て

に

け

本

語

指

い

き

彼

受

，

ひ

か

き

る

て

の

，
し

。

て

て

の

ら

つ

今

た

て

で

造

め

と

工

を

た

い

つ

仕

そ

願

は

い

形

も

を

辞

あ

細

と

い

働

願

奉

お

と

老

て

い

と

品

を

ら

ろ

こ

て

て

に

て

。

い

長

い

な

こ

製

こ

か

く

な

つ

し

当

つ

る

た

ン

抱

し

う

ク

そ

れ

ろ

き

持

と

本

使

あ

け

イ

か

期

言

ソ

，

そ

，
好

も

者

か

を

て

受

テ

，

り

の

え

導

妻

間

の

を

一

，

く

る

ス

た

は

つ

分

考

指

夫

時

た

し

マ

，
自

う

で

老

の

っ

召

。

，

い

会

長

て

だ

の

う

，

し

こ

園

と

と

教

ン

へ

と

道

ろ

，
な

い

年

イ

す

ご

伝

あ

，

う

は

て

一

は

な

り

の

身

老

フ

エ

マ

教

の

徒

出

長

ロ

イ

。

て

族

聖

ン

ン

ク

て

た

つ

リ

日

ト

ィ

・

め

い

よ

オ

末

ル

テ

チ

初

聞

に

マ

，

ミ

一

ハ

マ

む

ワ

ら

て

範

た

て

た

を

完

し

面

え

味

を

に

・

か

い

模

し

し

し

時

る

ま

な

言

意

音

か

の

・

ア

性

つ

の

に

通

解

当

す

れ

的

は

な

福

る

ト

Ｊ

リ

女

に

女

目

を

理

，
対

く

質

と

的

，
は

ン

・

メ

リ

音

彼

て

き

を

は

に

て

物

る

世

も

か

ラ

ス

ア

オ

福

，
会

働

か

老

主

し

は

い

の

り

方

一

ラ

に

マ

の

は

教

な

民

長

は

示

々

て

こ

よ

の

シ

ク

ろ

う

ト

老

，
的

な

ン

ら

て

人

れ

は

と

と

一

ダ

こ

い

ス

長

れ

身

う

イ

彼

範

の

ま

て

こ

こ

ユ

の

い

と

リ

ン

か

献

よ

テ

「
。
模

リ

恵

つ

る

う

こ

と

な

彼

生

い

て

て

順

的

，

い

救

の

し

従

育

が

よ

，
な

想

な

ｄ

教

い

の

ひ

切

回

全

た

や

な

て

学

大

若

ト

キ

イ

導

の

の

一

る

を

オ

は

と

す

従

。

，

一

・

テ

に

々

と

マ

語

仰

マ

て

に

を

に

る

マ

ら

た

彼

を

は

オ

ス

一

会

人

か

う

信

面

ら

活

主

あ

か

り

ち

々

あ

た

者

人

で

弟

な

の

順

兄

さ

リ

従

。

の

小

オ

も

る

会

も

マ

分

語

員

目取

は

自

と

定

で

私

。

」

一

中

「

た

す

第

の

は

し

ま

人

そ

老

ま

い

十

は

長

ひ

て

七

分

ン

学

つ

，
自

イ

を

願

た

「

テ

頃

と

ま

て

一

従

い

は

見

㎎ユ



　

は

ン

ろ

よ

場

に

が

労

で

分

長

農

な

た

い

供

方

一

。
老

ア

い

物

農

派

妻

，

た

長

イ

，
作

。

き

一

デ

い

，
た

か

一

責

る

事

一

の

た

て

し

ち

ほ

」

た

，
し

も

，

ｄ

子

信

農

た

用

つ

と

に

私

ち

ま

の

て

す

，

の

も

果

の

き

妻

き

「
。
持

て

も

つ

で

は

へ

ち

に

会

し

た

働

る

を

育

な

よ

の

の

主

た

心

教

り

ま

の

い

場

を

切

に

た

た

，
供

熱

が

取

て

妹

て

農

物

大

と

れ

つ

さ

子

で

分

を

し

姉

つ

な

作

と

こ

く

買

切

。
ん

自

事

と

一

語

さ

な

つ

く

て

を

大

た

進

，
仕

母

夕

う

小

う

も

働

っ

場

の

つ

ら

は

の

，

一

こ

に

い

ワ

で

育

農

働

あ

か

老

場

く

ポ

む

め

自

一

に

で

れ

な

子

の

ポ

で

が

た

れ

い

れ

福

ポ

老

な

し

一

立

夫

任

た

を

タ

間

け

く

ま

か

か

と

す

娘

き

離

も

だ

祝

と

長

要

た

ポ

彼

尽

の

よ

う

対

す

う

る

と

神

あ

は

の

て

ら

人

の

す

る

一

必

果

は

「
。
を

分

の

ろ

に

も

よ

い

る

が

て

て

タ

リ

飼

も

し

ち

タ

に

え

仕

ポ

守

た

し

惜

た

を

す

娘

り

け

か

る

孫

ら

あ

タ

に

に

妹

る

力

自

と

だ

け

最

る

て

き

れ

ら

し

一

メ

を

で

ま

た

一

ち

教

の

。
留

れ

示

を

私

け

ま

の

た

助

族

え

，

た

か

一

す

心

姉

い

全

は

に

の

か

る

て

え

で

こ

か

に

ポ

は

畜

。
て

供

ポ

た

を

て

た

で

く

て

辞

「

助

い

人

ふ

を

家

考

供

も

の

ポ

た

熱

一

て

，
彼

め

る

い

き

持

答

が

「

」

切

ち

家

た

育

子

供

頼

場

し

事

て

し

賛

な

思

４

と

き

と

子

か

も

果

も

タ

つ

で

た

い

問

て

を

と

れ

は

る

む

う

と

る

子

働

よ

い

い

層

の

じ

し

て

の

道

同

ほ

つ

り

伝

と

て

語

た

の

た

け

は

ふ

妻

け

受

老

，
夫

受

も

長

し

一

ら

に

一

婚

タ

か

々

タ

結

一

に

ポ

ウ

　

た

親

任

る

る

に

で

　

語

徒

の

て

の

に

証

る

そ

彼

い

牲

両

責

あ

い

実

と

ポ

う

聖

々

つ

そ

め

と

あ

は

ら

て

犠

，

の

り

て

忠

こ

。

こ

日

人

思

，
た

仰

で

老

な

し

は

が

道

余

つ

を

な

る

て

末

ｄ

の

と

は

の

信

と

長

せ

信

と

い

伝

て

語

し

う

い

い

な

す

カ

い

老

人

，
こ

｝

な

確

こ

な

，

つ

は

召

よ

て

つ

的

で

り

た

長

か

は

る

タ

。
と

る

れ

も

補

老

の

の

え

に

身

人

メ

し

一

ち

き

え

一

る

る

す

し

て

を

長

分

と

考

老

献

く

ア

を

タ

た

働

与

ポ

い

あ

活

も

つ

牲

［

自

，
と

長

に

働

南

き
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を
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に
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Ｑ
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を
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に
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は
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に

・
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を
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も

・
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祝
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６
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て
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８６
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受

ダ
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タ
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に
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さ
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を

イ
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う

つ
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ル
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サ
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召
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表

し

ア
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た

人

険
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よ

補
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ら

ポ

ト
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【

州
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・

人

ポ

に

，
代

召

・

あ

い

夫

保

収
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６
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を
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Ｂ
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．
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て
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・
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て
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に
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を
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と
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る

４
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は
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を

，

一

ワ

９
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Ｑ
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Ｑ
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召
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て
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召
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自

き

く

，

，
て

り

は

て
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を
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［
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を
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て
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リ
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彼
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を

に

に

。

フ

法

。

ラ

の

か

カ

に

任
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と

て
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療
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虫
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騨
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を

に
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を
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司

に

重

す

に

レ

組

十

体

に

面

題

も

ま

題

ア

り

七

肉

題

な

問

最

き

問
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取

。

の

問

た

な

う

て

の

も

の

る

々

の

新

う

い

か

生

て

老

い

入

と

を
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て
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て
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．

執
、
会

緒

さ

く

霊

一

，
員

情

心

て

，
ダ

は

定

，
熱
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献

取

病

多

。

ア

ら

と

能

を

人

【

９

進

学

究

の

献
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膚
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薬
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鷲
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問

健

プ

と

加

取

療

保

別

長

に

に

医

界

特

員

合

題

の

世

育

委

連

問

国

，
教

会

際

療

上

り

・

員

国

医

途

た

査

委

，

る

展

わ

調

問

は

け

発

に

る

諮

会

お

，

年

す

術

員

に
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熱
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熱
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を
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を
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と
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と
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光
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Ｑ
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Ｑ
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た

む

サ

れ

わ

に

人

康

。
れ

に

る

し

の

Ｈ

責

学

の

ま

ル

は

分

で

何

を

る

境

と

保

質

”

ば

帥

蜘

廿

腱

騰

ば

卿

ひ

欝

群

個

齢

矧

匝

綴

僧

識

甥

蝉

敵

顧

ひ

蝶

麗

肋

勅

乱

は

く

に

に

的

て

私

境

れ

て

薬

構

導

し

今

さ

ダ

た

３

は

年

な

え

２

管

政

汚

い

３

ア

蘇
離

繕

「
鷲

馴

讐

警

鷺

段

警

驚

第
卸

讐

第

老

題

療

か

々

を

長

間

冶

る

人

心

ン

の

の

あ

て

関

ソ

死

気

で

し

い

り

と

病

者

と

深

モ

生

は

学

員

に

．

の

彼

科

会

う

Ｂ

問

。
た

会

よ

・

人

た

き

員

し

一

，

き

て

定

同

ダ

で

て

い

一

も

ン

ま

っ

働

第

に

む

な

た

て

養

保

会

を

持

職

る

い

と

る

あ

う

ち

れ

い

い

栄

界

員

賞

を

の

と

働

者

い

で

奪

た

ま

し

注

，
世

委

ル

験

員

を

て

学

て

場

を

生

恵

，
を

は

て

際

へ

経

会

鞭

し

つ

き

立

命

学

，

人

熱

士

ま

国

一

た

会

教

と

持

て

の

の

に

嚇
欝
灘
膿
灘

ま

放

人

た

権

◎

任

者

七

で

フ

多

野

教

百

撲

政

力

て

力

共

は

し

協

公

彼

と

に

る

。
員

案

す

る

一

立

関

あ

の

の

に

で

局

法

全

め

部

制

安

務

の

規

品

の

係

用

食

て

関

使

や

し

健

の

け傾を熱情も最か彼くらそお
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り

の

や

た

リ

ロ

老

私

告

見

こ

与

し

伝

き

モ

は

し

部

ま

地

そ

を

け

巡

プ

長

「
。
勧

ひ

ム

を

ま

会

引

サ

き

間

道

年

，

も

ｄ

業

受

を

祉

ト

た

，
た

つ

決

き

教

を

，
と

訪

伝

６９

は

度

ん

事

き

会

福

ソ

得

人

ひ

グ

解

て

て

て

ト

る

を

ダ

ら

に

つ

当

ン

あ

部

リ

か

年

一

せ

の

引

教

て

ラ

を

る

た

ロ

く

し

搬

岬
繍

繋

懸

諾

矯

噺

∵

偏

蜥
㎝

働
能

禦

絵
凝

響

鋤
認

闘
別
一
問
ス
彼
，

。
こ

翌

そ

と

部

教

つ

，

し

教

題

て

た

た

は

，
部

キ

て

に

人

と

，
問

の

し

し

老

し

幹

【

い

則

る

要

が

の

も

ま

悔

長

に

会

テ

つ

原

い

必

た

ら

る

り

後

ト

と

教

ス

に

の

て

を

し

れ

れ

な

て

ノ

こ

，

，
ム

祉

ん

言

ま

そ

く

と

と

つ

る

来

き

ラ

福

悩

助

き

，
て

束

こ

め

以

歩

グ

は

は

や

て

そ

え

た

む

。

職

ス

に

ソ

た

オ

さ

る

ン

シ

な

職

を

あ

ン

ー９

堂

の

と

し

る

の

・

後

の

つ

フ

召

あ

ト

一

に

退

し

で

ラ

。

麟
撫
絃
鰍撫
謙
灘
監
騨糊
鷲
灘
慧
鰐
聾

年

祉

パ

テ

４０

も

部

て

に

年

ウ

て

は

い

一

テ

務

年

受

し

職

ン

と

て

か

ラ

ま

く

て

仕

た

に

真

ま

き

み

る

，
働

ん

の

み

。

が

り

や

の

知

６４

福

，
ス

の

と

道

こ

表

７６

。
し

任

と

レ

ス

間

７８

を

と

会

ラ

長

任

と

一

ｄ

１９

・

け

の

会

こ

伝

そ

代

１９

る

と

責

一

ト

副

年

１９

と

長

教

一

殿

責

こ

ジ

が

て

せ

会

の

る

会

あ

さ

、王

を

道

受

ア

教

た

の

て

区

い

者

い

タ

ル

の

９

あ

部

は

シ

神

の

た

［

た

し

ま

教

主

語

教

も

さ

か

道

て

任

し

ク

ソ

部

を

れ

責

新

レ

，
キ

任

さ

の

た

イ

た

一

責

任

ア

れ

デ

ま

テ

の

解

工

ら

・

は

ス

そ

ら

ウ

え

ン

彼

ト

，

か

ク

与

｝

。

一

れ

欝
髄
整

捕
搬
隻

糺
趾
栃
叱
都
の
・の
渡
齢
薙

鯉

誰

漏

朧

撚

篇

儲

臨

蒲

轡

髄
詫

諭

談

黙

蟹

懲

灘

蹴

搬

施

献
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な
瓢

齢
働
艇
繕

鷲

鍾
　謡
鰯
灘
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凋藻

　∴
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灘

織
　総
　懲

・

硝

冨

・

げ轟

露帰

削

㌦

『

糊

噺
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癩

運

設

凛

～

・
∴

∴

欝
壽

伽

∵
∴

∴

レ

…

∴∵
噌

㌶
い

∵べ

轟

｛

ン

黒

『
“

沸

旨

痢
．
∵

物

“
冨

岬
謁

・鴨
淵守

環
∴

∵

遭

、

’

㌦

野

臨

鐸

鰺

』
韻

側

嵩

眸

　∵糊
黛
◎

㌶
轡轡
◎

ご
二

期
慧

．戴
凱

轟
窺

∴

ド
牌

∴

旧“

ご

∴

∵

愉

濫
脈『

胃

∴陛ぎ

．
㍑

凱

｝

∴

溺

・．
∵

・　

炉曝

∴

き

諺

噌∴

バ

∴

・

輪

冨
添

慧

”
』。∴

∵

謡
、
ご

騎
℃
・『
∴

∵

℃
∴

馳

撫

ゆ

ヒ
　
み

　

織

曳

。

詣
品
嵩

∵

ノ

議

た

攣

｝
∵
肥
∴

』∴

・

∵避

縞
審

謡

“

．麟

ニ
ゼ

饗
．∴
讐
ご
隣

愚
驚

㌦

四

・

隔

紺
写
硬

￥

騨

け

ロ

　

編
此
∵
嚇
∴
曲

撫

転

』

脳

ア

ボ

ご

　

　

ら

サ

み

ら

ト

㍑
老

∴
∴

鷺
長

謡
∴

ヤ
．
緯

湿

。ザ

」
ツ

∴
電

ラ

∵
二

℃

●

抽
轟

ド

　

．Ｌ

凱
∵

瀞

弓
鐸
』“
◆

ご

瑛
溺

｝

〔
ン

∴
∵

「

レ

　｛∴

珊
報ワ
∴
寵

“

寓

『

っ

隔

協

㍗

冨

隔

ロ

ゐ

ロ

な

け

』

蜘
ご

毒

伽

舘

ワ

溺

・

螺
㌧

｝

∴

弊

調

“

鼠

叩

四

β

調

畑

輝

鵬

鷺

・

噌
葛臨

㌦

轡

・『
㌔

臨

葛』

冨

幽
麟

麟

功成ぬ始を業事鶏養て分自

　

ラ

む

た

か

る

妹

束

た

ワ

て

い

い

た

任

早

し

た

れ

姉

約

れ

は

任

幼

て

り

責

に

婚

し

ま

ト

の

ま

老

責

た

つ

な

の

か

結

式

恵

ソ

そ

恵

長

の

ま

持

に

そ

る

と

司

に

ラ

局

に

ト

と

「

を

督

，
は

妹

を

供

．

。

姉

式

子

た

，
子

ラ

督

い

の

，

結

供

ソ

な

る

夢

監

し

も

た

プ

福

出

鮪

響
野
継

藤

繍
灘
黙
論
鞭
聯篇
掘
鰍

ス

り

は

束

あ

で

い

監

垢

は

な

し

て

に

て

い

セ

．＼

，
こ

い

確

２０

た

ル

く

き

な

』

に

・

た

り

約

か

部

な

副

こ

私

に

て

え

き

っ

働

，
し

は

る

お

，

，

い

工

働

と

る

う

生

ハ

ふ

た

の

害

全

も

，
よ

，
歳

夢

考

と

た

に

は

さ

任

て

に

し

は

て

ウ

て

の

れ

ろ

人

一

か

ふ

と

障

，
間

記

彼

ろ

５０

う

て

の

わ

め

さ

ま

責

立

部

設

老

し

の

し

そ

く

た

の

。

こ

。
い

分

歳

に

た

と

，

の

を

祉

建

長

宮

会

と

は

て

い

私

む

む

の

に

な

し

運

は

の

た

事

老

の

り

い

こ

た

約

ム

事

う

て

な

彼

督

つ

で

長

ア

「
。

つ

る

し

な

ラ

仕

よ

の

細

に

監

わ

分

一

工

た

に

す

ま

き

グ

の

の

も

詳
．
後

に

携

自

リ

ウ

れ

事

悔

れ

大

。

ロ

祉

発

の

の

。
地

に

て

き

ク

ら

仕

後

く

に

そ

庫

た

各

任

つ

と

ス

め

の

て

て

常

り

む

は

た

マ

老

き

う

臓

に

て

書

ら

め

は

長

と

ろ

心

り

し

部

た

の

た

と

自

２５

年

の

た

て

彼

画

福

を

ト

経

教

者

老

い

な

は

か

収

彼

一

の

あ

は

お

婚

ト

い

事

し

，

，

，
３０

展

い

態

ｄ

計

会

庫

ノ

を

ら

任

長

働

は

れ

て

を

り

そ

て

に

と

結

一

働

執

ま

い

は

く

発

つ

状

た

宮

教

倉

ラ

業

か

責

一

て

と

そ

ヲ

ヲ

　

む

息

の

，

・

あ

ト

た

一

に

し

の

，

。

二

は

た

ら

の

た

５

チ

マ

た

う

。

き

て

の

目

は

一

て

ノ

え

シ

き

と

部

に

た

オ

彼

え

れ

ム

つ

年

父

・

れ

よ

た

て

え

初

番

れ

ユ

前

ラ

与

一

と

書

キ

う

し

イ

に

抱

こ

つ

な

１８

て

イ

ま

の

し

つ

教

曝

’２
．諺

儲
勧
響

」
晩
鍬
ト
に
厳
一
謙
駐

乱
砂
勉

贈

仁
好
暁

砒
縁
詠

嫉

老

い

う

と

け

長

影

’
て

老

ス

い

で

は

る

問

い

プ

備

ト

テ

グ

間

私

く

則

き

長

言

言

長

つ

一

な

は

い

長

か

て

部

の

あ

の

て

祉

な

ノ

シ

母

の

は

て

原

ヘ

ト

と

と

管

で

り

き

老

働

一

弟

し

キ

た

て

く

し

福

き

つ

ク

と

ト

父

え

な

す

ノ

一

一

大

ん

ウ

大

長

て

リ

兄

進

一

ん

て

多

理

の

大

・

一

ト

ツ

「
。
教

要

仕

ラ

リ

ユ

一

な

カ

に

ト

し

ウ

一

推

テ

学

い

の

管

会

て

ン

レ

ソ

ラ

る

を

重

奉

・

は

シ

リ

ち

と

常

ノ

と

カ

リ

を

ス

を

お

上

を

教

え

キ

ト

ラ

・

い

か

の

に

」

前

マ

・

に

長

非

ラ

師

た

は

ム

ア

則

に

祉

部

か

う

一

ル

・

ン

て

い

生

う

・

名

は

Ｂ

老

管

に

。
教

つ

彼

ラ

ニ

原

部

福

ト

彼

す

ラ

ソ

Ｐ

マ

つ

よ

人

よ

ン

の

前

・

長

大

生

る

宣

た

。
ク

オ

の

キ

て

一

，

た

・

，

・

一

語

ら

の

レ

子

名

ト

一

一

人

あ

で

長

た

ロ

イ

祉

一

し

ワ

て

果

ノ

に

ス

パ

う

た

私

。

の

ル

リ

リ

の

て

ト

部

い

プ

パ

福

テ

と

な

べ

を

レ

日

ル

・

こ

い

グ
供

ロ

ウ

Ｑ
老

物

ン

道

働

祉

じ

か

ス

督

き

す

任

グ

ー８

一

一

子

ハ

カ

る

長

人

ラ

伝

て

福

同

彼

ア

監

大

は

責

月

ヤ

リ

彼

に

労

ま

ｄ

の

た

長

伝

一

と

し

ン

手

・、・

を

一

む

鶏

た

つ

養

つ

帰

の

通

に

親

に

家

父

学

，

に

大

し

ろ

タ

を

こ

ユ

道

の

，
伝

代

ら

で

１０

か

園

は

な

ン

老

い

つ

は

た

も

ま

レ

は

働

働

し

母

れ

グ

業

ユ

く

事

二
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了

払

酒

る

場

い

球

て

。

野

見

た

，

を

い

み

合

か

鉢

試

人

を

て

る

校

つ

く

ｄい

学

座

て

か

し

の

で

か

曜

に

け

い

日

席

か

ろ

く

い

い

週

ス

そ

よ

，
客

し

し

つ

て

な

何

ラ

は

く

て

観

話

も

ひ

つ

え

ら

ク

ス

行

く

。

ら

お

は

座

見

か

の

ラ

に

　

父

の

た

曜

。

ツ

な

に

子

つ

日

う

一

く

席

息

た

の

い

ポ

な

の

は

の

子

と

ス

し

隣

親

た

息

た

に

も

と

父

き

は

し

日

度

ん

。

に

親

席

曜

一

な

る

し

父

出

日

は

。

あ

捜

，

に

，
と

た

て

，

は

緒

来

こ

一

以

な

り

た

の

間

に

れ

う

　

た

た

か

「

彼

か

か

れ

校

グ

見

た

ス

で

え

見

つ

隣

親

姿

そ

学

タ

を

つ

の

の

た

仕

神

ト

監

副

表

て

責

緒

た

ち

た

た

に

に

ア

，

，
代

ま

る

一

果

た

が

。
主

年

の

督

員
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を
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２４
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固
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，

。
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と
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を
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司
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を
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を
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融
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．
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ユ
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７２
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て
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を

福

て

ス

る

年

れ

ヤ

の

て

ト

の

関

こ

で

と

ス

か

ら

ま

を
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を
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を
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入
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。
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の
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を
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を
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葉

Ｈ
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備
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が
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彼
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る
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を
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｢若器犠説驚 萬
ス･S･モ ン ソ ン副管 長が 中央若 い女 性

会長会 第 二副 会長 の召 しを伝 えた と き,

ジャ ック姉 妹 の 口 か ら出 た言 葉 で ある。

彼女 は会長 のア ー デス･G･カ ップ姉 妹

と副会 長 の ジ ェイ ン･B･マ ラ ン姉妹 の

こと を尊敬 して い たが,も う成 人 して い

る息 子 だけ で娘 を ひ と りも持 たな い 自分

が,少 女 た ちの プ ログ ラム で一体 何 が で

きるだ ろ うと考 え たの であ る。

それ に対 して モ ン ソ ン副管 長 は,今 回

の召 しにあ たっ て は彼 女 の独 特 の個性 と

才能 が必要 であ っ た ことを話 した。 しか

しまだ不安 であ った ジ ャック姉妹 は,翌

日カ ップ姉 妹 に電 話 を かけ て いる。｢私は

こう言 った んで す。 ア ー デ ィー,何 で私

なんか選 ん だの,っ て。 す る とカ ップ姉

妹 は,こ う答 え て くだ さ いま した。『選 ん

だのは私 じゃな くて主 です。』｣

ジ ャ ック姉妹 は カ ップ姉 妹 と同様,カ

ナダ にその ルー ツ を持 つ。彼 女 は スタ ー

リング･0･ロ ー と ラ ビナ･ア ンダー ソ

ン･ロ ーの 間 にアル バ ータ州 の カ ー トス

トンで生 まれた。 その後 ユ タ大 学 に進 み,

英文 学 を学 ぶ。後 に夫 とな る ジ ョセ ブ･

E･ジ ャック と会 った の は,ユ タ大 学 に

おいてで あった。 そ して1948年 に結婚,

ニ ュー ヨー クの ステイ トン･ア イラ ン ド

に移 り,彼 女 が 言 う には,そ こで初 め て

自分 が証 を持 って い る こ とを 自覚 した と

い う こ とであ る。

｢教会 に行 くの に片 道,地 下鉄 とハ ス

で1時 間半 か か るん です。｣夫は医 師 と し

て ニ ュー ヨー ク市 の病 院 に勤務,多 忙 な

毎 日で,一 日中 ふた りで過 ごせ るの は隔

週 の 日曜 日だ け であ った。｢マンハ ッタ ン

で の断 食証会 で証 を しま した。 自分 に本

当 に証 が あ るん だ と思 った の は,そ の と

きで す。 そ うで なけ れ ば頑 張 って教会 に

集 お う な ど とは 考 え な か った と思 い ま

す。｣

ジャ ック家 は その後,ホ ス トンとア ラ

スカ のマ ウ ン ト･エ ジカム に移 っ た。 マ

ウ ン ト･エ ジカ ムで は移 住初 日の朝 に,

その町 で た った ひ と りの末 日聖徒 が 温 か

いハ ックル ヘ リー･パ イ を持 って きて く

れ た。 そ して2年 間 その町 の小 さな支部

に集 ったが,出 席 人数 は10人 に満 た なか

っ た。

｢証 が強 ま りま したね,こ の ときは。

何 とか頑 張 って その少 ない 人 を私 の家 に

集 め な けれ ばな りませ んで した か ら。｣そ

して1958年 に ジャ ック家 は ソル トレー ク

シテ ィー に移 り,ジ ャック姉妹 は1972年

か ら1984年 まで扶助 協 会 の 中央管 理会 員

と して奉 仕 した。 ジ ャック兄 弟 は最近 独

身 ワー ド部 の監 督 を解 任 に な ったが,こ

れ まで 監督 と して2度 働 い て い る。

ジ ャ ック姉 妹 のモ ッ トー は,何 で あ れ

全 力 を尽 くす こ とで あ る。 グ ラ ン ドピア

ノを音楽 の教 師 を して いた友 人 か ら譲 り

受 け た彼女 は,発 奮 して今 ピア ノの レ ッ

ス ンを受 けて い る。 ピア ノは カナ ダで子

供 の こ ろ少 し弾 いた だ けだ。 また コル フ

とス キー も た しなむ。 これ らは ジャ ック

家 の フ ァ ミ リー･ス ポ ー ツで あ る。

彼 女 の この音 楽 とス ポー ツ,そ れ に人

生 それ 自体 へ の熱 意は,ほ かの 人々 に も

大 き な影 響 を与 えて い る。 彼 女 は こ う語

る。｢楽 しみ なの は,自 分 の 人生 を振 り返

った と きに,自 分 は成 長 して いる んだ と

いう こ とを実感 で きる と きです ね。｣そし

て,彼 女 に と ってそ の鍵 とな るの は,福

音 の実 践 で ある。

｢勉 強 した り
,い ろ いろ な知 識 を身 に

つ け た り して も,そ れ を 日々の生 活 の 中

で実 践 しなか った ら,十 分 だ とは言 え な

い です ね。｣彼 女 は そ う語 って くれ た。
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ズ ラ･タ フ ト･ヘ ン ソ ン大 管 長 は,

工 総 大会 に先 立 ち,4月3日 金 曜 日

に開 かれ た年次 地 区代 表 セ ミナ ー にお い

て,教 会 の使 命 は｢神 の すべ て の息子 娘

を永 遠 の生 命 とい う最 大 の祝福 に向 け て

前進 させ る｣こ とに あ る と語 った。

ベ ン ソ ン大管 長 は また,1981年 に大 管

長会 と十 二使 徒 定員 会 が教会 の使命 と し

て 以下 の3点 を発 表 した こ とに触れ た。

1.す へ ての 国家,国 民,血 族,国 語 の

民,民 族 に福 音 を宣 べ伝 え る。

2.聖 徒 に福 音 の儀 式 を受 け る よう備 え

させ,ま た,救 い を得 させ るため に

教 育 と訓練 を与 え,完 全 な者 とす る。

3,死 者 の ため に福 音 の代 理 の儀 式 を行

な い,死 者 を蹟 う。
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●6月 に3年 の任期を終えるふたりの伝

道部長に代わる新伝道部長が大管長会に

よって発表されました。7月 りEヨから着

任となります。

〈任期を終える伝道部長〉

青柳弘一(日本仙台伝道部)

ロパート･D･グ ッドウィン

(日本東京南伝道部)

みたりの新伝道部長を

ご紹介します

どうぞよろしく1

灘,
　囁霧

FPp

騰{

日本仙台伝道部
伝道部長

新山 靖雄
歳 。 東 京 ス テ ー キ部 三 鷹 ワ ー ド部 出 身 。 前 東 京 ス

42 テー キ部 ステ ー キ部 長。 これ まで地 区幹部 書 記,

ステー キ部 幹部 書 記,高 等 評議 員,副 監督 な どを歴 任。

1963年 か ら1965年 まで北部 極 東伝 道部 の専任 宣教 師 で あ

った。

イ ンタ ラ ック株 式会 社 の取 締役 会長 。 ブ リガム･ヤ ン

グ大 学 で経営 学 の学士 課程 と修 士 課程 を収 め た。

神 戸市 で新 山 芳雄 と村 川 つ じ子 との 間 に生 まれ,登 美

子･モ ル トン姉 妹 と結 婚 し,6人 の子 を も うけて い る。

仙台 で ア ロ･モ ル トンと畠 山英 子 との 間 に生 まれ た登 美

子姉妹 は,ワ ー ド部 の初 等協 会会 長,扶 助協 会 会長,扶

助 協 会教 師 な どの責 任 を歴任 して い る。

■

日本東京南伝道部
伝道部長

M･ジ ム･松 森

64
歳 。 ドレイパ ーユ タス テー キ部 ドレイ パー 第7ワ

ー ド部 出身
。 これ まで に高 等評 議 員,監 督,副 監

督 な どを歴任 。 召 され た ときは高 等評 議 員 の任 に あ った。

アパ ー ト,ビ ル経 営 に携 わ る か たわ ら,農 業 も営 ん で

い る。 ソル トレー ク シ テ ィー の ス テ ィーブ ンス･ヘ ネ ガ

ー ビジネ スカ レッ ジ
,ユ タ大学 の 公 開講座 に学 ぶ。

ユ タ州 マー レー で松森 吉 兵衛 と山本 トメとの 間 に生 ま

れ,後 に マ リー･テ ツ ミ･岩 田姉妹 と結婚 し,3人 の子

を も うけて い る。 ユ タ州 ソル トレー ク シ テ ィー で岩 田忠

兵 衛 と佐 々木 ミヤ との 間 に生 まれ た松 森姉 妹 は,ワ ー ド

部 扶助 協 会 の副 会長 を務 め,こ れ まで に ステー キ部初 等

協 会 副会 長,初 等協 会教 師 な ど を歴 任 して い る。
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ちの訪問には,ふ たつの 目的 があるとブ ラ

ッドフォー ド会長は語 った。 ひとつ は日本

の教会の現状 を把握 し,管 理会の一員 とし

て人々 によい奉仕がで きるように,彼 女た

ちが 日本 の教会員か ら学 ぶため,も うひ と

つは,教 会の原則,プ ログラムの進め方な

どを教 えることである。｢一番大切な ことは

一致 することです
。年齢別 に補助組織 は3

つに分 かれてはいますが,3つ の別 々のプ

ログラムがあるのではなく,ひ とつの同 じ

目的を持 っています。 すなわ ち,社 会的,

物質的,霊 的 に天父 のみもとに帰 るに必要

な備 えをさせるように教 えることです。神

権指導者 は,神 権組 織 と3つ の補助組織 と

の間に一致の精神 をはぐくむ ように して く

ださい｣と ブ ラッ ドフォー ド会長 は述べ た。

中央扶助協会会長 のウイ ンダー姉妹 は,

同 じぶどう園で養 い育 てる責任 を持 つ者 と

して一致 して働 くために｢3つ の補助組織

が定期的に会 って話 し合 うことをお勧め し

ます。 そうすることによってお互 いにどう

いうところに問題が あるか を知 ることがで

きるからです｣と 語 った。

中央初等協会 の第一副会長 のキ ャノン姉

妹は,昨 年か ら実施 されてい るカ リキュラ

ム年度 の変更について触れ,｢以 前 は世界各

国の習慣の違 いのために6つ の年度 があっ

て繁雑 をきわめていましたが,統 一化 を図

ったことにより同時進行で きるようにな り

ました。両親 とのオ リエンテー ションなど

でそれ について理解 が得 られるように努め

て ください｣と 話 した。

また中央若い女性管理会会員 のモー リッ

ツェン姉妹 は,北 部極 東伝 道部時代 の宣教

師であった ことか ら日本語 を交えて語 った。

｢プログラムのために人が あるのではなく
,
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攣
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騰1詳
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亀

瀞 墜 輿
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楡

li糠 轍:
クラスで指導するモー リッツ ェン姉妹

.翻

坐
欝

人のためにプログラムがあ ります。 まず大

切 なことは,一 人一人 の姉妹 の必要を知 る

ことです。そ してその必要 を最優先 して考

えなければな りません。 それ を具体化 し,
のつと

福 音の原則 に則 って計画 を立て,プ ログラ

ムを実行 するのです。｣

翌4月18日 の土曜 日,ウ インダー姉妹 は

広島 ステーキ部大会 に,キ ャノン姉妹 とモ

ー リッツェン姉妹 は仙 台ステー キ部 大会 に

出席 し,指 導者会 で話 を した。

灘融麟翻醐 猟鍛箸;犠

醐 騰 繍際 蜘:艶奪露 麟繍 黛･難 髄鍵縢欝 欝 擬

｢そ れ死にたる者 の救 いは必要 に して,

死 にたる者 の救 わるることはわれ
ひつす

らの救 いにとりて必 須なることなり。｣(教

義 と聖約128:15)

死者の救いの業 は,私 たち教会員 の大切

な責任のひ とつです。 もちろん青少年 も例

外 ではあ りません。先祖 の身代 わ りの業 に

携 わることによって,死 者が救われる と同

時 に,私 たち 自身も霊的 な糧 を得 る ことが

できるのです。

しか し,神 殿 から遠 く離れて いるために,

札幌 に住 む青少年 はこの業 に参加 する機 会

になかなか恵 まれずにいました。そ こで3
の

月26日 か ら28日 までの3日 間,札 幌 ステー

キ部始 まって以来 の青少年神殿 ツアーが計

画 され,準 備 が進 められ ました。

ところが,い ざ準 備に取 りかかる と,解

決 しなければな らない問題が いくつか持 ち

あがって きました。 まず金銭的な問題 です。

団体旅行 のため格安 とはいえ,往復で35,000

円以上かか ります。 これ は中,高 校生 にと

っては大 きな負担で した。 また両親が非教

会員 の場 合,東 京 に行 く許可 を得 るの もと

て も大 きなチャレンジで した。 その うえ,

初 めて神殿 に参入する人がほとん どで,そ

のための備 えも必要です。

このように,い くつかの間題が あ りまし

たが,青 少年が少 しで も多 くの祝福 を得 ら

れるように,で きるだけ彼 ら自身 の力で問

題 を克服す ることにな りました。

神殿 ツアーの計画が発表 されてから,青

少年 がまず 自分でお金をためる努力 を始め

ました。毎 月のお小 遣いの中か ら少 しずつ

貯金 した り,ア ルバ イ トを した り,ま た正

月のお年玉 で欲 しい物 を買わずに神殿 ツア

ーの費用 に充 てた人 もい ました
。

両親 から許可 を得 るため にも彼 らは精 い

っぱい努力 しました。父親 が教 会員 ではな

いある姉妹 は,絶 対 に許 して くれないだ ろ

うと思 い,最 初 ツアーの ことについて話す

のをためらっていました。 しか し,断 食 し

て よくお祈 りをしてか ら父親 に話 してみた
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帰還宣教師 の体 験談 やフ ァイヤサイ ドな

どで話を聞 くたびに,伝 道 への思 いが膨 ら

み,｢伝 道 に出な ければ必 ず後悔す る｣と思

うようにな りま した。

少 しずつですが伝道の準備 を始 めま した。

会社 に退職 をいつ願 い出 ようか迷 ってい

たある 日,上 司の面接が ありました。 それ

は以前か らの夢だ ったデザイン設計のセ ク

シ ョンへ引き抜 きたい とのお話 でした。私

はあ まりに突然な話 に驚 きました。あれほ

ど就 きたかった仕事 だったのですが,口 か

ら出 た言葉 は,｢申 し訳あ りませ んが……｣

という返答 でした。伝道 に出たいという思

いにより,証 と聖霊の助 けが強 くなって い

るのを感 じました。 その後 も何度 か面接 が

あ りま したが,そ れ で も答 えは同 じで し

た。

また両親の反対 も大 きな試練で した。以

前か ら｢教 会 に行 くのは構わ ない廿れ ど,

伝 道 に出るな どとば かな ことは考 え るな

よ｣と 言 い,伝 道 に対 してよいイメー ジを

持 っていませ んで した。私 は何度 も手紙 や

電話で 自分 の気持 ちを伝 え,理 解 して くれ

るように願 いましたが,あ ま り効果 はなく,

それどころか母 は,｢お 前が伝道 に出 るなら

自殺す るよ｣と まで言 うのです。 なぜ,主

の業 を行 なお うとするの に家族 との仲 が悪

くなるのか,ま ったく理解で きませんでし
ささ

た。それ から何度 も断食 と特別 な祈 りを捧

げました。

そのような とき,伝 道 を終 えて帰 ってき

たばか りの兄弟が｢わ たしは,す べての人

に対 して自由であるが,で きるだけ 多くの

人を得 るため に,自 ら進 んですべての人の

奴隷になった。……福 音のために,わ た し

はどんな事で もする。 わた しも共 に福 音に

あずか るた めで ある。｣(1コ リン ト9:

19-23)と いうパウロの言葉 をプ レゼ ン

トして くださいました。 それ まで私 は両親

を変 えようと努力 していま したが,ま ず 自

分が変わる必要がある ことに気づ きました。

会社 を退職 した私は,1週 間帰省 し,両 親

のため にできるだけの ことを しようと決め

ました。

家 に着 くと両親 は稲刈 りに出かけて いて

留守で した。私 もす ぐ着替 えて手伝 いに行

きましたが,母 が二言三言話 してくれ ただ

けで,ふ た りとも機嫌が悪 く,ど う話 した

らいいのか迷 ってしまいました。 それ から

1週 間,ど こにも行 かず,ま た伝道 につい

ては口にしないで,両 親のためにできる限

りのことをしました。 きょうが最後 の夜 と
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いう 日,祈 っていると両親 に証 を したらい

いと強 い力を感 じま した。両親を前 に,改

宗 して初 めて証 を しま した。｢父は聞 こうと

は しませ んで したが,母 は｢お 前は言い出

した ら聞 かな いか らね｣と 言 って くれ まし

た。

翌朝,大 阪 に帰るために,母 が空港 まで

見送 りに来て くれ ました。別 れ ぎわ に｢こ

れは,母 さんがタベー生懸命書 いた手紙だ

か ら,飛 行機 の中で読 みなさい｣と,封 筒

を渡 されました。 どんなことを書 いて くれ

たのだろうと,機 内で開けてみると,私 が

働 いていたころに得 て いた給料1カ 月分以

上のお金 と｢皆 さん に愛 される人 にな りな

さい｣と 書 いたメモ書 きが入 っていました。

胸 に熱 いものを感 じて,ど うしよう もなく

涙が あふれて きま した。母 に心か ら感謝 し

ました。

それ から1カ 月後,私 は主の しもべと し

て召 され ました。伝道 に出て,毎 週,両 親

か ら手紙 が届 きます。父 も,帰 省 した とき

に共 に刈 った新米 を送 って くれ ました。今,

本 当に家族 と強い絆 で結 ばれているのを感

じます。

伝道 の準備 をする間に,サ タンはあ らゆ

る方 法で誘惑 を強 くし,伝 道 の業 をとどめ

ようと試 みます。 しか し私 たちが正 しい道

を選 び,主 に頼 るならば,主 は必要 な とき

に助 けと導 きを与 えて くだ さい ます。 ジ ョ

セブ･ス ミスが語 ったように,い かなる汚

れた者の手 もこの業 をとどめ ることはでき

ません。主の証 人 としてこの責任にあずか

れることを心か ら感謝 しています。ひ とり

で も多 くの兄弟姉 妹 とこの祝 福を分か ち合

いたい と思 います。 この伝道 の喜 びは,経

験 した人だけに しか味わ うことのできない

もので す。(た け した･み つ は る1965年

生 まれ,大 阪北ステーキ部茨木 ワー ド部出

身)

き　ま

轟認叢誌鞍∴碍
･ボ

.,.,篇.

(高擁2年)舗,

薩 府 些 部鯉76ト 蔀欝 糞締 ､.

｢》 れまでセ ミナ リーを,重 要 なもの だ

一 とは,あ ま り考 えていませんでした。

そんな思 いを180度 変 えたのが昨年 度の セ

ミナ リーで した。

寝ぼ うで怠け者 の私 にとって,毎 週朝6

時半 に始 まるセ ミナ リーに参加するのは厳

しい もので した。毎週｢起 きれ!｣の 声 で

飛び起 き,姉 とセ ミナ リーに向 かいました。

時には教会員 ではない父の車 に乗せて もら

い,｢こ んなに朝早 くか ら,勉 強 もしな いで

何 しに行 く｣と,し か られたこともあ りま

した。で もそんな父 も毎週通 う熱心 さに,

何 も言わないで送 って くれ るようにな りま

した。私たちが一生懸命集 っている祝福 と
の

して,神 様が父の心 を和 らげて くださった

ので しよう。

毎週の レッスンはいつも生徒 がた くさん

参加 して,皆 や る気 で燃 えていました。特

に皆 の神経が集中するのは,マ スター聖 句

探 しです。｢どうしよう,ひ とつも覚 えて い

ない｣と 言 う姉妹が,3秒 もしないうちに

手 を上げて皆 をあぜん とさせた りして いま

した。｢よ し,私 も や って み よ う｣と,姉 と

必死 に な って 暗 記 し ま した。.

マ ス タ ー聖 句 は心 の支 え と な って い ます。

人 か らい や な こ と を言 わ れ た と き,｢… …
なんじ ゆ る

汝 らにはすべ ての人 を赦 す ことを求 め ら

る｣(教 義 と聖約64:9-10)の 聖句 を思い

出 し,心 を落 ち着 かせ,ま た夜道 をひとり

で歩いているとき,こ わ いことを考 えない
よろこ

ように,｢す べて心の歌 は,わ れの悦 びな り

……｣(教 義 と聖約25:12)の 一節 を思 い出

して,好 きな讃美歌 を歌 い,心 に平安 を得

た こともあ ります。 この ように,日 常生活

で私 を助 け励 ま してくれ るマスター聖句 を,

今年度 も覚 え,信 仰生活 を充実 させたいと

思 います。

昨年7月 のセ ミナ リー大会 で,姉 と玲子

姉妹,美 智子姉妹 が優勝 した ことが皆 を活

気 づけ,｢次 の大会 での聖句探 しは,首 位 を

首里 ワー ド部で制 覇 しよう!｣を 合言葉 に

し,9月 のセ ミナ リー大会で見事 に トロフ

ィーを持 ち帰る ことができました。仲 間の
か のう

笑顔 と嘉納姉妹 の100万 ドルの笑顔が忘れ
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灘 灘
と末 日聖徒 イエス･キ リス ト教 会の

私宣教師 との出会 いは昨年6月 のこと

で した。 とて も心地 よいお話で したので,

ついつい回を重ね,最 後 まで レッスンを聞

きました。｢外国 の宗教 だか ら｣と いう思 い

と｢本 当に真実 なのだろうか｣と の半信半

疑 の気持 ちから,お 話 を続けて聞 くことに

少 しため らいがあ りました。 しか し,私 の

知 らないことで したので｢知 らないよ り知

っていた方がいい。知 って いて も損 はしな

いだろう｣と い う安易 な考 えでお話 を聞き,

モルモン経を手 にしました。

もともと頭 の良くない私 が文字 を読 んで

理解 するなどということは,と うてい及 ひ

もつかないことと考 えていたのですか,モ

ルモ ン経 の予言者の言葉 を心の支え とする

ことができるまでにな りました。 このよう

な私 を見放さすに教 えてくださった宣教師

たちに感謝 の気持 ちでいっぱいです。

途 中数々の苦難 はありましたが,昨 年7

月20日,13歳 になる娘 と共 にバプ テスマを

受 けることができました。私 の生活 は大 き

く変 わ り,喜 んで家族 のため に,ま た主人

のために模範 となれるよう神 様に頼 りなが

ら,全 力で主の教 えを実行 しました。

しか し,私 が改宗 したことで少 し気 むず

かしくなっている主人の前 で家族の祈 りを

することはむすか しく,ひ そかに娘 と共 に

行 なっていま した。神 様はそんな私 に主人

を含 め家族 て祈 るチャンスを与 えてくだ さ
めい

いま した。高校1年 生の姪か我 が家 に遊 ひ

に来 たとき,食 前 のお祈 りをとうやってす

るのか聞 きた いと言 うので,家 族みんなで

お祈 りをして食事 をいただいたのてす。 そ

の 日か ら我か家では,家 族 の祈 りとして,

夕食時に毎 日祈 ることかてきるようにな り

ました。

私 は毎 日主 人のため に祈 りま した。｢主人

のために特別 な宣教師 が召 され ます ように,

そして1日 も早い時期 に改宗 できます よう

に｣と,日 に何度 も何度 も祈 りました。

そんなある日,洗 濯 を終 えて干 そうとし

ていたとき,急 に体 が温 かくな り,主 人か

バプテスマを受 ける姿が 目の前 に浮かひ上

が ってきたのです。私 は とて もうれ しくな

って涙が流 れました。 さらに主人 を教 えて

くれ る宣教師 の姿 を数 日後 に夢 に見 ました。

私 は子供たちに｢近 い内 に宣教師 の転 任が

あって,背 の低 い外 人宣教師が来るよ｣と

話 していました。私 はこれ らの ことを信 じ

てその 日が来 るのを待 ち望 みました。

そ して,つ いに夢 に見 たのと同 じ人が召

されて来 たのてす。私 は ますます自分 の見

たことが実現す ると強 く確信 しました。 ア

メ リカか ら来 たはかりのその宣教師 は,主

人 にとって,本 当に特別 なつなが りを持 つ

ことので きる人で した。 その宣教師 が写真

を見せなが ら家族 の紹介 をして くれた とき

に,彼 の弟 さん も我が家 の息子 と同 じ障害

を持 って いることを知 ったのです。主 人は

その宣教師 に興味 を覚 え,福 音 に耳を傾 け

るようにな りました。

私 は主 入が改宗する ことは確信 して いて

も,何 度 も何度 も福 音か ら離 れようとす る

主人で したのて,そ の度 に改 めて自分 の信

仰 を見つめ直 し,主 人のために また自分 自

身のため に神様 のみ言葉(モ ルモ ン経)に

すが りました。1イソスンを中断するこ とも

何度 かあ りましたか,宣 教師 の多大 な努力

と信仰 とによって,主 人 はバプ テスマを決

意 しま した。 そして,主 人かハプ テスマを

決意 したのを見届けるように して,そ の宣

教 師は転任 しました。 しか し,私 が前 もっ

て見ていたことはすべて実現 し,神 様か生

きている ということへの確信 は一層確 かな

もの にな りま した。

116ロ ーカル

バプテスマの面接 を残すたけとなってほ

っと一息ついたとき,神 様はまた私 に大切

な導 きを夢 を通 して与 えて くださいました。

これ は私 に とってあま りにも重大 なことで

したので,驚 きのあま り,自 分 の見 た事柄

をとのように考 えた らいいのか思 いあぐね

ま した。 しか し,考 えに考 えた末,こ れを

このまま捨てお くわけにはいかない と思 い,

宣教師 にお話 ししました。

我 が家 の16歳 の息子 は脳性 小 児マ ヒの

ため,重 度 の言語 機能 障害 があ ります。

息子 は私 の ときと主人の ときの2度 にわ た

って一度 も欠かさずにすべての福音 を聞 き

ました。 しか し,彼 は罪 を犯す ことはない

ように私 には思え,バ プ テスマ を受 ける必

要 はないと考 えていま した。

ところが私の見た夢では彼が必死 に訴 え

ているのです。息子はハプテスマを受 けた

い と思 っていたのです。 しか も,彼 はそれ

を前か ら何度 も何度 も私 に訴えていたのて

す。私 には彼 の気持 ちを理 解することがで

きませんで した。神様 は夢 によって彼 の恐

怖 にも似 た不安 な気持 ちを,同 じ恐怖 と不

安 で私 に伝 えて くださいました。神 様が彼

を代弁 され たのです。
の

彼 が水 に沈んでいる ときには,主 は必す

お守 りくださると私 に約束 してくだ さいま

した。 このようなことをたれかできるで し

ょうか。 まさに神 のみ業 で しかあ り得 ない

のです。 しか し,彼 がバプ テスマを受 ける

ことは決 して簡単 ではありませんで した。

(モロナイ822-23参 照)彼 は果 た して

このみ言葉 に従 わなければならないのか,

神様のみ こころかとこまで彼 に及ふのか,

私 はひたす ら祈 り求 め ました。｢どうそみこ

ころのままに…｣と 。

そのことを宣教 師 に伝 えると,早 速伝道

部長 が我 が家 に来て息子に会 ってください

ました。 そ して神様 は息子かバプテスマを

受 けることを許 して くた さ り,2月15日,

主人 と息子は晴 れてバプ テスマを受 けまし

た。

また,4月5日 に息子 はアロン神権 を授
せいさん

けられ,執 事に按手聖任 され ました。聖餐

会 では車 イスを押 して もらい,パ ンと水 の

トレイをささえて もらいなか ら,緊 張 した

面持 ちで聖餐 のパ スをしてい ました。ある

へ 　ノ の
ウ〈5
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